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第17号溝跡（第212図・付図）

位置　中央2区西部のT44j8区からT44g8区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第19号溝に掘り込まれている。

規模と形状　T44j8区以南は調査区城外へ延びており，北東方向（N－100－E）へ直線的に延びている。

確認できた長さは11．80mである。規模は上幅0．50－0．78m，下幅0．30～0．60m，深さ10～20cmである。形状

は底面がわずかにくぼみ，壁面は緩やかな傾斜で立ち上がっている。

覆土　単一層である。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。　　　　　且50．2m

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片3点（杯1，嚢2），須恵器片1点（杯）が全域から散
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第212図　第17号溝跡実測図
在して出土している。出土遺物のすべてが細片で，図示できるようなものはない。

所見　当遺跡で確認されている中世と推定されている溝跡とは形状が類似しているが，炉壁片などの鋳造に関

連する遺物が出土していないことや8世紀中葉以後と考えられる第20号溝跡と平行に付設されていることか

ら，時期は中世以前の可能性が考えられる。また，性格は等高線に直交し，台地から低地部へ延びていること

から，排水的な役割を持っていた可能性もあるが，第19・20号溝跡と共に，コの字状を呈していることから，

区画溝の可能性もある。

第19号溝跡（第213図・付図）

位置　中央2区中央部西寄りのT44g8区からT46

il区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第73・77号住居跡，第13号掘立柱建物跡，

第17・20号溝跡を掘り込み，第2ピット列に掘り込

まれている。

規模と形状　T44g8区から北東方向（N－870－

E）へわずかに蛇行しながら直線的に延びる。確認

できた長さは51．70mで，規模は上幅0．72～1．20m，

下幅0．24－0．54m，深さ23～42cmである。形状は底

面がわずかにくぼみ，壁面は緩やかな傾斜で直線的

に立ち上がり，U字状を呈している。

覆土　6層からなる。レンズ状の堆積状況を示す自

然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量
4　黒　褐　色　ロームブロック少量

5　にぷい黄褐色　ロームブロック中量

6　にぷい黄褐色　ロームブロック微量
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第213図　第19号溝跡・出土遺物実測図

遺物出土状況　弥生土器片2点（壷），土師器片68点（杯17，棄51），須恵器片30点（杯19，嚢11），炉壁片13

点（817g），鉄棒11点（449g）〔流動淳2（10g），炉内溶解物8（438g），白色淳1（1g）〕，鋳型片1点

（24g），粘土塊5点（94g）が全域から散在して出土している。553・554は覆土中から出土している。
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所見　中世と推定される第17号溝跡を掘り込んでいるので，時期は中世以降と考えられる。性格は第17・20号

溝跡と本跡で南に開くコの字状を呈していることから，区画を目的とした溝の可能性が考えられる。また，こ

の3条南側（内側）から，鋳造に関連した遺物が出土し，工房跡と考えられる方形竪穴遺構が確認されている

ことから，鋳造又は製鉄関連遺構を区画する目的があった可能性がある。

第19号溝跡出土遺物観察表（第213図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位 置 煽　　 考

553 須 恵器 杯 ［13 ．4］ （4．7） － 長石 灰 普通 ロク ロ整形 覆土 中 10％

554 陶器 嚢 カ － （6．3） － 長石 ・石英 灰褐 普通 体 部外面へ ラ削 り 覆土 中 10％，外面鉄付着

第20号溝跡（第214図・付図）

位置　中央2区中央部西寄りのT45i8区からU45C8区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第68号住居跡を掘り込み，第19号溝に掘り込まれている。

規模と形状　U45C8区以南は調査区城外へ延びており，北部は北方向（N－70－E）へ直線的に延びてい

る。確認できた長さは17．50mで，規模は上幅0．62～0．92m，下幅0．21～0．48m，深さ20cmである。形状は底

面がわずかにくぼみ，壁面は緩やかな傾斜で直線的に立ち上がり，U字状を呈している。

覆土　3層からなる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

竃汐－＼≧良三5

土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

2　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

3　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

』±∃m　　　』±∃m　遺物出土状況土師器片58点（杯32，棄26），須恵器片9

第214図　第20号溝跡・出土遺物実測図　　　点（杯7，嚢2），土製品1点（不明），炉壁片4点（98g），

鉄淳2点（36g）〔炉内溶解物〕，羽口片1点（174g）が

出土している。555は覆土中から出土している。

所見　8世紀中葉以後の第68号住居跡を掘り込み，中世と推定される第19号溝に掘り込まれていることから，

時期は8世紀中葉から中世と考えられる。性格は南に開くコの字状を呈していることから，区画を目的とした

溝の可能性が考えられる。この3条南側（内側）から，鉄に関連する遺物が出土し，工房跡と考えられる方形竪

穴遺構が確認されていることから，鋳造又は製鉄関連遺構があり，それを区画するための溝跡の可能性がある。

第20号溝跡出土遺物観察表（第214図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

555 土 師器
高台付

椀 －
（2 ．7） ［6．4］ 長石 ・雲母 明赤褐 普通

底部 回転へ ラ切 り後，高 台貼

り付 け後 ナデ
覆土 中 10％

第21号溝跡（第215図・付図）

位置　中央1区西部のT43C8区からT44C3区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　T43C8区から東方向（N－850－E）へ進み，T43cO区で北方向（N－100－E）に屈曲し，

蛇行しながらT44C3区に至る。確認できた長さは26．0mで，規模は上幅0．29～0．60m，下幅0・21～0・47m，
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深さ8～19cmである。形状は底面がわずかにくぼみ，壁面は緩やかな傾斜で直線的に立ち上がり，U字状を里

している。

覆土　2層からなる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

遣物出土状況　土師器片16点（杯1，嚢15），陶器片1点（棄），

磁器片1点（碗），炉壁片2点（20g）が覆土中から出土してい

る。出土遺物のすべてが細片で，図示できるようなものはない。

A50．0m
「画一

ヽ＝三上二頁才
556

0　　　　　　1m　　　　　　0　　　　　　5cm

し十＿」　　：＋
第215図　第21号溝跡・出土遺物実測図

所見　時期は，陶器片が出土しており，中世の可能性がある。性格は不規則な形状をしていることから，排水

的役割を果たした溝であると考えられる。

第21号溝跡出土遺物観察表（第215図）

番号 種　 別 券　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

556 磁器 碗 － （1 ．4） ［5「6］ 赦密 灰オリーブ 普通 ロク ロ整形 ，貼 り付け高台 カ 覆土 中 10％

第24号溝跡（第216図・付図）

位置　中央2区南東隅のV49cO区からV50cl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第24号住居跡を掘り込み，第7号井戸，第12号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　東部は調査区城外へ伸びているため，全容は不明であるが，確認できたのはV19cO区からほぼ

直線的に東方向（N－900－E）へ延びている。確認できた長さは4．12mで，規模は上幅0．64～0．82m，下幅

0．50～0．68m，深さ30cmである。形状は底面が平坦で，壁面は外傾して直線的に立ち上がっており逆台形状を

呈している。

覆土　2層からなる。不規則な堆積状況を示している人為堆積である。第2層は覆土が薄く，ほぼ水平に堆積

し，締まりも強いことから，溝として機能をしている時に道路として使用された可能性がある。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少

量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・

炭化粒子微量

遺物出土状況　弥生土器片1点（壷），

土師器片11点（杯・高台付杯3，嚢8），

「岩∃二m＼＼＼∈…
：；！

第216図　第24号溝跡・出土遺物実測図

⊥二⊆霊芝
0　　　　　　　　　10cm

L⊥

須恵器片2点（杯），礫1点（破砕礫；被熟痕）が全域にわたって覆土中から出土している。561は覆土中から

出土している。本跡に伴う遺物はない。

所見　4世紀後半と推定される第24号住居跡を掘り込み，中世の可能性のある第7号井戸に掘り込まれている

ので，古墳時代前期から中世までの間と考えられるが，当遺跡で確認されている中世と推定される溝跡と形状

が類似していることから，中世と考えられる。また，性格は周辺の溝跡と同様に排水溝ではなく，区画溝とし

て機能していたと考えられる。また，土層断面図中の第2層の覆土が薄く，硬化していることから，区画溝と

して機能しているときに道路としても使用された可能性がある。
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第24号溝跡出土遺物観察表（第216図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

5 61 須 恵 器
高 台 付

坪 － （3．4） ［1 0 ．8］ 長 石 ・雲 母 黒 褐 普 通
底 部 回転 へ ラ切 り， 高 台貼 り

付 け後 ナ デ
覆 土 中 10 ％

（7）鋳造関連遺構

今回の調査では，東区と中央2区から鋳造に関連する遺構が確認されている。東区からは炉跡7基，それに

付随すると考えられる鋳造関連土坑18基，中央2区からは鋳造に関連すると考えられる方形竪穴遺構9基，井

戸跡10基が確認されており，既述のとおりである。ここでは，炉跡，鋳造関連土坑，方形竪穴遺構について記

述する。

ア　炉跡

第1号炉跡（第217図）

位置　東区北東部のU52g2区に位置し，台地の北西から南東へ下がる微斜面部に立地している。

0　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」　　」

10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

I M516

第217図　第1号炉跡・出土遺物実測図
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重複関係　第7号炉に掘り込まれている。

規模と形状　第7号炉に掘り込まれており，さらにトレンチヤーによる撹乱を受けているため，確認された規

模は長軸1．63m，短軸1．03mの不整長方形で，深さは27cmである。断面はU字状で，壁は緩やかな傾斜で立ち

上がっている。長軸方向はN－890－Wである。残存している底面は青灰色に還元し硬化している。還元面の

周囲は酸化により焼土化している。この還元・酸化面の下方に深さ6cmの掘り込みがあり，多量の焼土・炭化

物・鉄淳・粘土が堆積していた。これらの掘り込みは，炉の防湿施設の下部構造である可能性がある。

覆土　6層からなる。第1・2層は鉄淳や被熱痕のある礫を含む覆土であり，第2層と第3層の境界部に礫を

敷いたような広がりが見られた。第3層は炉底の土層，第4層は還元面の周囲の酸化焔により焼土化した層，

第5・6層は下部構造の埋土である。第1・2・5・6層は焼土・炭化物・鉄棒・礫・粘土を含んでいること

から，人為堆積である。

土層解説

1　暗赤褐色　焼土ブロック中量，鉄淳少量

2　灰　　　色　粘土粒子中量，礫少量（硬化している）

3　青　灰　色　粘土ブロック多量，砂粒少量（硬化している）

4　橙　　色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量（締まり弱い）

5　明黄褐色　粘土ブロック中量，炭化物・鉄棒少量（締まり強い）

6　灰　白　色　粘土ブロック多量

遺物出土状況　陶器片1点（椀），炉壁片349点（3361g），鉄淳743点（4462g）〔炉内溶解物373（2488g），

流動淳303（971g），白色淳67（260g）〕，鋳型片1点（3g），粘土塊32点（213g），礫22点（円礫2・破砕

礫20；うち被熱痕14）が中央部の底面を中心に出土している。このほかには，混入した土師器8点（杯1・高

台付杯1・嚢6），須恵器3点（杯2・嚢1），石器1点（石鉄）が出土している。DP320～DP324・M511・

M513～M518は覆土中から出土している。DP323は溶解炉の炉底部の可能性があり，DP324は溶解炉の側壁中

端である可能性がある。DP320～DP322，M512・M515・M517・M518は写真のみを掲載した。

所見　性格は炉壁及び炉内溶解物が出土していることから，溶解炉の可能性がある。時期は出土遺物から中世

と考えられる。

第1号炉跡出土遺物観察表（第217図）

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 胎　　 土 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

D P323 炉壁 （7．3） （11．6） （3．3） （219．0） 砂粒 ・スサ

外面は青灰色のスサ入りの粘土で，未調整であり，

内面は群青色をした半溶解状鉄で，厚さが薄く空

気排出孔が多数あり，赤錆付着し，着磁性があり

中層
炉底力

PL 94 °

D P324 炉壁 （8．7） （6．7） （4．5）． （195．0） 砂粒 ・スサ

外面は青灰色のスサ入 りの粘土で，未調整で凹

凸あ り，内面は暗褐色をした半溶解状鉄で，・流

動による凹凸があ り，着磁性は弱い

中層 ・炉中端

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 琴 出土位置 備　　 考

M 511
炉　 内

溶解物
（1．8） （1．8） 1．5 （4．1） 鉄 コバル ト色を呈し，表面筋状の凹凸あり 覆土甲

コバルト発色
浮力　PL98 ・

M 513 白色淳 （2．4） （2．7） 0．6 （4．1） 鉄 白色をし，表面は平坦
覆土示

P L 98

M 514 炉内溶解物 （2．4） （2．9） 1．2 （5．0） 鉄 黒褐色をし，表面細かな凹凸あり 覆土中 P L 98・

M 516 白色淳 （4．5） （4・3） （2．0） （23．0） 鉄 ほぼ灰白色をし，一部黒褐色の半溶解鉄あり 覆土中 P L 99

第2号炉跡（第218図）

位置　東区北東部のU52g2区に位置し，台地の北西から南東へ下がる微斜面部に立地している。

規模と形状トレンチヤーによる撹乱を受けているため，確認できた規模は長径0・84m，庫径0・78mの不整円

形で，深さは15cmである。断面は浅いU字形状で，壁は緩やかな傾斜で立ち上がっている。長径方向はN－290

－Wである。確認面で炉壁の崩落した部分が確認されている。残存している底面は青灰色に還元し硬化してい
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る。還元面の周囲は酸化焔により焼土化している。この還元・酸化面が互層になっているので，2回程度使用

されたと考えられる。

覆土　8層からなる。第1・3・7層は青色の還元し硬化した層，その間の第2・4層は赤色に酸化した層で

ある。焼土ブロック・鉄棒などを含む人為堆積の状況を示している。

土層解説
1　暗　青　灰　色　粘土粒子中量

2　明赤褐　色　焼土ブロック・粘土粒子少量，ローム粒子微量

3　暗　青灰　色　粘土粒子中量，焼土ブロック微量

4　明　赤　褐　色　焼土ブロック少量，鉄淳微量

5　オリーブ灰色　粘土粒子中量
6　暗オリーブ灰色　粘土粒子少量，

7　暗　線灰　色　粘土粒子中量，

8　オリーブ灰色　粘土粒子少量

焼土粒子微量

鉄棒微量

遣物出土状況　炉壁片103点（2237g），羽口片7点（751g），鉄津100点（261g）〔炉内溶解物34（115g），流動

淳47（96g），白色津19（50g）〕，鋳型片2点（195g），礫12点（破砕礫；うち被熟痕10）が出土している。これ

らの遺物は覆土中層を中心に出土している。このほかには，混入した土師器片6点（嚢），須恵器片1点（賓），

が出土している。DP325・DP326は覆土中から出土している。DP325は観察表のみを掲載した。

所見　性格は炉壁片及び炉内溶解物が出土していることから，鋳造のための溶解炉の可能性がある。また，還

元・酸化による層が2度の互層になっていることから，この場所が溶解炉として2度以上の作り替えが行われ

たと考えられる。時期は周辺にある同種類の遺構と類似していることから，中世と考えられる。

⑥」転m

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　」　　」

第218図　第2炉跡・出土遺物実測図

第2号炉跡出土遺物観察表（第218図）

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 胎　　 土 特　　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

D P 325 炉 壁 （9 ．1） （6 ．1） （4 ．2 ） （24 3 ．0 ） 砂 粒 ・ス サ
外 面 の粘 土 はス サ入 りと砂 粒 入 りの 2 層 の貼 り付 け

で，内面 は薄い暗褐色 の半溶解状 の鉄で，着磁性 弱い
覆 土 中 実 測 図 な し

D P 326 炉 壁 （16 ．3） （9 ．4 ） （3 ，4） （35 5 ．0 ） 砂 粒 ・ス サ
外面は青灰色のスサ入 り粘土で，未調整であり，内面は群青色

をした半溶解状鉄で，厚さが薄く平過であ り，着磁性は弱い
覆 土 中 P L 95

第3号炉跡（第219図）

位置　東区北東部のU52g2区に位置し，台地の北西から南東へ下がる微斜面部に立地している。

重複関係　第7号鋳造関連土坑と重複しているが，重複部分がトレンチヤーによる撹乱を受けているため，新

旧関係は不明である。

規模と形状　撹乱を受けているため，確認できた規模は長軸0．68m，短軸0・23mで，不整方形あるいは不整長

方形と推測される。深さは40cmで，断面が段を持つU字状で，壁は嬢やかな傾斜で立ち上がっている。長軸方

向はN－880－Wである。残存している底面は酸化により焼土化している。東部は確認面から40cmの深さで，
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底面がわずかに平坦に掘り込まれ，地山との境界部分には粘土が貼り付けられている。西部は東部の底面から

さらに11cmほど掘り込み，確認面から15cmほどの深さであり，断面はU字状である。東部の平坦部と西部の深

い掘り込み部との境界には被熱痕のある礫が固定された状態で出土している。炉の防湿施設の下部構造は確認

されなかった。

覆土　3層からなる。第1層は粘土・礫を含む層で，第2層は地山との境界部分に貼り付けられた層で，第3

層は鉄棒を含む酸化焔により焼土化した層で，締まりが強く，硬化している。焼土ブロック・粘土ブロックを

含む人為堆積の状況を示している。

土屑解説

1　暗　褐　色

2　灰　褐　色

焼土ブロック・粘土粒子・礫微量

粘土粒子中量，焼土ブロック少量

3　暗赤褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，鉄津微量

遺物出土状況　磁器片1点（碗），炉壁片85点（2314g），羽口片12点（317g），鉄淳200点（522g）〔炉内洛

解物134（376g），流動津47（96g），白色津19（50g）〕，鋳型片2点（195g），礫12点（破砕礫；うち被熱痕

10），が覆土中から出土している。DP328・DP329・M523・M525は覆土中から出土している。DP329は観察

表のみを掲載した。

所見　性格は炉壁片及び炉内溶解物が出土していることから，鋳造のための溶解炉の可能性がある。また，還

元焔により青灰色化した層が確認されてなく，操業回数は1回と考えられる。時期は中世と推定される磁器片

が出土し，中世の鋳造に関連した遺物が出土していることから，中世と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

第219図　第3号炉跡・出土遺物実測図

第3号炉跡出土遺物観察表（第219図）

l M525

‘歪ヨ

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号券　種長　さ幅厚　さ重　量胎　　土 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

DP328炉壁（11．0）（10．6）（3．1）（400．0）砂粒・スサ

外面は青灰色のスサ入りの粘土で，未調整であり，

内面は群青色をした半溶解状鉄で，厚さが薄く空

気排出孔が多数あり，赤錆付着し，着磁性があり

覆土中PL93

DP329炉壁（13．8）（10．0）（3．9）（651．0）スサ
外面はスサ入りの粘土で灰色をし，内面は黒褐

色の半溶解状の鉄に全面に赤錆付着
覆土中

炉底部カ，

実測図無し
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番 号 券　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考

M 523 炉内溶解物 （7．2） （7 ．5） 3 ．7 （160．2） 鉄 暗褐色の表面は凹凸あり，側面破砕面に多数の空気排出孔あり 掘り方覆土中 P L98

M 525 白色 津 （3．7） （2 ．5） 1 ．3 （ 7．1） 鉄 白色の表面 は凹凸あ り，流動性 あ り 覆土中 P L9 9

第4号炉跡（第220・221図）

位置　東区北東部のU52g2区に位置し，台地の北西から南東へ下がる微斜面部に立地している。

重複関係　第3号鋳造関連土坑を掘り込んでいる。

④」馳m

●

1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

第220回　第4号炉跡・第3号鋳造関連土坑実測図

563

10cm

二二　　　Il　　　　「

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第221図　第4号炉跡出土遺物実測図

規模と形状　トレンチヤーによる撹乱

を受けているため，確認できた規模は

長径1．02m，短径0．53mで，不整円形

あるいは不整楕円形と推測される。深

さは27cmで，断面が浅いU字状で，壁

は緩やかな傾斜で立ち上がっている。

長径方向はN－60－Wである。掘り

込み部分には白色粘土が酸化焼成によ

り焼土化した部分と砂粒の層が確認さ

れただけである。還元焼成により青灰

色化し，硬化した部分は確認されなか

った。

覆土　単一層である。鉄棒や粘土を含

む硬化した層で，鉄津を含んでいるこ

とから人為堆積の状況を示している。

土層解説

1　黒　褐　色　鉄津多量，焼土ブロック中量，粘

土ブロック・砂粒少量（非常に

硬化している）

遺物出土状況　炉壁片20点（128g），

鉄津200点（522g）〔炉内溶解物6（63g），流動津

18（47g），白色津6（25g）〕，鋳型片2点（26g），

粘土塊2点（9g），礫1点（破砕礫；被熱痕），が

覆土中から出土している。このほかには，混入した

土師器片1点（嚢）が出土している。

所見　性格は炉壁片及び炉内溶解物が出土している

ことから，鋳造のための溶解炉の可能性がある。ま

た，焼土や粘土・砂粒・鉄津に還元した部分がなく，炉壁片の出土が少ないことから，炉底下部の可能性があ

る。時期は中世の鋳造に関連する遺物が出土していることから，中世と考えられる。

第4号炉跡出土遺物観察表（第221図）

番号 種　 別 券　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

56 3 土師器 甑 ヵ ［2 2．8］ （5．3） － 長石t石英・雲母 にぷ い橙 普通 体 部内外面ナ デ 覆土中 10％
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第5号炉跡（第222図）

位置　東区北東部のU52hl区に位置し，台地の北西から南東へ下がる微斜面部に立地している。

規模と形状　トレンチヤーによる撹乱を受けているため，確認された規模は長径0．53m，短径0．48mで，不整

円形あるいは不整楕円形と推測される。深さは12cmで，断面が浅いU字形状で，緩やかな傾斜で立ち上がって

いる。長径方向はN－860－Wである。確認面で不規則な形状の粘土が確認され，その下位には焼土を中心と

した粘土・砂粒・鋳造関連遺物などの層があり，粘性・締まりとも非常に弱く，炉の下部構造の可能性がある。

覆土　単一層である。焼土を中心とした粘土・砂粒・鋳造関連遺物などを含む層で，人為堆積の状況を示して

いる。

土層解説

1　赤　褐　色　焼土粒子・砂粒多量，粘土ブロック・鉄棒少量（粘性・締まり非常に弱い）

遺物出土状況　鉄製品1点（不明），石器1点（砥石），炉壁片21点（540g），鉄棒17点（2621g）〔炉内溶解

物3（2488g），流動津2（3g），白色津7（130g）〕，粘土塊2点（11g），礫2点（破砕礫；被熱痕1）が

覆土中から出土している。ほかに，混入した須恵器1点（嚢）が出土している。M546は覆土中から出土して

いる。

、所見　炉壁及び炉内溶解物などの鋳造に関連する遺物が出土しているが，出土数が少なく，砂粒が被熱で赤変

していることから，性格は溶解炉の下部構造の可能性がある。時期は周囲にある中世と推定される炉跡と規模

と形状で類似していることから，時期は中世と考えられる。

売2h2－。1m　土49．8m

一くこ＝＞‾

第222図　第5号炉跡・出土遺物実測図

第5号炉跡出土遺物観察表（第222図）

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

0　　　　　　5cm

i　；　！

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量材　　質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

M546 白色捧（7．2）（4．6）（2．3）（41．2） 鉄 白色を呈し，病状の突起による凹凸あり，流動性も見られる覆土中 PL99

第6号炉跡（第223図）

位置　東区北東部のU52h3区に位置し，台地の北西から南東へ下がる微斜面部に立地している。

規模と形状　トレンチヤーによる撹乱を受けているため，確認された規模は長径0．65m，短径0．32mで，楕円

形あるいは円形と推測される。深さは17cmで，断面は浅いU字形状で，緩やかな傾斜で立ち上がっている。長

径方向はN－860－Eである。残存している底面は青灰色に還元し硬化している層と，還元面の周囲が酸化に

より焼土化している層が互層になっている。この還元面の下方に深さ4cmの掘り込みがあり，多量の焼土・粘

土が混じり合って堆積している。
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覆土　4層からなる。第1・2層は酸化により焼土化した層で，砂粒と鉄津が混じっている。第3層は還元し

硬化した層で，還元化した粘土の上に鉄棒が含まれている。第4層は被熱で赤変した粘土と砂粒の混じった層

である。第1・2層は炉の覆土で，第3・4層が炉底部と推定される。各層とも人為堆積の状況を示している。

土眉解説

1褐　　　　色　焼土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　3　暗　青灰　色　粘土ブロック多量，鉄棒少量（硬化している）

2　赤　褐　色　焼土ブロック・鉄浮中量，砂粒少量　　　　　　　4　にぷい赤褐色　粘土ブロック・砂粒中量

遺物出土状況　炉壁片9点（1839g），鉄津19点（228g）〔炉内溶解物4（138g），流動津15（90g）〕，粘土塊1

点（7g），礫1点（円礫；被熱痕あり）が覆土中から出土している。DP346は写真と観察表のみを掲載した。

所見　性格は大きい炉壁片が出土していることから，溶解炉の可能性がある。周辺にある中世と推定される炉

跡と類似しており，時期は中世と考えられる。

0　　　　　　50cm

：　；　：

第223図　第6号炉跡・出土遺物実測図

第6号炉跡出土遺物観察表（第223図）

DP345

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量胎　　土 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

DP345炉壁（9．4）（12．6）（5．6）（526．0）砂粒・スサ
外面は暗青灰色をしたスサ入りと砂粒入りで貼り

合わせ，内面は暗褐色で薄い半溶解状鉄が付着
覆土中

炉中端

PL95

DP346炉壁（17．3）（11．8）（3．8）（1040．0）砂粒・スサ
外面はスサ入りと砂粒入りの粘土で貼り付けら

れ，内面は薄い半溶解状の鉄で，粒状の錆が付着
覆土中

炉中端ヵ，実測

図無し　PL95

第7号炉跡（第224図）

位置　東区北東部のU52g2区に位置し，台地の北西から南東へ下がる微斜面部に立地している。

重複関係　第1号炉跡を掘り込んでいる。

規模と形状　トレンチヤーによる撹乱を受けているため，確認された規模は長径0．42m，短径0．27mの不整楕

円形で，深さは10cmであり，底面は平坦である。断面は浅いU字形状で，緩やかな傾斜で立ち上がっている。

長径方向はN－360－Eである。西部では確認されなかったが，東部では青灰色に還元し硬化している。還元

面の周囲は酸化焔により焼土化して硬化している。この部分が炉底部と考えられる。この還元・酸化面の下方

に深さ4cmの掘り込みがあり，多量の焼土・砂粒が堆積していた。これらの掘り込みは炉の防湿施設の下部構

造と考えられる。

覆土　3層からなる。第1層は焼土ブロック・砂粒の混じった層で，粘性・締まりとも弱く，炉の防湿施設の

下部構造である可能性がある。東部の第2層は被熱で粘土が焼土化した層で，第3層は粘土・砂粒が還元化し

た層である。第2・3層とも非常に硬化し，炉底部の可能性がある。西部は確認されなかった。粘土・砂粒を

含む人為堆積である。
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土層解説

1　にぷい赤褐色　焼土ブロック・砂粒少量（締まりは弱い）

2　橙　　　　色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量（締まりは非常に強い）

遺物出土状況　炉壁片24点（716g），

津17（86g）〕，粘土塊13点（147g），

礫1点（破砕礫；被熟痕あり）が覆土

中から出土している。

所見　土層断面では赤褐色と青灰色が

層状になっていることから，性格は溶

解炉の可能性がある。覆土中から出土

した炉壁片及び炉内溶解物は細片であ

るが，中型の可能性がある鋳型が出土

していることから，型に流し込んだ遺

構が隣接している可能性がある。周辺

にある同種類の遺構と類似しているこ

とから，時期は中世と考えられる。

3　青　灰　色　粘土ブロック・砂粒中量（締まりは非常に強い）

鋳型片2点（98g），鉄棒42点（212g）〔炉内溶解物25（126g），流動

」L496m

3

0　　　　　　50cm

：　；　：

第224図　第7号炉跡・出土遺物実測図

l DP347

0　　　　　　5cm

：；　：

第7号炉跡出土遺物観察表（第224図）

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 胎　　 土 特　　　　　　　　　　　　 徴 出 土位 置 備　　 考

D P 34 7 鋳 型 （3．3） （5 ．4） （2．1） （35 ．0 ） 長 石 ・石 英 断 面 蒲 鉾 状 で ， 平 坦 面 は 雑 な ナ デ 覆 土 中 中型カ　 P L92

イ　鋳造関連土坑

第1号鋳造関連土坑（第225図）

位置　東区北東部のU52g2区に位置し，台地の北西から南東に下がる斜面部に立地している。

重複関係　第2号鋳造関連土坑を掘り込んでいる。

規模と形状トレンチヤーによる撹乱を受けているため，確認された規模は長径0・62m，短径0・61m，不定形

である。深さは12cmで，断面が浅いU字形状で，壁は媛やかな傾斜で立ち上がっている。掘り込み部分には白

色粘土が酸化焼成のために，焼土化した部分がわずかに確認されただけで，青灰色に還元し硬化した部分は確

認されなかった。また，炉の防湿施設の下部構造は確認されなかった。長径方向はN－880－Eである。

覆土　2層からなる。第1・2層は白色粘土が酸化焼成により焼土化した層である。粘土ブロック・焼土ブロ

ックを含む人為堆積である。

土層解説

1灰　黄　色　焼土ブロック・粘土ブロック少量

2　にぷい黄色　粘土粒子多量，焼士ブロック少量

遺物出土状況　炉壁片128点（979g），鉄製品2点（不明），鉄淫220点（937g）〔炉内溶解物74（376g），流

動淳99（388g），白色津47（173g）〕，鋳型片1点（14g），礫5点（破砕礫；被熱痕あり）が覆土中から出土

している。このほかには，混入した須恵器1点（嚢）が出土している。

所見　炉壁片及び炉内溶解物が出土していることから，溶解炉と想定して調査を行った。他の遺構に比べ，炉

壁片や炉内溶解物が少なく，青灰色に還元し硬化した部分が確認されなかったことと，覆土中から鋳型片が出

土していることから，鋳造に関連する土坑と考えられる。時期は中世と推定される第2号鋳造関連土坑・を掘り
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込んでいるので，中世と考えられる。

第225図　第1・2号鋳造関連土坑・出土遺物実測図

第1号鋳造関連土坑出土遺物観察表（第225図）
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l DP332

番号 器　種 長　さ 幅 厚　さ重　量 胎　　土 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

DP331 炉壁 （9．9）（5．8）（6．2）（257．0）砂粒・スサ

外面は暗青灰色をしたスサ入り粘土で，雑なナ

デ調整，内面は暗褐色をした半溶解状鉄が薄く

付着し，表面の一部に灰白色のものが付着

覆土中

DP332 鋳型 （4．0） 2．3 （1．7）（14．0） 砂粒 断面楕円形で，表面に灰白色の付着物あり 覆土中 中型カ

第2号鋳造関連土坑（第225図）

位置　東区北東部のU52g2区に位置し，台地の北西から南東に下がる斜面部に立地している。

重複関係　第18号鋳造関連土坑を掘り込み，第1号鋳造関連土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第1号鋳造関連土坑に掘り込まれており，さらにトレンチヤーよる撹乱を受けているため，確認

された規模は長軸0．67m，短軸0．59mで，不整長方形と推定される。深さは10cmで，断面が浅いU字形状で，

壁は緩やかな傾斜で立ち上がっている。長軸方向はN－860－Eであり，掘り込み部分には白色粘土が酸化焼

成のため焼土化した部分が，わずかに確認されただけで，青灰色に還元し硬化した部分は確認されなかった。

また，炉の防湿施設の下部構造も確認されなかった。

覆土　3層からなる。白色粘土が酸化焼成のため焼土化した土層である。含有物の状況から人為堆積である。

土層解説

3　灰　黄　色　粘土ブロック中量，焼土ブロック微量　　　　　　　5　灰　黄　色　焼土粒子・粘土ブロック少量

4　にぷい黄色　粘土粒子多量，焼土ブロック少量

遺物出土状況　陶器片1点（椀），炉壁片30点（224g），鉄製品1点（不明），鉄津58点（330g）〔炉内溶解物

47（289g），流動津6（19g），白色津5（22g）〕，粘土塊20点（56g），礫8点（破砕礫；すべて被熱痕あり）

が覆土中から出土している。遺物はすべて細片で，図示できるものはない。

所見　炉壁片及び炉内溶解物が出土していることから，溶解炉と想定して調査を行った。他の遺構に比べ，炉
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壁片や炉内溶解物が少なく，青灰色に還元し硬化した部分が確認されなかったことから，鋳造に関連する土坑

と考えられる。陶器片が覆土中から出土していることと，中世と推定される第1号鋳造関連土坑に掘り込まれ

ていることから，時期は中世と考えられる。

第3号鋳造関連土坑（第220・226図）

位置　東区北東部のU52g2区に位置し，台地の北西から南東に下がる斜面部に立地している。

重複関係　第4号炉跡に掘り込まれている。

規模と形状　第4号炉跡に掘り込まれ，さらにトレンチヤーによる撹乱を受けており，確認された規模は長径

1．49m，短径1．29mで，不整楕円形と推測される。深さは18cmで，断面が浅いU字状で，壁は緩やかな傾斜で

立ち上がっている。長径方向はN－890－Wである。確認面から深さ36cmほど掘り込み，底面から8cmほどの

厚さに粘土を平坦に埋め，その上に黒褐色土と被熟で赤変している粘土を互層にしている。また，東部から被

熟されていない粘土が塊状で確認されている。

覆土　3層からなる。第4層は粘土を主体とする層で，西部の上面が被熱で赤変している。そのため炉の下部

構造の可能性がある。第2層は焼土を含み，下部の粘土面が被熱で赤変していることから，この周辺で火気の

使用がされた場所と考えられる。第3層は粘土を含む層で被熟痕がない。粘土ブロックや焼土ブロックを含む

人為堆積である。

土層解説

2　黒　褐　色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量

3　黒　　　色　粘土ブロック中量，焼土ブロック微量

4　浅　黄　色　粘土ブロック多量，焼土ブロック少量

遺物出土状況　石器1点（砥石），炉壁片137点（3287g），羽口片6点（495g），鋳型片3点（162g），鉄棒

164点（1395g）〔炉内溶解物137（1237g），流動淳5（6g），白色津22（152g）〕，粘土塊32点（679g），礫

45点（破砕礫；被熱痕30）が覆土中から出土している。このほかには，混入した土師器片6点，須恵器片5点，

瓦片2点が出土している。DP337・DP342は写真と観察表のみを掲載した。

所見　性格は炉壁片及び炉内溶解物などが出土していることと，粘土と黒褐色土が互層になり，確認面には不

規則な形状の粘土塊が確認されていることから，粘土を保管した場所または粘土で炉壁や鋳型を作った場所の

可能性があると考えられる。西部の被熟痕のある部分はその中でも火気が使用された場所と考えられる。時期

は周囲にある同種類の遺構から中世と考えられる。

第226図　第3号鋳造関連土坑出土遺物実測図
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第3号鋳造関連土坑出土遺物観察表（第226図）

番 号 券　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 胎　　 土 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土 位 置 備　　 考

D P 336 炉 壁 （1 1．1） （6 ．3） （4．3） （2 15 ．0） 砂 粒
粘 土 と半 溶 解 状 鉄 の 互 層 で ，粘 土 は暗 赤 褐 色 で ，

灰 白 色 した 半 溶 解 状 鉄 で 空 気 排 出孔 が 多 数 あ り
覆 土 中 P L 9 5

D P 337 炉 壁 （9 ．3） （6 ．2） （3．2） （15 2 ．0） 砂 粒 ・ス サ
外 面 は 暗 灰 色 の ス サ入 りの 粘 土 で ， 内 面 は 暗 緑

色 の 光 沢 の あ る 半 溶解 状 鉄
覆 土 中

炉中端ヵ，実測

図無し　PL 95

D P 340 粘 土 塊 （7 ．0） （3 ．5） （2．3） （4 3 ．0） 長 石 ・石 英 多 数 の 指 頭 圧 痕 あ り 覆 土 中

D P 342 粘 土 塊 （10 ．4） （7．0） （4 ．6） （2 3 5 ．0） 砂 粒 ・ス サ 表 面 剥 離 の た め 不 明 覆 土 中 実渦 無しPL96

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

M 536 白 色 浮 （4 ．0） （3．9） （2 ．8） （2 2 ．0） 鉄 白色を呈し，感状の突起による凹凸あり，流動性 も見 られる 覆 土 中 P L 99

第4号鋳造関連土坑（第227図）

位置　東区北東部のU52h2区に位置し，台地の北西から南東に下がる微斜面部に立地している。

重複関係　第15号鋳造関連土坑を掘り込んでいる。隣接する第12号鋳造関連土坑との重複部分がトレンチヤー

による撹乱を受けているため，新旧関係は不明である。

規模と形状　撹乱を受けているため，確認された規模は長軸1．79m，短軸1．39mで，不整長方形と推測される。

深さは27cmで，断面が浅いU字状で，底面は平坦で，壁は嬢やかな傾斜で立ち上がっている。長軸方向はN－

20－Eである。

覆土　3層からなる。各層とも砂粒を中心に，さらに鉄津や礫が混ざり合った瓦礫のような状態で，人為堆積

の状況を示している。

土層解説

1　灰　褐　色　砂粒・鉄棒中量（粘性・締まりとも非常に弱く，瓦礫のような状態）

2　赤　褐　色　砂粒多量，焼土ブロック・礫中量，炭化物少量（粘性・締まりとも非常に弱く，瓦礫のような状態）
3　赤　褐　色　焼土ブロック・砂粒多量，礫少量（粘性・締まりとも非常に弱い）

遺物出土状況　炉壁片50点（966g），鉄棒72点（678g）〔炉内溶解物30（326g），流動津31（178g），白色津

11（102g）〕，粘土塊19点（121g），礫40点（破砕礫；被熱痕あり）が覆土中から出土している。このほかに

は，混入した弥生土器片1点，須恵器片1点が出土している。出土遺物はすべて細片で，図示できるものはな

い。

第227図　第4号鋳造関連土坑実測図
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所見　本跡は覆土中に多量の砂粒が含まれ，さらに鉄津や礫などが混ざり合っていること，炉壁片及び炉内溶

解物などが出土していることと，青灰色に還元し硬化している部分や酸化焔により焼土化している部分は確認

できなかったことから，溶解炉跡や鋳型に鋳込みを行ったところ，または鋳型を作ったところではないかと考

えられるが，詳細は不明である。時期は鋳造に関係する遺物が出土していることと，周囲にある同種類の遺構

と類似していることから中世と考えられる。

第5号鋳造関連土坑（第228図）

位置　東区北東部のU52h2区に位置し，台地の北西から南東に下がる斜面部に立地している。

重複関係　第13号鋳造関連土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　トレンチヤーによる撹乱を受けているため，確認できた規模は長径0．80m，短径0．48mで，楕円

形と推測される。深さは12C皿で，断面が浅いU字状で，底面は平坦で，壁は緩やかな傾斜で立ち上がっている。

長径方向はN－890・－Eである。

覆土　2層からなる。第1層は粘土の不規則な塊があり，第2層は被熟で赤変した粘土や焼土・礫を含み，粘

性・締まりとも弱く，人為堆積の状況を示している。

土層解説

1　にぷい赤褐色　砂粒中量，白色粘土ブロック少量（粘性・締まり弱い）

2　赤　褐　色　焼土粒子多量，粘土ブロック・礫中量（粘性・締まり弱い）

遺物出土状況　炉壁片14点（59g），鉄淳6点（15g）〔炉内溶解

物1（7g），鉄津5（8g）〕，礫4点（円礫；すべてに被熱痕

あり）が覆土中から出土している。このほかには，混入した土師

器片2点が出土している。出土遺物はすべて細片で，図示できる

ものはない。

所見　性格は炉壁片及び炉内洛解物などが少なく，形状や堆積状

況から鋳造に関連する土坑と考えられる。時期は鋳造に関係する

遺物が出土していることと，周囲にある同種類の遺構と類似して

いることから中世と考えられる。

A
49．6m
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第228図　第5号鋳造関連土坑実測図

第6号鋳造関連土坑（第229回）

位置　東区北東部のU52hl区に位置し，台地の北西から南東に下がる斜面部に立地している。

重複関係　重複関係にある第8号鋳造関連土坑とは重複部分が撹乱を受けているため，新旧関係については不

明である。

規模と形状　トレンチヤーによる撹乱を受けているため，確認された規模は長軸0．98m，短軸0．80mで，不整

長方形あるいは不整方形と推測される。深さは9cmで，断面は西が浅く，東が深く壇状で，壁は緩やかな傾斜

で立ち上がっている。長軸方向はN－90－Eである。

覆土　2層からなる。西側に位置する第1層は粘土層で，第2層は焼土ブロック・ロームブロック混じりの層

である。各層とも人為堆積の状況を示している。

土層解説

1　灰黄褐色　粘土ブロック多量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

遺物出土状況　炉壁片27点（159g），鉄津26点（114g）〔炉内溶解物5（18g），流動津16（78g），白色浮5（18
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g）〕，粘土塊2点（7g），礫3点（破砕礫；被熱痕あり）が覆土中から出土している。このほかには，混入した

土師器片2点（嚢），須恵器片2点（嚢）が出土している。出土遺物はすべて細片で，図示できるものはない。

所見　性格は炉壁片及び炉内溶解物が細片で，還元焔により硬化した部分や酸化焔により焼土化した部分が無

いことから，炉跡ではないと推測される。土層断面図中，西側の第1層は浅く粘土層であるのに対し，東側の

第2層は探く粘土を含まない焼土を中心とした層であることから，何かを固定した可能性があり，鋳造に関連

する土坑と考えられる。時期は炉壁片や白色津などの鋳造に関係する遺物が出土していることと，周囲にある

同種類の遺構と類似していることから中世と考えられる。

第229図　第6号鋳造関連土坑実測図
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第7号鋳造関連土坑（第230図）

位置　東区北東部のU52g2区に位置し，台地の北西から南東に下がる斜面部に立地している。

重複関係　第3号炉跡と重複関係にあるが，重複部分がトレンチヤーによる撹乱を受けているため，新旧関係

は不明である。

規模と形状　撹乱を受けているため，確認された規模は長径0．42m，短径0．39mで，不整楕円形と推測される。

深さは9cmで，断面が浅いU字状で，底面はほぼ平坦で，壁が嬢やかな傾斜で立ち上がっている。長径方向は

N－140－Wである。残存している底面は酸化焼成により焼土化し，硬化している。

覆土　2層からなる。第1層は鉄津と粘土を含む暗赤褐色土で，被熱で赤変して，硬化している。炉床の底面

の可能性がある。第2層は掘り方へ埋土した層で，粘土の混じった黒褐色土をした層である。第1・2層とも

鉄津・粘土の混じった人為堆積の状況を示している。
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第230図　第7号鋳造関連土坑・出土遺物実測図

土屑解説

1　暗赤褐色　焼土ブロック・鉄棒中量，粘土粒子微量（粘
性は弱く，締まりは非常に強い）

2　黒　褐　色　粘土ブロック少量（粘性・締まりとも普通）

遺物出土状況　鉄津2点〔炉内溶解物（25g）〕，羽

口片1点（126g）が覆土中から出土している。

所見　炉内溶解物及び羽口片が出土し，炉底部と考

えられる赤変硬化した粘土が確認されていることか

ら，溶解炉とも考えられたが，第3号炉跡と重複関

係にあり，溶解炉に関連する付属施設の可能性があ

り，鋳造に関連する土坑と考えられる。時期は羽口

片や炉内溶解物が出土していることと，周囲にある

同種類の遺構と類似していることから中世と考えら

れる。
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第7号鋳造関連土坑出土遺物観察表（第230図）

番号 券　 種 長 ‾　さ 幅 厚　 さ 重　 量 胎　　 土 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

DP 348 羽口 （7．6） （5 ．7） l（3 ．7） （126 ．0）砂粒 ・スす 粘土は赤褐色をし，内面はヘラナデの際の指頭

厚痕あり，外面は剥離し調整不明
覆土中

第8号鋳造関連土坑（第231図）

位置　東区北東部のU52gl区に位置し，台地の北西から南東に下がる斜面部に立地している。

重複関係　第15・17号鋳造関連土坑を掘り込んでいる。重複関係にある第6号鋳造関連土坑とは重複部分が撹

乱を受けているため，新旧関係は不明である。

規模と形状　トレンチヤーによる撹乱を受けているため，確認された規模は長径1．65m，短径1．39mで，不整

楕円形と推測される。深さは74cmで，断面が逆台形状で，底面は平坦で，壁が外傾して立ち上がっている。確

認面から4～8cmの深さが被熱で赤変硬化している部分があり，炉底の可能性があるが，不明である。長径方

向はN－60－Eである。

覆土　7層からなる。各層とも多量の炉壁片・鉄棒・砂粒・粘土などを含む不規則な堆積状況を示した人為堆

積である。第1層上面が被熱でわずかに赤変硬化しているので，炉として使用された可能性がある。

土層解説

1暗　褐　色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量（粘性は強く，締まりは弱い）
2　明赤　褐　色　焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック・砂粒中量，鉄棒少量（粘性は弱く，締まりは普通）

3　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック・砂粒少量，炉壁・鉄棒微量（粘性・締まりとも普通）

4　にぷい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・鉄淳中量（粘性・締まりとも非常に弱い）

5　極暗褐　色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量（粘性は強く，締まりは普通）

6　にぷい黄褐色　焼土ブロック・鉄淳中量（粘性・締まりとも弱い）

7　黒　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック微量（粘性・締まりとも普通）

遺物出土状況　炉壁片73点（7420g），土製品1点（不明），羽口片2点（270g），鉄塊4点（330g），鉄淳43

点（444g），〔炉内溶解物14（216g），流動淳26（128g），白色淳3（100g）〕，鋳型片1点（53g），粘土塊

8点（516g）が北部の覆土中層を中心に出土している。このほかには，混入した土師器片1点（棄）が出土

している。564・DP349・DP350－DP352・M548・M550は覆土中から出土している。DP349は写真と観察表の

みを掲載した。

所見　多数の炉壁片・炉内溶解物・羽口片・鋳型など鋳造に関係する遺物が北部の覆土中層から出土してお

り，人為堆積であることから，鋳造に関係する遺物を廃棄するための土坑として使用されたと考えられる。ま

た，確認面から4～8cmの深さの所が，皿状にくぼみ，上面が被熟で赤変硬化していることから，中途まで埋

まった段階で，炉として使用された可能性も考えられる。時期は炉壁片や羽口片などの鋳造に関係する遺物が

出土していることと，周囲にある同種類の遺構と類似していることから中世と考えられる。

第8号鋳造関連土坑出土遺物観察表（第231図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 軍　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

564 土師器 嚢 － （1．3） ［7．8］
長石・石英・雲

母・赤色粒子
にぷい橙 普通

体部外面へラ削 り，底部外面
多方向のヘラ削 り

覆土中
10％底部外面朱

墨痕墨痕あり

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 胎　　 土 特　　　　　　　　　　 ．徴 出土位置 備　　 考

DP349 炉壁 （17．7） （19 ．5） （6 ．1） （2080．0） 砂粒
外面は赤褐色と青灰色で層状のスサ入りで，‾内面は青黒色

をした半溶解鉄で，一部分が灰白色をし，粒状の錆付着
覆土中

実測図無し

P L96
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④

DP351

第231図　第8号鋳造関連土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

l DP352

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

番号券　種長　さ幅 厚　さ重　量胎　　土 特　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

DP350 炉壁 （9．1）（9．3）（4．3）（250．0）砂粒・スサ
外面は青灰色をしたスサ入り粘土で，内面は青

黒色をした半溶解鉄で，粒状の錆付着
覆土中

炉中端ヵ

PL95

DP351 羽口 （9．5）（7．2）（5．6）（206．0）砂粒・スサ
内面は赤褐色をした砂粒入りの粘土で，ナデ調整されている

が，大部分が剥離，外面は粟褐色をした半溶解状鉄が付着
覆土中

DP352 鋳型 （3．7）（6．2）（2．6）（53．0）砂粒
内外画は赤褐色をしており，内面は砂粒が多い粘

土が付着し，暗青灰色をした蝋状のものは剥離
覆土中 鍋型
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番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考

M 548 白色津 （5．8） （4 ．5） （4．7） （83．0） 鉄 白色を呈し，病状の突起による凹凸あり，流動性も見られる 掘 り方覆土中 P L9 9

M 550 鉄塊 8 ．4 5 ．5 3．9 124 ．0 鉄 表面 に亀裂の よ うな筋があ る 掘 り方覆土中 P L lO O

第9号鋳造関連土坑（第232園）

位置　東区北東部のU52h2区に位置し，台地の北西から南東に下がる斜面部に立地している。

重複関係　第11・12号鋳造関連土坑に掘り込まれている。重複関係にある第13号鋳造関連土坑とは重複部分が

トレンチヤーによる撹乱を受けているため，新旧関係は不明である。

規模と形状　第11・12号鋳造関連土坑に掘り込まれており，確認された規模は長径1・07m，短径0・70mで，不

整楕円形と推測される。深さは10cmで，断面が浅いU字状で，壁は纏やかな傾斜で立ち上がっている。残存し

ている底面は酸化焼成により焼土化している。長径方向はN－40－Eである。

覆土　単一層である。砂粒を含む酸化焼成により焼土化している部分である。

土屑解説

1　にぷい橙色　焼土ブロック・砂粒少量（粘性・締まり弱い）

遣物出土状況　炉壁片5点（85g），鉄棒1点〔流動津（3g）〕が覆土中から出土している。

所見　酸化焔によりわずかに焼土化し，その中から炉壁片や鉄津が出土していることから，性格は鋳造に関連

した土坑と考えられる。また，時期は周囲にある同種類の遺構と類似していることから中世と考えられる。

」L49加

‾＼ユニくこコア‾‾

0　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿　」

第232図　第9・12号鋳造関連土坑・出土遺物実測図

第9号鋳造関連土坑出土遺物観察表（第232図）

0　　　　　　　　　　　　　　10皿m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号器　種長　さ幅厚　さ重　量胎　　土 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

DP353炉壁（5．9）（6．7）（2．3）（56．0）砂粒・スサ
外面は暗青灰色をしたスサ入り粘土で，雑なナデ調整がされ，

内面は暗褐色をした半溶解状鉄が付着し，着磁性は弱い
覆土中

第10号鋳造関連土坑（第233図）

位置　東区北東部のU52h3区に位置し，台地の北西から南東に下がる斜面部に立地している。

規模と形状トレンチヤーによる撹乱を受けているため，確認された規模は長径1・05m，短径0・80mの不整楕

円形と推測される。深さは15cmで，断面が浅いU字状で，壁は緩やかな傾斜で立ち上がっている。残存してい

る底面は酸化焼成により焼土化している。長径方向はN－870－Eである。
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0　　　　　　　1m
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第233図　第10号鋳造関連土坑実測図

覆土　3層からなる。堆積状況はレンズ状を呈しているが，粘土

ブロック・礫・砂粒・鉄浮などを含む人為堆積の状況を示してい

る。

土屑解説
1　灰　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック・砂粒少量（粘性・締まりとも弱い）
2　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・砂粒・礫少量（粘性・締

まりとも弱い）
3　にぷい赤褐色　赤変した砂粒中量，炭化物少量

遺物出土状況　鉄津20点〔流動津（55g）〕，礫5点（円礫；被熱

痕あり）が覆土中から出土している。出土遺物はすべて細片で，

図示できるものはない。

所見　覆土中の焼土には鉄淳が混じっており，詳細な使用方法に

ついては不明であるが，出土遺物から鋳造に関連する遺構と考え

られる。時期は，周囲にある同種類の遺構と類似していることか

ら中世と考えられる。

第11号鋳造関連土坑（第234図）

位置　東区北東部のU52h2区に位置し，台地の北西から南東に下がる微斜面部に立地している。

重複関係　第9号鋳造関連土坑を掘り込み，第12号鋳造関連土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第12号鋳造関連土坑に掘り込まれており，さらにトレンチヤーによる撹乱を受けているため，確

認された規模は長径0．93m，短径0．34mで，不整楕円形と推測される。深さは18cmで，断面は浅いU字状で，

底面はわずかに凹凸があり，壁が緩やかな傾斜で立ち上がっている。残存している底面は，酸化焼成により焼

土化している。長径方向はN－850－Wである。

覆土　2層からなる。第1層は被熟で赤変した砂粒・礫に大きな鉄津が混じった層で，第2層は被熱で赤変し

た砂粒・礫の層で，両層とも粘性・締まりとも非常に弱く，鉄津や礫を含み，人為堆積の状況を示している。

土屑解説

1　赤　褐　色

2　赤　褐　色

赤変した砂粒多量，焼土・小礫・鉄棒少量（粘性・締まりとも非常に弱い）

赤変した砂粒・小礫少量（粘性・締まりとも非常に弱い）

0　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

第234回　第11号鋳造関連土坑実測図

遺物出土状況　鉄棒40点〔流動淳（70g）〕，礫10点（円礫；被熱

痕あり）が覆土中から出土している。出土遺物はすべて細片で，

図示できるものはない。

所見　出土遺物は鉄浮や被熱痕のある礫が出土していることか

ら，鋳造に関連する遺構であったと考えられる。時期は周囲にあ

る同種類の遺構と類似していることから中世と考えられる。
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第12号鋳造関連土坑（第232図）

位置　東区北東部のU記h2区に位置し，台地の北西から南東に下がる斜面部に立地している。

重複関係　第9・11号鋳造関連土坑を掘り込んでいる。

規模と形状トレンチヤーによる撹乱を受けているため，確認された規模は長径0・72m，短径0・63mで，不整

楕円形と推測される。深さは6cmで，断面が浅い逆台形状で，底面は平坦で，壁が嬢やかな傾斜で立ち上がっ

ている。長径方向はN－60－Eである。

覆土　単一層である。堆積状況は粘土ブロックを多く含む人為堆積を示している。重複関係にある第11号鋳造

関連土坑の一部とも考えられたが，堆積状況から別の遺構と判断した。

土層解説

2　灰黄褐色　粘土ブロック多量（粘性強い・しまり普通）

遣物出土状況　出土遺物はない。

所見　他の周辺遺構との関連から鋳造遺構と考えられるが，その使用方法については出土遺物がなく，不明で

ある。時期は周辺にある同種類の遺構と類似していることから中世と考えられる。

第13号鋳造関連土坑（第235図）

位置　東区北東部のU52h2区に位置し，台地の北西から南東に下がる斜面部に立地している。

重複関係　第5号鋳造関連土坑に掘り込まれている。重複関係にある第9号鋳造関連土坑とは重複部分がトレ

ンチヤーによる撹乱を受けているため，新旧関係は不明である。

規模と形状　撹乱を受けているため，確認された規模は長径0．90m，短径0．83mで，不整楕円形と推測される。

深さは8cmで，断面が浅い逆台形状で，底面はほぼ平坦で，壁が緩やかな傾斜で立ち上がっている。残存して

いる底面は酸化焼成により焼土化している。長径方向はN－890－Wである。

覆土　3層からなる。各層とも砂粒を含み，赤褐色及び黒褐色をした層で，人為堆積の状況を示している。

土層解説

1にぷい橙色　焼土ブロック・砂粒少量（粘性・締まりとも非常に弱い）

2　赤　褐　色　砂粒多量（粘性・締まりとも非常に弱い）

3　黒　褐　色　炭化物・粘土ブロック少量

遺物出土状況　炉壁片1点（90g），礫2点（円礫；被熱痕あり）

が覆土中から出土している。出土遺物はすべて細片で，図示でき

るものはない。

所見　覆土に砂粒を中心とした焼土ブロック・炭化物が混じって

おり，鋳造に関連した遺構と考えられるが，その使用方法につい

ては不明である。この底面の下方に深さ6cmの掘り込みがあり，

焼土・砂粒を覆土としていた。掘り込みには砂粒が多いことから，

炉の防湿施設の下部構造と考えられる。時期は周囲にある同種類

の遺構と類似していることから中世と考えられる。
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第14号鋳造関連土坑（第236園）

位置　東区北東部のU52g3区に位置し，台地の北西から南東に下がる斜面部に立地している0

規模と形状トレンチヤーによる撹乱を受けているため，確認された規模は長径0・42m，短径0・35mで，不整

楕円形と推測される。深さは27cmで，断面が深いU字状で，壁は外傾して立ち上がっている。長径方向はN－

40－Eである。

覆土　2層からなる。第1層は確認面上部のわずかな高まりを持つ粘土層，第2層は粘土ブロックの混じった

層である。両層とも粘土と焼土を含む人為堆積の状況を示している。

土層解説

1灰黄褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック微量（粘性は弱く・締まりは強い）
2　黒　褐　色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量（粘性・締まりとも普通）

聖鮎⊥49．4m
二：‾

一忘如　　　　　し＿＿＿＿＿＿＿」　　」

第236回　第14号鋳造関連土坑実測図

遺物出土状況　出土遺物は確認されなかった。

所見　第2号炉跡や鋳造関連土坑に隣接しているの

で，鋳造に関連する遺構と考えられる。確認面に円

形状に粘土塊が広がり，その下部の掘り込みの状況

1m　から，柱穴とも考えられたが，対応する柱穴が確認

されていないので，性格は不明である。時期は周囲

にある同種類の遺構と類似していることから中世と

考えられる。

第15号鋳造関連土坑（第237図）

位置　東区北東部のU52g2区に位置し，台地の北西から南東に下がる微斜面部に立地している。

重複関係　第17号鋳造関連土坑を掘り込み，第4・8号鋳造関連土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第4・8号鋳造関連土坑に掘り込まれており，さらにトレンチヤーによる撹乱を受けているため，

確認された規模は長径1．20m，短径0．97mで，不整楕円形と推測される。深さは42cmで，断面が逆台形状で，

底面は平坦で，壁が緩やかな傾斜で立ち上がっている。長径方向はN－220－Eである。

覆土　単一層である。焼土ブロック・粘土ブロック・砂粒を含み，不規則な堆積状況を示していることから，

人為堆積である。

0　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿⊥－‖」

第237図　第15号鋳造関連土坑・出土遺物実測図

－308－

l

事－O
DP357

0
0　　　　　　5cm

ト　；：



土層解説

1明赤褐色　焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック中量，鉄津少量（粘性・締まりとも弱い）

遣物出土状況　炉壁片43点（551g），鉄棒43点（580g）〔炉内溶解物31（340g），流動津5（194g），白色淳

7（46g）〕，鋳型片1点（196g），粘土塊26点（93g），礫2点（円礫；被熱痕あり）が中央部の覆土中から

出土している。出土している鋳型は覆土中層周辺から出土している。DP356・DP357は覆土中から出土してい

る。

所見　性格は焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック・砂粒とともに炉壁片及び炉内溶解物・鋳型片などの鋳造

に関係する遺物が出土していることから，これらの廃棄土坑と考えられる。また，本跡の下部に位置している

第17号鋳造関連土坑も廃棄土坑と考えられ，同じような場所に深く掘り込んでいることから，工房区域内に廃

棄場所を決めていたと考えられる。時期は周囲にある同種類の遺構と類似していることから中世と考えられる。

第15号鋳造関連土坑出土遺物観察表（第237図）

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 胎　　 土 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 ・ 備　　 考

D P356 鋳型 （7 ．6） （9．7） （3 ．6） （196 ．0） 砂粒 ・スサ
内外面 とも暗赤褐色をし，外面はスサが多 く含

み，内面は砂粒が多 く含む粘土で，表面が剥離
覆土中

鍋塑

P L 92

D P357 不明 （3 ．6） （2．0） （1 ．7） （12 ．0） 砂粒 円筒状で，上下部は欠損，ナデ調整 覆土中 詰物ヵ

第16号鋳造関連土坑（第238図）

位置　東区北東部のU52g2区に位置し，台地の北西から南東に下がる微斜面部に立地している。

規模と形状トレンチヤーによる撹乱を受けているため，確認された規模は長径0．88m，短径0．28mで，円形

あるいは楕円形と推測される。深さは76cmで，断面が逆台形状で，底面がほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上が

っている。長径方向はN－880－Eである。

覆土　5層からなる。粘土ブロックを主とした焼土・炭化物・鉄棒を含む層で，人為堆積の状況を示している。

土層解説
1　黒　　　　色　粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量

2　灰黄　褐　色　粘土粒子中量，炭化物微量

3　にぷい黄褐色　粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子・鉄淳

微量

4　褐　灰　色　炭化粒子・粘土粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒
子微量

遺物出土状況　出土遺物は確認されなかった。

所見　周辺に鋳造に関連する遺構があることと覆土の含有物から，鋳造に関連した遺構があったと考えられる。

なお，時期は周辺にある同種類の遺構と類似していることから中世と考えられる。

嶺2　　⊥49・6m
－E3m

A∠：匠迅

第238図　第16号鋳造関連土坑実測図
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第17号鋳造関連土坑（第239図）

位置　東区北東部のU52g2区に位置し，台地の北西から南東に下がる微斜面部に立地している0

重複関係　第8・15号鋳造関連土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第15号鋳造関連土坑に掘り込まれており，確認された規模は長径1・17m，短径0・48mで，不整楕

円形と推測される。深さは68cmで，断面が逆台形状で，底面はほぼ平坦で，壁が外傾して立ち上がっている。

長径方向はN－890－Eである。

覆土　単一層である。粘土を主とした焼土・炭化物を含む暗褐色土で，人為堆積の状況を示している。

土層解説

1暗　褐　色　焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック少量，炉壁微量

④完2g2－S3m

B M553DP358DP361DP360

I、⊥一二‾；
1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

第239図　第17号鋳造関連土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」
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遺物出土状況　炉壁片28点（7492g），羽口片1点（187g），鉄淳6点〔炉内溶解物（844g）〕，鋳型片2点（38

g）が中央部の底面を中心に出土している。DP358・DP360・DP361・M553は中央部の覆土下層から出土し

ている。DP358・DP361は写真と観察表のみを掲載した。

所見　東区の鋳造関連遺構の中心にあり，円筒形に掘り込まれている。確認面から深さ68cmの比較的浅い位置

から，湧水があることから当初は井戸として使用されたと考えられる。底面付近から炉壁片及び炉内溶解物な

どが出土していることから，その後破壊した炉壁を投棄した廃棄土坑として使用されるようになったと考えら

れる。また，東に広がる排淳場以外に鋳造関連遺構の中心に，廃棄をする場所が決められていたことが推測さ

れる。時期は周囲にある同種類の遺構と類似していることから中世と考えられる。

第17号鋳造関連土坑出土遺物観察表（第239図）

番号 券　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 胎　　 土 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

DP 358 炉壁 （14．2） （18 ．5） （4 ．3） （1170．0）砂粒 ・スサ
外面はスサ入りの粘土で，暗青灰褐色で，雑なナデ調

整，内面は半溶解状鉄で，暗褐色で一部灰白色である
中央部下層

実測図無 し

P L96

DP 360 炉壁 （22．4） （19 ．1） （9 ．0） （1980．0）砂粒 ・スサ

外面は暗褐色 ・赤褐色をしたスサ入り粘土でナデ調
整，棒状の押圧痕が 2 か所，内面は黒褐色をした半

溶解状鉄で，光沢があり流動性が見られ，下部の暗
青灰色の鉄に着磁性が弱くあり，外径 ［49．6］cm

中央部下層 P L95

DP 361 炉壁 （16．0） （10 ．3） （9 ．0） （367．0） スサ
外面はスサ入りの粘土で，大部分が赤褐色，一部は被熟で青灰

褐色で変色し，内面は半溶解状鉄で，着磁性はわずかにある
中央部下層

実測図無し

P L95・

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

M 553 炉内洛解物 （12．1） （9．0） （11．6） （164 ．3） 鉄 黒褐色を呈し，流動性が見られ，凹凸が多数 中央部下層 P L99

第18号鋳造関連土坑（第240図）

位置　東区北東部のU52g2区に位置し，台地の北西から南東に下がる微斜面部に立地している○

重複関係　第2号鋳造関連土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第2号鋳造関連土坑に掘り込まれており，確認された規模は長径0・64m，短径0・40mで，不整楕

円形あるいは不整円形と推測される。深さは25cmで，断面がU字状で，壁は外傾して立ち上がっている。長径

方向はN－880－Eである。

覆土　第2号鋳造関連土坑の一部と考え，調査を進めたため，土層は図示できるものがないが，人為堆積の状

況を示している。

⑥　七2g2－∈3m

0　　　　　　　　　　　　1m」
第240図　第18号鋳造関連土坑・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片1点（嚢）が本跡の下位から出土している。565は本跡の下位から出土している。

所見　覆土は砂粒を中心とした焼土ブロック・炭化物が混じった層で，鋳造に関連した土坑と考えられる。時

期は本跡の下位から平安時代の土師器棄片が出土していることと，周囲にある同種類の遺構と類似しているこ

とから中世と考えられる。

第18号鋳造関連土坑出土遺物観察表（第240図）

番号 種　 別 券　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

565 土師器 嚢 ［16 ．7］ （11．2） － 長石・石英・雲母 にぷい褐 普通 体部内外面へラナデ 覆土中 10％

ウ　方形竪穴遺構

第10号方形竪穴遺構（第241図）

位置　中央2区東部のU49fl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第11号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。重複関係にある第12・13号方形竪穴遺構との重複部分は撹

乱を受けているため，新旧関係は不明である。

規模と形状　トレンチヤーによる撹乱を受けているため，遺存状態は不良である。確認できた規模は南北軸2．26

m，東西軸1．84mで，平面形は方形あるいは長方形と推測される。深さは18cmで，東壁が直立し，南・北壁は

外傾して立ち上がっている。長軸方向である南北軸はN－00である。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。北部の中央部に長径60cm，短径44cmの楕円形のくぼみがあり，

深さ5cmほどで，底面及びその周囲に焼土の広がりが確認された。

炉・竃　確認されなかった。

ピット　確認されなかった。

覆土　単一層である。残存部分がロームブロックを含む堆積状況から人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片8点（杯1，嚢7），須恵器片1点（杯），炉壁片739．8g，鉄棒3233．7g（製錬淳1360．9

g，炉内溶解物1791．0g，流動淳13．0g，白色淳68．8g），粘土塊105．7g，砂鉄552．0g，礫22点（被熱痕あ

り）が全域から散在した状態で出土している。出土遺物は細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は撹乱を受けているため，遺存状態は非常に悪く，遺構の確認も非常に難しい状態であった。4m

北に中世と推定される第7号溝跡があり，出土している鋳造関係遺物が南部から投棄されたものと考えられ，

本跡周辺の方形竪穴遺構に伴うものと考えられることから，時期は中世と考えられる。第7号溝跡に投棄され

ていた炉壁片は本跡及びその周辺に広がる第11～18号方形竪穴遺構に付設されていた炉の可能性があり，本跡

の覆土から鋳造に関係すると考えられる白色淳以外に精錬淳が多量に出土していることから，鋳造だけでなく，

製鉄も行われていた可能性がある。また，北部中央部のくぼみに確認された焼土の広がりが，炉の痕跡の可能

性がある。

第11号方形竪穴遺構（第241図）

位置　中央2区東部のU49fl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第10・14号方形竪穴遺構に掘り込まれている。重複関係にある第12・13号方形竪穴遺構との重複部

分は撹乱を受けているため，新旧関係は不明である。
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］
l
∃

二戸‾
1　＿－

1／

lI

I　題

⊥＿二コl

∃＼
l

l

l

l

一

　

－

一
一

一

　

l

⊃＼

／

t

－

－

1

－

－

－

－

－

－

　

－

－

‥

－

－

－

1

1

－

－

「

」

1

－

］

1

－

－

－

1

」

一

　

l

第10号方形堅穴遺構

第12号方形堅穴遺構

t

 

l

 

l

　

1

．
，
，
，
l
 
l
 
l

、二二二二二二二二言：∃

l

1

1

1

1

1

ll

‾王ミこ∃

第18号方形堅穴遺

I

I

l

l

一

1

－

　

－

　

－

－

－

－

　

　

－

　

　

－

－

題

1

－

－

－

1

1

一

一

l

l

l

1

1

1

1

－

－

－

－

－

1

1

1

第11号方形
堅穴遺構

1
－
E
I
．
⊂
l
；
［
－
－
1
－

1
－
－
　
　
　
　
－
　
　
　
　
－
－
　
　
　
　
－
　
　
　
　
－
1
－
I
 
I

第14号方形堅穴遺構

≡＿三三二二

ll

］i　第16号方形堅穴遺構
11　－　1－

l＼

二子＼こ＼
l l　ヽ

l I

I I

三

CD

あ

j

第241図　第10～18号方形竪穴遺構実測図

．

一

　

　

　

　

　

　

　

t

二

1

　

　

－

　

　

－

1

　

－

、
′
＝
＝
＝
－
・
1
－
－
－

ヽ仁＝
ll

tl

lI

II

Il

l　題

l⊂

：l

一

′

ノ

．

／

ノ
一
一

一一

一

．

ヽ
　
－

／
、
ヽ

二二二二二フ
′

第17号方形堅穴遺構（

l
一

＜

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

規模と形状トレンチヤーによる撹乱を受けているため，遺存状態は不良である。確認できた規模は南北軸1・10

m，東西軸2．74mで，方形あるいは長方形と推測される。深さは17cmで，壁が外傾して立ち上がっている。長

軸方向である東西軸はN－850－Eである。

床　ほぼ平坦で，遺存している部分は踏み固められているので，全体的に踏み固められていたと推定される。

炉・竃　確認されなかった。

ピット　確認されなかった。

覆土　6層からなる。ロームブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。
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土層解説

1　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　4　褐　　　色　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　　5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　6　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　炉壁片537．0g，鉄淳1537．6g（精錬淳762．7g，炉内溶解物729．0g，流動淳12．0g，白色淳

33．9g），羽口片115．0g，鋳型片13．9g，粘土塊54．8g，鉄製品3点（不明），砂鉄962．0g，礫2点（被熟痕

あり）が出土している。出土遺物は細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は撹乱を受けているため，遺存状態は非常に悪く，遺構の確認も非常に難しい状態であった。4m

北に中世と推定される第7号溝跡があり，出土している鋳造関係遺物が南部から投棄されたものと考えられ，

本跡周辺の方形竪穴遺構に伴うものと考えられることから，時期は中世と考えられる。本跡から羽口片や鋳型

片や白色淳が出土していることから，鋳造が行われ，遺構としては確認できなかったが溶解炉が本跡に付設さ

れていた炉の可能性がある。また，第10号方形竪穴遺構同様に精錬淳が多量に出土していることから，鋳造だ

けでなく，製鉄または鍛冶も行われていた可能性もある。

第12号方形竪穴遺構（第241図）

位置　中央2区東部のU48eO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第13号方形竪穴遺構に掘り込まれている。重複関係にある第10号方形竪穴遺構との重複部分は撹乱

を受けているため，新旧関係は不明である。

規模と形状　トレンチヤーによる撹乱を受けているため，遺存状態は不良である。確認できた規模は南北軸2．00

m，東西軸2．22mで，方形あるいは長方形と推測できる。深さは32cmで，北壁が外傾して立ち上がり，確認さ

れた他の壁はほぼ垂直に立ち上がる。長軸方向である東西軸はN－900－Eである。

床　ほぼ平坦で，遺存している部分は踏み固められている。

炉・竜　確認されなかった。

ピット　確認されなかった。

覆土　単一層である。ロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片3点（嚢），須恵器片1点（長頸壷），炉壁片1165．7g，鉄棒6946．9g（精錬淳4084．4

g，炉内溶解物2753．0g，流動淳24．6g，白色淳120．9g），羽口片318．2g，鋳型片133．7g，粘土塊187．1g，

砂鉄798．0g，礫19点（破砕礫；被熱痕あり）が出土している。出土遺物は細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は撹乱を受けているため，遺存状態は非常に悪く，遺構の確認も非常に難しい状態であった。4m

北に中世と推定される第7号溝跡があり，出土している鋳造関係遺物が南部から投棄されたものと考えられ，

本跡周辺の方形竪穴遺構に伴うものと考えられることから，時期は中世と考えられる。第7号溝跡に投棄され

ていた炉壁片は本跡及びその周辺に広がる第10・11・13～18号方形竪穴遺構に付設されていた炉の可能性があ

り，鋳造に関係する遺物以外に精錬淳が多量に出土していることから，鋳造だけでなく，製鉄も行われていた

可能性がある。

第13号方形竪穴遺構（第241図）

位置　中央2区東部のU48fO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第12号方形竪穴遺構を掘り込み，第14・15号方形竪穴遺構に掘り込まれている。重複関係にある第

10・11号方形竪穴遺構との重複部分は撹乱を受けているため，新旧関係は不明である。
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規模と形状　トレンチヤーによる撹乱を受けているため，遺存状態は不良である。確認できた規模は南北軸1．32

m，東西軸1．90mで，方形あるいは長方形と推測できる。深さは35cmで，確認された壁はほぼ直立している。

長軸方向である東西軸方向はN－870－Eである。

床　ほぼ平坦で，遺存している部分は踏み固められているので，全体的に踏み固められている。

炉・竜　確認されなかった。

ピット　確認されなかった。

覆土　ロームブロックを含む単一層で，人為堆積である。

遺物出土状況　土師器片9点（嚢），陶器片1点（碗），炉壁片1219．7g，羽口片204．0g，鉄淳5773．9g（精

錬淳4504．2g，炉内溶解物1151．6g，流動淳34．9g，白色淳83．2g），鋳型片77．2g，粘土塊87・8g，砂鉄157・O

g，礫20点（破砕礫；被熱痕あり）が出土している。出土遺物は細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は撹乱を受けているため，遺存状態は非常に悪く，遺構の確認も非常に難しい状態であった。4m

北に中世と推定される第7号溝跡があり，出土している鋳造関係遺物が南部から投棄されたものと考えられ，

本跡周辺の方形竪穴遺構に伴うものと考えられることから，時期は中世と考えられる。第7号溝跡に投棄され

ていた炉壁片は本跡及びその周辺に広がる第10～12・14～18号方形竪穴遺構に付設されていた炉の可能性があ

る。また，本跡の覆土から鋳造に関係する遺物以外に精錬淳も多量に出土していることから，鋳造だけでなく，

製鉄・鍛冶も行われていた可能性がある。

第14号方形竪穴遺構（第241図）

位置　中央2区東部のU48fO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第13号方形竪穴遺構を掘り込み，第15号方形竪穴遺構に掘り込まれている。重複関係にある第10・

11号方形竪穴遺構との重複部分がトレンチヤーによる撹乱を受けているため，新旧関係は不明である。

規模と形状　撹乱を受けているため，道春状態は不良である。確認できた規模は南北軸1．84m，東西軸1．66m

で，平面形は方形あるいは長方形と推測される。深さは35cmで，南壁は緩やかな傾斜で立ち上がり，確認され

た他の壁はほぼ直立している。長軸方向である南北軸はN－100－Eである。

床　ほぼ平坦で，遺存している部分は踏み固められているので，全体的に踏み固められている。

炉・竃　確認されなかった。

ピット　確認されなかった。

覆土　2層からなる。焼土粒子・ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

7　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

8　暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片1点（嚢），炉壁片982．0g，羽口片132．4g，鉄棒4910．4g（炉内溶解物4821・3g，

流動淳27．2g，白色淳61．9g），鋳型片5．5g，粘土塊26．5g，鉄製品1点（不明；9．3g），砂鉄1699．0g，礫

4点（破砕礫；被熱痕あり）が出土している。出土遺物はすべて細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は撹乱を受けているため，遺存状態は非常に悪く，遺構の確認も非常に難しい状態であった。4m

北に中世と推定される第7号溝跡があり，出土している鋳造関係遺物が南部から投棄されたものと考えられ，

本跡周辺の方形竪穴遺構に伴うものと考えられることから，時期は中世と考えられる。第7号溝跡に投棄され

ていた炉壁片は本跡及びその周辺に広がる第10～12・14～18号方形竪穴遺構に付設されていた炉の可能性があ

る。また，本跡の覆土から鋳造に関係する遺物が多量に出土していることから，鋳造が行われていたと考えら
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れる。

第15号方形竪穴遺構（第241図）

位置　中央2区東部のU49fO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第13・14号方形竪穴遺構を掘り込み，第16号方形竪穴遺構に掘り込まれている。

規模と形状　トレンチヤーによる撹乱を受けているため，遺存状態は不良である。確認できた規模は南北軸2．20

m，東西軸1．22mで，平面形は方形あるいは長方形と推測される。深さは16cmで，東壁が直立し，南・北壁は

外傾して立ち上がっている。長軸方向である南北軸はN－00である。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

炉・竃　確認されなかった。

ピット　確認されなかった。

覆土　4層からなる。焼土粒子やロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

8　暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　　　　　　　　10　暗赤褐色　焼土粒子少量，ロームブロック微量

9　暗赤褐色　焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物微量　　　11暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

遺物出土状況　炉壁片3123．3g，羽口片915．1g，鉄製品4点（不明；86．0g），鉄浮5696・6g（製錬淳3190・7

g，炉内溶解物2310．0g，流動淳33．9g，白色淳157・Og，コバルト色淳5・Og），粘土塊94・8g，砂鉄1581・O

g，礫2点（破砕礫；被熱痕あり）が出土している。出土遺物はすべて細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は4m北にある第7号溝跡から出土している鋳造関連遺構の炉壁片や鉄淳・被熟痕のある礫などは

南部から投棄された様相が見られることから，南部に位置する本跡及びその周辺に広がる第10～14・16－18号

方形竪穴遺構に付設されていた炉の可能性がある。また，遺存状態が不良で，さらに出土土器が少なく，すべ

てが細片であるため，時期判断は困難であるが，第7号溝跡に投棄されたものが，本跡周辺の方形竪穴遺構か

ら出土していると考えると，中世の可能性がある。

第16号方形竪穴遺構（第241図）

位置　中央2区東部のU48f9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第15・18号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。重複関係にある第17号方形竪穴遺構と重複部分が撹乱

を受けているため，新旧関係は不明である。

規模と形状　トレンチヤーによる撹乱を受けているため，遺存状態は不良である。確認できた規模は南北軸2．10

m，東西軸2．08mで，平面形は方形あるいは長方形と推測される。深さは18cmで，東壁が直立し，南・北壁は

外傾して立ち上がっている。長軸方向である南北軸はN－00である。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

炉・竜　確認されなかった。

ピット　確認されなかった。

覆土　4層である。ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

12　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量　　14　暗赤褐色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物・砂粒微量

13　暗赤褐色　焼土粒子中量，ロームブロック・炭化物・砂粒微量　15　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　炉壁片2861．0g，羽口片1022．8g，鉄製品2点（不明；26．2g），鉄浮11523・8g（製錬淳7068・7

g，炉内溶解物4138．5g，流動浮49．5g，白色淳267．1g），鋳型片17・1g，粘土塊109・8g，砂鉄5816・Ogが
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出土している。出土遺物はすべて細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は撹乱を受けているため，道春状態は非常に悪く，遺構の確認も非常に難しい状態であった。4m

北に中世と推定される第7号溝跡があり，出土している鋳造関係遺物が南部から投棄されたものと考えられ，

本跡周辺の方形竪穴遺構に伴うものと考えられることから，時期は中世と考えられる。本跡及びその周辺に広

がる第10～15・17・18号方形竪穴遺構に付設されていた炉の可能性がある。鋳造に関係する遺物以外に精錬淳

が多量に出土していることから，鋳造だけでなく，製鉄も行われていた可能性がある。

第17号方形竪穴遺構（第241図）

位置　中央2区東部のU48f9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第18号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。重複関係にある第16号方形竪穴遺構の重複部分がトレンチ

ヤーによる撹乱を受けているため，新旧関係は不明である。

規模と形状　撹乱を受けているため，遺存状態は不良である。確認できた規模は南北軸1．60m，東西軸1・60m

で，平面形は方形あるいは長方形と推測される。深さは38cmで，東側が直立し，南・北壁は外傾して立ち上が

っている。長軸方向である南北軸はN－00である。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

炉・竃　確認されなかった。

ピット　確認されなかった。

覆土　ロームブロックを含む単一層で，人為堆積である。

土層解説

16　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

遣物出土状況　炉壁片300．0g，羽口片32．5g，鉄淳1669．5g（製錬淳1242・7g，炉内溶解物369・Og，白色淳

57．8g），粘土塊31．5g，砂鉄723．0gが出土している。出土遺物はすべて細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は撹乱を受けているため，遺存状態は非常に悪く，遺構の確認も非常に難しい状態であった。4m

北に中世と推定される第7号溝跡があり，出土している鋳造関係遺物が南部から投棄されたものと考えられ，

本跡周辺の方形竪穴遺構に伴うものと考えられることから，時期は中世と考えられる。本跡及びその周辺に広

がる第10－16・18号方形竪穴遺構に付設されていた炉の可能性がある。鋳造に関係する遺物以外に精錬淳が多

量に出土していることから，鋳造だけでなく，製鉄も行われていた可能性がある。

第18号方形竪穴遺構（第241図）

位置　中央2区東部のU48f9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第11・16・17号方形竪穴遺構に掘り込まれている。

規模と形状　撹乱を受けているため，遺存状態は不良である。確認できた規模は南北軸1．84m，東西軸0・48m

で，平面形は方形あるいは長方形と推測される。深さは24cmで，東壁が直立し，南・北壁は外傾して立ち上が

っている。長軸方向である南北軸はN－00である。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

炉・竜　確認されなかった。

ピット　確認されなかった。

覆土　単一層である。ロームブロックを含む単一層で，人為堆積である。
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遣物出土状況　炉壁片459．7g，羽口片5．0g，鉄棒2572．6g（製錬淳1630．0g，炉内溶解物821．5g，流動淳

20．5g，白色淳100．6g），鋳型片61．0g，粘土塊22．2g，砂鉄849．0g，礫15点（破砕礫；被熱痕あり）が出

土している。出土遺物はすべて細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は撹乱を受けているため，遺存状態は非常に悪く，遺構の確認も非常に難しい状態であった。4m

北に中世と推定される第7号溝跡があり，出土している鋳造関連遺物が南部から投棄されたものと考えられ，

本跡周辺の方形竪穴遺構に伴うものと考えられることから，時期は中世と考えられる。本跡及びその周辺に広

がる第10～17号方形竪穴遺構に付設されていた炉の可能性がある。鋳造に関連する遣物以外に精錬淳が多量に

出土していることから，鋳造だけでなく，製鉄も行われていた可能性がある。

（8）排淳場

第1号排淳場（第242・243図）

位置　東区東部のU52il区からV52d9区に位置し，台地の北西から南東へ下がる微斜面部に立地しており，

東部は低部で湿地になっている。

規模と形状　南北20m，東西36mの東に広がる扇状を呈した範囲で確認されている。北西から南東になだらか

に下がる斜面であり，南東部の調査区域際でも確認されていることから，調査区域の南東側にもその範囲が広

がっていると考えられる。浅いところでは確認面から20cmほど掘り込むと湧水し，それ以下からも遺物が出土

している。

覆土15層からなる。南北方向にトレンチを設定し，土層観察を行った。表土周辺は近年の整地事業による土

層が見られる。大部分が西部からの流れ込んだ堆積状況を示していることから自然堆積と考えられる。

土層解説

1灰　褐　色　砂粒中量，焼土ブロック少量，白色粒子微量
2　暗　褐　色　焼土ブロック少量

3　黒　褐　色　焼土粒子微量
4　黒　褐　色　焼土粒子・白色粒子微量

5　橙　　　色　焼土ブロック中量，炭化物少量，砂粒微量
6　灰　褐　色　焼土ブロック少量，砂粒・鉄浮微量

7　明　褐　色　焼土ブロック中量，炭化物少量，砂粒・鉄棒微量
8　黒　褐　色　焼土ブロック少量

9101112131415

暗
黒

褐　色　ローム粒子少量

褐　色　鉄津中量，炭化物少量

明赤褐色　焼土粒子少量，砂粒・鉄棒微量
褐　　　色　焼土ブロック少量

暗　褐　色　鉄棒多量，焼土ブロック少量，炭化物微量
褐　　　色　焼土ブロック少量

黒　褐　色　焼土ブロック少量，粘土粒子微量

遺物出土状況トレンチ1から炉壁片14点（63g），鉄棒5点（129g）〔炉内溶解物1（88g），流動淳1（20

g），白色淳3（21g）〕，鋳型片30点（236g），土師器片14点（杯4・嚢10），須恵器片6点（杯），灰粕陶器

片2点，瓦質土器片2点，礫50点（破砕礫；被熱痕あり），トレンチ2から炉壁片6点（247g），鉄棒8点（65

g）〔炉内溶解物4（45g），流動津4（20g）〕，粘土塊91g，縄文土器片2点（深鉢），土師器片25点（杯2・

嚢23），須恵器片7点（杯3・蓋1・嚢3），瓦質土器片1点，石器2点（敵石），礫11点（破砕礫；被熱痕あ

り），トレンチ3から炉壁片3275g，鉄棒75点（1362g）〔炉内溶解物13（980g），流動淳58（352g），白色淳

4（30g）〕，羽口片2点（47g），粘土塊27g，縄文土器片3点（探鉢），土師器片115点（杯19・棄94・不明

2），須恵器片50点（杯13・嚢37），灰粕陶器片6点（壷），陶器片8点（椀），磁器片16点（碗9・皿7），石

器3点（蔽石1・砥石2），瓦片8点（平瓦），銅製品1点（煙管），礫53点（破砕礫；被熱痕あり），トレンチ

4から土師器片15点（杯5・嚢10），須恵器片3点（杯2・嚢1），鉄製品1点（不明），排淳場の覆土中から

炉壁片607点（28572g），羽口片122点（2934g），鉄棒475点（16277g）〔炉内溶解物156（14113g），流動淳

25（126g），白色淳283（1984g），銅発色淳11（54g）〕，鋳型片916g，粘土塊3432g，土師器片52点（杯19・

嚢33），須恵器片51点（杯19・嚢32），陶器片2点（椀），磁器片3点（碗），瓦片1点（平瓦），礫8点（破砕

礫；被熟痕あり）が出土している。DP370は写真と観察表のみを掲載した。
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第242図　第1号排揮場・出土遺物実測図
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第243図　第1号排浮場出土遣物実測図
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所見　出土した土師器片・須恵器片はほとんどが混入したものである。覆土には鋳造関連の遺物が多く，地形

を利用して排淳場として使用されたと考えられる。鋳造の時期は中世に行われたと考えられる。

第1号排浮場出土遺物観察表（第242・243図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

56 6 土師質土器 内 耳 鍋 ［3 1 ．朗 （4．1） － 長石・全霊錮 色桂子 赤 褐 普 通 体 部 内外 面 ナ デ 覆 土 中 1 0％

56 7 磁 器 小 碗
－

十1．8十 2．8 緻 密 灰 自 良 好 ロ グロ整 形， 体 部下 端 に二 重線 覆 土 中 1 0％

57 0 土 師 器 皿 ［ 6．6］ 1．8 ［5．朗
長 石 ・雲 母 ・

黒 色 粒 子
にぷい黄橙 普 通 ロ ク ロ 整 形

ト レ ンチ 3

覆 土 中

10％，焼 成後

の刺突痕あ り

57 1 磁 器 小 碗 － （1．7） 2．8 緻 密 灰 自 良 好 ロ ク ロ整 形 ， 三 重 の 円 文 トレンチ3覆土中 40 ％

5 7 2 磁 器 碗 ［12 ．5 ］ （3 ．0） － 緻 密 オリーブ黄 良 好 ロ ク ロ整 形 ， 口 緑 部 端 反 覆 土 中 10 ％

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

T P 13 須恵 器 襲 － （8．0） －
長石 ・黒色
粒 子

暗灰 普通
外面斜位 の平行叩 き， 内面 同

心 円状の 当て具痕

トレンチ 3
覆土中 P L 78

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

D P 363 炉 壁 カ （5．7） （7 ．6） 4．0 （9 8 ．0 ） 砂 粒 ・ス サ

外 面 は赤 褐 色 を した ス サ を含 む粘 土 で ， 内 面 は

青 褐 色 と暗 褐 色 の 光 沢 の あ る半 溶 解 状 鉄 が 層 状

に付 着 ， 着 磁 性 弱 い

覆 土 中
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番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

D P365 炉壁 （12 ．6） （6．8） （6 ．3） （456 ．0） 砂 粒 ・スサ
外面はスサを含む粘土で暗青灰色をし，内面は光沢のあ

る暗褐色の半溶解状の鉄で，着磁性弱い，粒状の錆付着
覆土 中 PL 9 5

D P 367 羽口 （5 ．7） （10 ．7） （3 ．4） （101 ．0） 砂粒

内面は暗赤褐色をした砂粒入りの粘土でヘラナデ調整，外面は半

溶解状鉄が付着し，前方部は暗青灰色をし，着磁性があり，他の

部分は黒褐色で流動性が見られ，着磁性がない，内径 「19．0」cm

覆土 中

D P370 羽口 （10 ．9） （14 ．1） （5 ．2） （728 ．0）
雲母 ・砂 粒 ・ 内面は赤褐色をした砂粒を含む粘土で，ヘラナデ調整，

覆土 中
実測 図無 し

スサ 外面は黒褐色をした半溶解状鉄付着，内径 ［9．8］cm P L 9 7

D P 371 粘土塊 （6 ．1） （3．1） （2 ．6） （42 ．0） 砂粒 2 両が剥 離，一部が ナデ調整 寧土 中

D P374 鋳 型 （5 ．1） （9．9） （4 ．2） （206 ．0） 砂粒
全面が赤褐 色 をし， 内面が剥 離 し，砂粒 を含 む

粘土が露 出 し，外面 はスサ入 りの粘土
覆土 中 PL 9 2

D P 383 粘土塊 （9 ．8） （11．8） （8 ．8） （723 ．0） 長石 ・石英 灰黄褐色 を した粘土塊 で，全 面が剥離 トレンチ3覆土中 PL 9 6

番号 器　 種 径 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

D P384 土器円板 （2．7） － 0．8 （7．6） 長石・石英・雲母 各辺部研磨，一凹部表 1 か所，裏 1か所，未穿孔 トレンチ3覆土中

番号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

Q 158 砥石 11．1 8．4 3．8 576．1 砂岩 砥面 3両，一方向に使用 覆土中

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

M 555
炉　 内

溶解物
7 ．6 4．3 2 ．9 44 ．0 鉄

黒褐色 を呈 し，流動性が見 られ，表面 は凹凸あ

り，側面 に空気排 出孔 あ り
覆土 中 PL 9 8

M 558 鉄塊 8 ．8 3．6 3 ．2 1 01 ．2 鉄
円錐形 ，暗褐色 を呈 し，表 面に貫入状 にひびが

入 る
覆土 中 PL l OO

第2号排淳場（第244～246図）

位置　中央2区中央部東寄りのT47i5区からU48j6区に位置し，台地の谷部にある。平坦部との比高は2

mに及び，低部は湿地である。

規模と形状　南北80m，東西44mの南に広がる扇状を呈した範囲で確認されている。底部は北から南に下がる

微傾斜地であり，南部の調査区際でも確認されていることから，調査区域以南の底面付近にもその範囲が広が

ると考えられる。トレンチBのT47j9区からU48cl区，U48C2区からU48d4区の焼土が帯状に出土し，

この範囲からは炉壁片・鉄棒（白色淳・流動淳・炉内洛解物）・被熱痕のある礫等が多数出土している。浅い

ところでは確認面から20cmほど掘り込むと湧水し，それ以下からも遣物が出土している。

覆土　87層からなる。南端部にトレンチを設定し，土層観察を行った。表土周辺には近年の整地事業による層

が見られるが，それ以下の大部分は西部からの流れ込んだ堆積状況を示していることから自然堆積と考えられ

る。トレンチDでは排淳により遺物が溜まった部分がある。

トレンチD土層解説

1黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物微量
2

3

4

黒
暗
黒

褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・礫微量

褐　色　砂粒少量，焼土ブロック・炭化粒子・微礫微量

褐　色　砂粒少量，焼土ブロック・炭化物・微礫微量
5　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量

6　極暗褐色　焼土粒子・炭化物・砂粒微量
7　黒　褐　色　砂粒少量，焼土ブロック・炭化粒子・微礫微量
8　暗　褐　色　砂粒少量，焼土ブロック・炭化粒子・微礫微量
9　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化物・砂粒微量
10　褐　　　色　焼土ブロック・炭化粒子・砂粒微量
11暗　褐　色　焼土ブロック・炭化物・砂粒・微礫微量
12　明　褐　色　焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子・微礫微量
13　黒　褐　色　砂粒・微礫・焼土ブロック・炭化物微量
14　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・砂粒少量，微礫微量
15　暗赤褐色　焼土粒子・砂粒少量，炭化物・粘土粒子微量
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黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物・砂粒微量

黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物・砂粒・微礫微量
暗　褐　色　焼土ブロック・炭化物・砂粒・微礫微量

橙　　色　焼土ブロック少量，炭化物・砂粒・微礫微量

明　褐　色　微礫少量，焼土ブロック・炭化粒子・砂粒・鉄浮微量

灰　褐　色　焼土粒子・粘土粒子少量，炭化物・砂粒・微礫微量

褐　灰　色　焼土ブロック少量

黒　褐　色　炭化粒子少量，焼土粒子微量

褐　　　色　炭化物微量

暗　褐　色　砂粒・微礫少量，焼土ブロック・炭化物・鉄津微量

にぷい赤褐色　砂粒少量，焼土ブロック・炭化物・微礫・鉄津微量

黒
黒
黒
黒

褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・砂粒・微礫微量
褐　色　焼土粒子・砂粒微量
褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
褐　色　焼土ブロック・炭化物・砂粒・微礫微量
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第244図　第2排津場実測図

31黒　褐　色

32　黒　褐　色

33　黒　褐　色

34　暗　褐　色

35　暗　褐　色

36　褐　　　色

37　黒　褐　色

38　赤　褐　色

砂粒少量，焼土ブロック・炭化物・微礫・鉄津微量
焼土ブロック・炭化物・砂粒・微礫微量
砂粒少量，焼土ブロック・炭化物・微礫・粘土粒子微量
焼土粒子少量，炭化粒子・砂粒・微礫微量
焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子・微礫・鉄津微量
ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・微礫微量

焼土ブロック・砂粒少量，炭化物・徴礫微量

39　赤　褐　色

40　赤　褐　色

41黒　褐　色

42　黒　褐　色

43　黒　褐　色

44　暗　褐　色

45　黒　褐　色

46　黒　褐　色

－322－

焼土ブロック少量，炭化物・微礫微量
焼土ブロック・砂粒少量，炭化物・微礫微量
焼土粒子・砂粒少量，炭化物・粘土粒子微量
炭化粒子・砂粒少量，焼土粒子・微礫微量
炭化粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
砂粒少量，焼土ブロック・炭化粒子・微礫微量
焼土ブロック・炭化物・砂粒・微礫微量
焼土粒子・炭化物・砂粒微量
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第246図　第2排津場出土遺物実測図

47　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物・砂粒微量

48　暗　褐　色　焼土粒子・砂粒微量

49　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・砂粒・礫微量

50　暗赤褐色　砂粒少量，焼土ブロック・炭化物・礫微量

51黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物・砂粒・礫微量

52　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物・砂粒微量

53　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

54　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物・砂粒・礫微量

一三l二1－1ナIl
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55　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物・砂粒微量

56　にぷい褐色　粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子・砂粒微量

57　黒　褐　色　炭化粒子少量，焼土ブロック・礫微量

58　黒　褐　色　焼土粒子・炭化物微量

59　暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子・砂粒微量

60　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量

61黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

62　黒　褐　色　炭化粒子微量
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63　黒　褐　色

64　黒　褐　色

65　黒　褐　色

66　褐　灰　色

67　黒　褐　色

68　暗　褐　色

69　黒　褐　色

70　黒　褐　色

71黒　褐　色

72　黒　褐　色
73　黒　褐　色

74　極暗褐色

75　黒　褐　色

ローム粒子微量

ローム粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量

粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化物・砂粒微量

焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

ローム粒子・炭化物・砂粒微量

焼土ブロック・炭化物・砂粒微量
ロームブロック・焼土ブロック微量

ロームブロック・焼土粒子微量

焼土ブロック・炭化物微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・砂粒微量

ローム粒子・焼土粒子微量

76　黒　褐　色

77　黒　褐　色

78　黒　褐　色

79　黒　褐　色
80　黒　褐　色

81黒　褐　色

ロームブロック・焼土粒子
ロームブロック・焼土粒子

ロームブロック・焼土粒子

ローム粒子・焼土ブロック

ローム粒子・焼土ブロック

ローム粒子・焼土ブロック

砂粒微量
炭化粒子微量

炭化粒子微量

鹿沼パミス微量

炭化粒子微量

鹿沼パミス微量

82　黒　褐　色　ローム粒子・炭化物・鹿沼パミス微量

83　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

84　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス微量

85　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

86　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス微量

87　黒　褐　色　ロームブロック微量

遣物出土状況トレンチAから炉壁2点（7186g），羽口107点（2146g），鉄淳162点（2089g）〔炉内溶解物63（1530

g），流動淳70（350g），白色淳29（209g）〕，鋳型2点（507g），土師器片3点（棄），須恵器片2点（嚢），礫20点

（破砕礫；被熱痕），トレンチBから炉壁25点（6239g），羽口9点（198g），鉄淳247点（4550g）〔炉内溶解物169

（4077g），流動淳38（190g），白色淳40（283g）〕，粘土塊306g，縄文土器片2点，土師器片29点（杯6，嚢23），

須恵器片21点（杯16，嚢5），陶器片8点（椀6，皿2），土製品1点（支脚），瓦片3点（平瓦），石器2点（砥石），

礫2点（破砕礫；被熱痕），トレンチCから炉壁4点（812g），鉄浮3点（炉内溶解物；67g），鋳型2点（13g），

縄文土器片3点，土師器片52点（杯4，器台1，嚢47），須恵器片60点（杯29，棄31），土製品1点（支脚），礫10点

（破砕礫；被熱痕8），トレンチDから炉壁95点（22805g），羽口28点（2618g），鉄棒478点（10524g）〔炉内溶解

物388（9323g），流動津9（75g），白色淳81（1126g）〕，鋳型13点（1263g），粘土塊93点（2214g），縄文土器片1

点，土師器片21点（杯6，高台付杯2，棄13），須恵器片30点（杯17，高台付杯4，嚢9），陶器片3点（碗2，不明

1），瓦片1点（平瓦），石器3点（砥石2，磨石1），礫60点（破砕礫；被熟痕35，流動淳付着1），トレンチEから

炉壁185点（4444g），鉄淳135点（2071g）〔炉内溶解物66（1593g），流動淳7（39g），白色淳62（439g）〕，鋳型10

点（320g），粘土塊560g，土師器片22点（杯15，嚢7），トレンチFから炉壁122点（2945g），羽口5点（602g），

鉄淳90点（568g）〔流動淳34（172g），白色淳56（396g）〕，鋳型32点（573g），粘土塊117g，土師器片1点（杯），

須恵器片1点（棄），石器1点（砥石），礫5点（破砕礫；被熟痕），覆土中から炉壁1452点（34861g），羽口120点

（2405g），鉄淳1038点（19277g）〔炉内溶解物708（16994g），流動淳18（94g），白色淳312（2189g）〕，鋳型15点

（270g），粘土塊1638g，土師器片71点（杯3，棄65，不明3），須恵器片34点（杯16，嚢18），土師質土器片2点

（焙烙），磁器片4点（碗3，皿1），石器3点（砥石），鉄製品1点（不明），土製品9点（不明），礫3点（破砕礫；被

熱痕），褐鉄鉱90点（230g）から出土している。573はトレンチB，574・575はトレンチC，576・577・Q154・

Q163はトレンチDから出土している。DP378・DP395・DP400・Q160は写真と観察表のみを掲載した。

所見　最下層は8世紀代の土器片，下層から上層は中世の鋳造に関係する遺物，最上層は近世の陶磁器片が出

土している。鋳造に関係する遺物が多量に出土しているので，排淳場の時期は中世であったと考えられる。ま

た，第7号溝跡の西端で，扇状に焼土や被熱痕のある礫が出土しており，溝を流れたものが堆積したと考えら

れる。

第2号排淳場出土遺物観察表（第245・246図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

573 須恵器 杯 ’［13．4］ 4 ．0 ［9．8］ 長石・雲母・赤色粒子 灰黄 普通 ロクロ整形，底部回転へラ切り後雑な削り トレンチB覆土中 軍0％

574 須恵器 杯 ［12．0］ （4 ．0） 7．8
長石 ・白色

粒子
灰 普通

ロクロ整形，底部 回転 へラ切

り
トレンチ C
覆土 中

75％，底 部煤

付着 P L76

575 須恵器 杯 ［11．5］ 4 ．0 8．0 長石・白色粒子 灰 普通 ロクロ整形，底部回転へラ切り後へラ削り トレンチC覆土中 20％　 PL 76

占76 陶器 天目茶碗 － （4 ．0） ［4．4］ 長石 にぷい赤褐 普通 ロクロ整形，内外面施粕 トレンチD覆土中 10％

577 陶器 天目茶碗 ［13．2］ （5 ．1） － 緻密 にぷい赤褐 普 通 ロクロ整形，内外面施粕 トレンチD覆土中 10％
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番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

DP 377 炉壁 （10．6） （7 ．3） （5 ．4） （320 ．0）
赤色粒子 ・

砂粒 ・ス サ

外面は暗青灰色をしたスサ入 り粘土で，その外側 に

粘土貼 り付け暗褐色化 している「内面は灰 白色をし

た半溶解状鉄で，表面に多数の空気排出孔あ り

覆土 中 P L 95

D P 378 炉壁 （17．0） （12 ．5） （4 ．7） （797 ・0） 砂粒 ・ス サ
外面 は火熟 に より剥落 し，内面は半溶解状 の鉄

で，暗褐色 のガ ラス質 で光 沢あ り
覆土 中

実測図無 し

P L 96

D P 3 79 羽 口 （7．3） ．（8 ．6） （4 ．0） （113 ．0） 砂粒

内面は赤褐色を した砂粒入 りの粘土で，幅の広い

へラ状工具によるナデ，外面は暗褐色 をした半溶
解状鉄で，流動 による凹凸あ り，内径 「12．4」cm

覆土 中

D P38 0 鋳型 （6．9） （9 ．1） （2 ．6） （129 ．0） 砂 粒 ・スサ
内面は暗青灰色をした蝋状のものはわずかに残存し，その下

部には赤褐色をした砂粒 ・スす入りの粘土に貼り付けられる
覆土 中 P L9 2

D P 38 9 羽口 （13 ．7） （9 ．3） （5 ．8） （353 ．0） 砂粒

粘土 と半溶解状 鉄の互層 にな－り，内面は赤褐色

を した砂粒入 りの粘土で， ナデ調 整，外面 は暗

褐色 をした半 溶解状鉄で，流動 に よる凹凸あ り

覆土中 P L9 7・

D P 39 2 鋳型 カ （5 ．5） （5．1） （2 ．4） （ 2．4） 土 凹面 に 5 条の線状の浮彫 り，凸面 に白色粘土付着 覆土中 PL 9 2

D P 395 羽口 （10 ．6） （10．4） （3．8） （33 8．0） 砂粒 ・スサ
内面は砂粒 を含 む粘土で， ナデ調整 ，その下部

はスサ を含 む粘 土，外面 は半溶解状 の鉄が付着
覆土中

実測 図無 し

PL 9 7

D P 399 羽口 （8 ．6） （9．2） （3．8） （19 9．0） 砂粒
全面 が赤褐色 を し，内面 はヘ ラ状工 具に よるナ

デ，外 面 はナデ，内径 「12 ．6」cm
覆土中

D P400 ．鋳 型 （8 ．6） （3．7） （2・軍） （82．0） 砂粒 ・スサ
内面は灰色の蝋状の もの付着，その下部 は砂粒 を含

む粘土，その下部はスサを含む粘土で 3 層である
覆 土中

実測 図無 し

PL 9 2

番号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

Q 154 砥石 11 ．1 8．4 3．8 5‾76．1 砂岩 砥面 3 面，一方 向に使用 トレンチD覆土中

Q 160 砥石 10．8 7．1 4 ．1 4 3 5．0 泥岩 砥面 2 面，一方 向に使用 覆土 中
煤付着，実測

図なし　PL86

Q l箪 礫 5．3 3．8－ 3 ．5 ．21 5．0 泥岩 破砕礫 ，流動淳の付着 トレンチD覆土中 P L 87

番号 券　 種 長　 さ 幅 厚 ．さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

M 565 炉内溶解物 （5．6） （3 ．3） （2 ．3） （18 ．2） 鉄 コバ ル ト色 を呈 し，流動性 が見 られ る 覆土 中 P L9 8

M 5 67 炉内溶解物 （7．9） （9 ．0） （4 ．5） （205 ．1） 鉄 暗褐色 を呈 し，表面が癌準の突起 による凹凸あ り 覆土中 P L9 8

M 57 0 ．鉄棒 6．4 4 ．2 4 ．3 2 47 ．0 鉄 中央部 に貫通孔 あ り， 凹面が U 字状 にくぼ む 覆土中

M 57 3 白色淳 5．4 5 ．6 3 ．5 54 ．0
彿 白色 を呈 し，一部破損 による黒褐色 面が露出 覆土中 PIノ99

4　近世の遺構と遺物

今回の調査で，墓墳50基，井戸跡4基，土坑1基を確認した。以下，確認された遺構と遺物について記述す

る。

（1）墓墳

第1号墓境（第248図）

位置　中央1区東部のT47cl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第40・43号墓境を掘り込み，第46号墓境に掘り込まれている。

規模と形状　長軸0．82m，短軸0．75mの方形で，深さは130cmであり，底面はわずかに凹凸で，壁はほぼ直立

している。長軸方向はN－100－Wである。

覆土　7層からなり，ロームブロック・鹿沼パミスを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。鹿沼パ

ミス層まで掘り込んでいる。
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第247図　墓墳全体図
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土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック多量，鹿沼パミス中量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

3　褐　　　色　鹿沼パミス中量，ロームブロック少量

4　暗　褐　色　鹿沼パミス少量，ロームブロック・粘土ブロック
微量

5　黒　褐　色　粘土ブロック少量，ロームブロック微量

6　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

7　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子・

黒色粒子微量

遺物出土状況　土師質土器片2点（小皿），鉄製品1点（釘），人骨片が覆土中から出土している。このほかに

は，混入した弥生土器片1点，土師器片5点，須恵器片1点が出土している。457・458・M45は覆土中から出

土している。人骨片は部位が不明である。M45は棺に使用されたものと考えられる。M45は本跡に伴う遺物で

ある。

所見　周辺の墓境と形状が類似していることと，457・458が近世の土師質土器小皿であることと，18世紀以降

と推定される第43号墓境を掘り込んでいるので，時期は18世紀以降と考えられる。

第248図　第1号墓墳・出土遺物実測図

第1号墓墳出土遺物観察表（第248図）

⊂」召7

0　　　　　　5cm

：　；　！

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

457
土師質土

器
小皿 ［5．2］ 1．9 3．5 石英 にぷい褐普通

体部内外面ナデ，底部回転糸

切り
覆土中

40％

煤付着

458
土師質土

器
小皿 － （1．6）［4．0］白色粒子 橙 普通

休部外面へラナデ，底部回転

糸切り後ナデ
覆土中 40％

番号種　別長　さ 幅 厚　さ重　量材　　質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

M45 釘 （2．8） 2．1 0．6 （5．3） 鉄 角釘，先端部欠損 覆土中

第2号墓壊（第249図）

位置　中央1区東部のT46C9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第3・6・35号墓境を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1．04m，短軸0．75mの長方形で，深さは94cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立して

いる。長軸方向はN－150－Wである。

覆土　6層からなり，ロームブロック・鹿沼パミスを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量
3　黄　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス多量

4　にぷい黄褐色　ローム粒子・鹿沼パミス多量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量

6　褐　　　　色　鹿沼パミス中量，ロームブロック微量
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遺物出土状況　土師質土器4点（小皿），鉄製品3点（釘1・不明2），粘土塊4，礫1点（円礫）が覆土中か

ら出土している。このほかには，混入した縄文土器片1点，土師器片29点，須恵器片10点が出土している。459・

M46・M47は覆土中から出土している。本跡に伴う遺物はない。

所見　時期は，周辺の墓境と形状が類似していることと，近世の土師質土器小皿が出土していることから，近

世と考えられる。

＿＝‾二∴二

0　　　　　1m

l　；　j

第249図　第2号墓境・出土遺物実測図

第2号墓墳出土遺物観察表（第249図）

0　　　　　　5cm

：；：

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

459土師質土器小皿［4．3］（1．6）－石英
にぷい橙普通体部内外面ナデ 覆土中10％

番号種　別長　さ幅厚　さ重　量材　　質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

M46飾金具カ（6．4）2．8 0．3（17．4）鉄角釘状の部分に木質付着 覆土中PL88

M47 釘5．1 0．8 0．4（3．0）鉄角釘，先端部に木質付着 覆土中

第3号墓境（第250図）

位置　中央1区東部のT46C9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第6・35・37・38号墓境を掘り込み，第2号墓境に掘り込まれている。

規模と形状　長軸1．26m，短軸0．74mの隅丸長方形で，深さは48cmであり，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して

立ち上がっている。長軸方向はN－350－Eである。

覆土　3層からなり，ロームブロックを含むブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック中呈，焼土ブロック少量

2　極暗褐色　ロームブロック中量，骨片

第250図　第3号墓墳・出土遺物実測図

3　褐　　　色　ロームブロック少量

〕
0　　　　　　1m

l－　；　i
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遺物出土状況　土師質土器片1点（小皿），鉄製品1点（釘），炭化材が覆土中から出土している。このほかに

は，混入した土師器片15点，須恵器片6点が出土している。460・M48は覆土中から出土しており，本跡に伴

う遺物はない。

所見　時期は，周辺の墓境と形状が類似していることと，近世の土師質土器小皿が出土していることから，近

世と考えられる。

第3号墓墳出土遺物観察表（第250図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

460 土師質土器 小 皿 －
（0 ．9） ［2．占］ 砂粒 浅黄 橙 普通 体部外面へラナデ，底部回転糸切り 覆土 中 30％

番号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

M 48 釘 （4 ．8） 0．8 0 ．3 （1．4） 鉄 角釘 ，先 端部欠損 ，木 質付 着 覆土 中

第4号墓境（第251図）

位置　中央1区東部のT46C8区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長径1．22m，短径0．69mの楕円形で，深さは33cmであり，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち

上がっている。長径方向はN－30－Eである。

旦50．8m

‾‾宅∋「』±』
1m

第251図　第4号墓墳実測図

覆土　2層からなり，ロームブロックを含むブロック状の堆積状況を示

した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

遣物出土状況　須恵器片3点，炉壁1点が出土している。出土遺物はす

べてが細片で，図示できるようなものはない。

所見　本跡は，骨片は確認できなかったが，周辺遺構の規模と形状から，

近世の墓境の可能性がある。

第5号墓墳（第252図）

位置　調査区の中央1区東部のT47cl区に位置し，緩やかな台地平坦部に立地している。

規模と形状　北部が調査区域外へ延びるため，確認できた南北軸0．66m，東西軸0・73mで，平面形は長方形と

推測される。深さは63cmで，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。長軸方向と推測できる南北軸はN－

90－Wである。

覆土　6層からなり，ロームブロック・鹿沼パミスを含むブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量

5　褐　　　色　ロームブロック中量，鹿沼パミス微量

6　暗　褐　色　鹿沼パミス微量

遺物出土状況　古銭6枚（寛永通賓），銅製品2点（煙管雁首，煙管吸口），鉄製品1点（釘），礫1点（円礫），
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木片が出土している。このほかには，混入した土師器片4点，須恵器片1点が出土している。M49は南東部の

覆土下層，M51～M53は南西部の覆土下層，M54～M56は中央部の覆土下層から出土している。M49～M56は

出土状況から本跡に伴う遺物である。

所見　時期は，六道銭である寛永通賓に背文字に「文」のない新寛永銭であることから，17世紀後半以降で，

喫煙習慣のあった人物の墓と考えられる。

一汁∵　∴・　由、

第252回　第5号墓墳・出土遺物実測図

第5号墓場出土遺物観察表（第252図）

0　　　　　　1m

E　；　：

◎＝：二二：コ◎

琶≡ヨM49

0　　　　　　5clu

E　「「」

番号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

M 49 煙管 雁首 5 ．9 2．6 1．0 6．0 鋼 接合部一部 欠損，火皿楕 円形 南東部下 層

番号 銭　 名 径 孔　 幅 重　 量 初 鋳 年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考

M 51 寛永 通賓 2 ．5 0 ．6 2 ．30 1679年 銅 無背文 ，新寛永 南西部下 層 PL 89

M 52 寛永 通賓 2．5 0 ．6 2，40 1668年 銅 背 「文」 南西部下層 PL 89

M 53 寛永 通賓 2．5 0 ．6 3．20 1679年 銅 無背文 ，新寛永 南西部下層 PL 89

M 54 寛永通賓 2．4 0 ．6 4．16 1668年 銅 背 「文」 中央部下層 PL 89

M 55 寛永通賓 2．5 0 ．6 3．90 1668年 銅 背 「文」 中央部下層 PL 89

M 56 寛永通賓 2．5 0 ．6 3．04 1668年 鋼 背 「文」 中央部下層 PL 89

第6号墓壊（第253図）

位置　中央1区東部のT46C9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第2・3・38号墓境に掘り込まれている。

規模と形状　重複関係のため，確認できた南北軸は0．95m，東西軸は0．80mで，平面形は長方形と推測される。

深さは22cmであり，底面はほぼ平坦で，壁は外傾に立ち上がっている。長軸方向である東西軸はN－750－E
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A50．4m

第2号墓場「
0　　　　　1m

：　；　：

第253図　第6号墓境実測図

である。

覆土　不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　粘土塊2点，鉄浮1点が出土している。このほか

には，混入した土師器片9点が出土している。出土遺物はすべて

細片で，図示できるものはない。

所見　性格は，周辺の墓境と形状が類似していることから墓境と

考えられる。時期は出土遺物が少なく判断が難しいが，周辺の墓

境との関係から，近世の可能性がある。

第7号墓療（第254図）

位置　中央1区東部のT47cl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第47・49号墓境に掘り込まれている。

規模と形状　第47・49号墓境に掘り込まれているため，確認できた南北軸は0．70m，東西軸は0・58mで，平面

形は長方形と推測される。深さは48cmであり，底面は平坦で，壁はほぼ直立している。長軸方向である南北軸

はN－100－Eである。

覆土　単一層である。覆土が薄く，明確なことは言えないが，残存部分に鹿沼パミスを含む不規則な堆積状況

を示しており，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　鹿沼パミス中量，ローム粒子微量

遺物出土状況　鋼製品1点（煙管），鉄製品1点（不明），円礫1点，人骨片が出土している。人骨は，後頭部

が北に位置し，大腿骨と思われる骨が頭部の南側から出土しているので，座棺での埋葬と考えられる。このほ

かには，混入した土師器片2点が出土している。M57は中央部の底面にある頭骨の脇から出土している。M57

は出土状況から本跡に伴う遺物である。

所見　時期は，M57の形状から18世紀以降で，喫煙の習慣のあった人物の墓と考えられる。

第254図　第7号墓墳・出土遺物実測図

第7号墓墳出土遺物観察表（第254図）

二一
0　　　　　　1m

：　；　：

◎』Ⅲ胆

冒玩肺⑳　M57

0　　　　　　5cm

：　；　：

番号種　別長　さ幅 厚　さ重　量材　　質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

M57煙管雁首4．0 1．7 1．1 6．2 鋼 羅芋竹管残存，接合部に線刻，火皿部楕円形中央部床面
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第8号墓墳（第255図）

位置　中央1区東部のT46C9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第16号墓境を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1．06m，短軸0．68mの長方形で，深さは83cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立して

いる。長軸方向はN－40－Eである。

覆土　4層からなり，ロームブロック・鹿沼パミスを含むブロック状の人為堆積の状況を示している。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス中量，骨片　　　　3　にぷい黄褐色　ロームブロック・鹿沼パミス少量

2　褐　　　色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　4　褐　　　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片20点（杯1，棄19），須恵器片12点（杯9，嚢3），骨片が覆土中から出土している。

461は覆土中から出土している。

所見　骨片が確認されており，周囲の墓境の規模と形状に類似していることから，時期は近世と考えられる。

ふ
Ⅲ
Y

⑥　A－

第255図　第8号墓墳・出土遺物実測図

第8号墓場出土遺物観察表（第255図）

十「
0　　　　　1m

：；－！

0　　　5cm

し＿1－－－］

番 号 種　 別 器　 痙 口 ．径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

4 6 1 須 恵 器 杯 ［1 4．8］ （4 ．4） － 長 石 ・石 英 灰 自 普 通 体 部 外 面 へ ラ削 り後 ナ デ 琴 土 中 1 0％

第9号暮境（第256図）

位置　中央1区東部のT46cO区に位置し，台地の緩斜面部に立地している。

規模と形状　長径0．98m，短径0．77mの楕円形で，深さは41cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立して

いる。長径方向はN－150－Wである。

覆土　4層からなる。ロームブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス中量，焼土プロツ　　3　暗　褐　色　ロームブロック少量
ク少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　にぷい黄褐色　ローム粒子多量

2　褐　　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

⑥、セ粒巾　　旦50・4m

㍊／蒲■㍉し－杢
第256図　第9号墓墳・出土遺物実測図

－333－



遺物出土状況　粘土塊1点，円礫1点，人骨片が覆土中から出土している。大腿骨の一部が長径方向に延びた

状態で出土している。規模から座棺での埋葬と考えられる。このほかには，混入した土師器片12点，須恵器片

4点が出土している。462は覆土中から出土し，埋葬の際に混入したものと考えられる。本跡に伴う出土遺物

はない。

所見　時期は，形状と周囲の墓境との関係から，18世紀代と考えられる。

第9号墓墳出土遣物観察表（第256図）

番 号 種　 別 券　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

46 2 須 恵 器 1不 － （2 ．0） ［8．4］ 長 石 オ リーブ灰 普 通
底 部 外 面 へ ラ 削 り後 ナ デ， 内

面 指 頭 圧 痕
覆 土 中

60 ％

二 次 焼 成

第10号墓場（第257図）

位置　中央1区南西部のT46C8区に位置し，台地の緩斜面部に立地している。

規模と形状　長軸1．01m，短軸0．95mの方形である。深さは69cmであり，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立

ち上がっている。長軸方向はN－40－Eである。

覆土　5層からなる。ロームブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量

5　黄　褐　色　ローム粒子多量

遺物出土状況　古銭6枚（寛永通賓），鉄製品3点（釘），人骨片，礫7点（破砕礫），炭化材，木片が底面か

ら出土している。人骨は，頭骨が南東部に位置し，上腕骨と大腿骨が中央部に並ぶような状態で出土している

堪）l A50・8m

与㊥
叫」軸9＿Nlm

第257図　第10号墓墳・出土遣物実測図

旦正子
0　　　　　1m

l i　！
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ので，座棺での埋葬と考えられる。破砕礫7点が骨を取り囲むように出土している。このほかには，混入した

土師器片7点，須恵器片3点が出土している。M59は覆土中，M60～65は中央部の底面から出土している。M

60～M65は本跡に伴う遺物である。

所見　時期は，六道銭である寛永通賓は背文字に「文」のない新寛永銭を含むことから，時期は17世紀末葉以

降と考えられる。人骨を取り囲むように出土している破砕礫は棺を固定するのに使用した可能性が考えられる。

第10号墓墳出土遺物観察表（第257図）

番 号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土 位 置 備　　 考

M 59 釘 （8 ．0 ） 1 ．1 0 ．4 （8 ．0 ） 鉄 角 釘 ， 先 端 部 欠 損 ， 木 質 付 着 覆 土 中

番 号 銭　 名 径 孔　 幅 重　 量 初 鋳 年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土 位 置 備　　 考

M 6 0 寛 永 通 賓 2 ．3 0 ．6 2 ．2 2 1 69 7 年 銅 無背 文 ， 新 寛 永 中 央 部 床 面 P L 89

M 6 1 寛 永 通 賓 2 ．4 0 ．6 3 ．20 1 63 6 年 銅 無背 文 ， 真 書 ， 古 寛 永 中央 部 床 面 P L 89

M 6 2 寛 永 通 賓 2 ．5 0 ．6 3 ．52 1 63 6 年 銅 無背 文 ， 真 書 ， 古 寛 永 中 央 部 床 面 P L 89

M 6 3 寛 永 遠 賓 2 ．3 0 ．6 2 ．6 0 1 69 7 年 銅 無背 文 ， 真 書 ， 新 寛 永 中央 部 床 面 P L 89

M 6 4 寛 永 通 賓 2 ．3 0 ．6 2 ．2 2 1 69 7 年 銅 無背 文 ， 真 書 ， 新 寛 永 中央 部 床 面 P L 89

M 6 5 寛 永 通 賓 2 ．5 0 ．6 3 ．5 4 16 6 8年 銅 背 「文 」， 真 書 中央 部 床 面 P L 89

第11号墓境（第258園）

位置　中央1区東部のT46C8区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸1．25m，短軸0．86mの長方形である。深さは36cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立

している。長軸方向はN－100－Wである。

覆土　4層からなり，ロームブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土屑解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ロームブロック中量

ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，骨片

造物出土状況　土師質土器2点（小皿），古銭4枚（政和通賓1，治平元賓1，元豊通賓2），人骨片が出土し

ている。人骨は，大腿骨が軸線に平行に出土している。また，古銭が人骨片とともに南東部から出土している。

くl

二一一
M69　0　　　　　1m　　　　　　　0　　　　　　5cm

L H　　　　：　＝

第258図　第11号墓墳・出土遺物実測図
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このほかには，混入した土師器片5点，須恵器片4点（杯1，嚢2，錘1），円礫1点が出土している。463・

DP318は覆土中から，M66～M69は南東部の底面から出土している。

所見　時期は，南東部の底面から骨片と共に政和通賓などが出土していることから，頭部が南東部に位置して

いた可能性がある。古銭は六道銭としての性格が考えられる。本邦銭は含まれず，北宋銭を含む渡来銭である

ことから，時期は17世紀前半以前と考えられる。

第11号墓場出土遺物観察表（第258図）

番号 ノ種　 別 券　 種 口　 径 器　 高 ．底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 ． 出土位置 備　　 考

463
土 師質土

器
小 皿 ・［6．8］ 1 ．8 ．［4 ．6］ 砂粒 浅黄 普通

体部 内外面 ナデ，底部 回転 糸

切 り後へ ラ削 り
覆土 中

40％，煤付
着

番号 種　 別 径 孔　 径 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

D P318 土錘 （3 ．8） （．1．3） （3．1） （8．5） 手製 須恵質，表面ナデ，自然粕付着，胎土 ；長石 ・黒色粒子 覆土 中 20％

番 号 銭　 名 径 孔　 幅 重　 量 初 鋳 年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

M 66 政 和 通 賓 2 ．3 5 0 ．6 2 ．6 6 1 11 1年 鋼 無 背 文 カ ， 真 書 南 東 部 床 面 P L 89

M 67 治 平 元 賓 2 ．4 0 ．6 2 ．6 4 10 64 年 銅 無 背 文 ， 家 書 南 東 部 床 面 P L 89

M 68 元 豊 通 賓 2 ．4 0 ．6 3 ．8 10 7 8年 銅 無 背 文 ， 行 書 南 東 部 床 面 P L 89

M 69 元 豊 通 賓 2 ．4 0 ．6 3 ．8 10 7 8年 銅 無 背 文 ， 行 書 南 東 部 床 面 P L 89

第12号墓境（第259図）

位置　中央1区東部のT47cl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長径1．16m，短径0．95mの楕円形で，深さは85cmであり，底面はほぼ平坦であり，壁はほぼ直立

している。長径方向はN－90－Wである。

「
二∈

寸
．
。
∽
可

一

㍉こ一∵∴

1∴「 0　　　1m

L　と　－1

第259図　第12号墓墳実測図

覆土　3層からなり，ロームブロック・鹿沼パミスを含む不規則

な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

2　褐　　　色　ロームブロック多量，鹿沼パミス微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片1点，円礫1点が出土している。出土遺

物はすべてが細片で，図示できるような遺物はない。

所見　骨片は出土していないが，近隣の第9号墓境と類似するこ

とから，墓境と考えられる。時期判断は困難であるが，規模と形

状から近世と考えられる。

第13号墓境（第260図）

位置　中央1区東部T46cO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第15号墓境を掘り込み，第14号墓境に掘り込まれている。

規模と形状　第14号墓境に掘り込まれているため，確認できた規模は一辺0．73mで，平面形は方形と推測され

る。深さは95cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。長軸方向と推測される東西軸はN－40
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ーWである。

覆土　不規則な堆積を示した人為堆積である。

遺物出土状況　古銭4枚（寛永通賓3，紹興元賓カ1）が出土している。M70～M73は北部の底面から出土し

ている。M70～M73は本跡に伴う遺物である。

所見　時期は，寛永過賞が背文字に「文」のない新寛永銭であることから，17世紀末葉以降と考えられる。古

銭は4枚であるが，六道銭としての性格が考えられる。

Am 0　　1m

L　；・」

第260図　第13号墓墳・出土遺物実測図

第13号墓墳出土遺物観察表（第260図）

0　　　　　　2．5cm

！；！

番号銭　名 径孔　幅重　量初鋳年 材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

M70寛永通賓2．3 0．6 2．24 1636年 銅 無背文，真書，新寛永 北部床面PL89

M71紹輿元賓カ2．3 0．6 2．52 1131年 銅 無背文，裏書 北部床面PL89

M72寛永通賓2．3 0．6 1．90 1636年 銅 無背文，真書，新寛永 北部床面PL89

M73寛永通賓2．3 0．6 3．40 1636年 銅 無背文，真書，新寛永 北部床面PL89

第14号墓墳（第261図）

位置　中央1区東部のT46cO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第13・15号墓横を掘り込んでいる。

鵠七乃1：⊃
0　　　　　　1m

：　；　：

第261図　第14号墓墳・出土遣物実測図
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規模と形状　長軸0．96m，短軸0．82mの不整長方形である。深さは130cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほ

ぼ直立している。長軸方向はN－30－Eである。

覆土　ロームブロックを含むブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況　土師質土器4点（小皿），鉄製品1点（釘），数珠玉48点が覆土中から出土している。このほか

には，混入した土師器片3点，須恵器片1点，炉壁片1点，粘土塊1点が出土している。465・466・Q38～Q

85は覆土中から出土している。数珠玉は48点出土しているが，そのうち10点を掲載した。

所見　時期は，第13号墓境を掘り込んでいることと，土師質土器の小皿の形状から18世紀以降の近世と考えら

れる。

第14号墓場出土遺物観察表（第261図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

465 土師質土器 小皿 ［6 ．2］ 1 ．6 ［3．7］ 砂粒 赤褐 普通 体部 内外面 ナデ 覆土 中 40％，内外軸 鮒着

466 土師質土器 小皿 － （2 ．4） ［4．4］ 長石・黒色粒子 浅黄橙 普通 体部内外面ナデ，底部回転糸切り後へラ削り 覆土 中 10彿

軍 号 種　 別 径 孔　 径 厚　 さ 重 ‘量 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土 位 置 備　　　 考

Q 38 数 珠 玉 0 ．6 0 0 ．2 0 ．3 8 0 ．2 0 水 晶 カ 一 部 欠 損 ， 断 面 長 楕 円 形 ， 茶 褐 色 の 文 様 覆 土 中 100 ％ P L 8 7

Q 39 数 珠 玉 0 ．6 4 0 ．15 0 ．4 1 0 ．3 0 水 晶 カ 断 面 長 楕 円 形 覆 土 中 100 ％ P L 8 7

Q 40 数 珠 玉 0 ．5 9 0 ．20 0 ．4 0 0 ．2 0 水 晶 カ 断 面 長 楕 円 形 覆 土 中 1 00 ％ P L 8 7

Q 4 1 数 珠 玉 0 ．6 0 0 ．20 － 0 ．4 4 0 ．20 水 晶 カ 断 面 長 楕 円 形 覆 土 中 1 00 ％ P L 8 7

Q 42 数 珠 玉 0 ．6 1 0 ．20 0 ．3 8 0 ．20 水 晶 カ 断 面 長 楕 円 形 覆 土 中 1 00 ％ P L 8 7

q 43 数 珠 玉 0 ．5 9 0 ．15 0 ．4 3 0 ．20 水 晶 カ 断 面 長 楕 円 形 覆 土 中 100 ％ P L 8 7

Q 44 数 珠 玉 0 ．6 1 0 ．20 0 ．4 4 0 ．2 5 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 100 ％ P L 8 7

Q 45 数 珠 玉 0 ．6 6 0 ．25 0 ．3 6 0 ．20 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 1 00 ％ P L 8 7

Q 46 数 珠 玉 0 ．6 2 0 ．20 0 ．4 2 0 ．20 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 1 00 ％ P L 8 7

Q 4 7 数 珠 玉 0 ．6 0 0 ．20 0 ．4 4 0 ．20 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 1 00 ％ P L 8 7

Q 4 8 数 珠 玉 0 ．5 6 0 ．20 0 ．4 1 0 ．20 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 100％ 実測図無し P L 87

Q 4 9 数 珠 玉 0 ．5 8 0 ．2 0 0 °．5 1 0 ．30 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 100％ 実測図無し P L 87

Q 50 1数 珠 玉 0 ．5 8 0 ．2 0 0 ．4 7 0 ．20 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 100％ 実測図無し P L 87

Q 51 数 珠 玉 0 ．5 5 0 ．2 0 0 ．3 8 0 ．20 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 100％ 実測図無し P L 87

Q 52 数 珠 玉 0 ．5 7 0 ．2 0 0 ．4 5 0 ．20 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 100％ 実測図無し P L 87

Q 53 数 珠 玉 0 ．5 8 0 ．2 5 0 ．4 8 0 ．20 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 100％ 実測図無し P L 87

Q 54 数 珠 玉 0 ．5 2 0 ．2 0 0 ．4 5 0 ．20 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 100％ 実測図無し P L 87

Q 5 5 数 珠 玉 0．5 0 （0 ．2 0） （0 ．2 2） （0．10 ） 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 ， 一 部 欠 損 覆 土 中 50％ 実測 図無 し PL 87

Q 5 6 数 珠 玉 0．54　 ° 0 ．2 0 0 ．4 8 ． 0．20 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 100％ 実測図無し P L 87

Q 5 7 数 珠 玉 0．6 0 0 ．2 0 0 ．4 1 0 ．20 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 100％ 実測図無し P L 87

Q 5 8 数 珠 玉 0．6 2 0 ．2 0 0 ．4 8 0 ．20 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 100％ 実測図無し P L87

Q 5 9 数 珠 玉 0．6 2 0 ．2 0 0 ．4 9 0 ．30 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 100％ 実測図無し P L87

Q 6 0 数 珠 玉 0．60 0 ．2 0 0 ．4 7 0 ．30 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 100％ 実測図無し P L87

Q 6 1 数 珠 玉 0．5 1 0‘．1 5 0 ．3．8 0 ．10 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 100％ 実測図無し P L87

Q 6 2 数 珠 玉 0．59 0 ．1 5 0 ．5 1 0 ．30 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 100％ 実測図無し P L87

Q 6 3 数 珠 玉 0．6．3 0 ．2 0 0 ．4 7 0 ．30 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 100％ 実測図無し P L87

Q 6 4 数 珠 玉 0・59 0 ．2 0 0 ．4 7 0 ．2 0 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 100％ 実測図無し P L87

Q 6 5 数 珠 玉 0．60 0 ．2 0 0 ．4 9 0 ．2 0 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 100％ 実測図無し P L87

Q 6 6 数 珠 玉 0．57 0 ．2 0 0 ・4年 0 ．2 0 水 晶 カ 断 面 長 楕 円形 覆 土 中 100％ 実測図無 し P L87

Q 6 7 数 珠 玉 0．58 0 ．2 0 0 ．38 0 ．2 0 水 晶 カ 断 面＿長 楕 円 形 覆 土 中 100％ ．実測図無 し P L87
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番号 種　 別 径 孔　 径 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　　　　　 考

Q 68 数珠玉 0．62 0 ．20 0 ．49 0．30 水晶 カ 断面長楕円形 覆土中 100％ 実測図無し PL87

Q 69 数珠玉 0．58 0 ．20 0 ．40 0．20 水晶 カ 断面長楕円形 覆土中 100％ 実測図無し PL87

Q 70 数珠玉 0．61 0 ．15 0 ．47 0．20 水晶 カ 断面長楕円形 覆土中 100％ 実測図無し PL87

Q 7 1 数珠玉 0．61 0 ．20 0 ．49 0．30 水晶 カ 断面長楕円形 覆土中 100％ 実測図無し PL87

Q 72 数珠玉 0．60 0 ．20 0 ．42 0．20 水晶 カ 断面長楕円形 覆土中 100％ 実測図無し PL87

Q 73 数珠玉 0．56 0 ．15 0 ．43 0．20 水晶カ 断面長楕円形 覆土 中 100％ 実測図無し PL87

Q 74 数珠玉 0．50 0 ．20 0 ．36 0．10 水晶カ 断面長楕円形 覆土 中 100％ 実測図無し PL87

Q 75 数珠玉 0．62 0 ．20 0 ．47 0．30 水晶カ 断面長楕円形 覆土 中 100％ 実測図無し PL87

Q 76 数珠玉 0．60 0 ．20 0 ．36 0．20 水晶カ 断面長楕円形 覆土 中 100％ 実測図無し PL87

Q 77 数珠 玉 0．56 0 ．20 0．47 0．20 水晶カ 断面長楕円形 覆土 中 100％ 実測図無しPL87

Q 78 数珠 玉 0，60 0 ．20 0，48 0．10 水晶カ 断面長楕円形 覆土 中 100％ 実測図無しPL87

Q 79 数珠 玉 0．56 0 ．20 0．37 0 ．10 水晶カ 断面長楕 円形 覆土 中 100％ 実測図無しPL87

Q 80 数珠 玉 0．57 0 ．20 0．49 0 ．20 水晶カ 断面長楕 円形 覆土 中 100％ 実測図無しPL8 7

Q 81 数珠 玉 0．61 0 ．20 0．49 0 ．20 水晶カ 断面長楕 円形 覆土 中 100％ 実測図無しPL87

Q 8 2 数珠 玉 0．60 0 ．20 0．46 0 ．20 水 晶カ 断面長楕 円形 覆土 中 100％ 実測図無しPL87

Q 8 3 数珠 玉 0．57 0 ．20 0．43 0 ．20 水 晶カ 断面 長楕 円形 覆土 中 100％ 実測図無しPL87

Q 8 4 数珠 玉 0．54 0 ．20 0．40 0 ．15 水 晶カ 断面 長楕 円形 覆土 中 100％ 実測図無しPL87

Q 8 5 数珠 玉 0．59 0 ．20 0．43 0 ．15 水 晶カ 断面 長楕 円形 覆土 中 100％ 実測図無しPL87

第15号暮境（第262図）

位置　中央1区東部のT46cO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第13・14・44号墓境に掘り込まれている。

岡　田

第262図　第15号墓墳・出土遺物実測図

－339－



規模と形状　他の墓境に掘り込まれているため，確認できたのは南北軸1．28m，東西軸1・07mである。平面形

は不整長方形と推測され，深さは30cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。長軸方向である南

北軸はN－270－Eである。

覆土　3層からなり，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス少量

2　暗　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス少量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

遺物出土状況　土師質土器1点（小皿），古銭8枚（開元通賓1言輿寧元賓1，天樽通賓2，□口元賓1，不

明3），鉄製品1点（釘），人骨片（大腿部）が中央部の底面を中心に出土している。M74～M81は中央部の底

面から出土し，本跡に伴う遺物と考えられる。

所見　時期は，古銭に本邦銭を含まず，判読できたものはすべて渡来銭であり，中世の可能性もあるが，第13・

14・43号墓場に掘り込まれていることから，17世紀末葉以降と考えられる。また，古銭は8枚であるが，六道

銭としての性格が考えられる。

第15号墓墳出土遺物観察表（第262図）

番 号 銭　 名 径 孔　 幅 重　 量 初 鋳 年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土 位 置 備　　 考

M 74 不 明 2．5 0 ．7 2 ．7 6 鋼 無 背 文 中 央 部 床 面 P L 8 9

M 75 不 明 2．4 0 ．8 2 ．2 6 銅 無 背 文 ， 蒙 書 中 央 部 床 面 P L 8 9

M 76 不 明 2．4 0 ．7 3 ．2 6 鋼 無 背 文 ， 蒙 書 カ 中 央 部 床 面 P L 8 9

M 77 □ 口 元 賓 2．4 0 ．6 2 ．8 2 銅 無 背 文 ， 蒙 書 中 央 部 床 面 P L 8 9

M 78 憮 寧 元 賓 2．5 0 ．7 2 ．7 8 ・10 68 年 銅 無 背 文 ，真 書 中 央 部 床 面 P L 8 9

M 79 天 ネ喜通 賓 2．4 0 ．6 ・ 3 ．2 0 10 17 年 銅 無 背 文 ，真 書 中 央 部 床 面 P L 8 9

M 80 天 楕 通 賓 2．4 0 ．6 3 ．2 0 10 17 年 銅 無 背 文 ，真 書 中 央 部 床 面 P L 8 9

M 8 1 開 元 通 賓 2．4 0 ．6 2 ．8 0 1 03 5年 ±10 年 銅 無 背 文 ，真 書 中 央 部 床 面 P L 8 9

第16号墓境（第263図）

位置　中央1区東部T46C9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第8号墓境に掘り込まれている。

規模と形状　第8号墓境に掘り込まれているため，確認できたのは一辺0．93m，平面形は方形と推測される。

深さは70cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。長軸方向はN－60－Wである。

皿I　　　　可

0　　　　　1m

と二「」

第263図　第16号墓墳実測図

覆土　3層からなり，ロームブロック・鹿沼パミスを含む不規則

な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1褐　　　色　鹿沼パミス中量，ロームブロック少量

2　暗　褐　色　鹿沼パミス中量，ロームブロック少量

3　暗　褐　色　鹿沼パミス中量

遺物出土状況　鉄製品1点（釘），人骨片（部位不明）が中央部

の底面を中心に出土している。このほかには，混入した土師器片

4点，粘土塊2点，円礫1点が出土している。出土遺物はすべて

細片で，図示できるものはない。

所見　時期は形状と周辺の墓境との関係から，近世と考えられる。
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第17号墓壊（第264図）

位置　中央1区東部のT46C9区に位置し，台地の緩斜面部に立

地している。

規模と形状　長軸0．80m，短軸0．75mのほぼ方形である。深さは

112cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。長軸

方向はN－330－Wである。

覆土　4層からなる。ロームブロックを含む不規則な堆積状況を

示した人為堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス微量

3　黒　褐　色　鹿沼パミス少量，ロームブロック微量

4　黒　褐　色　鹿沼パミス少量，ロームブロック微量

遺物出土状況　出土遺物は確認できなかった。

所見　時期は，形状と周辺の墓境との関係から，近世と考えられる。
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第264図　第17号墓墳実測図

第18号墓墳（第265図）

位置　中央1区東部のT47cl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第48号墓境を掘り込んでいる。

規模と形状　北部が調査区城外へ延びているため，確認できた長軸は0．74m，短軸は0．52mで，平面形は長方

形と推測される。深さは90cmであり，底面に凹凸があり，壁はほぼ外傾して立ち上がっている。長軸方向はN

－590－Wである。

覆土　6層からなる。ロームブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量
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第265図　第18号墓墳・出土遺物実測図

4　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック微量
6　黒　褐　色　ロームブロック少量
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遺物出土状況　古銭5枚（寛永通賓），鉄製品1点（不明），礫2点が出土している。これらの遺物は北東部の

覆土上層から出土している。このほかには，混入した土師器片3点が出土している。M82～M86は北西部の覆

土下層から出土し，本跡に伴う遺物である。

所見　古銭は六道銭としての性格が考えられる。寛永通賓に背文字の「文」のない新寛永銭が含まれることか

ら，時期は17世紀末葉以降と考えられる。

第18号墓墳出土遺物観察表（第265図）

番 号 銭　 名 ’径 孔　 幅 重　 量 初 鋳 年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

M 82 寛 永 通 賓 2 ．3 0 ．6 2 ．68 1 69 7年 銅 ． 無 背 文 ， 真 書 ， 新 寛 永 北 西 部 下 層 P L 89

M 83 寛 永 通 賓 2．．5 0．6 2 ．64 1 69 7年 銅 無 背 文 ， 真 書 北 西 部 下 層 P L 89

M 84 寛 永 通 賓 2 ．5 0 ．6 2 ．86 1 63 6年 銅 無 背 文 ， 真 書 北 西 部 下 層 P L 89

M 8 5 寛 永 通 賓 2．・5 0．6 3 ．16 1 69 7年 銅 古 寛 永 北 西 部 下 層 P L 89

M 86 寛 永 通 賓 2 ．5 0 ．6 2 ．4 8 1 66 8年 銅 一 部破 損 ， 背 「文 」， 真 書 北 西 部 下 層 P L 89

第19号墓境（第266図）

位置　中央1区東部のT46dO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸0．87m，短軸0．85mの方形で，深さは101cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立して

いる。長軸方向はN－60－Eである。
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第266図　第19号墓墳実測図

覆土　ロームブロック・鹿沼パミスを含む不規則な堆積状況を示した人

為堆積である。

遺物出土状況　鉄製品1点（不明），木片が覆土中から出土している。

このほかには，混入した土師器片3点，粘土塊1点が出土している。出

土遺物のすべて細片で，図示できるものはない。

所見　時期は，周辺の墓境と規模と形状が類似していることから，近世

と考えられる。

第20号墓境（第267図）

位置　中央1区東部のT46d9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸0．82m，短軸0．75mのほぼ方形で，深さは78cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立し

ている。長軸方向はN－60－Wである。

覆土　4層からなる。ロームブロック・鹿沼パミスを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1にぷい黄褐色　ロームブロック・鹿沼パミス中量　　　　　　　3　暗　褐　色　鹿沼パミス中量

2　暗　褐　色　ロームブロック多量，鹿沼パミス少量　　　　　4　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師質土器片1点（小皿），古銭2枚（寛永通賓），鉄製品2点（釘・不明），人骨片，木片

が出土している。これらの遺物は中央部の底面を中心に出土している。人骨は，中央部の底面から形状の不明

確な状態で出土している。このほかには，混入した土師器片5点，円礫1点が出土している。M87は覆土中，

M88・M89は南西部の覆土中層から出土している。
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所見　六道銭の性格が考えられる寛永通賓に新寛永銭が混じっていることから，時期は17世紀末葉以降と考え

られる。

⑥、。、海‾i‾□週7
0　　　　　1m

i　；：

第267図　第20号墓墳・出土遺物実測図

第20号墓墳出土遺物観察表（第267図）

0　　　　　　5cm

：　；：

0　　　　　　2．5cm

＝

番号 種　別 長　さ 幅 厚　さ重　量 材　　質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

M87 釘カ 8．4 1．1 0．4 （8．4） 鉄 角釘，木質付着，鉄製の付着物あり 覆土中 PL88

番号 銭　名 径 孔　幅重　量 初鋳年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

M88 寛永通賓 2．3 0．6 1．66 1697年 鋼 無背丈ヵ，真書，新寛永 南西部中層PL89

M89 寛永通賓 2．5 0．6 2．12 1697年 銅 一部破損，無背文，真書，新寛永 南西部中層PL89

第21号墓墳（第268図）

位置　中央1区東部のT46d9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第33号墓塀に掘り込まれている。

規模と形状　第33号墓境に掘り込まれているため，確認できた長軸は1．21m，短軸は0・80mで，平面形は長方

形と推測される。深さは15cmであり，底面はほぼ平坦で，長軸方向はN－120－Wである。壁はほぼ外傾に立

ち上がっている。

覆土　確認面で人骨片が確認され，覆土が薄いが残

存部分は単一層である。ロームブロックを含む不規

則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師質土器2点（小皿），人骨片が

出土している。これらの遺物は中央部の底面を中心

「ここ二毎時墓城
0　　　　　　1m

l　；：

0　　　　　　5cm

：　；　l

に出土している。人骨は頭部が北東に位置し，大腿　第268図　第21号墓墳・出土遺物実測図

骨が南東部に延びるような状態で出土している。このほかには，混入した土師器片10点，須恵器片3点，鉄淫

2点が出土している。467は覆土中から出土している。

所見　周辺の墓境と規模や形状と類似していることと，出土した土師質土器小皿から，時期は18世紀以降と考

えられる。
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第21号墓墳出土遺物観察表（第268図）

番号 種　 別 券　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　 ‾　考

467 土師質土器 小 皿 ［8．8］ 3 ．0 ［4 ．0］ 白色粒子・赤色粒子 浅黄 ‾ 普通 ロクロナデ，底 部回転糸切 り 覆土 中 20％

第22号墓墳（第269図）

位置　中央1区のT46C9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第35・37号墓境に掘り込まれている。

規模と形状　第35・37号墓境に掘り込まれているため，確認できた長軸は0．92m，短軸は0．48mで，平面形は

長方形と推測される。深さは6～17cmで，底面は凹凸で，壁は外傾に立ち上がっている。長軸方向はN－40

－Wである。

覆土　確認面で人骨片が確認され，覆土が薄く，3層に分層される。ロームブロックを含む不規則な堆積状況

を示した人為堆積である。
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第269図　第22号墓墳・出土遺物実測図

0　　　　　　　2cm
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土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　鉄製品1点（火縄銃の

弾力），人骨片1体が出土している。

人骨は頭部が北に位置し，大腿骨が南

部に延びるような状態で出土してい

る。このほかには，混入した土師器片

2点が出土している。M90は南西部底面の骨片の間から出土している。

所見　周辺の墓境に規模と形状が類似していることから，時期は18世紀以降と考えられる。

第22号墓墳出土遺物観察表（第269図）

番号 種　 別 径 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考

M 90 弾 1．．2 － 1 ．2 7．1 鉄 球状 南西部床面 P L88

第23号墓境（第270図）

位置　中央1区東部のT46cO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第24・31号墓境を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1．06m，短軸は0．91mの長方形で，深さは127cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立

している。長軸方向はN－60－Wである。

覆土　5層からなり，ロームブロック・鹿沼パミスを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

2　暗　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス中量

3　黒　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス少量

4　黒　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス微量
5　黒　褐　色　鹿沼パミス少量，ロームブロック微量

遺物出土状況　古銭10枚（永楽通賓），鉄製品12点（釘），人骨片1体が中央部の底面を中心に出土している。

人骨は中央部底面から不明確な状態で出土している。このほかには，混入した土師器片5点，須恵器片2点，
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第270図　第23号墓墟・出土遣物実測図

B M91～M99

0　　　　　　1m

：　；　：

0　　　　　　5cm

：　；　：

粘土塊2点が出土している。468は覆土中，M91～M99は北部の覆土中層，MlOO～M103は覆土中から出土し

ている。

所見　時期は，17世紀末葉以降の第24・31号墓境を掘り込んでいることと，周辺の墓境の規模と形状から17世

紀末葉以降と考えられる。古銭が10枚出土し，その内9枚が永楽通賓であることから，確認できなかったが，

本跡は同じ場所に中世の墓壕があり，それを壊して本跡が作られたことも考えられる。

第23号墓墳出土遣物観察表（第270図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

46 8 土 師 器 杯 － （3 ．0） ［1．8］
赤 色 粒 子 ・

黒 色 粒 子
に ぷ い 褐 普 通

ロ ク ロ整 形 ， 体 部 回 転 へ ラ 削

り， 底 部 へ ラ切 り後 ナ デ
覆 土 中 1 0％

番 号 種　 別 長　 さ 幅 厚　　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

M lO l 釘 5 ．5 1 ．0 0 ．3 ～0 ．4 2 ．0 鉄 角 釘 覆 土 中

M lO 2 釘 5 ．5 1 ．0 0 ．2 ～0 ．3 2 ．2 鉄 角 釘 覆 土 中

M lO 3 釘 5 ．5 1 ．0 0 ．3 2 ．1 鉄 角 釘 ， 木 質付 着 覆 土 中
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番号 銭　 名 径 孔　 幅 重　 量 初 鋳 年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

M 91 永楽通賓 2 ．55 0 ．6 3 ．56 14 08年 銅 無背 文，真書 北部 中層 PL 89

M 92 永楽通賓 2 ．5 0 ．6 3 ．18 14 08年 銅 無 背文，真書 北部 中層 PL 89

M 93 永楽通賓 2 ．5 0 ．6 3 ．40 14 08年 鋼 無 背文，真書 北部 中層 PL 89

M 94 永楽通賓 2 ．5 0 ．6 3 ．04 14 08年 鋼 無背 文，真書 北部 中層 PL 89

M 95 永楽通賓 2 ．5 0 ．6 3 ．80 14 08年 鋼 無 背文，真書 北部 中層 PL 89

M 96 永楽通賓 2 ．4 0 ．6 3 ．10 14 08年 銅 無背 文，真書 北部 中層 PL 89

M 97 永楽通賓 2 ．4 0 ．6 3 ．20 14 08年 鋼 無 背文，真書 北部 中層 PL 89

M 98 永楽通賓 2 ．5 0 ．6 3 ．22 14 08年 銅 無 背文，真書 北部 中層 PL 89

M 99 永楽通賓 2 ．4 0 ．6 2 ．90 14 08年 鋼 無 背文，真書 北部 中層 PL 89

M l OO 永楽通賓 2 ．4 0 ，6 2 ．16 14 08年 銅 無背 文，真書，一部 欠損 覆土 中 PL 89

第24号墓壊（第271図）

位置　中央1区東部のT46dO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第26・31号墓境を掘り込み，第23号墓塀に掘り込まれている。

規模と形状　第23号墓境に掘り込まれているため，確認できた長軸は1・05m，短軸は0・46mで，平面形は隅丸

方形と推測される。深さは52cmであり，底面はほぼ平坦で，壁は外傾に立ち上がっている。長軸方向はN－790

－Eである。

覆土　2層からなり，ロームブロック・鹿沼パミスを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

遺物出土状況　土師質土器1点（小皿），古銭5枚（開元通賓2，政和通賓1，元豊通賓1，景定通賓1），人

骨片が出土している。これらの遺物は中央部の覆土中層から出土している。人骨は中央部の底面から不明確な

形状で出土している。このほかには，混入した土師器片9点，須恵器片5点，円礫1点が出土している。MlO4

～M108は中央部の覆土下層から出土している。

所見　六道銭としての性格が考えられる古銭5枚のうち3枚が渡来銭であるが，新寛永銭の出土している第31

号墓境を掘り込んでいることから，時期は17世紀末葉以降と考えられる。

0　　　　　　1m

：；：

第271図　第24号墓境・出土遺物実測図
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第 2 4 号 墓 墳 出 土 遺 物 観 察 表 （第 2 7 1 図 ）

考
孔　 幅 重　 量 初 鋳 年

103 5年 ±10年

10 7 8年

10 35年 ±10年

12 60年

材　　 質 特　　　　　　　 徴 出土位 置 備

番号 銭 住
銅 背文 「□」，真書 中央部下 層 P L 89

開元通賓

元豊通賓

開元通賓

景定元質

2　4 0 ．7

0．7

0 ．6

0 ．6

2 ．52

2．72

3．08

2．98

M lO4

2 45
鋼 無背 文，真書 中央部 下層 PL 89

M lO 5

2 4
銅 無背文，真書 中央 部下層 PL 89

M lO 6

M l O7
2．4 銅 無背文 ，真書

無背 文，業者

中央 部下層 PL 9 0

中央部下層 P L9 0

M l O8 政和通賓 2 ．4 0 ，6 3 ．16 11 1 1年 鋼

第25号墓境（第272図）

位置　中央2区東部のU49j8区に位置し，台地の平坦吾障立地している0

重複関係　第17号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状長径1・28m，短径0・77mの楕円形で，深さは47cmであり，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち

上がっている。長径方向はN－100－Eである0

覆土　5層からなり，ロームブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
1暗　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量

5　黒　褐　色　ローム粒子微量

遺物出土状況古銭1枚（元祐通賓），白色酎点が出土している。このほかには，混入した土師器片10点，

須恵器片1点が出土しているoMllOは北東部の覆土中層から出土している0

所見六道銭としての性格が考えられる北宋銭1枚が出土しているので，相の可能性もあるが，近世墓にも

北宋銭が副葬される例がある。規模と形状からは中央1区で確認された近世の墓塀と規模と形状で類似してい

ることから，時期は近世と考えられる。

禍
庵粍2m
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第272図　第25号墓場・出土遺物実測図

0　　　　　2．5cm

「；」

第25号墓境出土遺物観察表 （第272凶）

⊥置 Il備　　 考

ロ 銭　名 ′叉 L　幅 重　月 初鋳年

1080年

材　　 質

鋼

特　　　　　　　　 徴 出土位阻 田

番号 イ至 孔＋幅 墓
無背文，蒙書 北東部中層 PL90

M llO 元祐通賓カ 2．35 0．65 2．75

第26号墓腐（第273図）

位置　中央1区東部のT46dO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第24号墓境に掘り込まれている0
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規模と形状　第24号墓境に掘り込まれているため，確認できた南北軸は0・34m，東西師ま0・80mで，平面形は

方形あるいは長方形と推測される。深さは36cmであり，底面はほぼ平坦で，壁は外傾に立ち上がっている。長

軸である東西軸方向はN－790－Eである。

嶺0

旦50．4m

可4　　　　可

覆土　2層からなる。ロームブロックを含む不規則な堆積状況を

示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　混入した須恵器片1点，白色淳1点，土製品4点

（支脚2，土錘1，不明1），鉄製品2点（不明），剥片1点，礫

1点が出土している。出土した遺物はすべてが細片で，図示でき

』　　るような遺物はない。
所見　本跡は近隣の墓境と規模と形状から類似していること，17

第273図　第26号墓墳実測図

第27号墓墳（第274・275図）

B　盟116～M122M117

1旛「』

世紀末葉以降と推定される第24号墓境に掘り込まれていることか

ら，時期は17世紀末葉以降と考えられる。

位置　中央1区東部のT47cl区に位置し，台地の平坦部に立地

している。

重複関係　第34号墓境を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸0．85m，短軸0．80mのほぼ長方形で，深さは79

cmであり，底面はわずかに凹凸で，壁は外傾して立ち上がってい

る。長軸方向はN－80－Eである。

覆土　4層からなる。ロームブロック・鹿沼パミスを含む不規則

な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
第274図　第27号墓場実測図　　　　　　　4　暗　褐　色　鹿沼パミス少量，ロームブロック微量

遺物出土状況　古銭12枚（寛永通賓6言輿寧通賓2，開元通賓1，政和通賓1，元豊通賓2）が出土している。

これらの遺物は北部の底面を中心に出土している。Mlll～M116は北部の底面，M117－M122は西部の覆土下

層から出土し，本跡に伴う遺物である。

所見　六道銭としての性格が考えられる寛永通賓6枚と開元通賓を含む渡来銭6枚が，墓境内で出土地点を異

にしている特異な例である。時期を異にして同一墓境への埋葬があったかどうかについては，調査では分から

なかった。時期は寛永通賓が古寛永銭であることから17世紀中葉以降と考えられる。

第27号墓墳出土遺物観察表（第275図）

番 号 銭　 名 径 孔　 幅 重　 量 初 鋳 年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考

M lll 元豊通賓 2 ．45 0 ．7 2 ．38 1078年 銅 無背文 ，蒙 書，一部欠損 北 部床面 PL 90

M 112 政和通賓 2．3 0 ．6 2 ．16 1111年 銅 無背文 ，家書 北 部床 面 PL 90
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第275図　第27号墓境出土遺物実測図

番号 銭　 名 径 孔　 幅 重　 量 初 鋳 年 材　　 質 特　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

M 1 13 元豊通賓 2．4 5 0 ．7 2．50 1 07 8年 銅 無背文，蒙書 北 部床面 P L 9 0

M 1 14 問元通賓 2．4 0 ．7 2．46 10 35年 ±10年 銅 無背文，真書 北 部床面 P L 9 0

M 1 15 燕寧元賓 2．4 0 ．6 2．86 1 0 68年 鋼 無背文，真書 北 部床面 P L 9 0

M l 16 勲寧元賓 2．3 0 ．6 2．86 10 68年 鋼 無背文，真書 北 部床面 P L 9 0

M 1 17 寛永通賓 2．4 0 ．6 2．20 16 36年 銅 無背文，真書 西 部下層 P L 9 0

M 1 18 寛永通賓 2，4 0 ．6 3．52 16 36年 銅 無背文，真書 西 部下層 P L 9 0

M 1 19 寛永通賓 2．4 0 ．6 2．90 16 36年 鋼 無背文 ，真書 西部下層 P L 9 0

M 1 20 寛永通賓 2．4 0 ．6 3．18 16 36年 銅 無背文 ，真書 西部下層 P L 9 0

M 1 21 寛永通賓 2．5 0 ．6 3．74 16 36年 銅 無背文 ，真書 西部下層 P L 9 0

M 1 22 寛永通賓 2．5 0 ．6 2．9 6 16 36年 鋼 無背文 ，真 書 西部下層 P L 9 0

第28号墓嘘（第276図）

位置　中央2区中央部のT47il区に位置し，台地の平坦部に立地している0

重複関係　第40号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1．07m，短軸0・80mのほぼ長方形で，深さは95cmであり，底面はほぼ平坦で・壁はほぼ直立

している。長軸方向はN－60－Wである。

覆土　4層からなる。ロームブロック・鹿沼パミスを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である0

土層解説
1にぷい黄褐色　鹿沼パミス中量，ローム粒子少量　　　　　　3　黒　褐　色　鹿沼パミス中量，ローム粒子少量

2　黒　褐　色　炭化物中量，ロームブロック・鹿沼パミス少量　4　黒　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス少量

遺物出土状況　古銭7枚（寛永通賓6，治平元賓1），木製品1点（櫛），銅製品3点（錠尾，煙管雁首，煙管

吸口），人骨片が出土している。人骨は中央部の底面から不明確な状態で出土している。このほかには，混入
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した土師器片1点，須恵器片1点，炉壁片4点，鉄揮2点（流動樺），円礫1点が出土している。Wlは中央

部の底面，M127・M128・M130～M136は中央部の底面から出土し，本跡に伴う遺物である。

所見　六道銭としての性格が考えられる寛永通賓に背文字の「文」を含む新寛永銭が含まれていることから，

時期は17世紀末葉以降と考えられる。櫛や煙管の副葬から判断すると，埋葬された人物は喫煙習慣のある女性

であったことがうかがえる。

④　五＿E2m　旦50・2m

欄，m
：　；　：

第276図　第28号墓墳・出土遺物実測図

第28号墓墳出土遺物観察表（第276図）
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番 号 種　 別 長　 さ 幅 厚　　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

M 127 煙 管 雁 首 （7 ．0） 2．6 0 ．9 （7 ．2） 銅 火 皿 部 円 形 ・径 1，6 cm， 接 合 部 円 形 中央 部 床 面 P L 88

M 1 28 煙 管 吸 口 （6 ．4） 0．9 0 ．9 （2．3） 鋼 接 合 部欠 損 ，吸 口部 円形 ・径0．3C叫　 接 着 部あ り 中央 部 床 面 P L 88

M 1 29 銘 尾 （2 ．1） 2．3 0 ．4～ 0．6 （4．2） 鋼 鋲 留 め 2 か 所 覆 土 中

番 号 銭　 名 径 孔　 幅 重　 量 初 鋳 年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土 位 置 備　　 考

M 13 0 寛 永 通 賓 2 ．5 0 ．6 3 ．0 0 16 6 8年 鋼 背 「文」， 真 書 ， 新 寛 永 中 央 部 床 面 P L 90

M 13 1 寛 永 通 賓 2．5 5 0 ．6 3 ．8 2 16 68年 銅 背 「文」， 真 書 ，新 寛 永 中 央 部 床 面 P L 9 0

M 13 2 寛 永 通 賓 2．5 0 ．6 3 ．1 2 16 68年 銅 背 「文 」， 真 書 ， 新 寛 永 中 央 部 床 面 P L 9 0

M 13 3 寛 永 通 賓 2．4 0 ．5 3 ．6 4 16 36年 鋼 無 背 文 ， 真 書 ， 古 寛 永 中 央 部 床 面 P L 9 0

M 134 寛 永 通 賓 2．5 0．5 3．6 0 166 8年 銅 背 「文 」， 真 書 ， 新 寛 永 中央 部 床 面 P L 90

M 135 寛 永 通 賓 2 ．5 0．6 2．2 6 163 6年 鋼 無 背 文 ， 真 書 ， 古 寛 永 中央 部 床 面 P L 90

M 1 36 治 平 元 賓 2 ．4 0．6 3．54 1 06 4年 銅 無 背 文 ， 真 書 中央 部 床 面 P L 90
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番号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

W l 櫛 （2．5） 2 ．2 0．5 （2 ．0） 木 わずかな残存 中央部床面

第29号墓場（第277図）

位置　中央2区中央部のU46b9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第51号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1．12m，短軸1．05mの長方形で，深さは135cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立し

ている。長軸方向はN－60－Eである。

覆土　6層からなる。ロームブロック・鹿沼パミスを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス中量　　　　　　　　　4　黒　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス少量

2　黒　褐　色　鹿沼パミス中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量　　5　黒　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス少量

3　暗　褐　色　鹿沼パミス中量，ロームブロック少量　　　　　　　6　黒　褐　色　鹿沼パミス中量，ロームブロック少量

遺物出土状況　古銭6枚（寛永通賓），鉄製品2点（釘），人骨が出土している。これらの遺物は中央部の底面

を中心に出土している。人骨は中央部から南東寄りの底面から不明確な状態で出土している。このほかには，

混入した土師器片8点，鉄淳1点（流動津），円礫1点が出土している。M137～M142は中央部の覆土下層か

ら出土し，本跡に伴う遺物である。

所見　六道銭としての性格が考えられる寛永通賓がすべて古寛永銭であることから，時期は17世紀中葉以降と

考えられる。

④」止」

第277回　第29号墓墳・出土遺物実測図

第29号墓墳出土遺物観察表（第277図）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　　」

0　　　　　　　　　　　　　5cm

：　　　；　　　：

番号銭　名 径孔　帽重　量初鋳年 材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

M137寛永通賓2．4 0．5 3．06 1636年 銅 無背文，真書 中央部下層PL90
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番 号 銭　 名 径 孔　 幅 重　 量 初 鋳 年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

M 13 8 寛永通賓 2．4 0．6 2．30 16 36年 銅 無背文 ，真書 中央 部下層 PL 90

M 13 9 寛永通賓 2．4 0．6 3．72 163 6年 鋼 無背文，真書 中央 部下層 PL 90

M 14 0 寛永通賓 2 ．5 0．6 3．20 163 6年 鋼 無背文，真書 中央 部下層 PL 90

M 14 1 寛永通賓 2 ．5 0．6 4．20 1 63 6年 銅 無背文，真書 中央 部下層 PL 90

M 14 2 寛永通賓 2 ．4 0．6 2．68 1 63 6年 銅 無背文，真書 中央部 下層 PL 90

第30号墓塘（第278図）

位置　中央2区東部のT46C7区に位置し，台地の緩斜面部に立地している。

規模と形状　一辺0．85mの方形で，深さは59cmである。底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。長軸方向

はN－0。である。

覆土　4層からなる。ロームブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック中量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量
4　黒　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師質土器片1点（焙烙），古銭5枚（寛永遠賓），鉄製品2点（釘・毛抜き），人骨1体が出

土している。人骨は頭骨が大腿骨などと重なり合うように中央部の底面から出土している。このほかには，混

入した土師器片1点，須恵器片1点が出土している。479，M145～M149は南部の底面，M152は覆土中から出

土している。

所見　六道銭としての性格と考えられる寛永通賓が古寛永銭であることから，時期は17世紀中葉以降と考えら

れる。毛抜きは当時，女性が眉を整えるための必需品であり，埋葬された人物は女性であったことをうかがわ

せる。

⑥

B豊㌔M149479

‾－）・一

0　　　　　1m

：　；　：
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第278図　第30号墓墳・出土遺物実測図
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第30号墓墳出土遺物観察表（第278図）

番号 種　 別 券　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

4 79 土師質土器 焙 烙 ［3 8．0］ （1．9） － 石英・白色粒子 に ぷ い褐 普 通 横 ナ デ 南 部 床 面 5 ％

番号 銭　 名 径 孔　 幅 重　 量 初 鋳 年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置

′

備　　 考

M 14 5 寛 永 過 密 2 ．4 0 ．6 2 ．62 1 636 年 鍋 無 背 文 ， 真 書 ，一 部 欠損 南 部 床 面 P L 90

M 14 6 寛 永 通 賓 2 ．3 0 ．6 2 ．12 1 636 年 銅 無 背 文 ， 真 書 南 部 床 面 P L 90

M 14 7 寛 永 通 賓 2 ．5 0 ．6 2 ．56 1 636 年 鋼 無 背 文 ， 真 書 南 部 床 面 P L 90

M 14 8 寛 永 通 賓 2 ．4 0 ．5 3 ．0 2 16 36 年 銅 無 背 文 ， 真 書 南 部 床 面 P L 90

M 15 2 寛 永 遠 賓 2 ．3 0 ．6 2 ．0 2 16 36 年 銅 無 背 文 ， 真 書 覆 土 中 P L 90

番 号 種　 別 長　 さ 帽 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土 位 置 備　　 考

M 14 9 毛 抜 き 9 ．9 1 ．6 0 ．2 （17 ．4） 鉄 断 面 形 長 方形 ， 全 面 錯 付 着 南 部 床 面 P L 8 8

第31号墓境（第279図）

位置　中央1区中央部のT46cO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第44号墓境を掘り込み，第23・24号墓境に掘り込まれている。

規模と形状　第23号墓境に掘り込まれているため，確認できた南北軸は0．89m，東西軸は0．70mで，平面形は

長方形と推測される。深さは102cmであり，底面はほぼ平坦で，壁は直立または外傾して立ち上がっている。

長軸方向である南北軸はN－150－Wである。

覆土　周囲にある同時期の遺構の特徴から，ロームブロック・鹿沼パミスを含む不規則な堆積状況を示してい

る人為堆積と想定される。

0　　　　　1m

ヒ＝＝出　琶コ◎M154∈≡I二三プ482』＝＝占m

第279図　第31号墓墳・出土遺物実測図
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遣物出土状況　土師質土器片2点（小皿），古銭6枚（寛永通賓），鉄製品3点（鍋1，不明2），銅製品1点

（煙管雁首），人骨片が出土している。これらの遺物は中央部の底面を中心に出土している。人骨は中央部の

底面から頭部が鉄鍋で被せられた状態で確認されている。このほかには，混入した土師器片3点が出土してい

る。481は南東部の覆土上層から，482・M154は覆土中，M155・M601～M606は中央部の底面から出土し，本

跡に伴う遺物である。

所見　本跡の埋葬方法は鍋被り葬である。時期は，六道銭の性格が考えられる寛永通賓が背文字に「文」を有

する新寛永銭であることから，17世紀末葉以降で，喫煙の習慣のあった人物の墓と考えられる。

第31号墓墳出土遺物観察表（第279図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

48 1 土師質土器 灯 明皿 6．1 1 ．9 5 ．0
金雲母 ・白色粒

子・赤色粒子
明 赤 褐 普 通

体 部 内外 面 ナ デ ， 底 部 回 転 糸

切 り後 ナ デ ・布 目痕 あ り
南 東 部 上 層

95％ロ緑部油

煙付着 P L74

48 2 土師賀土器 小 皿 ［7．4］ 1．6 ［5 ．6］ 雲母・赤色折 骨邑折 にぷ い橙 普 通 体部内外面 ナデ，底部 回転 糸切 り 覆 土 中 10 ％

番 号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

M 154 煙 管雁 首 （4 ．2） （2．5） 0 ．8 （5 ．1） 鋼 接 合 部 一 部 欠 損 ， 火 皿 部 円 形 ， 接 合 部 円 形 覆 土 中

番 号 種　 別 口　 径 器　 高 底　 径 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

M 1 55 鍋 ［2 9 ．3 ］ 10 ．4 22 ．0 （8 52 ．0 ） 鉄
3 か 所 の穿 孔 の あ る吊 耳 と鍋 との 境 界 に稜 あ り，

短 い 三 足 が付 く， 吊 り手状 の もの が 器 面 に付 着
中 央 部 床 面 P L 8 8

番 号 銭　 名 径 孔　 幅 重　 量 初 鋳 年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

M 6 01 寛 永 遠 賓 2．5 0 ．5 2 ．8 2 1 69 7年 銅 無 背 文 ， 真 書 ， 一 部 欠 損 中 央 部 床 面 M 155に付着PL91

M 6 02 寛永通賓 ヵ 2．5 0 ，6 2 ．9 8 16 3 6年 銅 無 背 文 ， 真 書 ， 古 寛 永 ヵ 中 央 部 床 面 M 155に付着PL91

M 60 3 寛 永 通 賓 2．5 0 ．6 2 ．7 2 16 3 6年 銅 無 背 文 ， 真 書 ， 一 部 欠 損 ，古 寛 永 中 央 部 床 面 M 155に付着PL91

M 60 4 寛 永 通 賓 2．5 0 ．6 3 ．14 16 68 年 鋼 背 「文 」， 真 書 ， 一部 欠 損 中 央 部 床 面 M 155に付着 PL91

M 60 5 寛 永 遠 賓 2．5 0 ．6 3 ．4 2 16 68 年 銅 背 「文 」， 真 書 ， 一 部 欠 損 ， 鉄 錆 付 着 中 央 部 床 面 M 155に付着 PL91

M 60 6 寛 永 通 賓 2．5 0 ．6 3 ．3 2 16 9 7年 銅 無背 文，真 書， 一部 欠損 ，鉄錆付 着 ，新寛 永 中 央 部 床 面 M 155に付着 PL91

第32号墓墳（第280図）

位置　中央1区東部のT47cl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長径0．60m，短径0．50mのほぼ楕円形で，深さは25cmであり底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立

ち上がっている。長径方向はN－70－Wである。

覆土　周囲にある同時期の遺構の特徴から，ロームブロック・鹿沼パミスを含む不規則な堆積状況を示してい

る人為堆積と想定される。

遺物出土状況　古銭1枚（寛永通賓），人骨片が出土している。これらの遺物は北東部底面を中心に出土して

いる。人骨は，後頭部が北東部に位置し，その周囲に骨片が出土している。このほかには，混入した炉壁片5
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第280図　第32号墓墳・出土遺物実測図
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点，褐鉄鉱が出土している。M156は覆土中

から出土している。本跡に伴う遺物はない。

所見　六道銭としての性格が考えられる寛永

通賓が新寛永銭であることから，時期は17世

紀末葉以降と考えられる。



第32号墓墳出土遺物観察表（第280図）

番 号 銭　 名 径 孔　 幅 重　 量 初 鋳 年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

M 156 寛 永 通 賓 2．5 0 ．6 3 ．3 2 16 97 年 銅 無 背 文 カ， 真 書 ， 一 部 欠損 ， 鉄 錯 付 着 覆 土 中 P L 90

第33号墓墳（第281・282図）

位置　中央1区東部のT46d9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第21号墓境を掘り込み，第347号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸1．25m，短軸0．57mの隅丸長方形で，深さは22cmであり，

立ち上がっている。長軸方向はN－16。－Wである。

覆土　周囲にある同時期の遺構の特徴から，ロームブロック・鹿沼パミスを

含む不規則な堆積状況を示した人為堆積と想定される。

遺物出土状況　古銭6枚（寛永通賓3，元豊通賓1，宋通元宮1，不明1），

人骨が出土している。人骨は頭部が北東部に位置し，大腿骨が南西方向に寝

せた状態で出土している。これらの遺物は北東部の底面から出土している。

M157－M162は北西部の底面から出土し，方孔部分に布片が付着している。

所見　古銭は六道銭としての性格が考えられる最新銭が古寛永銭であること

から，時期は17世紀中葉以降と考えられる。

第282図　第33号墓墳出土遺物実測図

第33号墓墳出土遺物観察表（第282図）

底面はほぼ平坦で，壁は外傾して
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第281図　第33号墓墳実測図
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番号銭　名 径 孔　幅重　量 初鋳年 材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

M157宋通元賓2．5 0．6 3．36 960年 銅 無背文，真書 北西部床面布片付着PL90

M158寛永通賓2．45 0．65 3．22 1636年 銅 無背文，真書 北西部床面PL90

M159元豊通賓カ2．35 0．7 2．74 1078年 銅 無背文，真書カ 北西部床面PL90

M160ロロ通賓2．3 0．6 2．30 － 銅 無背文，真書 北西部床面PL90

M161寛永遠賓2．3 0．6 2．88 1636年 銅 無背文，真書 北西部床面Pl．90

M162寛永通賓2．3 0．6 1．90 1636年 鋼 無背文，真書，一部欠損 北西部床面PL90

第34号墓墳（第283図）

位置　中央1区東部のT47cl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

－355－



重複関係　第27号墓境に掘り込まれている。

規模と形状　第27号墓境に掘り込まれているため，確認できた長軸1．24m，短軸1．03mで，平面形は不整長方

形と推測される。深さは79C皿であり，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。長軸方向である東

西軸はN－830－Wである

覆土　周囲にある同時期の遺構の特徴から，ロームブロック・鹿沼パミスを含む不規則な堆積状況を示してい

る人為堆積と想定される。

遺物出土状況　土師質土器1点（小皿），古銭6枚（寛永通賓5，淳化元賓1），鉄製品1点（不明），人骨片

が出土している。人骨片は西部の底面で確認された。483は覆土中，M163～M168は南西部の底面から出土し

ており，本跡に伴う遺物である。

所見　古銭6枚が六道銭の性格と考えられる寛永通賓が古寛永銭であることから，時期は17世紀中葉以降と考

えられる。

（紗

第283図　第34号墓墳・出土遺物実測図

第34号墓墳出土遺物観察表（第283図）
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番号種　別券　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

483 土師質土器小皿 － （1．4）3．8
雲母・赤色

粒子
にぷい橙普通

体部内外面ナデ，底部回転糸

切り後ナデ
覆土中 50％

番号銭　名 径 孔　幅重　量 初鋳年 材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

M163寛永通賓2．4 0．6 4．48 1636年 銅 無背文，真書 南西部床面PL90

M164寛永通賓2．3 0．6 4．08 1636年 銅 無背文，真書 南西部床面PL90

M165寛永通賓2．4 0．6 4．78 1636年 銅 無背文，真書 南西部床面PL90

M166寛永通賓2．45 0．6 4．16 1636年 銅 無背文，真書 南西部床面PL90

M167淳化元賓2．44 0．6 3．46 1340年±10 鋼 無背文，草書 南西部床面PL90

M168寛永通賓2．3 0．55 2．18 1636年 銅 無背文，真書 南西部床面PL90
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第35号墓境（第284図）

位置　中央1区東部のT46C9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第22・37号墓境を掘り込み，第2・3号墓場に掘り込まれている。

規模と形状　第2・3号墓境に掘り込まれているため，確認できた長径は1・35m，短径は0・36mで，平面形は

楕円形と推測される。深さは51cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。長径方向はN－00で

ある。

覆土　3層からなる。ロームブロックを含む不規則な堆積状況を

示した人為堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　褐　　　色　ロームブロック・鹿沼パミス微量

遣物出土状況　土師質土器片1点（小皿）が出土している。出土

遺物は細片で，図示できるものではない。
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所見　周囲の墓境と規模と形状及び重複関係から，時期は近世と　第284図　第35号墓墳実測図

考えられる。

第36号墓墳（第285図）

位置　中央1区東部のT47dl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第40号墓境を掘り込み，第43・50号墓境に掘り込まれている。

規模と形状　第43・50号墓境に掘り込まれているため，確認できた南北軸は0・48m，東西軸は0・70mで，平面

形はほぼ方形と推測される。深さは101cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。長軸方向であ

る東西軸はN－20－Eである。

覆土　ロームブロック・鹿沼パミスを含む不規則な堆積状況を示している人為堆積と想定される。

遣物出土状況　古銭9枚（寛永通賓），銅製品4点（煙管雁首2，煙管吸口2），鉄製品2点（不明），人骨片

が出土している。人骨片は後頭部が北に位置し，大腿骨の一部が顔の前面に立ったような状態で出土している

ので，座棺での埋葬と考えられる。このほかには，混入した土師器片2点が出土している。M169・M170・M

173・M174は東部の覆土下層，M175～M181は覆土中から出土している。

所見　古銭9枚が六道銭の性格と考えられる寛永通賓に背文字の「元」のある新寛永銭を含んでいることから，

時期は18世紀中葉以降で，喫煙の習慣のあった人物の墓と考えられる。

第36号墓場出土遺物観察表（第285図）

番 号 種 ．別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

M 16 9 煙 管 雁 首 4．7 2 ．9 1 ．5 13 ．2 銅 羅 芋 竹 管 残 存 ， 火 皿 部 円 形 ， 接 合 部 断 面 円 形 東 部 下 層 M 170と同一固体PL88

M 17 0 煙 管 吸 口 7．0 1 ．6 0 ．9 13 ．1 銅 羅 芋 竹 管 残 存 ， 吸 口部 断 面 円 形 ・厚 み あ り 東 部 下 層 M 169と同一固体PL88

M 171A 煙 管 雁 首 3．3 1 ．7 0 ．1 （8．2） 銅 羅 芋 竹 管 残 存 ， 火 皿 部 下 ・接 合 部 に接 着 面 あ り 覆 土 中 P L 88 ・

M 171 B 煙 管 吸 口 （5．9） 0．5～0．7 0 ．1 （8．0） 鋲 断 面 方 形 ， 先 端 部 ・‘基 部 の 欠 損 覆 土 中 P L 88

番 号 銭　 名 径 孔　 幅 重　 量 初 鋳 年 材　 質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

M 173 寛永通賓 2 ．3 0 ．6 2．44 1697年 銅 無背 文，真書 東部下層 P L 90
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第285回　第36号墓境・出土遺物実測図
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番号銭　名 径 孔　幅重　量 初鋳年 材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

M174寛永通賓 2．4 0．6 2．40 1636年 銅 無背文，真書，一部欠損 東部下層

M175寛永通賓 2．5 0．6 3．12 1636年 鋼 無背文，真書，古寛永 覆土中 PL91

M176寛永通賓 2．3 0．7 2．18 1697年 銅 無背文，真書 覆土中 PL91

M177寛永通賓 2．4 0．6 3．30 1636年 銅 無背文，真書，古寛永 覆土中 PL91

M178寛永通賓2．5 0．6 3．52 1741年 銅 背「元」カ，真書 覆土中 PL91

M179寛永通賓2．3 0．6 2．14 1697年 銅 無背丈，真書 覆土中 PL91

M180寛永遠賓2．3 0．6 1．80 1697年 銅 無背丈，真書 覆土中 PL91

M181寛永通賓2．4 0．6 2．14 1697年 銅 無背文，真書 覆土中 PL91

第37号墓場（第286図）
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第286図　第37号墓墳実測図

位置　中央1区東部のT46C9区に位置し，台地の平坦部に立地してい

る。

重複関係　第22号墓境を掘り込み，第3・35号墓境に掘り込まれている。

規模と形状　第3・35号墓境に掘り込まれているため，確認できたのは

南北軸0．32m，東西軸0．70mで，平面形は方形あるいは長方形と推測さ

れる。深さは12cmであり，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっ

ている。長軸方向である東西軸はN－850－Eである。
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覆土　周囲にある同時期の遺構の特徴から，ロームブロック・鹿沼パミスを含む不規則な堆積状況を示してい

る人為堆積と想定される。

遣物出土状況　出土していない。

所見　時期は，周辺の墓境の規模と形状が類似していることから，近世と考えられる。

第38号墓墳（第287図）

位置　中央1区東部のT46C9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第6号墓境を掘り込み，第3号墓境に掘り込まれている。

規模と形状　第3号墓境に掘り込まれているため，確認できたのは長軸が0．95m，短軸が0・65mで，平面形は

長方形と推測される。深さは30cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。長軸方向はN－140－

Wである。

覆土　3層からなる。ロームブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

2　極暗褐色　ロームブロック少量

＼「＿
0　　　　　1m

I　；！

第287図　第38号墓墳実測図

3　褐　　　色　ロームブロック微量

遣物出土状況　鉄製品1点（不明），木製品1点（不明），人骨片

1体が出土している。人骨片は頭部が北西部に位置し，南東方向

へ骨片が広がっていることから，仰向けの状態で埋葬されたと考

えられる。出土遺物は細片で，図示できるものはない。

所見　時期は，周辺の墓境の規模と形状と類似していることから，

近世と考えられる。

第39号墓境（第288図）

位置　中央1区東部のT46d9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第347号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第347号土坑に掘り込まれており，長軸1．06m，短軸0．90mの長方形である。深さは102cmであり，

底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。長軸方向はN－140－Wである。

覆土　4層からなる。ロームブロック・鹿沼パミスを含む不規則な堆積状況を示している人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス少量　　　　　　　　3　暗　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス中量

2　黒　褐　色　鹿沼パミス中量，ロームブロック少量　　　　　　4　褐　　色　ロームブロック・鹿沼パミス中量

遺物出土状況　鉄製品20点（釘）が出土している。人骨片は確認されなかった。M182～M184は棺の釘と考え

られるが，人骨及び棺は確認されなかったので，朽ち果ててしまったと考えられる。

所見　釘などが出土していることから，性格は墓境と考えられる。時期は近隣の墓境と規模と形状で類似して

いることから，近世と考えられる。
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第288図　第39号墓墳・出土遺物実測図

第39号墓墳出土遺物観察表（第288図）

番号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

M 18 2 釘 （4 ．6） 1 ．0 0 ．3 （2 ．0） 鉄 角 釘 ， 先 端 部 一 部 欠 損 覆 土 中

M 18 3 釘 5 ．1 0 ．9 0 ．3 2 ．0 鉄 角 釘 ， 断 面 長 方 形 覆 土 中

M 18 4 釘 （4 ．0） 0 ．5 0 ．5 （1 ．2） 鉄 角 釘 ， 基 部 欠 損 ， 断 面 長 方 形 覆 土 中

第40号暮痍（第289図）

位置　中央1区東部のT47dl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第1・36・41・43・50号墓境に掘り込まれている。

規模と形状　第1・36・41・43・50号墓境に掘り込まれているため，確認できた規模は南北軸が1．06m，東西

軸が0．62mで，平面形は長方形と推測される。深さは75cmであり，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上が

っている。長軸方向である南北軸はN－40－Wである。

覆土　周囲にある同時期の遺構の特徴から，人為堆積と想定される。

遣物出土状況　古銭5枚（寛永通賓），鉄製品44点（釘），人骨片1体が出土している。これらの遺物は北西部の

底面から出土している。人骨片は頭骨が北西部に位置し，大腿骨が南東部の頭骨の前に位置した状態で出土し

ているので，座棺での埋葬と考えられる。このほかには，混入した須恵器片1点が出土している。M186・M

187は北西部の底面から出土している。古銭は5枚出土しているが，3枚は破損がひどく，図示できなかった。

所見　六道銭の性格が考えられる古銭は寛永通賓が古寛永銭であることから，時期は17世紀中葉以降と考えら

れる。
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第289図　第40号墓墳・出土遺物実測図
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第40号墓墳出土遺物観察表（第289園）

番 号 銭　 名 径 孔　 幅 重　 量 初 鋳 年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

M 1 86 寛 永 通 賓 2．4 0 ．5 3 ．20 163 6 年 銅 背 文 不 明 ，真 書 北 西 部 床 面 P L 9 1

M 1 87 寛 永 通 賓 2．4 0 ．6 2 ．46 163 6 年 銅 背 文 不 明 ， 真 書 ，鉄 錆 付 着 北 西 部 床 面 P L 9 1

第41号墓境（第290図）

位置　中央1区東部のT47dl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第40・45号墓境を掘り込んでいる。

規模と形状　南部が調査区城外へ延びているため，確認できた長軸は0．93m，短軸は0．56mで，平面形は長方

形と推測される。深さは53cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。長軸方向はN－50－Wで

ある。

覆土　周囲にある同時期の遺構の特徴から，人為堆積と想定される。

遺物出土状況　古銭5枚（寛永通賓），鉄製品1点（釘），鋼製品5点（飾り金具3，煙管雁首1，煙管吸口1），

珊瑚玉1点（煙草入れの緒蹄の玉カ），人骨片が出土している。これらの遺物は北部の底面を中心に出土して

いる。人骨は頭部が北部に位置し，大腿骨が南部に延びた状態で出土している。M193～M198は中央部の底面，

M199は中央部の覆土下層，M200は覆土中から出土している。Nlの珊瑚玉は西部の底面から出土し，煙草入

れの緒蹄の玉である可能性がある。

所見　六道銭としての性格が考えられる古銭は寛永通賓に背文字に「文」のない新寛永銭であることから，時

期は17世紀末葉以降で，喫煙の習慣のあった人物の墓と考えられる。

④

苛
M193～M197

0　　　　　　1m

：　；　：

第290図　第41号墓墳・出土遺物実測図
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第41号墓墳出土遺物観察表（第290図）

番 号 種 ‘ 別 ・喪 ‘さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

M 1 98 煙 管 雁 首 4．8 1 ．8 1 ．2 7 ．4 銅 接 合 部 一 部欠 損 ，羅 芋 竹 管残 存 ， 火皿 部 不整 円形 中 央 部 床 面

番 号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

M 19 9 飾 金 具 3．7 0 ．5 1 ．3 2 ．0 銅 吊 り手 鋲 留 め 2 か 所 中 央 部 下 層 P L 88

M 20 0 釘 8．4 2 ．4 0 ．7 7 ．8 鉄 全 面 木 質 付 着 覆 土 中 P L 88

番 号 銭　 名 径 孔　 幅 重　 量 初 鋳 年 材　　 質 特　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

M 19 3 寛 永 通 賓 2．5 0 ．6 3 ．02 1 69 7年 銅 無 背 文 ，‘真 書 中 央 部 床 面 P L 91

M 19 4 寛永 通 賓 2．4 0 ．6 2 ．84 1 69 7年 銅 無 背 文 ， 真 書 中 央 部 床 面 P L 91

M 19 5 寛永 通 賓 2．4 り・6 1．90 1 69 7年 銅 無 背 文 ， 真 壷 ，＿一 部 欠損 中 央 部 床 面 P L 91

M 19 6 寛 永 通 賓 2．4 0 ．6 2 ．38 1 69 7年 銅 無 背 文 ， 真 書 中 央 部 床 面 P L 91

M 19 7 寛 永 通 賓 2 ．3 0 ．6 1 ．48 1 69 7年 銅 無 背 文 ， 真 書 ， 一 部 欠 損 中 央 部 床 面 P L 91

番号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 出土位 置 債　 を

N l 珊瑚玉 ・1．7 0．6 1 ．4 12 ．0 珊瑚 両側か らの穿孔 西部床面

第42号墓墳（第291図）

位置　中央1区東部のT46dO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　南部が調査区域外へ延びているため，確認できた東西軸は0．98m，南北軸は0．50mで，平面形は

長方形と推測される。深さは124cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。長軸方向である東西

軸はN－840－Wである。

覆土　周囲にある同時期の遺構の特徴から，人為堆積と想定される。

0　　1m

L＿＿；　＿！

第291図　第42号墓墳・出土遺物実測図

第42号墓墳出土遺物観察表（第291図）

M201

0　　　　　　5cm

「∴ト＿！

遣物出土状況　鉄製品1点（釘）

が出土している。これらの遺物

は覆土中から出土している。人

骨片は確認されなかった。M201

は覆土中から出土している。

所見　周辺の墓境と規模と形状

が類似していることから，時期

は近世と考えられる。

番号 種　 別 長 ・さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考

M 201 釘 （5 ．5） 0．7 0 ．3 （4．0） 鉄 基部欠損 ，全面錆付着 覆土中

第43号墓墳（第292・293図）

位置　中央1区東部のT47dl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第36・40・47・49号墓境を掘り込み，第1号墓境に掘り込まれている。
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規模と形状　第1号墓境に掘り込まれているため，確認できたのは長軸が

1．05m，短軸が0．80mで，平面形は長方形と推測される。深さは20cmであり，

底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。長軸方向はN－880－Wである。

覆土　周囲にある同時期の遺構の特徴から，人為堆積と想定される。

遺物出土状況　古銭10枚（寛永通賓），人骨片が出土している。人骨片は南

部の底面から出土している。このほかには，混入した縄文土器片36点，土師

器片345点，須恵器片9点，灰粕陶器片2点，土製品4点（支脚2，土錘1，

不明1），鉄製品2点（不明），剥片1点，破砕礫1点が出土している。M153・

M202～M210は西部の底面から出土し，本跡に伴う遺物である。

M153・

土憲二′二
0　　　　　1m

ト　；！

第292図　第43号墓墳実測図
所見　古銭は10枚出土しているが，六道銭の性格が考えられる寛永通賓は背

文字に「文」・「足」を有する新寛永銭であることから，時期は18世紀以降と考えられる。

第293図　第43号墓頻出土遺物実測図

第43号墓墳出土遺物観察表（第293図）

5併l
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番号銭　名 径 孔　幅重　量 初鋳年 材　　質 特　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

M153寛永通賓 2．4 0．7 2．04 1636年 鋼 背「文」，真書 西部床面 PL90

M202寛永遠賓 2．3 0．6 2．84 － 銅 背「足」，真書 西部床面 PL91

M203寛永通賓 2．3 0．6 2．44 － 銅 背「足」，真書 西部床面 PL91

M204寛永通賓 2．3 0．6 1．88 － 銅 背「足」，真書 西部床面 PL91

M205寛永通賓 2．5 0．6 3．60 1668年 銅 背「文」，真書 西部床面 PI．91

M206寛永通賓 2．5 0．6 3．72 1668年 銅 背「文」，真書 西部床面 PL91

M207寛永通賓 2．5 0．6 3．54 1668年 銅 背「文」，真書 西部床面 PL91

M208寛永通賓 2．5 0．6 3．20 1668年 鋼 背「文」，真書 西部床面 PL91

M209寛永通賓 2．5 0．6 3．08 1668年 銅 背「文」，真書 西部床面 PL91

M210寛永退寮 2．5 0．6 3．26 1668年 銅 背「文」，真書 西部床面 PL91
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第44号墓境（第294図）

位置　中央1区東部のT46dO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第15号墓境を掘り込み，第31号墓境に掘り込まれている。

規模と形状　一辺が0．92mの方形で，深さは129cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。長軸

8
0　　　　　　1m

：　；　：

第294図　第44号墓墳実測図

方向はN－240－Wである。

覆土　周囲にある同時期の遺構の特徴から，人為堆積と

想定される。

遣物出土状況　出土していない。

所見　周辺の墓境と規模と形状で類似していること，17

世紀末葉以降と推定される第31号墓境に掘り込まれてい

ることから，時期は17世紀末葉以前と考えられる。

第45号暮境（第295図）

位置　中央1区東部のT47dl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第41号墓境に掘り込まれている。

規模と形状　南部が調査区城外へ延びており，さらに第41号墓境に掘り込まれているため，確認できたのは長

軸が1．08m，短軸が0．69mで，平面形は長方形と推測される。深さは91cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほ

ぼ直立している。長軸方向はN－10－Eである。

④七7。1
第41号墓場

第295図　第45号墓墳実測図

旦50．4m

l∴

覆土　周囲にある同時期の遺構の特徴から，人為堆積と想

定される。

遣物出土状況　出土していない。

所見　周辺の墓境に規模や形状が類似していること，17世

0　　1m　紀末葉以降と推定される第41号墓境に掘り込まれているこ
！　；　I

とから，時期は17世紀末葉以前と考えられる。

第46号墓墳（第296図）

位置　中央1区東部のT47cl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

④

◎二七7㌢∃㌫，聖畿『J

第296図　第46号墓墳実測図

重複関係　第1・47号墓場を掘

り込んでいる。

規模と形状　長径0．71m，短径

0．35mのほぼ楕円形で，深さは

0　　1m42cmで，底面はほぼ平坦で，壁
L＿‥∴；　！

はほぼ直立している。長径方向

はN－40－Wである。

覆土　2層からなる。ロームブロックを含む不規則な堆積状況を示している人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　鹿沼パミス粒子少量，ロームブロック微量 2　暗　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量
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遺物出土状況　出土していない。

所見　周辺の墓境と規模や形状が類似していること，18世紀代と推定される第47号墓境を掘り込んでいること

から，時期は18世紀以降と考えられる。

第47号墓境（第297図）

位置　中央1区東部のT47cl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第7・40・49号墓境を掘り込み，第43・46号墓境に掘り込まれている。

規模と形状　第43・46号墓境に掘り込まれているため，確認できたのは長軸が1．08m，短軸が0・90mで，平面

形は長方形と推測される。深さは112cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。長軸方向はN－

50－Wである。

覆土　5層からなる。鹿沼ブロックを含む不規則な堆積状

況を示している人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　鹿沼パミス中量

2　褐　　　色　鹿沼パミス中量

3　暗　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス少量

4　褐　　　色　鹿沼パミス中量，ローム粒子少量

5　褐　　　色　鹿沼パミス少量

遺物出土状況　人骨片が出土している。

所見　人骨が出土していることから，墓境と考えられる。

周辺の墓境に規模や形状が類似していること，18世紀以降

と推定される第7号墓境を掘り込み，18世紀以降と推定さ

れる第43号墓境に掘り込まれていることから，時期は18世

紀代と考えられる。

第297図　第47号墓墳実測図

第48号墓墳（第298図）

位置　中央1区東部のT47cl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第18号墓境に掘り込まれている。

規模と形状　北部が調査区城外へ延びており，さらに第18号墓境に掘り

込まれているため，確認できたのは東西が0．60m，南北が0．70mで，平

面形は長方形と推測される。深さは14cmであり，底面はほぼ平坦で，壁

は外傾して立ち上がっている。長軸方向である南北軸はN－280－Wで

ある。

覆土　単一層である。第18号墓境に掘り込まれているため，残存部が少

なく，ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

聖

上50．4m

0　　　　　1m

！；：

0　　1m

［＝ゴー二∃

第298図　第48号墓場実測図

遺物出土状況　出土していない。

所見　周辺の墓場に規模や形状で類似していること，17世紀末葉以降と推定される第18号墓場に掘り込まれて

いることから，時期は17世紀末葉以前と考えられる。
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第49号墓墳（第299図）

位置　中央1区東部のT47cl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第7号墓境を掘り込み，第43・47号墓場に掘り込まれている。

㌣，m
：　；　l

第299図　第49号墓墳実測図

規模と形状　第43・47号墓境に掘り込まれているため，確認できたのは

南北軸が0．87m，東西軸が0．56mで，平面形は方形あるいは長方形と推

測される。深さは65cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立してい

る。長軸方向である南北軸はN－30－Eである。

覆土　周囲にある同時期の遺構の特徴から，人為堆積と想定される。

遺物出土状況　人骨片が出土している。人骨片は後頭部が北に位置して

いたものが，南東部に転倒したものと考えられる。

所見　周辺の墓境に規模や形状が類似していること，18世紀以降と推定

される第7号墓境を掘り込み，18世紀以降と推定される第43号墓境に掘

り込まれていることから，時期は18世紀代と考えられる。

第50号暮境（第300図）

位置　中央1区東部のT47dl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第36号墓境を掘り込んでいる。

規模と形状　南部が調査区域外へ延びており，確認できたのは南北軸が0．29m，東西軸が0．70mで，平面形は

ほぼ方形と推測される。深さは60cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。長軸方向である東西

軸はN－860－Eである。
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第300図　第50号墓墳・出土遺物実測図

第50号墓墳出土遺物観察表（第300図）

覆土　周囲にある同時期の遺構の特徴から，人為堆積と想

定される。

遺物出土状況　鉄製品1点（釘），人骨片1体が出土して

いる。M172は北部の覆土下層から出土している。

所見　周辺の墓境に規模や形状が類似していること，17世

紀末葉以降と推定される第36号墓場を掘り込んでいること

から，時期は17世紀末葉以降と考えられる。

番号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

M 172 釘 （5 ．2） 0．8 0 ．8 （6．0） ．鉄 先端部 ・．基部 欠損，全面錆付着 北部 下層
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（2）井戸跡

第3号井戸跡（第301図）

位置　中央1区東部のV50d5区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第5号井戸跡を掘り込んでいる。

規模と形状　確認面は，長径1．02m，短径0．88mの楕円形で，長径方向はN－240－Wである。円筒形に掘り

込まれているが，確認面から1．70mまで掘り込んだ時点で

湧水のため，それ以下の調査を中止した。

覆土　5層からなり，ロームブロック・鹿沼パミスを含む

ブロック状の人為堆積の状況を示している。

土屑解説

1黒　褐　色　鹿沼パミス少量，ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス少量

4　黒　褐　色　ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

5　灰　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス少量

遺物出土状況　出土していない。

所見　時期は中世以降と考えられる第5号井戸跡を掘り込

んでいること，当遺跡の近世の井戸に規模や形状が類似し

ていることから，近世と考えられる。
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第301図　第3号井戸跡実測図

第10号井戸跡（第302図）

位置　中央2区中央部のU47a4区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第14号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状トレンチヤーによる撹乱を受けており，確認できた規模は確認面が，長径1．86m，短径1・50mの

楕円形で，長径方向はN－480－Wである。確認面から深さ0．48mまでわずかに漏斗状に掘り込み，下部は長

⑥　下4－Elm

」　　＿●
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第302図　第10号井戸跡・出土遺物実測図
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径1．24m，短径1．16mの円筒形に掘り込まれている。確認面から1．28mまで掘り込んだ時点で湧水のため，以

下の調査を中止した。

覆土　9層からなる。ロームブロックを含むブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　にぷい褐色　ローム粒子・鹿沼パミス微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス微量

3　明　褐　色　鹿沼パミス多量
4　暗　褐　色　ロームブロック少量

5　黒　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス微量

6　暗　褐　色　鹿沼パミス少量，ローム粒子微量

7　褐　　　色　鹿沼パミス少量，ローム粒子微量

8　褐　　　色　鹿沼パミス粒子中量，ローム粒子微量
9　暗　褐　色　鹿沼パミス少量

遺物出土状況　土師器片2点（杯），須恵器片2点（杯，嚢），青磁片1点（碗），石製品1点（五輪塔水輪）

が覆土下層を中心に出土している。Q95は中央部の覆土下層から出土している。

所見　本跡は，鋳造遺構関係遺物の出土がなく，覆土下層からQ95の五輪塔部材が出土していることから，近

世と考えられる。

第10号井戸跡出土遺物観察表（第302図）

番号 器　 種 長 ＿　さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

Q 95 五輪塔 14．4 20 ．4 19．9 8320．0 花 崗岩 上部 に一部破 損 中央如下層 水 輪 PL 87

第11号井戸跡（第303図）

位置　中央2区中央部のT45i3区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第302号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　確認面は長径0．99m，短径0．92mの円形で，長径方向はN－250－Wである。下部は長径0．84m，

短径0．76mの円筒形に掘り込まれている。確認面から1．76mまで掘り込んだ時点で湧水のため，以下の調査を

中止した。

覆土15層からなる。ロームブロックを含むブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

ロームブロック・焼土粒子・鹿沼パミス微量

ロームブロック少量，粘土ブロック微量
ロームブロック中量，鹿沼パミス少量

ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

ロームブロック・鹿沼パミス少量
ロームブロック・鹿沼パミス少量

ロームブロック少量，鹿沼パミス微量

第303図　第11号井戸跡実測図
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9　黒　褐　色
10　黒　褐　色

11暗　褐　色

12　暗　褐　色
13　暗　褐　色

14　黒　褐　色
15　黒　褐　色

ロームブロック少量，焼土粒子微量

ロームブロック・粘土ブロック微量
ロームブロック少量

ローム粒子多量
ロームブロック・鹿沼パミス少量

ロームブロック少量
ローム粒子・鹿沼パミス少量

遺物出土状況　土師器片4点（嚢），炉壁片4点，

褐鉄鉱3点，円礫1点（被熟痕）が覆土中から出土

している。出土した遺物はすべて細片で，図示でき

るものはない。

所見　周辺にある近世以降の井戸の形状に類似して

いることから，時期は近世以降と考えられる。
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第12号井戸跡（第304図）

位置　中央1区西部のS44h2区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　確認面は長径1．43m，短径1．23mの楕円形で，長径方向はN－680－Wである。確認面から深さ

0．8mまではわずかに漏斗状に掘り込み，下部は長径0．88m，短径0．84mの円筒形に掘り込まれている。確認

面から2．0mまで掘り込んだ時点で湧水のため，以下の調査を中止した。

覆土　8層からなり，ロームブロックを含むブロッ

ク状の堆積状況を示した人為堆積である。

色
色

褐
褐

説解
黒
黒

層土

1

2

ローム粒子少量，炭化粒子・鹿沼パミス微量

鹿沼パミス少量，ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子・粘土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子

微量

4　黒　褐　色　鹿沼パミス少量，ロームブロック微量

5　黒　褐　色　ロームブロック・粘土粒子・鹿沼パミス少

量，焼土粒子微量

6　褐　　　色　ロームブロック中量

7　黒　　　色　ローム粒子微量

8　灰　褐　色　粘土粒子多量

遣物出土状況　出土していない。

所見　当遺跡で確認されている近世と推定される井

戸跡の形状と類似していることと，炉壁片や鉄棒な

どの鋳造に関係する遣物が出土していないことか

ら，時期は近世以降と考えられる。 第304図　第12号井戸跡実測図
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（3）土坑

第441号土坑（第305図）　　　　　　　　　　，

位置　中央1区北東部のT46C9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸1．04m，短軸0．39mの長方形で，深さは81cmであり，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち

0　　　　　　1m

：　；　！

第305図　第441号土坑・出土遺物実測図
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上がっている。長軸方向はN－780－Wである。

覆土　2層からなる。ロームブロックを含むブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　にぷい黄褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　石製品2点（五輪塔火輪，五輪塔水輪）が覆土中層から出土している。QlO3・Q104の五輪塔

部材は第2層の上部から出土しており，本跡を埋め戻す過程で混入したものと考えられる。

所見　本跡は現表土面からローム面をわずかに掘り込んだ深さの土坑である。QlO3・Ql04は大きさから別個

の五輪塔部材といえ，本跡を埋め戻す過程で混入したものと考えられ，周辺の墓墳群と五輪塔の形状から考え，

中世末の墓場に伴って建てられたもので，土地の利用状況の変化に伴って埋められたと考えられる。時期は近

世以降と考えられる。

第441号土坑出土遺物観察表（第305図）

番号 種　 別 外　 径 内　 径 高　 さ 重　　 量 石　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

Q lO3 五輪塔 26 ．9 18．4 18 ．4 （18200．0） 花崗岩 下部側面一部欠損 北部中層 水輪 P L87

番号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　　 量 石　　 質 特　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

Q lO4 五輪塔 23 ．3 25．6 15 ．3 （12200．0） 花崗岩 上部 ・側面の一部が欠損 北部中層 火輪 P L87

5　その他の遺構と遺物

今回の調査で，時期不明の竪穴住居跡15軒，方形竪穴遺構5基，掘立柱建物跡1棟，井戸跡1基，土坑359

基，溝跡5条，ピット群7か所，ピット列3条，不明遺構4基，遺物包含層1か所が確認されている。以下，

遺構と遺物について記述する。

（1）竪穴住居跡

第18号住居跡（第306図）

位置　中央2区東部のU49j9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第127号土坑を掘り込み，第4・5・9・18・60・61号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　規模は長軸4．92m，短軸4．52mの方形で，主軸方向はN－820－Wである。壁高は43cmで，ほぼ

直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。壁溝は確認されなかった。

竃・炉　確認されなかった。

ピット　確認されなかった。

覆土11層からなる。レンズ状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色丁ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

6　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

7　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
8　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

9　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
10　暗　褐　色　ロームブロック少量

11黒　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片74点（椀1，嚢73），須恵器片19点（杯13，蓋2，嚢3，短頸壷1），礫7点（破砕礫）

が出土している。これらの遺物は全域にわたって散在した状態で覆土中層から下層を中心に出土している。こ
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のほかには，混入した縄文土器片19点，弥生土器片3点が出土している。本跡に伴う土器はない。出土遺物の

すべてが細片で，図示できるものはない。

所見　出土遺物が体部片で，さらに細片であるため，時期は不明である。

⑥

第306図　第18号住居跡実測図

第47号住居跡（第307図）

位置　中央2区中央部のU46b7区に位置し，台地の微斜面部に立地している。

規模と形状　トレンチヤーによる撹乱を受けているため，道春状態は不良である。確認できた規模は長軸3．30

m，短軸2．85mで，平面形は長方形と推測される。長軸方向はN－900－Wである。壁高は24～40cmほどで，

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は確認できなかった。南東コーナー付近の床面から焼土

が確認され，わずかではあるが被熱のため赤変していた。

竜・炉　確認できなかった。

ピット　確認できなかった。

覆土　9層からなる。ロームブロックを多く含む不規則な堆積状況を示している人為堆積である。
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層土

1

2

3

4

5

ブロック多量

ブロック少量

ブロック中量

ブロック中量

ブロック多量

6　黄　褐　色　ロームブロック多量

7　黄　褐　色　ローム粒子多量

8　黒　褐　色　ロームブロック微量

9　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片58点（杯4，嚢54），須恵器片4点（蓋1，盤1，嚢2），瓦片2点（平瓦），礫27点
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（破砕礫；被熱痕12）が出土している。これらの遺物は南東コーナー部の覆土下層を中心に出土している。こ

のほかには，混入した石器1点，撹乱により混入した陶器片1点，鉄淳4点が出土している。南東コーナー部

付近の床面から焼土と共に土師器棄片が出土している。出土した遺物はすべて細片で，図示できるものはない。

所見　炉が確認されていないことから工房跡の可能性があるが，中央部の床面は踏み固められていること，土

師器片や須恵器片が出土していることから，住居として使用されていたと考えられる。出土した土器のすべて

が細片であるため，時期は不明である。
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第307図　第47号住居跡実測図
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第59号住居跡（第308図）

位置　中央2区中央部のT46f2区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　北部が調査区城外へ延びているため，さらにトレンチヤーによる撹乱を受けているため，確認で

きた規模は長軸が3．56m，短軸が1．60mで，平面形は方形または長方形と推測される。主軸方向はN－10－

Wである。壁高は30～35cmほどで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，硬化面が確認できなかった。壁溝は深さ8cmほどで，確認された壁際を巡っている。

ピット　Plは深さ16cmで，南壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　にぷい黄褐色　ローム粒子中量

5　黒　褐　色　ロームブロック少量

6　黒　褐　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　土師器片10点（嚢），須恵器片9点（嚢・甑9）が出土している。これらの遺物は中央部及び

東部の覆土上層を中心に出土している。このほかには，撹乱による混入した陶器片1点が出土している。出土

遺物はすべて細片で，図示できるものはない。本跡に伴う土器はない。

所見　本跡は周辺の同規模の住居跡から平安時代の可能性もあるが，本跡に伴うと考えられる土器が少なく，

時期は不明である。
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第308図　第59号住居跡実測図

第70号住居跡（第309図）

位置　中央2区中央部のU45b9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第433号土塊を掘り込み，第380・428号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　規模は長軸2．43m，短軸2．32mの方形で，長軸方向はN－00である。壁高は20cmほどで，外傾

して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

炉　ほぼ中央部の南東寄りに位置している。撹乱を受けているため，確認できたのは長径60cm，短径4如血で，

平面形が楕円形と推測される。床面をわずかに掘りくぼめられた地床炉で，炉底は焼土の広がりが見られる程

度である。

ピット　確認されなかった。

覆土　6層からなる。不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

第309図　第70号住居跡・出土遺物実測図

4　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土ブロック微量

5　褐　　　色　ロームブロック少量

6　褐　　　色　ロームブロック微量

＼＝＿TT十一二二ク

0　　　　　1m
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遣物出土状況　土師器片33点（賓），須恵器片2点（杯）が出土している。これらの遺物はすべて覆土中から

出土している。このほかには，混入した鉄淳1点が出土している。203・204は混入したものと考えられる。出

土状況から本跡に伴う遺物はない。

所見　本跡は炉があり，周辺で中世の遺構が確認されていることから，中世の可能性があるが，本跡に伴う遺

物がないと考えられるため，時期は不明である。

第70号住居跡出土遺物観察表（第309図）

番号 種　 別 券　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

203 須恵器 杯 －
（1．2） 6 ．2 長石 ・石英 黄灰 普通 体部下端手持 ちへ ラ削 り 覆土 中 30％底部へラ記号

204 土師器 嚢 ［20 ．1］ （4．6） －
長石・石英・赤色粒子 褐 普通 口緑部内外面パ ケ目後 ナデ 覆土 中 10％外面煤付着

第75号住居跡（第310図）

－374－

0　　　　　　　　　　　　　　2m」



位置　中央2区西部のT43hO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第90号住居に掘り込まれている。

規模と形状　南部が調査区域外へ延びており，さらにトレンチヤーによる撹乱を受けているため，確認できた

規模は長軸が6．00m，短軸が4．88mで，平面形は方形あるいは長方形と推測される。長軸方向はN－650－E

である。壁高は24cmほどで，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，あまり踏み固められていない。硬化面，壁溝は確認されなかった。

ピット　確認されなかった。

覆土　2層からなる。覆土が少なく，残存部分がレンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　出土していない。

所見　当遺跡で確認されている古墳時代前期の住居に規模と形状が類似しているが，出土遺物がなく，さらに

重複関係にある第90号住居跡も時期不明であるため，時期は不明である。

第80号住居跡（第311図）

位置　中央2区中央部のU45a2区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第81号住居に掘り込まれている。

規模と形状　第81号住居に掘り込まれ，さらにトレンチヤーによる撹乱を受けているため，遺存状態は不良で

ある。確認できた規模は長軸3．40m，短軸2．96mで，平面形は長方形と推測される。長軸方向はN－30－W

である。壁高は7～10cmほどで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，あまり踏み固められていない。

炉　確認されなかった。

ピット　確認されなかった。

覆土　5層からなる。覆土が薄く，残存部分がロームブロックを含む不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック微量

遣物出土状況　土師器片4点（杯1，棄3），須恵器片1点（嚢），炭化材が出土している。これらの遣物はす

べて覆土中から出土している。出土遣物はすべて細片で，図示できる遺物はない。出土状況から本跡に伴う土

器はない。

所見　重複関係にある第81号住居跡が時期不明であり，さらに本跡に伴うと考えられる出土土器もなく，時期

は不明である。

第81号住居跡（第311・312図）

位置　中央2区中央部のU45a3区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第80号住居跡を掘り込み，第341・356－358・366号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第341・356～358・366号土坑に掘り込まれ，トレンチヤーによる撹乱を受けているため，遺存状

態は不良である。確認できた規模は長軸が3．98m，短軸が3．87mで，平面形は方形と推測される。長軸方向は
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N－50－Wである。壁高は12～17C皿ほどで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は確認されなかった。

炉　中央部に付設されている。長径0．42m，短径0．40mの円形である。床面とわずかに掘りくぼめられた地床

炉で，炉底は被熱でわずかに赤変している部分が確認されている。

炉土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量

ピット11か所。Pl～P4は深さ37～65cmで，各コーナー寄りに位置する主柱穴と考える。Pl～P4に掘

り込まれているP7～P9・Pllは深さ40～54cmで，コーナー寄りに位置することから主柱穴と考えられる。
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第311図　第80・81号住居跡実測図
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P7－P9・PllがPl～P4に作り替えが行われたと考えられる。P5・PlOは深さ50cmで，対応する柱穴が

ないことから，性格は不明である。

覆土　6層からなる。覆土が薄く，残存部分がロームブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積であ

る。

土層解説

6　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

7　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
8　黒　褐　色　ロームブロック微量

9　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

10　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土

粒子微量

11黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片16点（杯2，賓14），須恵器片3点（杯2，嚢1），鉄製品1点（不明），礫1点（破

砕礫；被熱痕あり）鉄棒4点，炉壁片1点が出土している。これらの遺物はほとんどが覆土中で，他は中央部

の覆土下層を中心に出土している。248は覆土中，249は炉底，M30はP6の覆土中から出土している。出土状

況から本跡に伴う土器はない。

所見　工房跡とも住居跡とも考えられるが，本跡に伴うと考えられる遺物がないため，時期及び性格は不明で

ある。

第312図　第81号住居跡出土遺物実測図

第81号住居跡出土遺物観察表（第312図）

0　　　　　　5cm

：　；　l

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

248 土師器 杯 ［13．7」（3．6）－雲母・赤色粒子にぷい橙普通ロクロ整形，体部内面へラ磨き覆土中 10％内面黒色処理

249 土師器 嚢 － （5．6）［11．4］自紆舶肝糟．橙 普通体部外面・底部へラ削り 炉底面 10％

番号器　種長　さ幅 厚　さ重　量材　　質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

M30 不明 （4．5）（3．5）1．0 （39．6） 鉄 断面台形，木質付着 覆土中

第82号住居跡（第313図）

位置　中央2区中央部のU45bl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　南部が調査区域外へ延びており，さらにトレンチヤーによる撹乱を受けているため，遣存状態は

不良である。確認できた規模は東西軸が3．28m，南北軸が1．02mで，平面形は方形あるいは長方形と推測され

る。長軸方向である東西軸はN－50－Wである。壁高は18～21cmほどで，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦である。全体的に踏み固められている。壁溝は4～6cmで，確認された壁際を巡っている。

炉　確認されていない。

ピット　2か所。Pl・P2は深さ63・59cmで，北東・北西コーナー寄りに位置する主柱穴の可能性があるが，

本跡の全容が不明であるので，性格は不明である。

覆土　8層からなる。レンズ状を呈した自然堆積である。
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土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子少量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化物微量

3　黒　　　色　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック・粘土粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック微量

6　黒　　　色　ロームブロック少量，粘土粒子微量

7　黒　褐　色　ローム粒子少量
8　黒　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片1点（嚢），石器1点（砥石），炉壁片1点，礫1点（破砕礫；被熱痕あり）が出土し

ている。これらの遺物はすべてが覆土中から出土している。Q21はP2の覆土中から出土している。出土状況

から本跡に伴う土器はない。

所見　鉄に関連する遺構の可能性もあるが，確認された部分が少なく，さらに本跡に伴うと考えられる土器が

ないため，時期及び性格は不明である。
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第313図　第82号住居跡・出土遺物実測図

第82号住居跡出土遺物観察表（第313図）

「㍉二m

0　　　　　　5cm

と；‥」

番号 ．器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

Q 21 砥石 （5．3） （4．1） 1．4 （23．0） 泥岩 砥面4面，多方向の使用 覆土中

第83号住居跡（第314図）

位置　中央2区中央部のU45b2区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　南部が調査区域外へ延びており，さらにトレンチヤーによる撹乱を受けているため，道春状態は

不良である。確認できた規模は東西軸が2．88m，南北軸が1．24mで，平面形は方形あるいは長方形と推測され

る。長軸方向である東西軸はN－780－Wである。壁高は10cmほどで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は確認されなかった。

竜・炉　確認されていない。

ピット　確認されていない。

覆土13層からなる。ロームブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。
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土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

炭化粒子少量，ロームブロック微量

ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック微量

ローム粒子微量

8　黒　褐　色

9　黒　　　色

10　黒　褐　色

11黒　褐　色

12　黒　褐　色

13　黒　褐　色

ロームブロック微量

ロームブロック・焼土粒子微量

ロームブロック微量

ロームブロック・炭化粒子微量

ロームブロック微量

ロームブロック微量

遺物出土状況　須恵器片1点（嚢）が出土している。この遺物は覆土中から出土している。出土遺物は細片で，

図示できる遺物はない。出土状況から本跡に伴う土器はない。

所見　出土土器が少なく，さらに細片であるため，時期は不明である。

＿去

克仲之 定
第314図　第83号住居跡実測図
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第84号住居跡（第315図）

位置　中央2区中央部のT44f8区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　北部が調査区城外へ延びており，トレンチヤーによる撹乱を受けているため，遺存状態は不良で

ある。確認できた規模は長軸5．04m，短軸2．85mで，平面形は方形あるいは長方形と推測される。主軸方向は

N－30－Wである。壁高は19～21cmほどで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は深さ8～10cmで，確認された壁際を巡っている。

炉・竃　確認されていない。

ピット　3か所。Pl・P2は深さ86・60cmで，中央部から南東・南西コーナー寄りに位置し，PlとP2が対

応することから主柱穴と考えられる。P3は深さ39cmで，南壁際の中央部に位置していることから，出入り口

施設に伴うピットと考えられる。

覆土　8層からなる。ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子中量

6　黒　褐　色　ロームブロック少量

7　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

8　暗　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミス少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片19点（杯3，嚢16）が出土している。これらの遺物はすべてが覆土中から出土してい

る。このほかには，混入した縄文土器片6点が出土している。250は覆土中から出土している。

所見　本跡は規模と形状から平安時代の住居跡の可能性があるが，出土土器が少なく，さらにすべてが細片で

あるため，時期は不明である。
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第315図　第84号住居跡・出土遺物実測図

第84号住居跡出土遺物観察表（第315図）
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番号 種　別 器　種 口　径 器　高 底　径 胎　　 土．色　　 調 焼成 手　法　の　特　徴 ・出土位置 備　　 考

250 土師器 杯 ［12．4］ （2．2） － 石英・赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面へラ削り，内面へラ磨き 覆土中 10％

第85号住居跡（第316図）

位置　中央2区西部のT44f4区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第86号住居に掘り込まれている。

規模と形状　北部が調査区域外へ延びており，第86号住居に掘り込まれているため，遺存状態は不良である。

確認できた規模は東西軸が3．55m，南北軸が1．11mで，平面形は方形あるいは長方形と推測される。長軸方向

である東西軸はN－870－Eである。壁高は13～16cmほどで，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，あまり踏み固められていない。壁溝は確認されていない。

炉・竃　確認されていない。

ピット　確認されていない。

覆土　2層からなる。ロームブロックを含む人為堆積である。
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土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　2　暗　褐　色　ロームブロック少量，嘩土粒子微量

遺物出土状況　土師器片34点（嚢），須恵器片16点（杯6，蓋1，嚢7，短頚壷2），礫‾2点（破砕礫）が出土

している。これらの遺物はすべてが覆土中から出土している。このほかには，混入した土師器片1点が出土し

ている。251・252は覆土中から出土している。出土状況から本跡に伴う土器はない。

所見　本跡は9世紀中葉と推定される第86号住居に掘り込まれているので，9世紀中葉以前と考えられるが，

本跡に伴うと考えられる土器がないため，時期は不明である。
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第316図　第85号住居跡・出土遺物実測図

第85号住居跡出土遺物観察表（第316図）

芋も
252

0　　　　　　　　　　　　　　10cm」

番号I種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

251須恵器杯［12．4］3．8 ［6．4］白色粒子 灰普通ロクワ整形，体部下端手持ちへラ削り覆土中 10％　火樺

252須恵器短頚壷－
（1．8）－長石・黒色粒子灰普通ロクロ整形 ．覆土中 10％

第90号住居跡（第317図）

位置　中央2区西部のT43hO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第75号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　南部が調査区域外へ延びるため，確認できた規模は長軸4．00m，短軸3．70mで，平面形は方形あ

るいは長方形と推測される。長軸方向はN－50－Wである。壁高は20～28cmほどで，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，西部が踏み固められている。壁溝は確認されなかった。

ピット　確認されなかった。
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覆土　9層からなる。ロームブロックを含む不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子・鹿沼パミス微量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼

パミス微量
3　黒　褐　色　ロームブロック・炭化物微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子・鹿沼パミス微量
5　黒　褐　色　ローム粒子・粘土ブロック少量

6　黒　褐　色　ロームブロック微量

7　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量，鹿沼パミス

微量
8　黒　褐　色　炭化物中量，ロームブロック微量

9　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片9点（杯7，棄2），須恵器片2点（杯，嚢）が出土している。これらの遺物は東部

の覆土下層を中心に出土している。出土土器はすべて細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は出土土器が少なく，さらにすべて細片であるため，時期は不明である。

第317図　第90号住居跡実測図

ul　　可

0　　　　　　　　　　　　　　2m」

第93号住居跡（第318図）

位置　中央1区西部のT46b6区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　北部が調査区域外へ延びており，さらにトレンチヤーによる撹乱を受けているため，遺存状態は

不良である。確認できた規模は長軸が4．82m，短軸が1．44mで，平面形は方形あるいは長方形と推測される。

主軸方向はN－80－Eである。壁高は12cmほどで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。壁溝は深さ8cmほどで，確認された壁際を巡っている。

炉・竃　確認されていない。

ピット　Plは深さ12cmで，南壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　ローム粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
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遺物出土状況　土師器片1点（整），須恵器片1点（杯）‘が出土している。これらの遺物は南西部の覆土下層

を中心に出土している。307は南西部の覆土下層から出土している。

所見　規模と形状から平安時代の可能性があるが，遺構の全容が不明で，出土土器も少なく，さらにすべて細

片であるため，時期は不明である。

（紗　克6b6

二＿ 二Ⅱ
第318図　第93号住居跡・出土遺物実測図

第93号住居跡出土遺物観察表（第318図）

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿　」

＼　　L二二二プ

0　　　　　　5cm

L i　＿＿」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

307須恵器坤：－（1．2）8．7長石・石英灰白
普通
ロクロ整形，底部回転へラ切

り
南西部下層
30％　へ　ラ

書き　PL82

第106号住居跡（第319図）

位置　中央1区西部北寄りのS43d8区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第4号掘立柱建物跡を掘り込み，第13号井戸に掘り込まれている。

規模と形状　北部が調査区域外へ延びており，中央部が第13号井戸に掘り込まれているため全容は不明であり，

さらにトレンチヤーによる撹乱を受けているため，遺存状態は不良である。確認できた規模は東西軸が3．14m，

南北軸が1．37mで，平面形は方形あるいは長方形と推測される。長軸方向である東西軸はN－750－Wである。

壁高は58cmほどで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は確認されなかった。

炉・竃　確認されていない。

ピット　確認されていない。
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覆土　5層からなる。ロームブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量　　　　　4　にぷい黄褐色　ロームブロック中量
2　褐　　　　色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　　　5　褐　　　　色　ローム粒子中量

3　にぷい黄褐色　ローム粒子中量

遣物出土状況　土師器片25点（杯9，嚢16），須恵器片55点（杯35，蓋10，盤1，賓9），礫3点（破砕礫）が

出土している。これらの遺物はすべてが覆土中から出土している。382～385は覆土中から出土している。出土

状況から本跡に伴う土器はない。

所見　8世紀後菓以前の第4号掘立柱建物跡を掘り込んでいるが，出土土器が少なく，さらにすべて細片であ

るため，時期は不明である。

第319図　第106号住居跡・出土遺物実測図

第106号住居跡出土遺物観察表（第319図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手　法　の　特　徴出土位置備　　考

382須恵器士不［11．0］（4．0）－長石・雲母・黒色粒子灰白普通ロクロ整形 覆土中10％

383須恵器坪［13．8］（4．3）［6．4］長石 灰普通
ロクロ整形，底部回転へラ切

り後一方向のヘラ削り
覆土中

20％　へラ

記号「－」

384須恵器
高台付

i不－（3．3）［8．0］長石・石英灰普通
ロクロ整形，底部回転へラ切

り後高台貼り付け，ナデ
覆土中60％

385須恵器蓋［19．8］（2．7）－白色粒子・徴礫灰普通ロクロ整形，天井部回転へラ削り覆土中10％

第107号住居跡（第320図）

位置　中央1区西部北寄りのS43C6区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　北部が調査区城外へ延びており，トレンチヤーによる撹乱を受けているため，遺存状態は不良で
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ある。確認できた規模は東西軸が3．85m，南北軸が1．36mで，平面形は方形あるいは長方形と推測される。長

軸方向である東西軸はN－980－Eである。壁高は44cmほどで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は深さ10cmで，確認された壁際を巡っている。

炉・竃　確認されていない。

ピット　確認されていない。

覆土　6層からなる。ロームブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子・粘　　4　暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子中量，焼土粒子・炭

土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量　　5　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　にぷい黄褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　6　にぷい黄褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片28点（杯2，嚢26），須恵器片16点（杯9，嚢7），土製品1点（紡錘車），礫5点（破

砕礫）が出土している。これらの遺物は386・387・DP50を含めほとんどが覆土中から出土している。出土状

況から本跡に伴う土器はない。

所見　本跡に伴う土器がなく，時期は不明である。

／．

亡＝議7
第320図　第107号住居跡・出土遺物実測図

第107号住居跡出土遺物観察表（第320図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m」

0　　　　　　　　　　　　　10cm」

番号種　別券　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

386土師器杯［16．4］（3．1）－長石・黒色粒子にぷい黄橙普通ロクロ整形 覆土中 10％

387須恵器
高台付
杯 －（2．4）－長石・石英灰普通

ロクロ整形，底部回転へラ切

り後高台貼り付け，ナデ
覆土中 10％
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番号 器　 種 最大径 孔　 径 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

D P 50 紡錘車 ［3．4］ ［1．b］ 3．1 （24．7） 土製 円柱形，ナデ 覆土中

第114号住居跡（第321図）

位置　中央2区東部のU49i8区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第17号住居・第20号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第17号住居に掘り込まれているため，遺存状態は不良である。確認できた規模は長軸が4．54m，

短軸が4．51mで，平面形は方形と推測される。長軸方向はN－170－Wである。壁高は10～14cmほどで，ほぼ

直立している。

床　ほぼ平坦であり，あまり踏み固められていない。壁溝は確認されなかった。

ピット　確認されなかった。

覆土　単一層である。覆土が薄く，残存部分が流れ込んだ様相が見られることから自然堆積と考える。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片5点（嚢），炭化材が出土している。これらの遺物はほとんどが覆土中から出土して

いる。出土した土器はパケ目調整がある土師器嚢の体部細片であるが，図示できるような遺物はない。

所見　9世紀中葉の第17号住居に掘り込まれていることから，9世紀中葉以前である。出土土器からは古墳時

第321図　第114号住居跡実測図
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代前期の可能性も考えられる。

（2）方形竪穴遺構

第5号方形竪穴遺構（第322図）

位置　中央2区中央部のU49e3区に位置し，台地の微斜面部に立地している。

規模と形状トレンチヤーによる撹乱を受けているが，遺存状態は比較的良好である。規模は長軸3・35m，短

軸2．67mの長方形で，主軸方向はN－30－Wである。壁高は浅く4～9C皿ほどで，外傾して立ち上がってい

る。

床　ほぼ平坦で，中央部がわずかに踏み固められている。壁溝は確認されていない。床面の中央部から北東コ

ーナー寄りに，被熱で赤変した部分が確認されている。確認できた規模は，南北軸が130cm，東西軸が13cmの

長方形であるが，撹乱で残存部分が少なく，全容は不明である。位置・規模や形状から炉とは考えにくく，赤

変の状況から長期間・長時間に火気が使用されたのではなく，一時的な使用と考えられる。

被熱部分土屑解説

1　明　赤　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量

2　明　赤　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック微量

3　にぷい赤褐色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量

ピット　2か所。Pl・P2とも深さ7cmと浅く，中央部から南東コーナー部寄り・南西コーナー部寄りにそ

れぞれ位置することから主柱穴と考えられるが，対応する柱穴が確認されず，その性格は不明である。

覆土　5層からなる。覆土が浅いが，ロームブロックを含む不規則な堆積状況を示している人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

5　暗　褐　色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片38点（杯5，襲33），須恵器片6点（杯3，嚢3），陶器片1点（皿），瓦質土器片1

点（鉢），鉄浮9点，礫6点（破砕礫；被熱痕5）が出土している。これらの遺物は北東部の覆土下層を中心

に出土している。出土遺物はすべて細片で，図示できるものはない。
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第322図　第5号方形竪穴遺構実測図
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所見　出土土器が細片であるため，時期は不明である。周辺の住居跡と形状が異なり，北東コーナー部の床面

から被熱による赤変した部分が確認されていることと，本跡が第10－18号方形竪穴遺構などの鋳造関連遺構群

から東へ2mの位置にあることから，鋳造関連遺構群との関係も考えられる。

第6号方形竪穴遺構（第323図）

位置　中央部西寄りのT46j3区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第156号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　規模は長軸2．94m，短軸2．51mの長方形で，主軸方向はNr40－Wである。壁高は16～20cmで，

外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，あまり踏み固められていない。壁溝は確認されなかった。粘土の広がりが中央部から南東コ

ーナー部にかけて確認された。その用途については不明である。図示できなかったが，中央部が掘りくぼめら

れ，その部分にロームブロックを含む暗褐色土を埋土し，床面が構築されている。

竃　確認されなかった。

ピット　3か所。Pl～P3は深さ11～27cmで，中央部からコーナー部寄りに位置していることから，主柱穴

と考えられる。

覆土　9層からなる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土屑解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

2　にぷい黄褐色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量

5　黒　褐　色　ロームブロック少量

6　にぷい黄褐色　ロームブロック少量

7　にぷい黄褐色　ロームブロック中量

8　黒　褐　色　ロームブロック微量

9　黒　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片21点（高杯1，嚢20），須恵器片5点（杯2，賓3），陶器片1点（椀），粘土塊1点，

礫8点（破砕礫；被熱痕5）が出土している。これらの遺物はすべて覆土中から出土している。出土遺物は細

片で，図示できるようなものはない。

所見　出土土器は細片であり，時期の判断は困難である。性格は床面が硬化していないことや日常雑器の出土
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第323図　第6号方形竪穴遺構実測図
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が少ないことから，住居跡のように日常的に使用された場所ではないと考えられる。また，中央部の床面下で

確認された第156号土坑は本跡の付随する施設の可能性がある。

第7号方形竪穴遺構（第324図）

位置　中央2区中央部のT45i3区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第162・168・302号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第162・168・302号土坑に掘り込まれ，さらにトレンチヤーによる撹乱を受けているため，道春

状況は不良である。確認できた規模は長軸3．15m，短軸3．10mの方形で，主軸方向はN－00である。壁高は

8～16cmほどで，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は確認されなかった。

竃・炉　確認されなかった。

ピット　8か所。Pl・P4・P7は深さ22・23・40cmで，北東・北西・南東コーナー付近に位置することから

主柱穴と考えられる。P2・P3は深さ22・36cmで，PlとP7の間，PlとP4の間に位置することから，補

助柱穴の可能性があり，P5・P6・P8は対応する柱穴が確認できないことから，その性格は不明である。

覆土　5層からなる。覆土が薄く，わずかな残存部分からロームブロックを含む不規則な堆積状況を示してい

る人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片5点（杯1，嚢4），粘土塊1点が出土している。これらの遺物はすべて覆土中から

出土している。出土遺物はすべてが細片で，図示できるものはない。出土状況から本跡に伴う土器はない。

所見　出土土器が少なく，さらに細片であるため，時期は不明である。性格は炉・竃がないが，床面は踏み固

められ，柱穴が南方向に開くコの字状になっていることから，通常の住居ではなく何らかの施設であった可能
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性がある。柱穴がこのような配置である遺構は当遺跡では唯一である。

第8号方形竪穴遺構（第325図）

位置　中央2区西部のT43gO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　規模は長軸3．94m，短軸3．91mの方形で，主軸方向はN－40－Eである。壁高は13～20cmほど

で，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は確認されなかった。

ピット　4か所。Pl～P4は深さ46～58cmで，各コーナー寄りに位置していることから，主柱穴と考えられる。

覆土　4層からなる。ロームブロックを含む人為堆積を示している。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　暗　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片3点（杯2，棄1），須恵器片3点（杯1，嚢2）が出土している。これらの遺物は

覆土中から出土している。出土土器はすべて細片で，図示できるようなものはない。

所見　本跡は中央部の床面が硬化しているが，炉・竃は確認されていない。一般の住居とは異なる様相を持ち，

その使用目的については不明である。出土土器が少なく，さらにすべて細片であるため，時期は不明である。

＿旦＿＿50．0m

＼

画ニ＼－一一一一一一一一一一一一！転

干「こ日干『二戸＝≦日干

二　　　　　　　二　　　　二

1　2

！

′

．

．

＼

　

1

＼

　

　

　

ノ

一一畢垂‾
4

第325図　第8号方形竪穴遺構実測図
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第9号方形竪穴遺構（第326図）

位置　中央1区中央部のT44d2区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状トレンチヤーによる撹乱を受けているが，遺存状態は比較的良好である。規模は長軸2・60m，短

軸2．40mの方形で，壁高は60cmである。主軸方向はN－30－Eで，壁はほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

炉・竃　確認されなかった。

ピット　確認されなかった。

覆土　8層からなる。ロームブロックを含む人為堆積である。

土屑角等説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック中量

3　黒　褐　色　ロームブロック多量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量

5　褐　　　　色　ロームブロック少量

6　暗　褐　色　ロームブロック少量

7　黒　褐　色　ロームブロック少量
8　にぷい黄褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片20点（杯4・整16），須恵器片12点（杯6，盤1，嚢5），鉄製品1点（不明），鉄淳

1点（流動津），礫3点（破砕礫）が出土している。これらの遺物は北西部の覆土下層を中心に出土している。

357・M39は覆土中，TP9は北西コーナー部の覆土下層から，それぞれ出土している。出土状況から本跡に伴

うものはない。

所見　出土土器が少なく，細片であるため，時期は不明である。性格は規模と形状及び出土遺物などから，住

居跡ではなく，工房や貯蔵施設などのような場所であった可能性がある。
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第326図　第9号方形竪穴遺構・出土遣物実測図
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第9号方形竪穴遺構出土遺物観察表（第326図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 ・色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

357 須恵器
高台付

杯 － （0 ．7） －
長石・石英・
黒色粒子

喀自 普通 ロクロ整形 痍土中 10％　 見込

み自然津由

番号 種　 別 券　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

T P 9 須恵器 嚢 － ・（8 ．0） － 長石 灰 普通
外面は斜位の平行叩き，内面

は同心円状の当て具痕
北西部下層 PL 77

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　 琴 出土位置 備　　 考

M 39 鉄淳 （7 ．9） （5．2） （3 ．4） （96．0） 鉄 空気排出孔が多数，一部錆付着 覆車中 PL lOO

（3）掘立柱建物跡

第2号掘立柱建物跡（第327図）

位置　東区のU50g8区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　重複している第29・67・68・71・73・158号土坑とは切り合いがなく，新旧関係は不明である。

第327図　第2号掘立柱建物跡実測図
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規模と構造　桁行1間（4．8m），梁間2間（3．9m）の側柱式の建物跡で，桁行方向はN－20－Eの南北棟で

ある。柱間寸法は桁行4．8m，梁間約1．95mで，面積は18．72出である。

柱穴　6か所（Pl～P6）で，平面形は長径0．36～0．48，短径0．34～0．45mの楕円形または円形である。断

面形は逆台形あるいはU字状を呈し，深さ16～36cmである。なお，柱痕や柱の抜き取り痕は確認できなかった。

柱材の寸法は不明である。

土層解説

1　黒　　　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　黒　　　色　ロームブロック微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量
5　黒　　　色　ロームブロック中量

6　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片1点（高杯）がP6から出土している。出土遺物は細片で，図示できるものではない。

所見　掘り方の規模と柱間寸法には規則性があるが，性格などについては不明である。また，桁行の柱間1間

で，他の掘立柱建物跡とは異なることから，時期も明確ではない。

（4）井戸跡

第13号井戸跡（第328図）

位置　中央1区北西部のS43d8区に位置し，台地の平坦部に立

地している。

重複関係　第106号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　北部が調査区域外へ延びているため，確認できた規

模は上部が長径1．81m，短径0．58mで，平面形は楕円形と推測で

き，長径方向はN－710－Wである。確認面から深さ1．08mまで

漏斗状に掘り込み，下部は長径1．04m，短径0．24mで，平面形は

楕円筒形あるいは円筒形に掘り込まれていると推測できる。確認

面から1．34mまで掘り込んだ時点で湧水のため，それ以下の調査

を中止した。

覆土　7層からなり，ロームブロック・粘土ブロックを含むブロ

ック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

ロームブロック少量，焼土粒子微量

ロームブロック少量，焼土粒子微量

ロームブロック少量

ロームブロック中量
ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック少量，粘土粒子微量

l l　0　　　　　　1m

！　；　1

第328図　第13号井戸跡実測図

遣物出土状況　出土遺物はない。

所見　8世紀中葉以降の第106号住居跡が完全に埋没した後に掘り込んでいることから，時期は8世紀中葉以

降であるが，詳細は不明である。
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（5）溝跡

第2号溝跡（第329図・付図）

位置　東区西部のU51g3区からV51h4区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第5号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　V51h4区以南は調査区城外に延びている。V51h4区から北西方向（N－120－W）にほぼ直線

的に延びている。規模は長さ42．0mで，上幅0．35～0．80m，下幅0．10～0．40m，深さ17～20cmである。形状は

底面がほぼ平坦で，壁面が外傾に立ち上がり，逆台形状をしている。

覆土　単一層である。レンズ状の堆積状況を示した
土50．2m

「くコ二フ‾ 0　　　1m　自然堆積である。
l　；　：

第329図　第2号溝跡・出土遺物実測図

第2号溝跡出土遺物観察表（第329図）

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片59点（杯9，嚢48，高杯2），

須恵器片20点（杯12，蓋3，嚢5），炉壁片10点（262

g），鉄棒10点（313g）〔炉内溶解物9（177g），

流動淫1（136g）〕，石器3点（砥石），粘土塊1点，

礫7点，月片1点（二枚貝）が出土している。M222

は覆土中から出土している。

所見　出土遺物は，いずれも流れ込みによって混入

したもので，時期及び性格は不明である。等高線に

直交して位置し，台地から低地へ向かっているので，

排水的役割を持っていた可能性がある。

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

M 2 2 2 流 動 津 （9 ．8 ） （7 ．2 ） （3 ．9 ） （1 36 ．1） 鉄
黒 褐 色 を した ガ ラス 質 の光 沢 と青 灰 色 の着 磁 性

の あ る 部 分 あ り
覆 土 中

第4号溝跡（第330・331図・付図）

位置　東区南東部のV52g8区からV51iO区に位置し，台地の斜面部に立地している。

規模と形状　V51iO区から東方向（N－750－E）にほぼ直線的に延びている。規模は長さ37・68mで，上幅

0．31－1．24m，下幅0．18～1．12m，深さ22～25cmである。形状は底面がほぼ平坦で，壁面が外傾して立ち上が

り，逆台形状を呈している。

覆土　4層からなる。北西部から流れ込んだ堆積状況を示した自然堆積である。

土屑解説

1黒　褐　色　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　　　　3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　　　　4　黒　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片29点（杯3，嚢26），須恵器片120点（杯4，短頸壷2，賓114），炉壁片30点（1324g），

鉄津11点（91g）〔炉内溶解物3（29g），流動津7（52g），白色津1（10g）〕，瓦片1点（平瓦），礫16点（破

砕礫）が全域にわたって散在した状態で出土している。515は西部の覆土中層，516～518は東部の覆土中層，519

－394－
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第331図　第4号溝跡出土遺物実測図（2）
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は東部の覆土上層，M224・T17・DP49は覆土中から出土している。

所見　8世紀後葉から9世紀前葉と考えられる須恵器大嚢片が出土しているが，流れ込みと考えられることか

ら，時期は不明である。性格は等高線に直交して位置し，台地から低地へ向かっているので，排水的役割を持

っていた可能性がある。

第4号溝跡出土遺物観察表（第330・331図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土 位 置 備　　 考

51 5 須 恵 器 平 瓶 － （5 ．8 ） ［23 ．4 ］ 長 石 ・石 英 灰 普 通
体 部 中位 ・下 位 手 持 ち へ ラ削

り， 底 部 回転 へ ラ切 り
西 部 中 層 10 ％

516 須 恵 器 大 要 ［4 1 ．6 ］ （6 ．4 ） － 長石・雲訃栗色粒子 褐 灰 普 通 内 面 へ ラ ナ デ 東 部 中 層 10 ％

517 須 恵器 大 襲 ［33 ．0 ］ （1 0 ．9） －
長石 ・黒 色

粒 子
灰 白 普 通

頭部10条 1 単位の櫛歯状工具による

波状文，内面平状工具によるナデ
東 部 中 層 10％

5 18 須 恵 器 大 襲 － （7 ．1） －
長石 ・石英 ・雲

母 ・黒色粒子
黄 灰 普 通

体 部 外 面 平 行 叩 き， 内 面 へ ラ

ナ デ ， 指 頭 圧 痕 あ り
東 部 中 層 10 ％

5 19 須 恵 器 大 要 － （6 ．7） － 長 石 ・石 英 黄 灰 普 通
頚 部 10条 1 単 位 の櫛 歯状 工 具 に

よ る波状 文 ，体 部外 面平 行 叩 き
東 部上 層 10 ％

番 号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

D P 4 9 炉 壁 （13 ．4 ） （8 ．8） （6 ．2 ） （3 7 7 ．0） 粘 土 ・ス サ

外 面 は 暗 青 灰 色 を した ス サ 入 りの 粘 土 で あ り，

内面 は 暗 褐 色 を し た半 溶 解 状 鉄 が 付 着 し， 凹 凸

が 見 られ ， 着 磁 性 は弱 い

覆 土 中 P L 94

番 号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土 位 置 備　　 考

M 2 24 炉内溶解物 （4 ．9 ） （5 ．0） （3 ．2 ） （2 1 ．0 ） 鉄 暗青灰色を した溶解鉄が溜ま り状 ，ガラス質の光沢あ り 覆 土 中

番 号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 胎　　 土 特　　　　　　　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

T 17 平 瓦 （6 ．3） （5 ．5 ） （6 ．3） （56 4 ．0 ） 長石塙英・黒色鞋子 凸 面 は 縄 の 斜 位 の 叩 き 目， 凹 面 は布 目痕 覆 土 中
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第13A号溝跡（第332図・付図）

位置　中央2区中央部のU47d5区からU47C6区に位置し，台地の斜面部に立地している。

重複関係　第13B号溝に掘り込まれている。

規模と形状　U47d5区から北東方向（N－580－W）にほぼ直線的に延び，さらにU47C6区で北方向（N－．

800－W）に屈曲し，第13B号溝跡と繋がる。確認できた規模は長さ6．95mで，上幅0．39～0．58m，下幅0．27

～0．40m，深さ20cmである。形状は底面がほぼ平坦で，壁面が外傾して立ち上がり，逆台形状である。底面は

北西から南東へ下がる。

覆土　3層からなる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片7点（杯1，棄6），須恵器片2点（杯），

礫12点（被熟痕あり），炉壁片50点（1105g），羽口片1点（25g），

旦48．6m

l王式「

旦

圏ナ

0　　　　　　1m

l　；　j

第332図　第13A・B号溝跡実測図

鉄淳54点（558g）〔炉内溶解物42（471g），流動浮1（13g），白色浮11（74g）〕，粘土塊2点（8g）が出

土している。出土遺物はすべて細片で，図示できるものはない。

所見　中央2区中央部にある埋没谷の西側の斜面部に位置し，斜面の等高線に直交して位置していること，断

面逆台形状を呈していながら，第13B号溝跡同様に不規則な形状をしていることから，排水的役割を持ってい
tl

たと考えられる。この施設は確認できなかったが，第2号排淳場に流れ込んでいることから，鋳造に関連した

遺構の可能性が考えられる。出土遺物が細片であり，時期については不明である。

第13B号溝跡（第332図・付図）

位置　中央2区中央部のU47e6区からU47C6区に位置し，台地の斜面部に立地している。

重複関係　第13A号溝を掘り込んでいる。

規模と形状　U47d5区から北西方向（N－210－E）にほぼ直線的に延び，第13A号溝跡と繋がる。確認で

きた規模は長さ7．95mで，上幅0．48～0．97m，下幅0．33～0．80m，深さ30cmである。形状は底面がほぼ平坦で，
J

壁面が外傾して立ち上がり，逆台形状である。底面は北西から南東へ下がる。　　　　　　．

覆土　4層からなる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

3　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子微量

4　黒　褐　色　ロームブロック微量

所見　中央2区中央部にある埋没谷の西側の斜面部に位置し，斜面の等高線に直交して位置していること，断

面逆台形状を呈していながら，第13A号溝跡同様に不規則な形状をしていることから，排水的役割を持ってい

たと考えられる。この施設は確認できなかったが，第2号排淳場に流れ込んでいることから，鋳造に関連した

遺構の可能性が考えられる。時期については不明である。

第16号溝跡（第333図・付図）

位置　中央2区中央部のT46i9区からT47jl区に位置し，台地の斜面部に立地している。

重複関係　第41号住居跡・第4号不明遺構を掘り込んでいる。
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規模と形状　T47jl区から北西方向（N－580－W）へ直線的に延びている。長さは9・60mである。規模は

上幅0．36～1．14m，下幅0．27～0．42m，深さ18－30cmである。形状は底面が皿状，壁面は嬢やかな傾斜で立ち

上がり，U字状を呈している。

覆土　3層からなる。ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1　にぷい黄褐色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　黒　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　弥生土器片2点（壷），土師器片7点（襲），須恵器片4点（杯3，襲1），陶器片3点（椀），

瓦片1点（平瓦），鉄製品2点（不明；56g），炉壁片18点（242g），鉄澤10点（285g）〔炉内溶解物8（273

g），流動津2（12g）〕，礫4点（被熱痕あり1）が全域の覆土上層を中心に出土している。550は覆土中から

箋去。1m＼＝
：　；：

第333図　第16号溝跡・出土遺物実測図

第16号溝跡出土遺物観察表（第333図）

一。戎5。m
：　；　：

出土している。

所見　9世紀前葉以降と推定される

第41号住居跡を掘り込んでいるの

で，詳細な時期については不明であ

る。

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

5 5 0 陶 器 碗 － （3 ．4） ［6 ．4 ］ 緻 密 暗 赤 褐 普 通 ロ ク ロ 整 形 ， 内 外 面 施 粕 覆 土 中 10 ％

（6）土坑

当遺跡では今回の調査で，368基の土坑が確認された。そのうち形状が特徴的なものや遺物が出土している

17基を取り上げ，その他の性格及び時期の不明な土坑については一覧表で示す。

第24号土坑（第334図）

位置　中央2区東部のV49dO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第24号住居跡を掘り込んでいる。

旦50．2m

二′ 0　　　　　　1m

！　；：

第334回　第24号土坑・出土遺物実測図
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規模と形状　長径0．57m，短径0．50mの楕円形である。深さは32cmであり，底面は皿状で，壁は直立している○

長径方向はN－260－Wである。

覆土　単一層である。ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遣物出土状況　石器1点（砥石）が覆土中から出土している。

所見　4世紀後半の第24号住居跡を掘り込んでいることから，時期は4世紀後半以降であるが，詳細な時期及

び性格は不明である。

第24号土坑出土遺物観察表（第334図）

番号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　 ・質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

Q 37 凹石 16 ．8 14 ．9 5 ．5 1380．0 泥 岩 凹面 1 か所 ，下部剥離 覆土 中

第62号土坑（第335図）

位置　東区のV52fl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第118号土坑に掘りこまれている。

規模と形状　径1．32mの円形で，深さは48cmである。底面はわずかに凸凹があり，壁は外傾して立ち上がって

いる。

覆土　3層からなる。ロームブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1黒　　　色　ロームブロック微量

2　黒　　　色　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片5点（嚢），須恵器片7点（杯2・嚢5），鉄製品1点（不明），炉壁片7点が覆土中

から出土している。

所見　遺物は人為堆積による混入であり，時期及び性格は不明である。

④　I

⊇戸巨
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第335図　第62号土坑・出土遺物実測図

第62号土坑出土遺物観察表（第335図）

‾し／′一一「

0　　　1m

「　十　一！

‾‡‾三

くつ
M109

0　　　　　　5cm

l　；　：

番号種　別長　さ幅厚　さ重　量材　　質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置備　　考

MlO9 不明 （3．5）（2．3）（1．9）（11．0） 鉄 全面破断面 覆土中 PLlOO
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第92号土坑（第336図）

位置　東区西部のU51g3区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長軸2．30m，短軸1．05mの長方形である。深さは26cmで，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち

上がっている。長軸方向はN－790－Eである。ピットが南・北壁の中央部にそれぞれ付設されている。ピッ

トは径20cmの円形で，深さは32cmであり，本跡に伴うものと考えられるが，その性格は不明である。

覆土　3層からなる。ロームブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

第336図　第92号土坑実測図

C

l
勘
刺
す
－

L
 
X
＋
＋
＋
）
－
叉

∈
0
．
0
的
可

0　　　　　　1m

「‥－；！

色
色
色

褐
褐
褐

説解
黒
黒
黒

層土

1

2

3

ロームブロック微量

ロームブロック微量

ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片2点（嚢），須恵器片1点（杯）

が覆土中から出土している。これらの遺物は埋没過程で混

入したものと考えられ，出土状況から本跡に伴う遺物はな

い。出土遺物はすべて細片で，図示できるものはない。

所見　南北両壁の中央部にピットを有した長方形の土坑で

ある。出土している土師器片・須恵器片は混入したもので

あり，時期は不明である。近隣には中世の遺構が確認され

ており，中世の遺構との関連が考えられる。

第94号土坑（第337図）

位置　東区のV51f4区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長径1．27m，短径1．14mの楕円形である。深さは15cmで，底面はほぼ平坦で，壁は緩やかな傾斜

で立ち上がっている。長径方向はN－220－Wである。

覆土　4層からなる。西部から流れ込んだ堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　暗　褐　色　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片1点（手控土器）が覆土中から出土している。471は底部外面に木葉痕を有し，また

体部外面下端に指頭庄痕がある。

所見　時期及び性格については不明である。

永かゆが

＼一」／

・竿
′「鞋

芽下と雪

少

／

旦50．2m
2

畢「
3

旦

‾「＼＿＿＿＿一ノ‾

0　　　　　　1m

：；　＿」

第337図　第94号土坑・出土遺物実測図
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第94号土坑出土遺物観察表（第337図）

番号 種　 別 器 ・種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 ． 出土位置 備　　 考

471 土師器 手捏土器 －
（2 ．4） ［8．6］

長石 ・赤色

粒 子
にぷい褐 普通

体部外面 下端 指頭庄痕， 内面

多方 向へ ラナデ
覆土 中

10％　 底部

木葉痕

第114号土坑（第338図）

位置　中央2区南東部のU50j4区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第113号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸2．30m，短軸1．67mの長方形である。深さは32cmで，底面にわずかに凸凹が見られ，壁は外

傾して立ち上がっている。長軸方向はN－40－Wである。

覆土　4層からなる。ロームブロックを含む不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　　　3　黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量

2　黒　褐　色　炭化物中量，ロームブロック少量　　　　　　　　4　黒　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片13点（杯3・高杯1・嚢9），須恵器片3点（杯2・短頸壷1）が覆土中から出土し

ている。

所見　遺物は人為堆積により混入したもので，時期及び性格については不明である。

④

第338図　第114号土坑・出土遺物実測図

第114号土坑出土遺物観察表（第338図）

0　　　　　　1m

：　；　！

‾三二

0　　　　　　5cm

L　；　一一！

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

472 土師器 嚢［15．4］（2．9）－
黒色粒子・

赤色粒子
にぷい褐，普通口縁部内外面へラ磨き 覆土中 10％

第182号土坑（第339図）

位置　東区のV49a8区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第210・266・267号土坑を掘り込み，第209号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径1．15m，短径0．85mの楕円形である。深さは19cmであり，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して
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立ち上がっている。長径方向はN－70－Eである。

覆土　3層からなる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　弥生土器片1点（壷），土師器片11点（杯1・嚢10），須恵器片11点（杯8・喪3）が覆土中か

ら出土している。475は土師器嚢の体部片で，判読不明の墨書（「□」）がある。出土状況から本跡に伴うもの

はない。

所見　時期及び性格については不明である。

主
！　　旦5。．2m

「三三云≡「
3

子一一」「

0　　　　　　1m

：　l l

第339図　第182号土坑・出土遺物実測図

第182号土坑出土遺物観察表（第339図）
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0　　　　　　5cm
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番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

475 土師器 賓 － （3．2） －長石・石英・雲母にぷい橙普通体部外面へラナデ 覆土中 5％墨書「□」

476弥生土器 当宣 － （2．6）［10．2］長石・石敷徴礫灰黄 普通付加条一種（付加2条）の縄文を施文覆土中 5％木葉痕

第194号土坑（第346図）

A5。．2m

0　　　　　1m

：；　！

第340図　第194号土坑・出土遺物実測図
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位置　東区のV49bO区に位置し，台

地の平坦部に立地している。

重複関係　第273号土坑に掘り込まれ

ている。

規模と形状　長径1．16m，短径1．09m

の楕円形である。深さは25cmで，底面

はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上が

っている。長径方向はN－300－Eで

ある。

覆土　3層からなる。ブロック状の堆

積状況を示した人為堆積である。



土層解説
1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量　　　3　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

遣物出土状況　土師器片4点（嚢），石器1点（砥石）が覆土中から出土している。Q96は覆土中から出土し

ている。

所見　遺物は人為堆積による混入したもので，時期及び性格は不明である。

第194号土坑出土遺物観察表（第340図）

番号 種　 別 ・ 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

Q 96 砥石 （6．8） （5 ．2） （4．3） （234．0） 泥岩 砥 面 3 面二方 向 覆 土中 流動津付着PL86

第304号土坑（第341図）

位置　中央1区東部のT45C3区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長径1．03m，短径0．99mの円形である。深さは34cmであり，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立し

ている。長径方向はN－450－Eである。東部の底面から斜め下位へ掘り込まれたピットが確認された。ピッ

トの規模は長径0．24m，短径0．18mの楕円形で，長さ0．32m，比高差0．12mである。ピットの長径方向はN－

880－Eである。底面は緩やかな傾斜をしており，奥壁は直立して立ち上がった後，内傾している。

覆土　2層からなる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所見　出土遺物がなく，時期及び性格については不明である。周

辺には同様な形状をした第306・308・316・317号土坑があり，そ

れらとの関係が考えられる。特に第317号土坑から人骨が出土し

ており，墓境の可能性もある。
0　　　　　　1m

I　；：

第341図　第304号土坑実測図

第306号土坑（第342図）

位置　中央1区のT45cO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長径1．03m，短径0．99mの円形である。深さは34cmで，底面はほぼ平坦で，壁は直立している。

長径方向はN－850－Wである。ピットの長径方向はN－770－Eである。底面は緩やかな傾斜をしており，奥

壁は垂直に立ち上がった後，内傾して確認面にいたる。

覆土　7層からなる。ロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子微量
3　黒　褐　色　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　ロームブロック中量

5　黒　褐　色　ロームブロック少量

6　暗　褐　色　ロームブロック中量

7　明　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片1点（棄），須恵器片2点（杯・棄），鉄製品1点（釘），骨片が覆土中から出土して

いる。M143は覆土中から出土している。

所見　時期及び性格については不明である。8世紀代の須恵器杯片が出土しているが，周囲には墓城があり，
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さらに同様の形状をしている第317号土坑の底面から人骨片が出土していることから，墓境の可能性もある。

「T愉可〕，m
l　；　：

第342図　第306号土坑・出土遺物実測図

第306号土坑出土遺物観察表（第342図）

番号 種　 別 券　 種 ・口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

477 須恵器 杯 ［12．9］ 3 ．6 ［8．4］
長石 ・石英 ・
雲母

黄灰 普通
体部下端 手持ちへ ラ削 り，底
部多方 向へラ削‾り

覆土 中 10％

番号 種 ．別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

M 143 釘 （5 ．7） 1．0 0 ．5 （7．1） 鉄 角釘，先端 部欠損 覆土 中

第308号土坑（第343図）

位置　中央1区東部のT46C2区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長径1．17m，短径1．14mの円形である。深さは45cmであり，底面はほぼ平坦で，壁は直立してい

る。長径方向はN－170－Eである。東部の壁面から底面の境界部の斜め下位へ掘り込まれたピットが確認さ

れている。ピットの規模は長径0．40m，短径0．24mの楕円形である。長さは0．40m，比高差0．32mで，長径方

向はN－690－Eである。底面は平坦で，奥壁は底面から直立して内傾気味に立ち上がり確認面にいたる。

覆土　7層からなる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。
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第343図　第308号土坑実測図

0　　　　　　1m

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック中量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量
3　4　5　6　7

黒　褐　色　ロームブロック少量

黒
暗
黒
黒

褐　色　ロームブロック少量

褐　色　ロームブロック中量

褐　色　ロームブロック少量

褐　色　ロームブロック少量

遣物出土状況　土師器片2点（杯・嚢），須恵器片4点（杯），鉄

製品2点（不明）が覆土中から出土している。出土遺物はすべて

細片で，図示できるものはない。

所見　出土遺物が少なく，細片であるため，時期及び性格につい

ては不明である。周辺には同様な形状をした第304・306・316・

317号土坑があり，それらとの関係が考えられる。特に第317号土

坑から人骨が出土しており，墓境の可能性もある。

－404－



第316号土坑（第344図）

位置　中央1区東部のT45cl区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状トレンチヤーによる撹乱を受けており，確認できた規模は長径1．30m，短径1．25mの円形である。

深さは62cmであり，底面は中央部がわずかにくぼみ，壁はわずかに外傾して立ち上がっている。長径方向はN

－480－Wである。東部の壁面と底面の境界部の斜め下位へ掘り込まれたピットが確認された。ピットの規模

は径0．24mの円形であり，長さは0．40mである。長径方向はN－800－Eである。底面はほぼ平坦で，奥壁は

垂直に立ち上がり，内傾して確認面にいたる。

覆土　6層からなる。ロームブロックを含むブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　にぷい黄褐色　ロームブロック中量
2　黒　褐　色　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　ロームブロック中量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量
5　黒　褐　色　ロームブロック中量

6　黄　褐　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片5点（棄），鉄製品1点（不明）

が覆土中から出土している。出土遺物はすべて細片で，図 甘完5d2－Wlm

ニ／

l
h
…
扮∈

害
の
可

示できるものはない。

所見　出土遺物が少なく，細片であるため，時期及び性格

については不明である。周辺には同様な形状をした第304・第344図　第316号土坑実測図

306・308・317号土坑があり，それらとの関係が考えられ

る。特に第317号土坑から人骨が出土しており，墓境の可能性もある。

0　　　　　　1m

：；：

第317号土坑（第345図）

位置　中央1区東部のT45C2区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長径0．93m，短径0．81mの楕円形である。深さは45cmであり，底面はわずかに凸凹で，壁はほぼ

直立している。長径方向はN－770－Wである。北壁の壁面と底面の境界部の斜め下位へ掘り込まれたピット

が確認された。ピットの規模は径0．20mの円形である。長さは0．38mであり，長径方向がN－200－Eである。

底面はほぼ平坦で，奥壁は底面から垂直に立ち上がった後，内傾して確認面にいたる。

覆土　4層からなる。ロームブロックを含むブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物・骨片微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，骨片微量
4　にぷい黄褐色　ロームブロック少量

遺物出土状況　骨片が出土している。出土遺物は人骨片だけで，図示で

きるような状況でない。

所見　本跡は人骨片が出土していることから，墓境の可能性がある。他

の出土遺物がないため，時期は不明である。周辺には同様な形状をした

第304・306・308・316号土坑があり，それらとの関係が考えられる。
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第345図　第317号土坑実測図



第318号土坑（第346図）

位置　中央2区のT45C4区に位置し，緩やかな傾斜の台地平坦部に立地している。

重複関係　第99・100号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1．05m，短径1．00mの円形である。深さは45cmで，底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立してい

る。長径方向はN－230－Eである。

覆土　3層からなる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。
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第346図　第318号土坑実測図
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土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子中量

遣物出土状況　土師器片1点（嚢），鉄製品3点（不

明）が覆土中から出土している。

0　　1m　所見　9世紀中葉と推定される第99号住居跡を掘り

！；！込んでいることから，時期はそれ以降と考えられる

が，詳細については不明である。

第334号土坑（第347図）

位置　中央1区北西際のS43C4区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　北部が調査区域外へ延びており，確認できた規模は長軸1．39m，短軸0．90mで，平面形は長方形

あるいは方形と推測される。深さは確認面から74cmで，調査区域際の土層から125cmであったと推定される。

底面はほぼ平坦で，壁はほぼ直立している。長軸方向はN－860－Wである。

覆土12層からなる。第1層は耕作土で，第2～6層は締まりの弱い層であるのに対して，第7～12層はロー

ムを含み締まりが強く，黒褐色土と暗褐色土が互層になっている。すべての土層は不規則な堆積状況を示して

いることから人為堆積であり，掘立柱建物跡の柱穴の可能性がある。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック微量，焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック微量

0　　　　　1m

L i i

第347図　第334号土坑実測図

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

9　暗　褐　色

10　黒　褐　色

11暗　褐　色

12　褐　　　色

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック少量，炭化粒子微量

炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量

ロームブロック少量，炭化粒子微量

ロームブロック少量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所見　本跡は今年度報告をする調査区城の北西際にあり，全容が

不明な上に出土遺物がなく，時期判断は困難である。性格は覆土

の状況と周辺に8世紀中葉と推定される掘立柱建物跡が5棟あ

り，その柱穴の土層と類似しており，埋土と考えられる第7～12

層が黒褐色土と暗褐色土が互層であることなどから，掘立柱建物

跡の柱穴と考えられる。南東部への伸長は見られず，北西部へ延

びていると考えられる。
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第360号土坑（第348図）

位置　中央2区西部のU45b3区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第359号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径3．19m，短径1．11mで，平面形は楕円形あるいは円形と推測される。深さは53cmであるが，底

面は調査区城外にあり，確認できなかった。壁は外傾して立ち上がっている。長径方向はN－860－Wである。

覆土　2層からなる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片1点

（棄），石器1点（磨製石斧）

が覆土中から出土している。

QlOOは中央部の覆土上層か

ら出土しているので，混入し

たものと考えられる。

所見　出土遺物からの時期判

断は困難である。形状は大形

で円形を里すると推測される

ことから，隣接する第14号井

戸跡と類似する井戸跡の可能

性もある。 0　　　　　　1m

：　；　：

第348図　第360号土坑・出土遺物実測図

第360号土坑出土遺物観察表（第348図）

二
：　；　：

番号種　別長　さ 幅 厚　さ重　量石　　質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

QlOO磨製石斧（15．4）5．0 4．2 （480．0）線i尼岩蛤刃型，基部欠損 中央部上層PL87

第378号土坑（第349図）

位置　中央2区中央部西寄りのU45a5区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第78号住居・第379号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径2．09m，短径0．46mの長楕円形である。深さは72cmであり，底面はほぼ平坦で，壁は外傾し

て立ち上がっている。長径方向はN－220－Wである。

覆土　2層からなる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土屑解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量　　　2　黒　褐　色　ロームブロック微量

遣物出土状況　遺物は出土していない。

所見　規模と形状から縄文時代の陥し穴の可能性があるが，出土遺物がなく，時期及び性格については不明で

ある。周辺から石鉄や磨製石斧・敵石・磨石などの石器が住居跡に混入していることや，表面採集がされてい

ることから，調査区域及びその周辺は縄文時代の狩り場で，周辺に縄文時代の集落が形成されていたと考えら
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れる。

㊨

第349図　第378号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m」

第419号土坑（第350図）

位置　中央2区北東部のU49b5区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　長径2．39m，短径0．91mの長楕円形である。深さは57cmで，底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立

ち上がっている。長径方向はN－730－Eである。

覆土　5層からなる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

④　．－J

完9。5ケ（
芯深〇／＼［、

旦50．4m

0　　　　　　1m

：；：

第350図　第419号土坑実測図

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　ロームブロック微量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所見　規模と形状から縄文時代の陥し穴の可能性がある

が，出土遺物がなく，時期及び性格については不明である。

周辺から石鉄や磨製石斧・蔽石・磨石などの石器が住居跡に

混入していることや，表面採集がされていることから，調

査区域及びその周辺は縄文時代の狩り場で，差ほど遠くな

い場所に縄文時代の集落が形成されていたと考えられる。

（7）ピット群

第1号ピット群（付図）

位置　中央1区北西部のS43j5区からS43h7区に位置し，台地の平坦部に立地している。第111・112号住

居跡の東部，第4号掘立柱建物跡の南側に広がっている。

規模と形状　南北8m，東西11mの長方形の範囲に13か所のピットが確認された。ピットの規模は長径23～50

cm，短径17～47cmの円形及び楕円形で，深さが36～82．5cmであり，断面U字状をしている。

覆土　柱の抜き取り痕などは確認されず，土層観察での堆積や締まりの状況などから，すべて柱の抜き取り後

の覆土と考えられる。

遺物出土状況　出土遺物は確認されていない。

所見　ピットの深さや配列などに規則性がないため，掘立柱建物跡や柵跡とは考えにくく，ピット群としてと
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らえた。出土遺物がないため，時期及び性格については不明である。

第2号ピット群（付図）

位置　中央2区東部のT49il区からU49b7区に位置し，台地の平坦部に立地している。第28号住居跡の周

辺と第36号住居跡の東部に広がっている。

規模と形状　南北8m，東西7mの長方形の範囲に31か所のピットが確認された。ピットの規模は長径18～43

cm，短径17～39cmの円形及び楕円形で，深さが6～36cmであり，断面U字状をしている。

覆土　柱の抜き取り痕などは確認されず，土層観察での堆積や締まりの状況などから，すべて柱の抜き取り後

の覆土と考えられる。

遺物出土状況　出土遺物は確認されていない。

所見　31か所のピットの内，P4・P6・P16・P17は方形に配置された状態を示している。周辺には中世の第

7・11号溝跡で方形に区画されている内側（北側）に当たり，鉄鍋の鋳型が出土している第5号方形竪穴遺構

が確認されていること，P4の西側には第16号井戸跡が位置していることなどから，中世の鋳造関連の作業場

的な簡易に作られた掘立柱建物跡の可能性も考えられた。しかし硬化面などが確認されてなく，その性格は不

明であり，他のピット同様に，深さや配列などに規則性がないため，掘立柱建物跡や柵列跡ではなく，ピット

群としてとらえた。出土遺物もないため，時期及び性格は不明である。

第3号ピット群（付図）

位置　中央1区中央部西寄りのS44h9区からS44jO区に位置し，台地の平坦部に立地している。

規模と形状　南北5m，東西4m四方の範囲に10か所のピットが確認された。ピットの規模は長径38～63cm，

短径29～59cmの円形及び楕円形で，深さが29～57cmであり，断面はU字状を呈している。

覆土　柱の抜き取り痕などは確認されず，土層観察での堆積や締まりの状況などから，すべて柱の抜き取り後

の覆土と考えられる。

遺物出土状況　出土遺物は確認されていない。

所見　ピットの深さや配列などに規則性がないため，掘立柱建物跡とは考えにくく，ピット群としてとらえた。

出土遺物がないため，時期及び性格は不明である。

第4号ピット群（付図）

位置　中央1区北西部のS43d4区からS43e4区に位置し，台地の平坦部に立地している。第4号掘立柱建

物跡の西側に広がっている。

規模と形状　南北7m，東西2mの長方形の範囲に6か所のピットが確認された。ピットの規模は長径24～45

cm，短径17～40cmの円形及び楕円形で，深さが18～39cmであり，断面U字状をしている。

覆土　柱の抜き取り痕などは確認されず，土層観察での堆積や締まりの状況などから，すべて柱の抜き取り後

の覆土と考えられる。

遺物出土状況　出土遺物は確認されていない。

所見　本跡の東側に位置する第4号掘立柱建物跡との関連があるのではないかと考え調査を行ったが，ピット

の深さや配列などに規則性がないため，第4号掘立柱建物跡との関連する施設とは考えにくく，さらに柵跡と

も考えにくいことから，ピット群としてとらえた。出土遣物がないため，時期及び性格については不明である。
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第5号ピット群（付図）

位置　中央2区中央部のU45b2区からU45b8区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第77号住居跡を掘り込んでいる。第20号溝跡の東側と第17・19・20号溝跡で方形に区画された区域

に広がる。

規模と形状　南北8m，東西32mの長方形の範囲に45か所のピットが確認された。ピットの規模は長径19～57

cm，短径16～51cmの円形及び楕円形で，深さが5～46cmであり，断面U字状をしている。

覆土　柱の抜き取り痕などは確認されず，土層観察での堆積や締まりの状況などから，すべて柱の抜き取り後

の覆土と考えられる。

遺物出土状況　出土遺物は確認されていない。

所見　ピットの深さや配列などに規則性がないため，掘立柱建物跡や柵列跡とは考えにくく，ピット群として

とらえた。出土遺物がないため，時期及び性格については不明である。

第6号ピット群（付図）

位置　中央1区北西部のS43e7区からS43f8区に位置し，台地の平坦部に立地している。第1号円形周溝

状遺構と第4号掘立柱建物跡の東側に広がっている。

規模と形状　4m四方の範囲に9か所のピットが確認された。ピットの規模は長径30～117cm，短径24－111cm

の円形及び楕円形で，深さ4－44cmであり，断面はU字状を呈している。

覆土　柱の抜き取り痕などは確認されず，土層観察での堆積や締まりの状況などから，すべて柱の抜き取り後

の覆土と考えられる。

遣物出土状況　出土遺物は確認されていない。

所見　ピットの深さや配列などに規則性がないため，掘立柱建物跡や柵列跡とは考えにくく，ピット群として

とらえた。出土遺物がないため，時期及び性格については不明である。

第7号ピット群（付図）

位置　東区西部のU50j4区からV50a5区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第20号住居跡，第77・113・114号土坑，第9号溝跡・第1号不明遺構を掘り込んでいる。

規模と形状　南北8m，東西12mの長方形の範囲に24か所のピットが確認された。ピットの規模は長径24～43

cm，短径20～72cmの円形及び楕円形で，深さが10～60cmであり，断面U字状をしている。

覆土　柱の抜き取り痕などは確認されず，土層観察での堆積や締まりの状況などから，すべて柱の抜き取り後

の覆土と考えられる。

遺物出土状況　出土遺物は確認されていない。

所見　中世と推定される第9号溝跡を掘り込こんでいることから，時期は中世以降と考えられるが，詳細は不

明である。また，他のピットには規則性がないことから，第3号掘立柱建物跡に関係する施設に伴う可能性が

ある。

（8）ピット列

今回の調査では，2か所のピット列が確認された。第1号ピット列は第22号溝跡，第2号ピット列は第19号

溝跡と重複し，溝の南側斜面を掘り込んでいることから，柵跡などが推測されたが，ピットの間隔やピットの

－410－



重複などから柵跡であることが明確にとらえられないため，ピット列とした。以下，遺構の概要については記

述する。

第1号ピット列（付図）

位置　中央1区西部S43j3区から中央部のS44j3区に位置し，台地の平坦部に立地している○

重複関係　第22号溝跡の南側を掘り込んでいる。

規模と構造　確認された長さは80m，長軸方向はN－900－Eで，柱間寸法が0・1～1・4mである○

柱穴　99か所（Pl～P99）が確認され，深さ70～141cmで，断面U字状をしている。溝の壁面を掘り込んだ

部分でわずかに1層だけが確認された。

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所見　性格は第22号溝跡の南壁及び底面から多くのピットが確認された。溝と複合した施設で，柵のような施

設であったと考えられる。また，第2号ピット列も同様に溝跡の南壁を掘り込んでいる。本跡の覆土は第22号

溝跡の南壁際の覆土とほぼ同じであることから，第22号溝跡が埋没過程に構築されたと考えられる。第22号溝

跡は9世紀中葉以降と推定されることから，時期は9世紀中葉以降と考えられるが，詳細は不明である○

第2号ピット列（付図）

位置　中央2区西部のT45hl区からT45g5区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第19号溝の南側を掘り込んでいる。

規模と構造　確認された長さは60m，長軸方向はN－900－Eであり，柱間寸法は0・1～0・92mである○

柱穴　47か所（Pl～P47）が確認され，深さ20～92cmで，断面U字状をしている。溝の壁面を掘り込んだ部

分でわずかに1層だけが確認された。

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所見　第19号溝跡の南壁及び底面から多くのピットが確認された。溝と複合した施設で，柵のような施設であ

ったと考えられる。覆土は第19号溝跡の南壁際の覆土とほぼ同じであることから，第19号溝と同時期あるいは

埋没間もない時期に構築されたと考えられる。新旧関係から8世紀中葉以降と推定される第19号溝跡を掘り込

んでいるので，時期は8世紀中葉以降であるが，9世紀中葉以降と推定される第1号ピット列と長軸方向の方

向性が同一であることから，9世紀中葉以降の可能性も考えられる。

第3号ピット列（付図）

位置　中央2区西部のT44h8区からT44i9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第17号溝跡の南側を掘り込んでいる。

規模と構造　南部が調査区域外へ伸びる可能性があり，確認された長さは5・4m，長軸方向はN－50－Eであ

り，柱間寸法は0．16～1．20mである。

柱穴　6か所（Pl～P6）が確認され，深さ18～55cmで，断面U字状をしている。溝の底面を掘り込んだ部

分でわずかに1層だけが確認された。

遣物出土状況　遺物は出土していない。

所見　本跡は第17号溝跡の底面からピットが確認された。溝と複合した施設で，柵のような施設であったと考

えられる。ピット列の覆土は第17号溝跡の覆土とほぼ同じであることから，第17号溝と同時期あるいは埋没間
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もない時期に構築されたと考えられる。長軸方向は第1・2号ピット列とも東西方向に対して，本跡は南北方

向であり，長軸方向から異なった時期と考えられるが，方形の区画溝である第17・19号溝跡を掘り込むように

構築されているので，第2号ピット列と同時期の可能性がある。

（9）不明遺構

第1号不明遺構（第351図）

位置　東区西部のU50j6区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第3号掘立柱建物跡を掘り込み，第1号溝に掘り込まれている。

規模と形状　トレンチヤーによる撹乱を受けているため，遺存状態は不良である。確認できた規模は長軸6．12

m，短軸4．84mの不定形で，長軸方向はN－60－Eである。壁高は7～16cmほどで，外傾して立ち上がって

いる。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

覆土　4層からなる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ローム粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片22点（杯2，棄20），礫1点が覆土中から出土している。出土遣物はすべて細片で，

図示できるようなものはない。
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所見　中世と推定される第1号溝に掘り込まれているので，中世以前と考えられるが，出土遺物がなく遺構の

形状が不定形のため，時期は不明である。また，性格は第2・4号不明遺構とも溝跡に掘り込まれているので，

溝と関連する遺構の可能性があるが，詳細については不明である。

第2号不明遺構（第352図）

位置　東区西部のV50C7区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第1号溝に掘り込まれている。

規模と形状　トレンチヤーによる撹乱

を受けているため，遺存状態は不良で

ある。確認できた規模は長軸5．84m，

短軸2．85mの不定形で，長軸方向はN

－250－Wである。壁高は10～18cmほ

どで，壁は外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固めら

れている。

覆土　2層からなる。レンズ状の堆積

状況を示した自然堆積である。

土層解説

1　灰　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

遣物出土状況　出土遺物は確認されて

いない。

所見　中世と推定される第1号溝に掘

り込まれ，周辺に中世の遺構が確認さ

れていることから，時期は中世以前と

考えられる。遺構の形状が不定形であ

り，床面は平坦で踏み固められている

が，出土遺物がなく，居住空間として

の様相も見られないことから，その性

格については不明である。
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第4号不明遺構（第353図）

位置　中央2区中央部のT46i9区に位置し，台地の平坦部に立地している。

重複関係　第16号溝に掘り込まれている。

規模と形状トレンチヤーによる撹乱を受けているため，遺存状態は不良である。確認できた規模は長軸4・24

m，短軸2．48mの不定形で，長軸方向はN－870－Eである。壁高は7～20cmほどで，壁は外傾して立ち上が

っている。

床　ほぼ平坦で，壁際が部分的に踏み固められている。

覆土　5層からなる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。
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土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック中量

2　褐　　　色　ロームブロック多量

3　褐　　　色　ロームブロック多量

4　黒　褐　色　ロームブロック中量

5　黒　褐　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片1点（深鉢），土師器片5点（嚢），須恵器片5点（杯1，嚢4），土師質土器片1

点（焙烙），陶器片1点（椀），炉壁片1点，土製品1点（不明），礫2点（破砕礫；被熱痕1）が覆土中から

出土している。

所見　本跡は第1・2号不明遺構と同様に，形状が不定形で，床面の一部が踏み固められていること，出土遺

物が少なく居住空間としての様子は感じられないことから，工房や非日常的な空間であった可能性があるが，

詳細な性格は不明である。また，第1・2号不明遺構と同様に溝に掘り込まれていることから，溝との関係が

考えられる。本跡周辺は中世と推定される遺構が確認されていることから，中世の可能性があるが，出土遺物

が少なく，時期は不明である。

亘　二一二二一＝＝〒二二三
ヽ　ヽ

＼l

′一、　　　　　　　　　　l「

′＿、G　も －

1

1

㌦

＝

．

1

．

1

－

－

1

1
、

「
t
L

痺二二白′！

L J

」し50．6m

／／　　　　　　l

l C：＼、・＼、、

：　　＼＼、　　＼－二二

3　1　　　1

2　　　　　2

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

●
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第4号不明遺構出土遺物観察表（第353図）

DP44

0　　　　　　5cm

L i　：

10cm

「　　「・・！

番号種　別券　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　　考

509 土師質土器焙烙 ［38．0］（4．9） － 長石・石英・金雲母にぷい褐普通内外面ナデ 覆土中 20％

番号器　種長　さ 幅 厚　さ重　量胎　　土 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考

DP44 不明 6．4 2．9 2．6 43．0 長石・赤色粒子不規則な指頭圧痕 覆土中
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第5号不明遺構（第354図）

位置　中央1区のT46d3区に位置し，台地の平坦

部に立地している。

規模と形状　南部が調査区城外へ延びているため，

確認できた規模は長軸2．87m，短軸1．87mの不定形

であり，長軸方向はN－230－Eである。壁高は17

～36cmほどで，緩やかな傾斜で立ち上がっている。

床　わずかに段状になっており，3面の平坦部にな

っている。踏み固められた面はなく，壁際の床面か

ら3か所のくぼみが確認されている。

覆土　3層からなる。レンズ状を呈しているが，ロ

ームブロックを含むしまりの強い堆積状況を示した

人為堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量

旦50．8m

‾て＝ミ∈宅≡7‾

第354図　第5号不明遺構実測図

遺物出土状況　出土遺物は確認されていない。

所見　性格及び時期は出土遺物がなく，不定形の形状をしていることから不明である。

0　　　　　　1m

：‾；　！

㈹　遺物包含層

第1号遺物包含層（第355・356図・付図）

位置　中央2区中央部北寄りのT47g8区に位置し，緩やかな傾斜の台地谷部に立地している。

規模　中央2区中央部の谷部には黒色土が堆積し，この堆積する区域の北部に南北約60m，東西約60m，深さ

40cmほどにわたって土器片の包含がみられる。

覆土　3層からなる。1・2層から集中して遺物が出土している。

土層解説
1黒　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量，鹿沼パミス微量

3　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

遣物出土状況　土師器片40点（杯6，嚢34），須恵器片112点（杯17，蓋1，棄94），礫4点（破砕礫）が出土

している。これらの遺物は中央部の覆土上層から中層を中心に出土している。586～588・591は北部の覆土上

層，594は中央部の覆土上層，589は中央部の覆土下層，592は北部の覆土下層，593は北部の覆土上層と中層，590

は北部の床面，TP17・Q172・Q173は覆土中から出土している。

所見　器面の摩滅した土器に混じって破断面の鋭利な土器片が出土しており，それらが自然に流れ込んだとは

考えられないので，それらは投棄された可能性がある。土器が集中して出土している部分の下位から水が渉み

出てきているので，水たまりのような場所であったと考えられる。出土土器から時期は8世紀後菓以降と考え

られるが，詳細は不明である。
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第355図　第1号遺物包含層・出土遺物実測図（1）
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．ミニ三至連立

第356図　第1号遺物包含層出土遺物実測図（2）

第1号遺物包含層出土遺物観察表（第355・356図）

0　　　　　10cm

：　；　：

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

586 土師器 杯 ［12．4］4．4 －

長石・石英・雲

母・赤色粒子
明赤褐普通

体部外面下端手持ちへラ削

り，内面丁寧なナデ
北部上層 20％

587 土師器 1不［13．0］（4．1）－
長石・赤色粒

子・黒色粒子
明赤褐普通

休部外面下端手持ちへラ削

り，内面へラ磨き
北部上層 10％

588 須恵器 杯 12．8 4．4 8．1 長石・微礫灰黄褐普通
ロタロ整形，底部回転へラ切

り後一方向のヘラ削り
北部上層

70％底部へラ記

号「刈　PL76

589 須恵器 杯 ［13．1］4．1 7．3
長石・黒色

粒子
灰 普通

ログロ整形，底部回転へラ切

り後へラ削り
中央部下層

30％

PL76
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番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

590 須恵器 杯 ［12．8］ 4．0 ［8．3］
長石 ・白色

粒子 ・微礫
黄灰 普通

ロクロ整形，底部回転へラ切

り後多方向のヘラ削 り
北部床面

20％体部・底部

に鉄付着PL76

591 須恵器 高台付杯 ［15．4］ 4．9 9．7 長石 ・石英 灰 普通 ロクロ整形，底部回転へラ切り 北部上層 40％ P L76

592 土師器 嚢 ［22．6］ （9．5） － 長石・練雲母・赤色折 にぷい褐 普通 ‘体部内面へラナデ 北部下層 10％

593 須恵器 大喪 －
（35．5） － 長石 ・石英 褐灰 普通

体部外面縦位の平行叩き目，

内面へラナデ

北部上層 ・

中層
50％ P L76

594 須恵器 大喪 － （7．2） －
長石 ・黒色
粒子

黄灰 普通
頚部内面ナデ，外面 3条の沈

線と櫛歯による波状文
中央部上層 10％

T P 17 須恵器 大要 － （14．3） － 長石 灰色 普通
体部外面格子 目状叩き，内面

同心円状の当て具
苧土中

10％，転用

硯 カ　P L78

番号 器　 種 長　 さ 径 重 ．　 量 石　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

Q 172 五輪塔 （25．8） （16．7）～（19．0） （9520．0） 花崗岩 空輸部先端 ・風輪部側面欠損 覆土中 空 ・風輪

Q 173 五輪塔 （23．8） 17．8～（20．0） （8990．0） 花崗岩 空輸部先端 ・風輪部側面欠損 覆土中 空 ・風輪

㈹　遺構外出土遺物

当遺跡から出土した遺構に伴わない主な遺物について，出土遺物観察表で記載する。本節の1－5で記述し

た遺構の一覧表もここで掲載する。

遺構外出土遺物観察表（第357～360図）

番 号 種　 如 券　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手　 法　 の　 特　 徴 出 土 位 置 備　　 考

4 78 磁 器 皿 － 0 ．9 ［8．0］ 赦 密 緑 灰 良好
削 りだ し高 台 ， 見 込 み 部 に草

花 文

S K 3 1 2覆 土

中
20％ P L 7 6

5 51 磁 器 瓶 カ － （1 ．1） ［9．4］ 赦 密 灰 自 良好 輪 花 状 中央 2 区表採 10％

5 52 陶 器 瓶 －
（2 ．5） ［8．0］ 緻 密 にぷい赤褐 良好 ロ ク ロ整 形 中央 2 区表採 10％

5 62 土 師 器 嚢 － （4 ．1） ［5．2］ 長石 ・赤色粒子 にぷい赤褐 普 通 体部外面へ ラ磨 き，内面へ ラナ デ 中央 2 区表採 10％

57 8 須 恵 器 杯 ［1 3．3］ （3 ．3） － 長 石 黄 灰 普 遍 ロ ク ロ整 形
T 4 8 h 6 区

表 採

10％，体部刻書

「九」カP L甲

57 9 須 恵 器 杯 ［1．3．6］ （3 ．8） －

長 石 ・赤 色

粒 子
暗灰 黄 普 通 ・ロ ク ロ整 形 東 区表 採

10％，体部へラ

記号 「十」PL83

58 0 須 恵 器
高 台 付

ゴ不 －
（3 ．7） ［9．0］ 長 石 ・石 英 灰 普 通

ロ ク ロ整 形 ， 底 部 高 台 貼 り付

け後 ナ デ
表 採

10％，体部へラ

記号 「ト」ヵ

58 1 陶 器 灯 明 皿 ［7．2］ 1 ．5 ［3．6］ 赦 密 明赤褐，鉄軸 良好 ロ ク ロ整 形 ， 内 外 面 施 粕 T 48h 6 区表採 20％ P L 7 6

58 2 瓦 質 土 器 控 鉢 カ ［2 9．0］ （8 ．3） － 長 石 ・雲 母 灰 黄 褐 普 通 ロ ク ロ整 形 中央2区東表採 10％，内面擦り痕

58 3 須 恵 器 嚢 － （9 ．6） － 長 石 ・石 英 灰 普 通 ロ ク ロ整 形 中央 2 区表採 10％ P L 8 3

58 4 須 恵 器 円 面 硯 ［1 6．．5］ （1 ．8） － 長石 ・白色粒子 オリーブ黒 普 通 海 部 瓶 平 坦 ， 脚 部 に窓 あ り 中央 2 区表採 10％ ・

58 5 土 師 器 甑 ［2 2．0］ 18 ．1 6 ．0
長 石 ・石 英 ・

赤 色 粒 子
橙 普 通

口緑 部 内外 面 ノ、ケ 目， 体 部 外

面 下 位 パ ケ 目後 ナ デ ， 単 孔 式

U 4 9 j3 区

表 採
7d％

59 7 須 恵 器 杯 －
（3 ．1） ［8．4］

長 石 ・雲 母 ・

黒 色 粒 子
灰 黄 普 通

ロクロ整形，体部外面下端手持ちへラ

削 り，底部回転へラ切 り後へラ削り
S I18 覆 土 中

10％ ， 底 部

墨 書 「大 口 」

59 8 手 捏 土 器 杯 ［ 7．6］ 4 ．2 ［6．扇 長石・雲母・赤色粒子 に ぷ い 褐 普 通 体 部 外 面 指 頭 庄 痕 ， 内 面 ナ デ S I26 覆 土 中 30％

59 9 弥 生 土 器 椀 カ － （2 ．3） ［5．4］ 長石・石英・雲母 に ぷ い 橙 ・普 通 底 部 ベ ラ ナ デ 10％

60 0
土 師 質

土　 器
小 皿 ［6．4］ 1 ．9 ［4．4］

長 石 ・雲 母 ・

赤 色 粒 子
に．ぷ い 橙 普 通 体 部 内外 面 ナ デ S I92 覆 土 中

20％ ， 体 部

外 面 墨 痕

60 1 土 師 器 ・壷 1 6．1 （9 ．8） － 長 石 にぷい赤褐 普 通 口緑 部 内外 面 へ ラ磨 き SIlO 5覆土 中 20％ ， 赤 彩

番号 種 ‘別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

T P 14 縄文土器 探鉢 －
（7 ．8） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口緑部片，口緑部外面に貼り付け 表採 P L 77

T P 15 縄文土器 深鉢 － （7 ．2） － 長石・石英・雲母 橙 普通 胴部片，内外面に斜位の沈線が施されている 表採 P L 77

T P 16 縄文土器 深鉢 － （7 ．7） － 長石 ・石英 暗灰 普通 須恵器嚢頚部片，頚部外面に波状文 表採 P L 77
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第359図　遺構外出土遺物実測図（3）
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第360図　遺構外出土遺物実測図
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番号種　別器　種口　径券　高底　径胎　　土色　　調焼成 手　法　の　特　徴 出土位置備　　考

TP18須恵器嚢 （9．5） 長石・石英灰自普通

体部片，外面斜位の平行叩き後

9条1単位の櫛馬上工具による

ナデ，内面同心円状の当て具痕

SI18覆土中PL77

TP19須恵器嚢 －（6．0）－
長石・雲母・

赤色粒子

にぷい黄

褐
普通体部片，外面斜位の平行叩きSI18覆土中PL77

TP20縄文土器探鉢－（5．7）－長石・雲母にぷい橙普通
口緑部片，口唇部下位に沈線

が巡り縄文が施文されている
SI44覆土中PL77

TP21縄文土器探鉢－
（4．1）

－

長石・石英・

雲母

にぷい黄

橙
普通
口緑部片，口縁部が折り返さ

れている
SI53覆土中PL77

TP22弥生土器宝E －（4．1）－
長石・石英・

赤色粒子
橙普通

胴部片，横走櫛描文と附加条

一種附加2条を施文
SI112覆土中PL77
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番号 種　 別 券　 種 口　 径 器　 高 鹿　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手　 法　 の　 特　 徴 出土位置 備　　 考

T P 23 縄文土器 深鉢 － （5．8） －
長石・石英 ・
雲母

にぷい赤褐 普通
胴部片，付加条一種附加 2条

を施文
SD l覆土中 P L77

T P 24 弥生土器 士宝E － （4．9） － 長石・石英 明黄褐 普通
胴部片，縄文 （付加条一種附
加 2 条）が施文されている

SD 12覆土中 P L77

軍号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 胎　　 土 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

D P403 鋳型 （3．4） （6．2） （3．2） （59．0） 砂粒 全面が赤褐色をし，内面は剥離し，残存部分はナデ調整 東区表採 P L92

D P405 泥面子 2．6 2．4 0．8 5．0 砂粒 型取 り，裏面に多数の指頭庄痕あり SI53覆土中 実測図なしPL85

番号 器　 種 長　 さ 幅 厚　 ざ 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

M 595 鉄 （12．7） 0．6 0．畠 （19．0） 鉄 茎部片，断面長方形 中央2区表採

M 600 不明 （6．2） （7．4） （2．2） （98．0） 鉄 菱形，錆多数付着 中央2区表採 P LlOO

番号 券　 種 長　 さ 幅 径 重　 量 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考

M 599 煙管雁 首 4．2 1 ．5 1．3～1．5 10・．0 銅 火 皿部円形，轟芋竹残存 表採

M 607 不 明 （2．0） － 1．9 （立．22） 銅 皿状の部分 に穿孔 SI3 7覆土中
煙管火皿部分カ

実測図なしPL88

M 609A 煙管雁 首 4．2 1 ．5 0．8 18．0 銀 火皿部円形，接合部 に 「波の上 に千 鳥」 の線刻 SI5 3覆土中 P L 8 8 ．

M 609B 煙管吸 口 6．6 1 ．5 0．4～0．7 8．0 銀 吸口部折 り返し，接合部に 「波の上に千鳥」の線刻 SI5 3覆 土中 P L 8 8

番号 券　 種 径 孔　 幅 重　 量 初鋳年 ． 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考

M 596 寛永通賓 2．5 0 ．6 1．96 16 97年 銅 無 背文，真書，新寛永 中央 2 区表採 P L9 1

M 60 8 寛永通賓 2．5 0 ．6 2．00 16 3 6年 銅 無 背文，真書，古寛永 中央 2区表採

番号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 石　　 質 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

Q 86 砥石 （12．7） 6 ．8 （1．4） （14 6．0） 泥岩 砥 面 2 両，二方 和 こ使用 SK 5 9覆土中 実測図無しPL87

Q 16 6 砥石 （11．4） 2 ．4 2．1 （10 2．0） 凝灰 岩 砥 面 4 両，二方 向に使用 東 区表採 PL 8 6

Q 16 8 敲石 8 ．8 7 ．‾5 4 ．8 4 0 6．0 砂岩 先端 部蔽打痕，表面 に帯状 の摩擦痕 あrり T 47j6 区表採 石錘に転用カPL86

Q 16 9 鉄 2．8 ‘1 ．8 0．5 1 ．2 チ ャー ト ．両 面押 庄剥離，基部 の挟 りは浅 く，側線 は直線 軍区西部表採 PL 8 7

Q 170 尖頭 器 （3 ．8） 1 ．6 0．6 （2 ．0） チ ャー ト 先端部 ・基部とも欠損，両面押庄剥離，側埠は直線 U 51j7 区表採

Q 17 1 磨製石斧 （3 ．8） 3 ．2 0 ．8 （18．2） 泥岩 基 部欠損，片刃 U 49al 区表採 PL 8 7

Q 174 石製模造品 （4 ・．1） 1 ．8 0 ．6 （5．6） 緑泥 岩 剣模 造，先端部欠痕 穿孔 （孔径0．15cm） あ り SI1 7上層 PL 8 7

Q 175 鉄 2 ．5 1 ．8 0 ．’6 1．5 チ ャー ト 両面抑 圧如離，基部 の挟 りは深 く，側線 は曲線 SI2 5上層 PL 8 7

Q 176 録 （2 ．2） 1 ．7 0 ．r4 （0 ．93） チ ャー ト 両面押庄 剥離，基部 の挟 りは深 く，側線 は直線 SI38上層 PL 8 7

Q 177 凹石 12 ．1 8 ．4 3 ．5 4 6 1．0 泥岩 凹面 表面 1 か所，裏面 1 か所 SI9 9覆土 中 被癖痕 PL87

．Q 178 凹石 8 ．1 ．7．0 3 ．6 3 14 ．0 砂岩 凹面表面 2 か所，裏面 2 か所，先端部蔽打痕 あ り SD l 覆土中 敵石に転用カ

Q 179 鉄 2 ．5 2．0 0 ．5 1 ．30 黒曜石 両面押庄 剥離，基部 の挟 りは深 く，側線 は直 線 SD 7 中層 PL 87

．Q 180 磨石 7 ．5 6．5 4 ．5 3 04 ．0 泥岩 先端部使 用痕 SD 5 覆土 中 被熟痕 あ り

Q 181 打 製石斧 8 ．9 5．9 1．5 84 ．0 安 山岩 分銅形 ，押 庄剥離，挟 り部 は浅い SD 22覆土 中 PL 87．

Q 182 敵 石 10 ．5 6．2 3 ．7 3 78 ．2 砂 岩 先端部使 用痕 第1号排浮場覆土中

Q 183 敲石 9 ．2 6．5 4 ．4 3 90 ．0 泥岩 2 か所 の先端部敵打痕 SI24覆土 中 実測図無しPL86

Q 184 敵石 9 ．8 8．7 5 ．2 5 78 ．0 泥岩 先端部敵打痕 SD 22覆土中 実測図無しPL86

Q 185 敵石 7 ．6 7．2 3 ．7 3．6 ， 泥 岩 先端部蔽打痕 SK 37覆土中 槻痕実測図無しPL86

番号 種　 別 長　 さ 幅 厚　 さ 畢　 量 胎　　 土 特　　　　　　　　　　　　 徴 出土位置 備　　 考

T 19， ・丸瓦 （28．2） （10 ．0）・ 1 ．6 （80 4 ．0） 長石 ・石英 凸面へラ削り，凹面布 目痕 ・糸切 り痕，側面へラ切 り 表採 PL 85

T 20 丸瓦 （8 ．2） ・（12 ．5） （3 ．0） （40 1 ．0） 長石 ・石英 凸面長 い縄 の叩 き目，凹面布 目痕 一部残存 表採

T 21 平瓦 （10．0） （5．6） 1 ．2 （10 0 ．0） 長石 凸面はヘラ削り，凹面布 目痕，ヘラ削 り，側面へラ削 り 表採
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表2　竪穴住居跡一覧表

番号 位 置 主軸方向 平面形
規模 （m ）

長軸 ×短軸

壁 ＿高

（cm ）
床面

内　 部　 施　 設 炉

竃
主 な 出 土 遺 物

備　 考

（重複 関係　 旧→ 新）
時　 代

壁溝 主柱穴 貯蔵穴 ピット入　 口

1 V 51e 9 N －8 0 －W 方　 形 5．23 ×5 ．21 27 平坦 － 4 1 13 1 炉 1 土師器片，灰粕陶器 本跡→SE l 4 世紀前半

2 V 51C 5 N －7 0 －E 方　 形 4．00 ×3 ．85 35～44 平坦 全周
－ － － 1 竜 1 土師器片，須恵器片 8世紀後葉以前

3 V 51C．1 N －5 0 －W 方　 形 4 ．90 ×4 ．80 22～32 平坦 ほぼ全周 4 － 3 －
竃 1 土師器片，須恵器片，灰軸陶器片，瓦片 8 世紀 中葉

4 V 51g2 N －3 0°－W 〔長方形〕 4．2 6×（3 ．70） 30～42 平坦 〔全周〕 2 － 2 －
竃 1 土師器片，須恵器片 8 世紀前葉

5 V 51a2 N －390 －W 長方形 4 ．55 ×4 ．05 18 平坦 － － 1 － － － 土師器片，土製品 本跡→SD 2 4 世紀前半

6 U 50 e7 N －100 r w 方　 形 4 ．41 ×4．15 18～29 平坦 － 1 － 1 － 竃 1 土師器片，須恵器片，石器，瓦片 瞞 朋 ～9恍前葉

7 U 50 e5 N － 4 0・－E 長方形 5 ．75 ×5．10 27 平坦
－ 4 － 4 1 竃 1 土師器片，須恵器片，鉄製品，石製品 本跡→SD 3 ・SD lO 8 世紀後菓

8 U 51il N －490 －W 方　 形 4 ．30 ×4．17 24 平坦
－ 4 1 － －

炉 1 土師器片 本跡→SB l 4 世紀代

9 U 50b 2 N －770 －E 方　 形 2 ．27 ×2．2 1 15 平坦
－ － － － －

竃 1 土師器片，須恵器片 9 世紀以降

10 U 50d 2 N － 7 0 －W （静 長方形） 3 ．45 ×〔1．62〕 10 平坦
－ － － － － －

土師器片，須恵器片 9 世紀前葉

11 V 50g 6 N －340 －W 方　 形 4 ．30 ×4．25 10 平坦 － 2 1 － － 炉 1 土師器片，鉄淳 本跡→SD l ，SK 21 4 世紀前半

12 U 50h 5 N － 3 0 －W 〔方形〕 4 ．05 ×（3．90） 14 平坦 － 2 － － 1 － 土師器片，須恵器片，鉄製品 本跡→SD l 膵耕葉～9世甜菜

13 U 49c l N － 7 0 －W 長方形 ．3 ．45 ×3．00 25 平坦 － － － － － 竃 1 土師器片，須恵器片，石器 9 世紀後菓

15 U 49d 8 N － 5 0 －W 〔長方形〕 4 ．22 ×〔3．55〕 32～42 平坦 半周
－ － － 1 竃 1 土師器片，須恵器片，鉄製品，瓦片 本跡→SE 8 9 世紀中葉

16 U 49h 9 N －3 0 －E （方形・長方形） 5 ．50 ×（5．30） 36～50 平坦 〔全周〕 4 － － 1 竃 1 土幡片，須恵器片，灰舶断 ，土製品，蛸品 本跡→SK15・16・17・22・13日33，SD l 膵酎薫～9世舶葉

17 U 49 i8 N －140－E 方　 形 4 ．92 ×4 ．52 34一一52 平坦 全周
－ － 3 1 竃 1 土師器片，須恵器片，土製品，瓦片 SI114→本跡→SK20・56，第25号墓墳 9 世紀前葉

18 U 49 j9 N －820 －W 方　 形 4 ．92 ×4 ．52 43 平坦 － － － － － －
昭文土器片，土師器片，一須恵器片 SK 127→本跡→SK 4・5・9 ・18・60・61 時期不明

19 V 50a 5 N －0 0 長方形 3．75 ×3 ．18 14～18 平坦 ほぼ全周 － － 1 － 竃 1 土師器片，須恵器片，鉄製品，瓦片 本跡→S D 9 畠世紀後葉

20 V 50 j5 N －4 0 －E 〔方形〕 〔お01 ×2 ・90〕 16～20 平坦 － 4 － 1 1 竃 1 土師器片，須恵器片，鉄製品 本跡→SK 77 9 世紀前葉

21 V 49C 7 N －5 0 －W 方　 形 3．38 ×3 ．28 22 平坦
－ － － － － － 土師器片，須恵器片 本跡→SK 134→SI29 平安時代

22 T 46e7 N －270 －W （細 長柵） 〔2．17 ×1 ．05〕 12～21 平坦
－ － － － － －

土師器片，須恵器片 本跡→SI43 8世紀中葉以前

23 V 50C4 N －400 －W 方　 形 5．28 ×4 ．85 8 平坦
－ － － － －

炉 1 土師器片，須恵器片 本跡→SK 7 ・96 4 世紀代

24 V 49cO N －290 －W 長方形 6．00 ×5 ．31 43 平坦 － 3 1 9 －
炉 1 土師器片，須恵器片 本跡→SKll・12・19・23・24・85・129，SD24，SE7 4 世紀前半

25 U 49h7 N －0 0 方　 形 5．92 ×5 ．78 28～52
平由

全周 4 － 3 1 竃 1 土師器片，須恵器片，鉄製品 本跡→SK 48 ・54，SD 6 8 世紀中葉～後葉

26 U 48 b6 N － 1 0 －W 長方形 3 ．71 ×2．87 29 平坦
－ － － － －

竃 1 土師器片，須恵器片瀬 粕陶器片 8 世紀前葉

27 U 49 b6 N －100 －E 方　 形 3 ．41 ×3．25 14～30 平坦 半周 1 － － 1 竃 1 土師器片，須恵器片 8 世紀前葉

28 U 49 a6 N － 6 0 －E 方　 形 3 ．60 ×3．43 28 平坦 半周
－ －

－4 1 竃 1 土師器片，須恵器片 8 世紀前葉以前

29 V 49 C7 N － 7 0 －W 方　 形 3 ．42 ×3．32 28－r33 平坦 半周
－ － － － －

土師器片，須恵器片，瓦片 S I21・S K 134→本跡 平安時代

30 U 49b 5 N － 5 0 －W 長方形 3 ．70 ×3．04 4 ～12 平坦 － － － 1 －
竃 1 土師器片，須恵器片 8 世紀中葉

31 U 49e 5 N －880－E 方　 形 3 ．72 ×3‾．43 20～28 平坦 － － － － － 竃 1 土師器片，須恵器片，灰軸陶器片 8 世紀前葉以前

32 U 49h 3 N －4 0－E 肺 長方形］ 4 ．23 ×［3 ．34］ 28 ～34 平坦 半周
－ － － 1 － 土師器片，須恵器片，砥石，鉄製品 本跡→SD 6 ，SK 59・121・122 8 世紀中葉

33 U 49 i2 N － 10 －W 方　 形 5 ．50 ×5 ．30 24 ～40 平坦 半周
－ － － －

竃 1 土師器片，須恵器片 本跡→S K 130，S D 5 ・6 8 世紀復業

36 T 49 j2 N －3 0 －E 方 ‘形 3 ．10 ×2 ．84 10～16 平坦
－ 2 － 1 1 竃 1 土師器片，須恵器片，鉄製品 8 世紀中葉

37 U 49f 6 N －2 0 －W
方　 形

3 ．42 ×3 ．27 18～28 平坦 － 2 － － －
竃 1 土師器片，須恵器片，鉄製品，銅製品 8世紀前葉～中葉

39 U 49d 7 N －3 0 －W 方　 形 5．55 ×5 ．08 26 平坦 － － 1 － － － 土師器片，須恵器片，陶器 本跡→S D 7 5 世紀前葉

40 T 47 il・N －2 0 －E 長方形 3．42 ×2 ．90 12～17 平坦 － － － － － 竃 1 土師器片，須恵器片，鉄製品 本跡→ 第28号墓境 平安時代

41 T 46j9 N －880 －E 長方形 〔3．46〕×2 ．73 17～24 平坦
－ － － － － －

土師器片，須恵器片，既製品 9世紀前葉以前

42 U 46cO N ．－6 0 －E 方　 形 4 ．50 ×4 ．30 8 ～26 平坦
－ － － － －

竃 1 土師器片，須恵器片

SI22→本跡

SI46→本跡

8 世紀 中葉

43 T 46 e7 N －870 －W （方腋 柵） 4 ．07 ×（1 ．66） 27～31 平坦
－ － － 1 1 －

土師器片，須恵器片 8世紀前葉～中葉

44 T 46g 7 N － 2 0 －W
吏 ・形

5 ．04 ×5．0 1 35 平坦 全周 4 － － －
竃 1 土師器片，須恵器片 8世紀後菓以前

45 T 46 i7 N － 4 0 －E 方　 形 3 ．70 ×3．55 32～50 平坦 － － － － 1 竃 1 土師器片，須恵器片，灰粕陶器片 8 世紀中葉

46 U 46a 7 N －210 －E 長方形 3 ．60 ×3．20 22～28 平坦 一部
－ － － 1 竃 1 土師器片，須恵器片，鉄製品 本跡→SI45 －

本跡→SI50

8 世紀前葉

47 U 46a 7 N －900－W 長方形 3 ．30 ×2．85 24～40 平坦
－ － － － － －

土師器片，須恵器片 時期不明

48 T 46h 5 N －150－E 長方形 4 ．36 ×3．36 32～36 平坦 全周
－ － 1 1 竃 1 土師器片，須恵器片，土製晶，砥石 8 世紀前葉

49 T 46h 4 N －8 0－E 長方形 5 ．52 ×4 ．35 10～17 平坦 竃 1 土師器片，須恵器片 9 世紀前葉
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番号 位 置 主軸方向 平面形
規模 （m ）

長軸 ×短軸

壁　 高

（cm）
床面

内　 部　 施　 設 炉

°
竃

主 な 出 土 遺 物
備　 草

（重複 関係　 旧→ 新）
時　 代

壁溝 主柱穴貯蔵穴 ピット入　 口

50 T 46 h4 N －250 －E 長方形 2 ．42 ×2．18 22～24 平坦
－ － － － －

竃 1 土師器片，須恵器片 S I49→本跡 9 世紀中葉

51 U 46b 9 N － 3 0 －W 方　 形 3 ．30 ×3．05 10 ～21 平坦 － － － － －
竃 1 土師器片，須恵器片 本跡→ 第29号墓境 平安時代初頭

52 T 46 j5 N － 3 0 －E 方　 形 3 ．59 ×3．58 40～47 平坦 － － － － 1 竃 1 土師器片，須恵器片 8 世紀中葉

53 U 46 b4 N －350 －E 長方形 8 ．90 ×7．80 35 平坦 － 4 1 17 － 炉 1 土師器片，須恵器片 4 世紀前半

54 T 46 jl N －720 －W 方　 形 3 ．95 ×3 ．75 15～ 25 平均
－ － － 1 － － 土師器片 4 世紀代

5．6 T 45 b8 N －110 －E 長方形 2 ．92 ×2．45 16～ 24 平坦
－ － － － － －

土師器片，須恵器片 SI95→本跡→S I96 9 世紀中葉

58 U 46 a3 N －100 －E 方　 形 3 ．40 ×3 ．24 32～ 42 平坦 － － － 2 1 竃 1 土師器片，須恵器片，鉄製品 8 世紀前葉

59 T 46 f2 N － 1 0 －W 〔方形．〕 3 ．56 ×（1．60） 30～ 35 平坦 〔全周〕
－ － － 1 －

土師器片，嶺恵器片 時期不明

60 T 46g 2 N －500 －E 〔方形〕 〔4 ・．38〕×4 ．35 17～ 22 平坦 － － － － －
炉 1 土師器片 4 世紀前半

61 T 47h 6 N －120 －E 方　 形 2 ．67 ×2 ．60 16～ 24 平坦
－ － － － － 竃 1 土師器片 9 世紀中葉

62 U 49g 9 N －360 －W （方形戯形） （2 ．06）×3 ．38 10 ・平坦
－ － 1 － － － 土師器片 本跡→S D 6 4 世紀前半

63 T 46 i2 N － 4 0 －W 長方形 5 ．55 ×4 ．29 13～ 33 平坦
－ － － 2 1 竃 1 土師器片，須恵器片，灰粕陶器片，鉄製品 9 世紀中葉

65 U 46 C2 N － 3 0 －E 長方形 3 ．50 ×2 ．．73 36 平坦
－ － － － －

竃 1 土師器片，須恵器片 9世紀前葉～中葉

66 T 45g 9 N －100 －E 長方形 3 ．68 ×3 ．21 44へ′50 平坦 全周 － － 3 －
竃 1 土師器片，須恵器片 SI67→本跡 9 世紀中葉

67 T 45h 9 N － 0 0 長方形 3 ．64 ×3 ．11 38～ 50 平坦 ほぼ全周 － － － －
竃 1 土師器片，須恵器片，鉄製品 本跡→S I66 9 世紀中葉以前

68 U 45 j9 N － 1 0 －W 方　 形 3 ．13 ×2 ．97 35 平坦 ほぼ全周 － － － 1 竃 1 土師器片，須恵器片，砥石 8 世紀前葉

69 U 45b 7 N － 1 0 －E 方　 形 4 ．84 ×4 ．82 12 平坦
－ － － － － － － 本跡→S I76，S K 431 8 世紀前葉以前

70 U 45b 9 N － 0 0 方　 形 2 ．43×2 ．32 20 平坦
－ － － － －

炉 1 土師器片，須恵器片 SK 433→本跡→S K 380・428 時期不明

71 T 45 f8 N －110－ E 〔長方形〕 3 ．70 ×（3 ．32） 24 平坦 全周
－ － － － －

土師器片，須恵器片，土製紡錘車 SI72→本跡 8 世紀中葉

72 T 45g 7 N － 1 0－W 長方形 4 ．14 ×3 ．52 30～ 42 平坦 〔全周〕
－ － － － －

土師器精 須恵器片，瓦片 本跡→SI71 8 世紀前葉

73 T 45h 7 N －170－ E 長方形 3 ．73×3 ．19 32～ 35 平坦 〔全周〕 － － － －
竃 1 土師器片，須恵器片 本跡→S D 19・SB 13 9世紀中要以前

74 T 45 j7 N － 5 0－W 長方形 4 ．12×3 ．60 20～ 24 平坦 半周 － － － －
竃 1 土細 片，須恵器片，土製支脚，瓦片 SK 432→本跡 9 世紀前葉

75 T 43h O N －650－ E 〔長方形〕 （6 ．00 ×4 ．88） 24 平坦
－ － － － － － －

本跡→SI90 時期不明

76 U 45b 7 N － 1 0－rE 方　 形 5．83 ×5 ．61 36～ 45 平坦 〔全周〕 4 － － 1 竃 1 土師器片，須恵器片，鉄製品，石製晶 SI69→本跡→SK 431 8 世紀前葉

77 T 45h 5 N －240 － E 長方形 4．85 ×4 ．03 40～49 平坦 全周
－ － － 2 竃 1 土師器片，須恵器片，土製品，鉄製畠 本跡→SD l伊→SK420～424・435 9世紀前葉～中葉

80 U 45a 2 N － 3 0 －W 〔長方形〕 〔3．40 ×2 ．96〕 7 ～ 10 平坦 － － － － － －
土師器片，頚 恵器片 ． 本跡→SI81 時期不 明

81 U 45a 3 N － 3 0 －W 〔方形〕 3．98 ×3 ．87 12～ 17 平坦 － 4 － 7 －
炉 1 土師器片，須恵器片，鉄製品 SI80→本跡→SK 341・356～358・366 時期不 明

82 U 45b l N － 5 0 －W （静 長方形） 3．28 ×（1 ．02） 18～ 21 平坦 ［全周］ － － 2 － － 土師器片，石器 時期不 明

83 U 45b2 N －780 －W 脾 長方形］ 2．88 ×（1 ．24） 10 ・平坦
－ － － － － － 須恵器片 時期不 明

84 T 44f8 N － 3 0 －W 防掛長方形］ 5．04 ×（2 ．85） 19～21 平坦 〔全周〕 2 － － 1 －
土師器片 時期不明

85 T 44 f4 N －870 － E ［経由形］ 3」55 ×1 ．11 13～ 16 平坦
－ － － － － －

土師器片，須恵器片 本跡→SI86 時期不明

86 T 44 f5 N － 9 0 － E 肺 長方形］ 5．00 ×（2．02） 30～35 平坦 〔全周〕
－ － － 1 －

須恵器片 SI85→ 本跡 9 世紀 中葉

87 T 44 h5 N －160 － E 方　 形 4 ．45 ×4．40 15～ 18 平坦 ほぼ全周 － － － 1 竃 1 土師器片，須恵器片，土製品，鉄製品 沌離葉～9楓前葉

88 T 44 g3 N － 4 0 － E 〔方形〕 〔5．37 ×5．28〕 40～46 平坦 全周 4 － 6 1 竃 1 土師器片，須恵器片，土製品，鉄鎌，砥石 9 世紀前葉

90 T 43 hO N － 5 0 －W 〔長方形〕 （4 ．00）×3．70 20⊥28 平坦
－ － － － － －

土師器片，須恵器片 SI75→ 本跡 時期不明

91 T 43 g7 N －910 －E 長方形 〔3 ．80 ×3．27〕 35 平坦
－ － － 1 －

竃 1 土師器片，須恵器片，鉄製品 本跡→SK 303 9 世紀中葉

92 T 46 d7 N －820 －E ［静長方形］〔6．80〕×（1」42） 14～25 平坦 － － － － － －
土師器片 4 世紀前半

93 T 46b 6 N － 8 0 －E 防掛長方形］ 4 ．82 ×（1．44） 12 平坦 〔全周〕 － － － 1 －
土師器片，須恵器片

本跡→SI56－＋SI96

時期不明

94 T 45 aO N －170 －E 〔長方形〕 3 ．75 ×〔3．16〕 20 平坦
－ － － － 1 竃 1 土師器片，須恵器片 8 世紀後葉

95 T 45 C8 N －740 －E 肺 長加 5 ．35 ×（4 ．20） 10 平坦
－ － － 3 － － 土師器片 4 世紀前半

96 T 45b 8 N － 5 0 －W 方　 形 4 ．02 ×3・．87 45 平坦 全周
－ － － 1 竃 1 土師器片，須恵器片 S I95→ SI56→本跡 8 世紀前葉

97 S 45 j5 N － 3 0 －E 有 形 3 ．22 ×3 ．03 25～ 36 平坦 ほぼ全局
－ － － －

‘竃 1 土師器片，須恵器片，鉄舷，瓦片 本跡→ SK 326

SIlOO→本跡→S K 318

8 世紀前葉

98 T 45a 5 N － 2 0 －W 方　 形 5 ．11 ×5 ．06 34 平坦 全周 4 － 2 1 竃 1 土師器片，須恵器片 8 世紀中葉

99 T 45C 4 ．N －100－ E 〔方形〕 （3 ．65）×3 ．45 18 平坦 － － － 1 －
竃 2 土 師器片，須恵器片 9 世紀中葉

100 T 45C 4 N －900－ E ［静 長方形］ 5 ．80 ×（3 ．35） 20 平坦 一部 2 － － － － 土師器片，須恵器片 本跡→S I99，SK 318p 9 世紀中葉

102 T 44d 7 N － 7 0－ E 防掛長方形］ 5 ．40 ×（2 ．32） 32～ 38 平坦 〔全周〕 2 竃 1 土師器片，須恵器片，瓦片 9 世紀前葉
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番号 位 置 主軸方向 平面形
規模 （m ）

長軸 ×短軸

壁　 高

（cm）
床面

内　 部　 施　 設・ 炉

°
竃

主 な 出 土 遺 物 ．
備　　 考

（重複 関係　 旧→ 新）
時　 代

壁溝 主柱穴 貯蔵穴 ピット入　 口

103 S 44 f3 N － 8 0 －E 方　 形 3 ．27 ×3．19 36～52 平坦 ほぼ全周
－ － － －

竃 1 土師器片，須恵器片，鉄製品，瓦片 S B 6 →本跡 9 世紀中葉

104 S 43 j7 N － 1 0 －W 方　 形 ・4 ．23 ×4 ．12 20～26 平坦
－ － － － －

竃 1
－

SK289．本跡→SIlO5「SB 9 ，SD22 9 世紀中葉以前

105 T 43 a7 N －930 －E 防掛長方勅 2 ．90 ×（2．37） 8 ～25 平坦
－ － － － －

竜 1 土師器片，須恵器片 SK289→SIlO4→本跡→SD22・SB 9 9 世紀中葉

106 S 43d 8 N －750 －W 防掛長方形］ 3 ．14 ×（1．37） 58 平坦 － － － － － －
土師器片，須恵器片 SB 4 →本跡→S E 13 時期不明

107 S 43 C6 N －980 －E ［細 長珊 〔3 ．85 ×1．36〕 44 平坦 〔全周〕 － － － － － 土師器片，須恵器片，土製晶 時期不明

108 S 43e 5 N － 3 0 －W ［長方形］ 3 ．36 ×（2 ．70） 16～26 平坦
－ － － － － 竃 1 土師器片，須恵器片，土製晶，鉄製品 本跡→S B 4 8 世紀前葉

109 S 43 i5 N －940 －E 肪掛長柵］ 4 ．89 ×〔3 ．73〕 28 平坦 〔全周〕
－ － － －

竃 1 土師器片，須恵器片 本跡→SK294 ・295，SD 22，SB g 9 世紀前葉

．110 T 43a 4 N －270－W 長方形 6 ．20 ×5 ．38 28 平坦 一部 3 1 1 －
炉 1 土師器片 本跡→S K 290，S B 8 ・9 4 世紀前半

111 S 43 f4 N － 9 0 －E 肪掛長方形］ 3 ．65 ×〔2 ．48〕 24～ 34 平坦 〔全周〕 2 － － 1 竃 1 土師器片，須恵器片，砥石，瓦片 本跡→S K 293 8 世紀後菓

112 S 43h 3 N － 5 0－ E 防掛長方形］ 6 ．15 ×（3 ．95） 30～ 49 平坦 〔全周〕 2 － － 1 竃 1 ‘土師器片，須恵器片，灰粕陶器片，瓦片 SK 296 ・417→本跡 8世紀中葉以前

113 T 45h 3 N － 6 0－ E 長方料
3 ．50 ×3 ．16 27～ 36 平坦 － － － － 1 竃 1 土師器片，須恵器片，灰粕陶器片，砥石 8 世紀前葉

114 U 49 i8 N －170－W ［方形］ （4 ．54）×4 ．51 10～ 14 平坦
－ － － － － － 土師器片 本跡→SI17→ SK 20 時期不明

115 ・ T 43a O N －r4 0－ E ［細 長柵］ 4 ．64 ×（3 ．24）－46～ 54 平坦 〔全周〕
－ － － 1 －

土師器片，須恵器片，土製晶 本跡→SD 22 8 世紀後菓

表3　方形竪穴遺構一覧表

番号 位 置 主軸方向 平面形
規模 （m ）

長軸 ×短軸

壁　 高

（cm ）
壁面 床面

内　 部　 施　 設 炉

°
竃

覆土 主 な 出 土 遺 物
備　　 考

（旧遺構番号），重複関係壁溝 主柱穴 ピット入　 口

1 V 50 a3 N －7 0 －W 長方形 3 ．45 ×3．00 25 外傾 平坦
－ － 1 － －

人為 土師断，舶断，帖片，瓦配酎瀾 帖片 （SI14）14世紀後葉

2 U 48 e8 N －870 －W 方　 形 1．86 ×1．78 14 外傾 平坦
－ － － －

炉 1 人為 土師器片，須恵器片，炉壁片，羽口片，鉄淳 （SI35）中世

3 T 49 g9 N －0 0 長方形 2 ．26 ×1．90 16 外傾 平坦
－ － 5 1 －

人為 鋳型片，炉壁片，羽口片，鉄製品 （SI55）中世

4 U 45 bl N － 3 0 －E 長方形 3．47 ×（3．11） 6 外傾 平坦 一部 2 2 －
炉 1 人為 陶器片 （SI78）中世

5 U 49 e3 N － 3 0 －W 長方形 3 ．35 ×2．67 4 ～ 9 外傾 平坦 － 2 － － － 人為 土師器片，陶器片，瓦質土器片 （SI34）時期不明

6 T 46 j3 N － 4 0 －W 長方形 2 ．94 ×2．51 16～20 外傾 平坦 － 3 － － － 自然 土師器，須恵器，陶器 （SI57）SK 156→本跡，時期不明

7 T 45 i3 N － 0 0 方　 形 3 ．15 ×3．10 8 ～16 外傾 平坦
－ 3 5 － － 人為 土師器片，粘土塊 （SI79）本跡→SK 162・168・302，時期不明

8 T 43g O N － 4 0 －E 方　 形 3 ．94 ×3．91 13～20 垂直 平坦
－ 4 － － －

人為 土師器片，須恵器片 （SI89）時期不 明

9 T 44d 2 N － 3 0 －E 〔方形〕 〔2 ．60〕×2 ．40 60 垂直 平坦
－ － － － －

人為 土師器片，須恵器片，鉄淳 （SIlOl）時期不明

10 U 49 fl N － 0 0 ［静 長方形］ 2 ．26 ×1．84 18 外傾 平過 － － － － －
人為 炉壁片，鉄津，炉内溶解物，白色津 （SS27）SH ll→本跡，中世

11 U 49f l N －850 －E 防掛長欄 2 ．74 ×1．10 17 外傾 平坦 － － － － － 人為 炉壁片，鉄噂，炉内溶解物，白色浮 （SS28）本跡→S H lO・14，中世

12 U 48e O N －900 －E ［静 長方形］ 2 ．22 ×2 ．00 32 外傾 平坦
－ － － － －

人為 炉壁片，鉄津，炉内溶解物，白色浮 （SS29）本跡→SH 13，中世

13 U 48f O N －870－E 肺 長方形］ 1 ．90 ×1．32 35 外傾 平坦
－ － － － －

人為 炉壁片，鉄津，炉内溶解物，白色淳 （SS30），SH 12→本跡→S H 14 ・15，中世

14 U 48f O N －100－E 防掛長方形］ 1 ．84 ×1 ．66 35 垂直 平坦
－ － － － －

人為 炉壁片，鉄辞，炉内溶解物，白色淳 （SS31）SH 13→本跡→S H 15，中世

15 U 48fO N －0 0 肺 長方形］ 2 ．20 ×1 ．22 ．16 外傾 平坦
－ － － － －

人為 炉壁片，鉄津，炉内溶解物，白色津 （SS32）g H 13・14→本跡→SH 16，中世

16 U 48f9 N －0 0 肺 長方形］ 2．10 ×2 ．08 18 外傾 平坦 － － － － － 人為 炉壁片，鉄淳，炉内溶解物，白色津 （SS33）SH 15 ・18→本跡，中世

17 U 48f9 N －0 0 肺 長方形］ 1．60 ×1 ．60 38 外傾 平坦 － － － － － 人為 炉壁片，鉄津，炉内溶解物，白色津 （S S34）S由 8→本跡 ，中世

18 U 48f9 N －0 0 肺 長方形］ （1．84 ×0 ．48） 24 外傾 平坦
－ － － － － 人為 炉壁片，鉄津，炉内溶解物，白色淳 （S S35）SH 16 ・17→本跡，中世

表4　掘立柱建物跡一覧表

番号 位 置 桁行方向

規　　　　　　 模 柱　　　　　　 穴

主　 な　 遺 物
遺　 構　 番　 号

新 旧関係 （古→新）
時　 代

桁×梁 規　 模 桁行柱間 梁間柱間 面　 積 構造 柱　 穴 平　 面　 形
長径
（軸）

短軸
（軸）

深・さ

1 U 50g O N －210 －W 3 ×2 5．85×4．55 1．90～2．06 2．21～2．34 26．62 側柱 10 円形・楕 円形 43～70 35～69 14～41 土師器片，須恵器片 SI 8 →本跡→S K 6 ・8 相舶葉～9醜前葉

2 U 50g 8 N － 2 0 －E （1）×2 4．75×3．90 ～4．75 1．80～2．10 18．72 側柱 （6 ） 円形・楕 円形 36～48 34～45 16～36 －
時期不明

3 U 50 i3 N －880 －E 5 ×2 7．22×3．50 2．45～2．55 3．15～3．25 26．3 総柱 27 円形，楕 円形 24～42 20～72 10～60 －
SI20・SKl13・114・SD 9・SX l→本跡 中世

4 S 43d 5 N －860 －W 5 ×3 12．00×5．80 2．20～2．55 1．81～2．05 69．6 側柱 16 隅丸方形，隅丸長方形130～185108～13878～111 土師器片，須恵器片，弥生土器片，砥石 SIlO6・108→本跡 8欄前葉～柑獅葉

5 ＿ T 45a 2 N － 3 0 －E 3 ×3 7．50×5．42 2．30～2．70 1．70～1．84 40．65 側柱 12 長方形，不整形 126～14085～123 52～71 須恵器片 8世別業～9楓前葉
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番号 位 置 桁行方向

規　　　　　　 模 柱　　　　　　 穴

主　 な　 遺 物
遺　 構　 番　 号

新旧関係 （古→ 新）
時　 代

桁×梁 規　 模 桁行柱間 梁間柱間 面　 積 構造 柱　 穴 平　 面　 形
長径
（軸）

短軸
（軸） 深　 さ

6 S 44 fl N －860 －W 5×（2）12．60X（6．醐 2．28～2．52 3．20～3．40 （85．68）側柱 （9 ） 隅丸長方形 122～15398～120 70～94 土師器片，須恵器片 SIlO3，第1号円形周猷 遺構→本跡 9世紀中葉以前

7 T 43 C5 N －890 －W 5×（2）12．5X（周 2．23～2．77 1．97～2．05 （50．25）側柱 （9 ） 長方形，方形，不整形 102～18380～152 54～80 土師器片，須恵器片，陶器片 SB 8→ 本跡 9世紀前葉以前

8 T 43 b5 N －850 －W 5 ×2 10．54X5．65 1湖～2．28 2湖～3．16 59．55 側柱 14 隅丸方形瀾丸長方粗相形112～177102～14983～108 土師器片，須恵器片 SIllO．SB 9→本跡→SB 7 9世紀前葉以前

9 T 43 a5 N －890 －E 5 ×3 10．80x5．71 2．03～2．29 1．60～2．20 61．67 側柱 16 軌方形瀾九長方形，不整形110～15890～145 47～80 土師器片，須恵器片 SIl… 5朝 SB8調327→棚→SD22 9世紀前葉以降

10 S 44 i4 N －860 －W 3 ×3 6．50×4．70 1朋～2．02 1．50～1．70 30．55 側柱 12 軌方形渦円形，軌長方形86～98 65～96 46～75 土師器片，須恵器，鉄製品 本跡→SD22，SB ll新旧不明 9 世紀以前

11 T 44 a5 N － 7 0 －E 2 ×1 3．60×1．91 1．73～1．87 1．90～1．95 6．88 （稔柱） 6 隅丸方形，隅丸長方形 66～68 58～74 31～37 土師器片 本跡→SD 22 平安時代

12 T 44g 8 N －890 －E 3 ×1 6．54X4．40 2．10～2．32 4．33～4．55 28．78 側柱 8 円形，楕円形 47～60 44～55 19～33 －
本跡→SD 19 平安時代

13 T 45h 6 N －880 －W 3×（2）6．78×4．73 2．20～2．40 2 ．40～ （32．07）側柱 （8 ） 円形，楕円形 56～75 54～6649～50 －
SI73，SD19．本跡，SI77新旧不明 9 世紀中葉以前

表5　溝跡一覧表

番号 位　　 置 方　　 向 断面形

規　　　　　　 模

壁　　 面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物 備　　　 考

長　 さ 上　　 幅 下　　 幅 深　 さ

1 U 49g 9 ～V 50C 8 N －850－E 逆台形 55．25 1 ．52～1 ．97 0 ．82～1．42 46～55 外傾 平坦 人為 ・須恵器，灰粕陶器，炉壁，砥石 SIll・12・16，SX l ・2，SD 9→本跡

2 U 51g 3 ～V 51h 4 N －120－W 逆台形 ・42．00 0 ．．35～0 ．80 0 ．10～0．40 17～20 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器，炉壁，鉄淳 SI 5→ 本跡

3 U 50b 8 ～U 50e 2 N －610 －E 逆台形 27．02 0．46～0 ．87 0 ．25～0．51 15～33 ．．外傾 平坦 自然 須恵器，陶器，炉壁，椀状津，砥石 8D 9 →本跡→S D lO

4 V 51 iO ～V 52g 8 N －850 －E 逆台形 37．68 0．31～1 ．24 0 ．：18～1．12 22～25 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器，炉壁，鉄淳，瓦

5 U 48 iO ～U 49 fO N －430 －E 逆台形 44．68 0．76～1 ．42 0 ．34～0．92 25～50 緩斜 平坦 人為 陶器，炉壁，鉄津，砥石，瓦 SI33・62→本跡→S D 6

6 U 48 iO ～U 49f O N －430 －E 逆台形 49．54 0．72～1 ．44 0 ．34～0．98 50～58 外傾 平坦 人為 須恵器，陶器，磁器，炉壁滴 口 S I25・32 ・33 ・62，S D 5→本跡

7 U 48d 4 ～U 50a 3 N －1120－W 逆台形 （82．46） 1．44～2 ．50 0 ．41～0．92 91～150 外傾 平坦 人為 陶器，炉壁，鋳型，羽口，鉄鍋，鉄洋 S I39，S D 12→ 本跡

8 V 53 i9 ～W 53a 8 N －300 －E 逆台形 8 ．75 0．88～1 ．04 0 ．63～0 ．82 24 外傾 平坦 自然 土師器，陶器，炉壁，鉄津 ．

9 U 50a 5 ～U 50e 5 N －150 －W U 字形 44 ．1 0．70～0 ．98 0 ．08～0 ．52 33～39 外傾 皿痍 自然 土師器，須恵器，陶器 S I19→本跡→SD l

10 U 50d 6 ～U 50e 2 N －750 －E 逆台形 17．07 0．45～0．85 0 ．45～0 ．61 13～37 外傾 平坦 自然 土師器，須恵器，陶器，土製品 S I7 ，S D 3 ・9 →本跡

11 T 48g4 ～T 48g 8 N －890 －・E 逆台形 （16．45） 0．44～0．94 0 ．33～0 ．．64 29～34 外傾 平坦 人為 須恵器，灰粕陶器，炉壁，鋳型，鉄津 S D 12→ 本跡

12 T 49g 8 ～U 48C 8 N －3 0 －W 逆台形 25．62 1．53～1．94 0 ．52～0 ．83 95～102 外傾 ∴平坦 人為 須恵器，磁器，鋳型，鉄津，砥石 本跡→SD 7 ・11

13A U 47d 5 ～ U 47C 6 N －580 －W 逆台形 6 ．95 0．39～0．58 0 ．27～0 ．40 20 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器，炉壁，鉄浮，羽口 本跡→SD 13 B

13 B U 47e 6 ～ U 47C 6 N －210 －，E 逆台形 7 ．95 0．48～0．97 0 ．33～0 ．80 30 外傾 平坦 人為
－

S D 13A 十本跡

14 T 47e5 ～ U 47g3 N －130 －E 逆台形 49 ．50 1．08～1．48 0 ．58～0 ．98 48 ～60
外傾 平坦 自然 縄文土器，炉壁，鋳型，鉄津 S E 9 →本跡→S E lO

15 U 47b3 ～ U 47g2 N －150 －E U 字形 23 ．05 2．36～2．52 0 ．14～0 ．38 92 緩斜 皿状 人為 土師質土器，炉壁，瓦，羽口

16 T 46 i9 ～ T 47 jl N －580 －W U 字形 9 ．60 0 ．36～1．14 0 ．27～0 ．42 18～30 媛斜 皿状 人為 土師器，須恵器，陶器 SI41・SX 4 → 本跡

17 T 44 j8 ～ T 44g8 N ．－100 －E U 字形 11 ．80 0 ．50～0．78 0 ．30～0 ．60 10～20 緩斜 皿状 自然 土師器，須恵器 本跡→S D 19

19 T 44 g8 ～T 46il N －870 －E U 字形 51 ．70 0 ．72～1．20 0 ．24 ～0 ．54 23～42 緩斜 皿状 自然 土師器，須恵器，炉壁 ，鉄淳 SI73・77，SB13，SI）17・20－本跡→Pr2

20 T 45 i8 ～U 45C8 N － 7 0 －E U 字形 17 ．50 0 ．62～0．92 0 ．21～0 ．48 20 壕斜 皿状 自然 土師器，須恵器，土製晶 SI68→本跡→S D 19

21 T 43 C8 ～T 44 C3 N －850 －‾E U 字形 26 ．00 0 ．29～0．60 0 ．21～0 ．47 8 ～19 綬斜 平坦 自然 土師器，炉壁，磁器

22 S 43 j3 ～T 44 a8 N －900 －E U 字形 61 ．34 1 ．64～2．52 0 ．34 ～0 ．74 89～94 緩斜 皿状 人為 土師器，須恵器，陶器 SIlO4・105・109・115，SBg～11→本跡→Prl

24 V 49 cO ～V 50 cl N －900 －E 逆台形 4．12 0 ．64～0．82 0 ．50～0 ．68 30 外傾 平坦 人為 土 師器，須恵器，礫 SI24→本跡→S E 7 ，S K 12

表6　土坑一覧表

番号 位　　 置 長 径 方 向 平 面 形

規　　　　　 模

壁面 底面 覆土 主　 な．出　土　 遺　物
備　　 考

遺構番号・新旧関係（古→新）長径（軸）×短径（軸） 深　 さ

　2 U 50f9 N －00 円形 0．95　×　0．95 20 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片，礫

3 U 49i9 N －30－W 楕円形 0．79　×　0．70 26～41 外傾 凹凸 人為 土師器片，須恵器片，炉壁片

4 U 49jO N －70－W 円形 0．80　×　0．78 28 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI18→本跡

5 U 49iO N －120－E 円形 0．91 ×　0．84 土師器片，須恵器片 SI18→本跡

6 U 50gO N －750－W 楕円形 0．67　×　0．55 鉄津 本跡→SB l

7 V 50C3 N －330－W 〔楕円形〕 1．28　× 1．08 12 外傾 平坦 自然 土師器片，須恵器片 SI23→本跡
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番号 位　　 置 長 径 方 向 平 面 形

規　　　　　 模

壁面 底面 覆土 主　 な　 出　 土　 遺　 物
備　　 考

遺構番号 ・新1日関係 （古→新）長径 （軸）×短径（軸） 探 ‘さ

8 U 50h O N ‘－110 － E 楕円形 0 ．58　×　0 ．45 16 外傾 平坦 自・然
－

本跡→SB l

9 U 49 j9 N － 1 0 －W 〔方形〕 0 ．62 ×（0 ．52） 37 外嘩 平坦 自然 土師器片，須恵轟片，鉄棒

11 V 49c O N －400 －W 不整楕円形 0 ．36　×　0．45 37 垂直 皿状 自然 SI24→本跡

12 V 49c O － N －140 －W 不整円形 0．31 ×　0．30 48 垂直 皿状 自然 土師器片，須恵器片，炉壁片 SD 24→本跡

15 U 49h 9 N －320 －W 楕円形 0．46　×　0．41 49 垂直 皿状 －
土師器片，礫 SI16→本跡

16 U 49h 9 N －400 －W 隅丸長方形 1．08　×　0．98 ・ 20 外傾 平坦 自然
－

SI16→ 本跡

17 U 49h 9 N －320 －W 楕円形 0．48　×　0．45 50 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片，礫 SI16→ 本跡

‘18 U 49aO N －560 － E 楕円形 0．83　×　0．71 54～ 58 外傾 皿状 人為 土師器片 SI18→本跡

19 V 49cO N －710 － E 不定形 0．46　×　0．38 43 外傾 皿状
－ －

SI2．4→本跡

20 V 49 i7 N －390 －W 円形 1．22　× 1．14 27 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片，鉄津，砥石，炉壁片，礫 SI17→本跡

21 U 50h 6 ． N －590 －E 長方形 0．98　×　0．75 28 外傾 平坦 自然 － SIll→本跡

22 U 49h8 N － 0 0 円形 0．37　×　0 ．37 52 垂直 皿状 人為 土師器片，須恵器片，礫 S I16→本跡

23 U 49dO N －230 －W 楕円形 0．35　×　0 ．30 25 垂直 皿状
－ －

S I24→本跡

24 V 49dO N －260 －W 楕円形 0．57　×　0 ．50 32 垂直 皿状 人為 砥石 S I24→本跡

25　° U 50d9 N －570 －W 楕円形 1．07　×　0 ．94 25 外傾 平坦 人為 土 師器片

26 U 50 f9 N －750 －W 不整楕 円形 0 ．86　×　0 ．47 40 垂直 凹凸 自然
－

27 U 50 f8 N －890 －E 円形 ・ 0 ．97　×　0 ．91 27 外傾 平坦 人為 －

28 U 50 g9 N －520 －W 楕 円形 1．01 ×　0 ．87 28 外傾 平坦 自然
－

29 U 50g 8 N －150 －E 不整楕円形 1．11 ×　0 ．90 13 外傾 凹凸 人為
－

30 U 50 f8 N －710 －E 楕 円形 0 ．75　×　0 ．58 29 外傾 凹凸 自然 －

48 U 49h 6 N －540 －W 円形 0 ．90　×　0 ．85 12 1 外傾 平坦 自然
－

SI25→本跡

54 U 49 i7 N －260－W 楕 円形 0 ．43　×　0 ．37 40 垂直 皿状 自然 土師器片 SI25→本跡

55 U 49 i9 N － 2 0－ E 楕円形 1 ．07　×　0 ．88　° 22 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，礫

56 U 49 i8 N －780－W ．楕円形 0 ．30　×　0 ．24 42 垂直 皿状 人為 土師器片，須恵器片 SI17→本跡

59 U 49h 4 N － 5 0－W 楕円形 2 ．92　× 1 ．45 37 緩斜 皿状 人為 土師器片，石器 SI32，SK 122→本跡

60 U 49 j9 N － 3 0 －W 〔方形〕 0 ．55 ×（0 ．34） 69 外傾 凹凸 自然 土師器片，須恵器片 SI18→ SK 9 →本跡→SK 61

61 U 49 j9 N － 5 0 －W 円形 0 ．53　×　0 ．51 63 垂直 皿状 自然 土師器片，須恵器片，粘土塊 SI18→ SK 9 → SK 60．本跡

62 V 52 fl N － 0 0 円形 1 ．32　× 1 ．31 48 外債 凹凸 人為 土師器片，須恵器片，鉄津，炉壁片 本跡→SK l18

63 V 52 fl N 一°630 － E 不定形 0 ．82　×　0．76 97 垂直 皿状 人為 土師器片

64 V 52f 4 N －400 －W 不整楕円形 1 ．50　× 1．35 63 外傾 平坦 人為 土師器片，礫

65 V 52f 4 N －670 － E 楕円形 1 ．15　× 1．10 90 外傾 凹凸 人為 －

66 V 52d ．1 N －670 － E 不定形 0．80　×　0．47 95 外傾 凹凸 人為
－

SK 66，99→本跡

67 U 50h 8 N －120 －W 円形 0．40　×　0．40 30 垂直 平坦 人為 鉄棒 本跡→SK 68

68 U 50h 8 N －880 －W 〔楕円形〕 0．41 ×〔0．34〕 15 緩斜 皿状 人為 － SK 67→本跡

69 U 50 i8 N －690 －W 楕円形 0．98　×　0 ．65 19 外傾 平坦 人為
－

本跡→SK 120

70 U 50 i8 N －150 －W 円形 0．41 ×　0 ．41 24 外傾 皿状 自然
－

71 U 50 h8 N －470 －W 楕円形 0．39　×　0 ．33 26 外傾 皿状 人為 －

72 U 50g O N －300 －E 楕円形 0 ．98　×　0 ．83 27 外傾 平坦 人為
－

73 U 50g 8 N －310 －E 楕円形 0 ．57　×　0 ．55 36 外傾 皿状 人為
－

・74 U 50h 6 N －120 －E 楕円形 1．95　× 1 ．63 25 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，縄文土盛片，礫

75 U 50h 5 N －800 －W 円形 － 0 ．46　×　0 ．42 15 外傾 平地 自然
－

・77 U 50 j5 N － 2 0 －W 円形 1 ．36　× 1 ．35 16 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，鉄津，礫 SI20→本跡

82 U 50g 7 N －710－ E 楕 円形 0 ．47　×　0 ．32 49 外傾 皿状
－ －

83 U 50g 7 N －330－ E 楕 円形 0 ．21 ×　0 ．19 15 外傾 皿状
－ －

84 U 50g 7 N －890－W 隅丸長方形 0 ．27　×　0 ．23 15 － － － －

85 V 49b 9 N －330－ E 楕円形 1 ．03　×　0 ．90 17 外傾 平坦 自然
－

SI24→本跡

88 U 50g 7 N － 9 0－ E 楕円形 0 ．25　×　0 ．21 10 外傾 平坦 自然
－

89 U 50h 7 N －590 －W 円形 0 ．49　×　0．48 21 緩斜 皿状 － －

90 V 52d l N －340 －W 不定形 0 ．74　×　0．66 4 5 外傾 凹凸 人為
－

91 V 52d l N －870 －W 楕円形 1．05　×　0．78 33 外傾 平坦 人為
－

92 U 51g 3 N －790 － E ・ 長方形 2．30　× 1．05 26 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

93 U 51f 6 N －520 －W 不整楕円形 0．95　×　0．72 77 外傾 凹凸
－ －

94 V 51f4 N －220 －W 楕円形 1．27　× 1．14 15 緩斜 平坦 自然 土師器片

95 V 51C7 N －580 －W 楕円形 1．43　× 1．25 28 緩斜 平坦 人為
－

96 V 50 C3 N －100 －W 〔不整方形〕 0．99 ×（0 ．88） 12 緩斜 平坦 自然
－

SI23→本跡

97 U 51f7 N －560 －W 不定形 1．85　× 1．07 0．7 外傾 平坦 － －
本跡→SK 98

98 U 51 f7 ° N －670 －E 不定形 1．04　×　0 ．59 27 外傾 凹凸
－ －

S K 97十 本跡

99 V 52d l N －630 －E 〔楕円形〕 0 ．46 ×〔0 ．60〕 80 外傾 凹凸 人為 本跡→SK ：66
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番号 位　　 置 長 径方 向 平 面 形

規　　　　　 模

壁面 底面 覆土 主　な　出　 土　遺　物
備　　 考

遺構番号・新旧関係（古→新）長径（軸）×短径（軸） 深　 さ

100 V 52d 2 N －300－W 楕円形 0．33　×　0．28 51 垂直 皿状 人為 －

102 V 50 i8 N －60－E 楕円形 0．48　×　0．32 32 畢直 凹凸 人為 －

103 U 50C 5 N －8 0－E 円形 1．00 ×（0．97） 23 外傾 平坦 人為・－

104 U 50C3 N －470－E 不整円形 1．59 ×（1．57） 23 外傾 平坦 人為 土師器片，不明鉄

105 U 51h3 N －400－E 円形 1．42　× 1．41 10 外傾 平坦 人為 －

106 U 51e5 N －150－E 隅丸方形 0．45　×　0．44 57 外傾 皿状 自然 －

107 U 51d5 N －5 0－W 円形 0．52　×　0．49 64 外傾 皿状 人為 －

108 U 51d4 N －2 0－E 方形 0．45　×・0．40 50 外傾 皿状 自然 －

109 U 51d3 N －610－E 楕円形 0．41 ×　0．32 30 外傾 皿状 自然 －

110 U 51e4 N －650－W 楕円形 0．50　×　0．45 55 垂直 皿状 － －

111 V 51d3 N －400－E 楕円形 1．00　×　0．93 123 外傾 平坦 人為 －

112 V 51e2 N －120－W 楕円形 0．93　×　0．87 11 外傾 平坦 自然 －

113 U 50 j3 N －3 0－W （長方形） 1．65 ×〔0．93〕 16 外傾 凹凸 － － 本跡→SK114

114 U 50 j4 N －4 0－W 長方形 2．30　× 1．67 32 外傾 凹凸 人為 土師器片，須恵器片 SK 113→本跡

115 U 50 i3 N －3 0－W 円形 0．65　×　0．61 61 垂直 平坦 － 土師器片

117 U 50h 7 N －3 0－E 楕円形 0．93　×　0．73 34 外傾 凹凸 人為 －

118 V 52 fl N －100－W 不定形 0．60　×　0．46 46 外傾 皿状 自然 －

119 V 52d l N －410－W 〔隅丸方形〕 〔0．30 × 0．29〕 48 外傾 － 人為 － 本跡→SK66

120 U 50 i8 N －3 0－W 楕円形 0．30　×　0．22 38 垂直 皿状 自然 土師器片 SK 69→本跡

121 U 49h 3 N －100－W 楕円形 0．70　×　0．55 52 外傾 皿状 人為 － SI32→本跡

122 U 49 i4 N ，－150－W 不定彪 0．97　×　0．52 50 外傾 皿状 人為 須恵器片 SI32→本跡→SK 59

123 U 49 i9 N －320－W 円形 1．10　× 1．05 外債 平坦 人為 土師器片，須恵器片，不明鉄，礫

124 U 49 j9 N －00 円形 1．20　× 1．20 23 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，鉄淳

125 U 49 jO N －600－W 楕円形 0．67　×　0．6 37 外傾 凹凸 人為 －

127 V 49a O N －670－E 楕円形 1．32　× 1．03 74 外傾 平坦 － － 本跡→SI18→SK 18

129 ・V 49c O N －450－W 楕円形 0．38　×　0．32 5 緩斜 皿状 自然 － SI24→本跡

130 U 49 i2 N －380－E 円形 0．48　×　0．47 10 媛斜 皿状 自然 － SI33，SD 6→本跡

131 U 49 jO N －800－W 楕円形 0．56　×　0．42 15 媛斜 皿状 人為 －

132 U 49h 9 N －60－W 〔円形〕 0．50 ×（0．32） 19 媛斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片 SI16→本跡

133 U 49g 9 N －650－E 楕円形 0．87　×　0．69 24 緩斜 皿状 人為 土師器片，須恵器片 SI16→本跡

134 V 49b 8 N －740－E 楕円形 1．07　×　0．67 19 緩斜 皿状 人為 － SI21→本跡

135 V 49a O N －400－W 楕円形 0．6・3　×　0．51 25 綾斜 皿状 自然 －

136 V 49a O N －490－W 楕円形 1．20　×1．11 25 媛斜 平坦 人為 － SK201→本跡

137 V 49b 9 N －00 円形 1．00　×1．00 30 外傾 平坦 人為 ・土師器片，羽口片，炉壁片

138 V 49a 9 N －100－W 円形 0．52　×　0．50 22 緩斜 皿状 自然 土師器片，須恵器片

139 V 49a O N －320－W 楕円形 0．46　×　0．35 50 外傾 皿状 媛斜 －

140 V 49a 7 N －310－W 楕円形 1．10　×1．02 24 外傾 平準 人為 土師器片

141 V 49a 7 N －290－W 円形 1．17　×1．13 14 繚斜 平坦 人為 －

142 U 49j 6 N －510－W 楕円形 1．42　×1．32 23 援斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片，陶器片，炉壁片，鉄津

143 V 49a 6 N 一一00 円形 1．05　×1．05 27 題斜 平坦 自然 －

144 U 49j7 N －60－W 楕円形 1．19　×1．15 29 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，炉壁片，鉄津

145 U 49j6 N －550－W 楕円形 1．22　×1．12 24 緩斜 平坦 自然 土師器片，須恵器片

146 V 49a5 N －240－E 楕円形 1．12　× 1．03 0．7 緩斜 平坦 人為 炉壁片，鉄淳

147 U 49j6 N －630－W 楕円形 1．09　× 1・．01 12 媛斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片

148 U 4 9j6 N －540－W 円形 1．20　× 1．07 0．8 緩斜 平坦 自然 土師器片，鉄澤，不明鉄

149 U 4 9j5 N －400－W 楕円形 1．18　× 1．14 14 疲斜 平坦 人為 －

150 ・T 4 6h 6 N －530－E 円形 1．17　× 1．13 0．8 棲斜 平坦 人為 －

152 U 51d3 N －540－E 不定形 0．90　×　0．47 62 緩斜 凹凸 自然 －

153 U 51d3 N －290－W 楕円形 0．48　×　0．35 47 外傾 皿状 自然 －

154 U 5 1e4 N －360－W 隅丸方形 0．44　×　0．44 52 垂直 皿状 人為 －

155 U 51 f7 N －840－E 楕円形 0．80　×　0．54 30 外傾 凹凸 自然 －

156 T 46 j3 N －4 0－E 円形 0．95　×　0．85 6 外傾 平坦 人為 － 本跡→SI57

158 U 50g 8 N －830－W 円形 0．53　×　0．49 28 外傾 凹凸 自然 －

160 U 51 e7 N －100－W 不整長方形 1．86　×　0．85 ． 10 嬢劉 平坦 自然 －

161 U 50h 8 N －580－E 楕円形 0．35　×　0．32 20 外傾 平坦 人為 －

162 T 45 j3 N －400－W 円形 1．01 ×　0．92 25 外傾 平坦 自然 －

1甲 U 50 i6 N －490－E 円形 0．64　×　0．62 23 外傾 凹凸 自然 －

164 U 50 i5 N －780－W 楕円形 0．75　×　0．68 11 援斜 平坦 人為 －
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番号 位　　 置 長 径 方 向 平 面 形
規　　　　　 模

壁面 嘩面 覆土 主　 な　出　土　遺　 物
備　　 考

遺構番号・新旧関係（古→新）長径（軸）×短径（軸） 深　 さ

165 V 50b 7 N －470－E 楕円形 1．10　× 1．03 10 外傾 平坦 人為 －

166 V 50b 7 N －380－W 楕円形 0．78　×　0．61 13 外傾 平坦 人為 －

168 T 45 j4 N －360－W 円形 1．18　× 1．15 14 ． 外傾 平坦 人為 － SI79→本跡

169 V 49d 9 N －180－W 楕円形 0．46　×　0．35 36 外傾 皿状 人為 －

170 V 49b 9 N －300－W 楕円形 0．28　×．0．22 25 外傾 皿状 自然 －

171 V 49b 9 N －580－E 楕円形 0．30　×　0．20 19 外傾 皿状 自然 －

172 V 49C 9 N －640－W 楕円形 0．37　×　0．30 47 垂直 凹凸 人為 －

173 V 49C9 N －400－W 楕円形 0．22　×　0．17 19 外傾 皿状 自然 －

174 V 49C9 N －470－E 楕円形 0．35　×　0．29 20 外傾 叫状 人為 －

175 V 49a9 N －0 0 円形 0・43　－　0・41 18 外傾 平坦 自然 －

176 V 49 a9 N －0 0 円形 0．38　×　0．37 18 垂直 平坦 人為 －

177 V 49 a7 N －340－E 楕円形 1．15　×1．05 8 緩斜 平坦 自然 土師器片，須恵器片，礫

178 V 49 b8 N －560－E 楕円形 0．33　×　0．24 47 横斜 皿状 自然 － 本跡→SK179

179 V 49b 8 N －390－W 楕円形 0．46　×　0．37 54 綬斜 皿状 人為 － SK 178→本跡

180 U 49 j8 N －6 0－W 隅丸長方形 0．32　×　0．21 16 外傾 皿状 人為 － 本跡→SK205

181 V 49 C8 N －500－E 円形 0．21 ×　0．20 30 外傾 皿状 自然 －

182 V 49 a8 N －7 0－E 楕円形 1．15　×　0．85 19 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，弥生土器片 SK 210・266・267－・・・本跡→SK 206

183 V 49a 9 N －50－W 隅丸長方形 2．88　×　0．60 7 外傾 平坦 自然 －

184 V 49b 8 N －80－W 隅丸長方形 2．75　×　0．80 12 外傾 平坦 自然 須恵器片

185 V 49b 9 N －130－W 楕円形 1．10　× 1．00 10 外傾 平坦 自然 －

186 V 49a O N －600－E 楕円形 0．34　×　0．25 49 垂直 皿状 人為 －

187 T 43 f5 N －650†W 円形 0．52　×　0．50 20 外傾 平坦 人為 －

188 W 49d O N －260－W 隅丸方形 0．57　×　0．55 36 媛斜 平坦 人為 土師器片

189 V 49b O N －00 円形 0．42　×　0．42 32 外傾 皿状 自然 －

190 V 49a O N －00 円形 0．39　×　0．39 35 外傾 皿状 人為 －

191 V 49C 8 N －310－E 隅丸方形 0．30　×　0．29 43 垂直 皿状 自然 弥生土器片，土師器片 SK 192→本跡

192 V 49C 9 N －120－W 隅丸長方形 2．60　×　0．82 8 援斜 平由 自然 － 本跡T SK 191，226

193 V 49a 9 N －100－E 〔楕円形〕 0．45　×　0．40 70 垂直 皿状 人為 － SK211→本跡→SK 212

194 V 49b O N －300－E 楕円形 1．16　× 1．09 25 外傾 車坦 人為 土師器片，石器 本跡→SK 273

195 V 49aO N －390－E 楕円形 1．24　× 1．07 22 緩斜 平坦 人為 － 本跡→SD 8

196 W 49dO N －470－W 楕円形 1．19　× 1．12 39 外傾 平坦 自然 土師器片，須恵器片，弥生土器片，炉壁片

197 U 49j7 N －460－W 楕円形 1．22　× 1．16 15 緩斜 平坦 ・人為 －

199 U 48b7 N －880－E ・ 長方形 2．04　×　0．70 34 垂直 平坦 人為 鉄淳，．炉壁片

200 V 49a9 N －200－E 楕円形 1．23　× 1．00 13～16 外傾 平坦 自然 土師器片，須恵器片，礫

201 V 4 9bO N －300－W 〔楕円形〕 1．16 ×（0．54） 24 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片，礫 本跡→SK 136

202 U 49 j7 N －0 0 円形 1．20　×1．08 39 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，粘土塊

203 U 49 j7 N －570－W 楕円形 1．34　×1．21 18 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，炉壁片 SK 204→本跡

204 U 49 j7 N －700－W 〔楕円形〕 1．10 ×（0．41） 12 外傾 平坦 人為 － 本跡→SK203

205 U 49 j8 N －140－E 楕円形 1．22　×1．18 30 外傾 平坦 人為 土師器片，炉壁片，鉄津 SK 18什→本跡

206 V 49 C8 N －310－W 隅丸方形 0．25　×　0．25 10 外傾 平坦 人為 －

207 V 49 C8 N －20－W 円形 0．29　×　0．27 37 外傾 皿状 自然 －

208 V 49 C8 N －720－W 楕円形 0．38　×　0．24 49 緩斜 皿状 人為 －

209 V 49a 8 N －740－W 楕円形 0．33　×　0．28 15 外傾 皿状 自然 土師器片，須恵器片 SK 182→SK 267→本跡

210 V 49b 8 N －770．－W 〔不定形〕 0．43 ×（0．33） 45 外傾 皿状 自然 土師器片，須恵器片，礫 本跡→SK 182

211 V 49a 9 N －330－E 楕円形 1．73　× 1．16 14 外傾 平坦 自然 土師器片，須恵器片 本跡→SK 212，193

212 V 49a 9 N －190－W 楕円形 0．88　×　0．49 71 外傾 平坦 人為 － SK 211→SK 193→本跡

213 V 49C 8 N －260－W 楕円形 0．43　×　0．33 37 外傾 皿状 自然 土師器片

214 V 49a 8 N －330－E 不定形 1．25　×　0．81 30 媛斜 平坦 人為 鉄津，炉壁片 本跡→SK 215

215 V 49a 8 N －400－W 不定形 0．47　×　0．41 32 緩斜 血状 人為 － SK214→本跡

216 V 49a8 N －450－E 楕円形 0．39　×　0．35 46 外傾 平坦 人為 －

217 V 49a8 N －370－W 円形 0．28　×　0．26 21 外傾 皿状 自然 －

218 V 4 9b8 N －210－E 楕円形 0．46　×　0．37 23 外傾 平坦 自然 －

219 V 49 b8 N －100－W 楕円形 0．37　×　0．30 15 外傾 平坦 人為 －

220 V 49 b8 N －390－W 楕円形 0．50　×　0．47 52 外傾 皿．状 自然 －

221 V 49 a5 N －240－E 〔楕円形〕 0．44　×　0．41 32 外傾 皿準 人為 － 本跡→SK222

222 V 49 a5 N －190－E 楕円形 0．34　×　0．30 20 外傾 皿状 自然 －
SK 2云1→本跡

223 V 49a 4 N －260－W 楕円形 0．96　×　0．57 ． 38 援斜 平坦 人為 －

224 V 49b 8 N －250－E 隅丸方形 0．35　×　0．35 33 外傾 皿状 自然 －
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番号 位　　 置 長 径 方 向 平 面 形

規　　　　　 模
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225 V 49b 8 N － 8 0－W ・ 楕 円形 0 ．46　×　0 ．35 ． 25 援斜 皿状 人為 －

226 V 49 C8 N －390－ E 隅丸方形 0 ．31 ×　0 ．31 47 垂直 皿状 人為
－

SK 192→本跡

227 V 49 b9 N －550－W 楕 円形 0 ．75　×　0．71・ 15 横斜 平坦 自然 土師器片

228 V 49d 8 N －640－W 楕円形 0 ．28　×　0．19 22 外傾 皿状 人為 －

229 V 49 aO N －290－ E 楕円形 1 ．20　× 1．06 16 外傾 平坦 人為
－

SK 272→本跡

230 U 49 j8 N －560－ E 楕円形 0 ．4 1 ×　0．28 27 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片

231 U 49 j8 N －590－W 楕円形 1 ．28　× 1．13 30 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片

232 V 49b 7 N －630－W 楕円形 0 ．50　×　0．25 15 緩斜 平坦 人為
－

233 V 49 C8 N － 0 0 円形 0 ．－30　×　0．28 15 横斜 ．皿状 自然
－

234 V 49b 8 N － 0 0 円形 0．34　×　0．33 40 垂直 皿状 人為 －

235 V 49 C8 N － 0 0 円形 0．16　×　0．16 20 垂直 皿状 人為
－

236 V 49 C8 N － 0 0 円形 0．16　×　0．16 16 垂直 皿状 人為
－

237 V 49 C8 N －150 －W 円形 0．25　×　0．23 8 外傾 平坦 人為 －

238 V 49 C8 N －190 － E 楕円形 0．35　×　0．28 28 外傾 血状 人為
－

239 ・ V 49 C8 N － 0 0 円形 0．23　×　0．23 16 外傾 皿状 人為
－

240 V 49b 8 N －210 －W 楕円形 0．33　×　0．25 12 外傾 皿状 自然 －

241 V 49b 7 N －390 － E 楕円形 0．29　×　0．24 18 外傾 平坦 人為
－

242 V 49b 7 N －460 －W 円形 0．29　×　0．27 30 外傾 皿状 人為 －

243 V 49b 7 N － 5 0 －W 円形 0．29　×　0．27 18 ・ 外傾 皿状 人為 －

244 V 49b 6 N －290 － E 円形 0．26　×　0．25 － 26 外傾 皿状 人為
－

245 V 49C 6 N －700 － E 楕円形 0．48　×　0．28 24 外傾 平坦 人為 土師器片

246 V 49C 6 N －450 －W 円形 0．36　×　0．35 36 外傾 皿状 人為
－

247 V 49b 6 N －500 －W 円形 0．27　×　0．25 15 ‾ 緩斜 皿状 人為
－

248 V 49a 5 N － 0 0 円形 0．36　×　0．35 25 外傾 皿状 人為 －

249 U 49 j5 N － 0 0 円形 0．70　×　0．69 0．5 外傾 平坦 自然 ー須恵器片

250 U 49 j6 N －320 －W 楕円形 0 ．52　×　0．50 41 垂直 平坦 人為 土 師器片，礫

251 U 49h 5 N －520 －W 楕円形 0 ．53　×　0 ．48 33 緩斜 皿状 人為 土 師器片

252 U 49 j4 N －200 －W 円形 0 ．40　×　0 ．37 46 外傾 皿状 人為 土師器片

253 U 49 j4 N －750 －W 楕円形 0 ．66　×　0 ．40 52 垂直 凹凸 人為 土師器片，須恵器片

254 V 49．b 7 N － 0 0 円形 0 ．42　×　0 ．42 15 外傾 平坦 人為 －

255 V 49a 4 N －720 －E 楕円形 0 ．32　×　0 ．26 18 外傾 平坦 人為
－

256 U 49 i6 N －750 －W 楕円形 0 ．33　×　0 ．23 24 外傾 皿状 ・人為
－

257 U 49 i6 N －330 －W 円形 0 ．33　×　0 ．31 30 外傾 平坦 人為 －

258・ U 49h 6 N － 9 0 －E 円形 0 ．23　×　0 ．22 21 外傾 平坦 自然
－

259 U 49h 6 N －820 －W 楕円形 0 ．41 ×　0 ．35 29 外傾 平坦 人為
－

SK 260→ 本跡

260 U 49h 6 N －820 －W 楕 円形 （0 ．36）× 0 ．41 45 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 本跡→SK 259　r

261 U 4 9h 6 N － 0 0 円形 0 ．30　×　0 ．30 13 外傾 平坦 自然
－

262 U 49h5 N －540 －耳 楕 円形 0 ．45　×　0 ．40 26 外傾 平坦 人為 土師器片

263 U 49 i‾5 N －110 －W 楕 円形 0 ．65　×　0 ．40 27 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片

264 V 49 C5 N － 7 0 －E 隅丸長方形 0 ．64　×　0 ．40 60 垂直 皿次 人為
－

265 V 49 C5 N －130 －E 円形 0 ．27　×　0 ．28 15 緩斜 皿状 人為 －

266 V 49 a8 N －400 －W 不定形 0 ．33　×　0 ．31 25 外傾 皿状 人為
－

本跡二一SK 182

267 V 49 a8 N －420－W 〔楕 円形〕 0 ．46 ×（0 ．36） 18 媛斜 皿状 人為 土師器片 本跡→ SK 209→S K 182

268 V 49b 9 N －270－ E 楕 円形 1 ．08　× 1 ．02 24 垂直 平坦 自然 弥生土器片，土師器片，須恵器片 本跡→ SK 279

269 U 49 jO N － 6 0－W 〔楕 円形〕 0 ．96 ×（0 ．38） 46 外傾 平坦 人為
－

本跡→S K 270

270 U 49 jO N －590－W 楕 円形 0 ．69　×　0 ．50 53 外傾 平坦 人為 弥生土器片，土師器片，須恵器片 S K 269→本跡

271 V 49a O N － 0 0 円形 0 ．27　×　0 ．27 25 外傾 皿状 人為 －

272 V 49a O N －450－W 〔楕円形〕 0 ．54 ×（0．4 1） 17 外傾 ・平坦 自然
－

本跡→S K 229

273 V 49b O N － 0 0 円形 0．25　×　0．25 20 外傾 皿状 自然
－

SK 194→本跡

274 V 49b O． N －600 －W 楕円形 0．59　×　0．30 48 垂直 皿状 人為
－

275 V 49b O N －530 －W 楕円形 0．32　×　0．28 17 外傾 平坦 人為
－

276 　V 49b O N － 0 0 円形 0．24　×　0．25 25 外傾 皿状 人為 －

277 V 49b O N － 0 0 円形 0．34　×　0．35 12 外傾 平坦 人為
－

278 V 49d 9 N －450 － E 楕円形 0．44　×　0．31 21 外傾 平坦 人為
－

279 V 49a 9 N －270 － E 楕円形 1．50　× 1．17 18 緩斜 平坦 自然 土師器片 SK 268→本跡

280 V 49d 9 N －140 －W 楕円形 0．56　×　0．48 19 外傾 平坦 人為 土師器片，炉壁片

28 1 U 49 jO N －660 －W 楕円形 0．32　×　0．26 11 外傾 平坦 自然
－

282 U 49 iO N －160 －W 〔円形〕 0．62 ×（0 ．49） 45 垂直 平坦 人為 －
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283 V 49d O N －0 0 円形 0．45　×　0．45 32 外傾 皿状 人為 － SK 126→本跡

284 　V 49 C9 N －8 0－E 方形 0．34　×　0．33 16 壌斜 皿状 人為 土師器片，不明鉄

285 V 49d 6 N －0 0 円形 0．24　×　0．24 19 外傾 皿状 人為 －

286 V 49d 6 N －0 0 円形 0．29　×　0．29 22 外債 凹凸 人為 －

287 W 49d O N －430－E 楕円形 0．72　×　0．54 17 綾斜 平坦 人為 －

288 V 49a 4 ・N －0 0 円形 0．37　×　0．37 4 1 垂直 皿状 人為 －

289 T 43a 7 N －30－W 隅丸方形 1．20　× 1．10 21 棲斜 平坦 人為 － SIlO4→本跡

290 T 43a 4 N －440－E 円形 0．55　×，0．49　° 42 外傾 平坦 人為 土師器片，粘土塊

291 S 43e O N －540－W 楕円形 1．45　× 1．00 25 媛斜 皿状 人為 － SX 6→本跡

293 S 43 f3 N －90－E 〔隅丸長方形〕 1．16 ×（0．43） 19 媛斜 平坦 人為 － SIlll→本跡

294 S 43 j4 N －690－W 円形 0．33　×　0．30 11 援斜 皿状 人為 － SIlO9→本跡

295 S 43 j5 N －00 円形 0．30　×　0．30 20 外傾 皿状 人為 － SIlO9→本跡

296 S 43h 3 N －70－E 楕円形 ．1．24　×　0・95 6 棲斜 平坦 自然 － 本跡→SI112

297 S 43f O N －350－W 不定形 0．95　×　0．70 52 外傾 凹凸 自然 － SX 6→本跡

298 T 44 i2 N －470－W 楕円形 0．46　×　0．41 20 外鳳 皿状 自然 －

302 T 45 j3 N －290－E 円形 1．18　× 1．16 10 緩斜 平坦 自然 － SI79，SK 301→本跡

303 T 43g7 N －60－W 円形 0．62　×　0．59 39 外傾 平坦 自然 － SI91→本跡

304 T 45C3 N －450－E 円形 1．03　×　0．99 34 垂直 平坦 人為 －

305 T 45C5 N －230－W 円形 1．07　× 1．04 18 外傾 平坦 人為 －

306 T 45cO N －850－E 円形 1．03　×　0．99 34 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片，鉄製品

307 T 45bl N －390－W 円形 1．23　× 1．19 18 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片

308 T 46C2 N －170－E 円形 1．17　× 1．14 45 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片

310 T 45C7 N －520－W 円形 1．03　× 1．01 8 外傾 平坦 人為 －

311 T 45 C7 N －520－W 円形 1．03　×1．00 29 外傾 凹凸 自然 土師器片，須恵器片，陶器片，不明鉄

31年 T 44 C4 N －400－W 楕円形 1．21 ×　0．91 20 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

315 T 44 C5 N －3 0－E 不整楕円形 2．11 ×　0．94 18 外傾 平坦 人為 須恵器片

316 T 45 cl N －480－W （円形） （1．30 ×1．25） 62 外傾 平坦 人為 土師器片，鉄製品

317 T 45 C2 N －770－W 楕円形 0．93　×　0．81 45 垂直 凹凸 人為 人骨片

318 T 45 C4 N －230－E 円形 1．05　×1．00 45 垂直 平坦 自然 土師器片，鉄製品 SI99，SIlOO→本跡

320 T 43 cO N －400－W 楕円形 0．72　×　0．60 34 外傾 凹凸 自然 土師質土器片

321 T 44 cl N －840－W 〔楕円形〕 （0．38）×．0．52． 22 垂直 平坦 人為 土師器片 本跡→SK448

326 S 45 j5 N ニー80－E 隅丸長方形 1．85　×　0．95 40 外傾 平坦 人為 － SI97→本跡

327 T 43a 7 N －750－E 楕円形 1．62　× 1．50 70 外傾 平坦 人為 土師器片 本跡→SB 9

331 T 46C 6 N －00 円形 （1．11）× 1．04 22 外傾 凹凸 人為 －

334 S 43C 4 N －860－W 〔長方形〕 1．39　×　0．90 125 垂直 平坦 人為 －

347 T 46d 9 N －70－W 不定形 0．38　×　0．27 ‘24 外傾 平坦 人為 － SK 339→本跡

352 U 45a 5 N －80－W 楕円形 1．04 ×〔0．75〕 8 外傾 平坦 － － SI78→本跡→SK 365

353 U 45a 5 N －860－W 楕円形 1．22　× 1．03 6 媛斜 平坦 人為 － SI78→本跡

354 U 45a 5 N －770－W 円形 1．18　× 1．15 27 外傾 平坦 人為 土師器片，鉄淳，砥石 SI78→本跡

356 U 45a 2 N －220－E 楕円形 0．33　×　0．25 （34） 垂直 皿状 人為 － SI80，81，SK 357，366→本跡

357 U 45a 2 N －370－W 不整楕円形 0．34　×　0．29 （11） 外傾 皿状 人為 － SI80，81，SK 366→本跡→SK356

358 T 45j2 N －850－W 不整長方形 1．00　×　0．83 13 外傾 平坦 人為 － SI80，SI81→本跡

359 U 45a3 N －160－E 隅丸長方形 3．93　× 1．05 32 外傾 平坦 自然 土師器片，須恵器片，鉄津，炉壁片 SK355，SK 360→本跡

360 b 45b3 N －860－－W 〔楕円形〕 ．3．19 ×〔1．11〕 53 外傾 － 人為 土師器片，磨製石斧 SK359→本跡

361 T 4 5j3 N －240－W 円形 1．14　× 1．06． 12 外傾 平坦 自然 －

362 T 45 j3 N －50－W 円形・ 0．98　×　0．97 7 外傾 平坦 自然 －

363 U 45 a3 N －600－W ． 円形 0．91 ×　0．88 5 媛斜 平坦 自然 －

364 U 45b 4 N －340－W 円形 1．12　×1．08 18 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，鉄淳

365 ・ U 45a 5 N －640－W 楕円形 1．41 ×1．27 19 外傾 平坦・人為 － SI78，SK 365→本跡

366 U 45a 2 N －390－W 楕円形 1．10　×　0．88 19 外傾 平坦 人為 － SI，SK 366→本跡

367 U 45a 3 N －640－W 楕円形 0．73　×　0．65 20 外傾 平坦 人為 － SI80・81→本跡→SK 356・357

368 U 45a 3 N －240－W 〔長方形〕 （3．85）×0．63 22 外傾 平坦 人為
－ SK 368→本跡

369 T 45 j2 N －5 0－W 円形 1．00　×　0．97 11 外傾 平坦 自然 － 本跡→SK367

370 T 45 j3 N －640－E 円形 1．14　×1．09 13 外傾 平坦 自然 －

371 T 45 j5 N －450－W 円形 0．99　×　0．．99 6 外傾 平坦 人為 －

372 U 45a 6 N －310－W 〔楕円形〕 1．05 ×（0諸0） 40 彿傾 皿状 人為 － 本跡→SK372

373 U 45a 6 N －290－W 楕円形 0．72　×　0．．65 58 外傾 皿状 人為 － SK 372・374→本跡

374 U 45a 6 N －260－E 円形 1．14 ×（1．08） 18 外傾 平坦 人為 － SK 372・375→本跡→SK373
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番号 位　　 置 長 径 方向 平 面 形
規　　　　　 模

壁面 底面 覆土 主　な　 出　土　遺　物
備　　 考

遺構番号・新旧関係（古→新）長径（軸）×短径（軸） 深　 さ

375 U 45a 6 N －750－E 不整楕円形 0．67　×　0．47 18 外傾 平坦 人為 － 本跡→SK374

376 U 45a6 N －90－E 楕円形 1．18　×1．00 17 外傾 平坦 人為
－

377 U 45a6 1N －170－E 不整楕円形 0．88　×　0．49 55 外傾 凹凸 人為 －

378 U 45a5 N －220－W 長楕円形 2．09　×　0．46 72 外傾 平坦 自然 － 本跡→SI78・．SK 379

379 U 4 5a5 N －360－E 楕円形 0．58　×　0．49． 73 外傾 平坦 人為 － 本跡→SI78・SK 379

380 U 45 b9 N －430－E 円形 1．11 × 1．05 22 外傾 平坦 自然 － SI70，SK 433→本跡

384 T 43g 5 N －5 0－E 円形 0．95　×　0．93 8 外傾 平坦 自然 －

385 T 43g 5 N －900 円形 0．45　×　0．44 13 外傾 平坦 自然 －

386 T 43g 6 N －0 0 円形 1．38　× 1．31 30 外傾 平坦 人為 －

388 T 43 f5 N －890－W 〔楕円形〕 1．07 ×（0．53） 15 緩斜 平坦 人為 －

389 T 43 f5 N －230－W 円形 0．86　×　0．83 10 緩斜 平坦 人為 －

392 T 43 f7 N －870－E 〔楕円形〕 1．46 ×（0．56） 27 緩斜 平坦 人為 －

393 T 43a 8 N －410－E 円形 1．37　× 1．26 47 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

394 T 43 f8 N －50－W 楕円形 1．24　× 1．04 43 外傾 平坦 人為 －

395 T 43 f8 N －160－W 楕円形 1．36　× 1．ZO 44 外傾 凹由 人為 土師器片，鉄淳

396 T 43g 9 N －150－W 円形 1．38　× 1．30 41 垂直 ・平坦 人為 須恵器片

397 T 43g 9 N －240－W 楕円形 0．97　×　0．82 21 外傾 平坦 人為 －

398 T 43g O N －60－E 円形 0．81 ×　0．78 16 外傾 平坦 人為 －

399 T 43f 9 N －880－E 〔円形〕 1．31 ×（0．70） 20 緩斜 平坦 人為 －

400 T 43f 9 N －880－E 〔楕円形〕 1．45 ×（0．63） 34 ‾ 外傾 皿状 自然 －

401 T 44a l N －20－E 楕円形 1．52　× 1．22 13 外傾 平坦 人為 －

402 ．T 44f l N －50－E 楕円形 1．18　×　0．96 11 外傾 平坦 自然 須恵器片，鉄淳

403 T 44g l N －280－E 円形 1．14　×1．05 13 外傾 平坦 人為 －

4d4 T 44h l N －570－E 楕円形 1．21 ×　0．99 6 外傾 平坦 人為 －

405 T 44g2 N －480－E 楕円形 1．44　×1．26 15 外傾 平坦 人為 土師器片，陶器片，鉄津

406 T 44 g2 N －250－E 円形 1．02　×　0．94 ．‘13 外傾 平坦 人為 土師器片

408 T 44 f2 N －890－E 円形 1．16　×1．10 10 外傾 平坦 人為 －

409 T 44 g2 N －890－E 楕円形 1．．08　×　0．93 70 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片

410 T 44 h2 N －510－E 円形 1．31 ×1．27 17 外傾 平甲 人為 土師器片，須恵器片，礫

411 T 44h 2 N －490－W 円形 0．95　×　0．87 17 外傾 凹凸 人為 炉壁片

412 T 44g 4 N －19－E 楕円形 0．76　×　0．63 20 外傾 平坦 人為 －

413 T 44 i7 N －680－W 隅丸長方形 1．59　× 1．23 30 外傾 皿状 人為 須恵器片

414 T 44 i7 N －740－W 隅丸長方形 1．87　×　0．98 31 外傾 平坦 人為 －

417 S 43h 4 N －90－E 〔円形〕 2．45 ×（1．22） 16 外傾 血状 人為 土師器，須恵器 本跡→SI112

419 U 49b 5 ・N －730－E 長楕円形 2．39　×　0．91 57 外傾 平坦 自然 －

420 T 45h 5 N －280－W 円形 0．48　×　0．45 24 外傾 皿状 人為 － SI77→本跡

421 T－45h 5 N －690－W 楕円形 0．33　×　0．27 12 外傾 平坦 人為 － SI77→本跡

422 T 45h 4 N －510－W 楕円形 0．34　×　0．29 55 外傾 皿状 人為 － SI77→本跡

423 T 45h 4 N －120－W 〔楕円形〕 0．39 ×（0．25） 13 外傾 平坦 人為 － SI77，SD 19→本跡→SK 435

424 T 45g 4 N －170－E 楕円形 0．41 ×　0．30 ・31 外傾 平坦 人為 － SI77，SD 19→本跡

425 U 45a 7 N ・－160－W 円形 1．06　×　0．97 5 外傾 平坦 自然 －

426 U 45a 7 N －120－E 円形 0．93　×　0．86 22 外傾 平坦 人為 －

427 U 45a 7 N －550－W 円形 ． 0．28　×　0．26 20 外傾 皿状 自然 －

428 U 45C9 N －4 0－W 円形 0．27　×　0．26 17 外傾 平坦 自然 土師器片 SI70，SK 433→本跡

431 U 4 5b6 N －860－E 円形 1．46　×1．38 66 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI69・76→本跡

452 T 45 j7 N －4 0－W 楕円形 2．17　×　2．08 77 外傾 凹凸 自然 － 本跡→SI74

433 U 45 b9 N －390－E 痛円形 2．66　×　2．06 46 外傾 平坦 人為 － 本跡→SI70，SK 380，SK 428

435 T 45h 4 N －530－E 楕円形 0．40　×　0．31 28 外傾．平坦 人為 － SI77；SD 19，SK 423→本跡

441 T 46 C9 N －780－W 〔長方形〕 1．04 ×（0．39） 81 外傾 平坦 人為 五輪塔

448 T 44 cl N －5 0－W 不整楕円形 0．50　×　0．39 24 外傾 平坦 人為 －

449 S 43h 5 N －500－W 楕円形 1．05　×　0．96 14 緩斜 平坦 自然 －

451 U 51h l N －560－W 楕円形 0．45　×　0．35 16 外傾 平坦 － － SI8→SB l→本跡
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表7　墓場一覧表

番号 位　　 置 長径 方 向 平 面 形
規　　　　　 模

壁面 底面 覆土 主　 な　出　土　 遺　物
備　　 考

（旧遺構番号）・新旧関．係長径（軸）×短径（軸） 深　 さ

1 T 47cl N －100－W 方形 0．82　×　0．75 130 垂直 凹凸 人為 土師質土器，釘 （SK31）第40・43号墓境→本跡→第46号墓墳

2 T 46C9 N －150－W 長方形 1．04　×　0．75 94 垂直 平坦 人為 土師質土器，釘 （SK32）第3 ・6 ・35号墓城→本跡

3 T 46C9 N －350－E 隅丸長方形 1．26 ×〔0．74〕 48 外傾 平坦 人為 土師質土器，釘 （SK33）第6・35・37・3時墓墟→本跡→第2号墓境

4 T 46C8 N －30－E 楕円形 1－．22　×　0．69 33 外傾 平坦 人為 （SK34）

5 T 47cl N －90－W 〔長方形〕 （0．66）× 0．73 63 垂直 平坦 人為 古銭，煙管，釘 （SK35）

6 T 46C9 N －750－E 〔長方形〕 （0．95）×〔0．80〕 22 外傾 平坦 ［人為］ （SK36），本跡→第2 ・3 ・38号墓境

7 T 47cl N －100－E 〔長方形〕 〔0．70 × 0．58〕 48 垂直 平坦 人為 煙管 （SK37）本跡→第47・49号墓境 ・

8 T 46C9 N －40－E 長方形 1．06　×　0．68 83 垂直 平坦 人為 須恵器 （SK38）第16号墓墳→本跡

9 T 46cO N －150－W 楕円形 0．98　×　0．77 41 垂直 平坦 人為 須恵器 （SK39）

10 T 46C8 N －40－E 方形 1．01 ×　0．95 69 外傾 平坦 人為 寛永通賓，釘 （SK40）

11 T 46C8 N －100－W 長方形 1．25　×　0．86 36 垂直 平坦 人為 土師質土器，古銭 （SK41）

12 T 47cl ‘N －90－W 楕円形 1．16　×　0．95 85 垂直 平坦 人為 （SK42）

13 T 46cO N －40－W 方形 0．73°×（0．73） 95 垂直 平坦 ［人為］古銭 （SK43）第15号墓境→本跡→第14号墓境

14 T 46cO N －30－E 不整長方形 0．96　×　0．82 130 垂直 平坦 ［人為］土師質土器，釘，数珠玉 （SK44）第13・15号墓境→本跡

15 T 46cO N －270－E 不整長方形 1．28 ×（1．07） 30 垂直 平坦 人為 土師質土器，古銭，釘 （SK45）本跡→第13・14・44号墓境

16 T 46C9 N －60－W 〔方形〕 0．93 ×（0．93） 70 垂直 平坦 人為 釘 （SK46）本跡→第8 号墓場

17 T 46C9 N －330－W 方形 0．80　×　0．75 112 垂直 平坦 人為 － （SK47）

18 T 47cl N －590－W 〔長方形〕 〔0．74 × 0．52〕 90 外傾 凹凸 人為 古銭 （SK49）第18号墓境→本跡

19 T 46dO N －60－E 方形 0．87　×　0．85 101 垂直 平坦 ［人為］ （SK50）

20 T 46d9 N －60－W 方形 0．82　×　0．75 78 垂畢 平坦 人為 ・土師質土器，古銭，釘 （SK51）

21 T 46d9 N －120－W 長方形 1．21 ×　0．80 15 外傾 平坦 人為 土師質土器 （SK52）本跡？第33号墓場＿

22 T 46C9 N －4 0－W 〔長方形〕 0．92 ×（0．48） 6～17 外傾 凹凸 人為 鉄製品 （SK53）本跡→第35・37号墓境

23 T 46cO N －60－W 長方形 1．06　×　0．91 127 垂直 平坦 人為 声銭，釘 （SK57）第24・31号墓墳→本跡

24 T 46dO N －790－E 〔隅丸方形〕 1．05 ×（0．46） 52 外傾 平坦 人為 土師質土器，古銭 （SK58）第26・31号墓墳→本跡→第23号墓境

25 U 49j8 N －100－E 楕円形 0．80　×　0．77 47 外傾 平坦 人為 古銭 （SK78）SI17→本跡

26 T 46dO N －790－E 〔長方形〕 （0．34）×0．80 36 外傾 平坦 人為 （SIC79）本跡→第24号墓境

27 T 47cl N －8 0－E 方形 0．85　×　0．80 79 外傾 凹凸 人為 古銭 （SK 80）第34号墓境→本跡

28 T 47il N －60－W 長方形 1．07　×　0．8 95 垂直 平坦 人為 古銭，櫛，煙管，蛇尾 （SK 151）SI40→本跡

29 U 46b9 N －6 0－E 長方形 1．12　×1．05 135 垂直 平坦 人為 古銭，釘 （SK 157）SI51→本跡

30 T 46C7 N －0 0 方形 （0．85）×10．85 59 垂直 平坦 人為 土師質土器，古銭，毛抜き （云K 319）

31 T 46cO N T 150－W 長方形 0．89 ×（0．70） 102 外傾 平坦 ［人為］土師質土器，古銭，鉄鍋，煙管 （SK337）第31号墓境→本跡→第24号墓境

32 T 47cl N －7 0－W 楕円形 0．60　×　0．50 25 外傾 平坦 ［人為］古銭 （SK 338）

33 T 46d9 N －160－W 隅丸長方形 1．25　×　0．57 22 外嘩 平坦 ［人為］古銭 （SK 339）第21号墓境→本跡→SK 347

3．4 T 47cl N －830－W ［不整長方形］ 1．24 ×（1．03） 79 外傾 平坦 ［人為］土師質土器，古銭 （SK 340）本跡→第27号墓境

35 T 46C9 N －0 0 〔楕円形〕 〔1．35〕×（0．3‘6） 51 垂直 平坦 人為 土師質土器 （SK342）第22・37号墓墳→本跡→第2・3号墓横

36 T 47dl N －2 0－E 〔方形〕 0．70　×　0．48 101 外傾 平坦 ［人為］古銭，煙管 （SK343）第40号墓墳→本跡→第43・50号墓境

37 T 46C9 N －850－E ［長方形］ 〔0．70〕×（0．32） 12 外傾 平坦 ［人為］

釘

（SK344）第22号墓境→本跡→第3 ・35音量墳

38 T 46C9 N －140－W 〔長方形〕 0．95　×　0．65 30 垂直 平坦 人為 （SK345）第6号墓墳→本跡→第3号墓境

39 T 46d9 N －140－W 長方形 1．06　×　0．90 102 垂直 平坦 人為 （SK 346）本跡→SK347

40 T 47dl N －40－W ［長方形］ 1．06　×　0．62 75 外傾 平坦 人為 古銭，釘 （SK348）本跡→第1・36・41・43・50号墓痍

41 T 47dl N －50－－W ［長方形］ （0．93）× 0．56 53 垂直 平坦 ［人為］古銭，釘，煙管，飾り金具，珊瑚玉 （SK349）第40・45号墓境→本跡

42 T 46dO N －840－W ［長方形］ 0．98 ×（0．50） 124 垂直 平坦 人為 釘 （SK350）

43 T 47dl N －880－W ［長方形］ 1．05　×　0．80 20 垂直 平坦 ［人為］古銭 （SK351）第36・40・47・49号墓境→本跡→第1号墓墳

44 T 46dO N －240－W 方形 0．92　×　0．92 129 垂直 平坦 ［人為］ － （SK442）第15号墓墳→本跡→第31号墓墳

45 T 47dl N －10－E ［長方形］ （1．08）× 0．69 91 垂直 平坦 ［人為］ （SK443）本跡→第41号墓境
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番号 位　　 置 長径 方 向 平 面 形
規　　　　　 模

壁面 底面 覆土 主　 な　出　土　 遺　物
煽　　 考

（旧遺構番号）・新旧関係長径（軸）×短径（軸） 深　 さ

46 T 47 cl N －40－W 楕円形 0．71 ×　0．35 42 垂直 平坦 人為 －
（SK444）舞い47号墓境→本跡

47 T 47 cl N －50－W ［長方形］ 1．08　×　0．90 112 垂直 平坦 人為 －
（SK445）第7・40・舶号墓掛・本跡→第43・購号畠境

48 T 47 cl N －280－W 〔長方形〕 0．70 ．×　0．60 14 外傾 平坦 人為 －
（SK446）本跡→第18号墓墳

49 T 47 cl N －30－E ［長方形］ 0．87 ×（0．56） 65 垂直 平坦 ［人畢 －
（SK447）第7号基数→本跡→第43・47号墓境

50 T 47d l N －860－E ［方形］ 0．70 ×（0．29） 60 垂直 平坦 ［人為］釘 （SK450）第36号墓境→本跡

表8　井戸跡一覧表

番号 位　　 置 長径 方 向 平 面 形
規　　　　　 模

壁面 底面 覆土 主　 な　出　土　 遺　物
．備　　 考

（旧遺構番号）・新旧関係長径（軸）×短径（軸） 深　 さ

1 V 51d9 N －170－W 円形 0．95　×　0．92 135 垂直 － 人為 土師器片，須恵器片，鉄淳 （SK l）SIl→本跡，中世以降

2 U 50g2 N －410－E 楕円形 1．48　× 1．25 101 外傾 － 人為 土師器片，須恵器片，炉壁片，鋳型，鉄津 （SK76）中世以前

3 V 50d5 N －240－W 楕円形 1．02　×　0．88 （170） 垂直 － 小為 － （SK81）SE 5→本跡，近世

4 V 50d5 N －340－W 不整円形 2．48　×　2．28 127 外傾 － 人為 陶器片，炉壁片，鉄淳 （SK87）中世

5 V 50d5 ・1N －230－E 〔楕円形〕 1．65 ×（1．30） 182 垂直 － 人為 土師器片，須恵器片，炉壁片，鉄浮 （SK lOl）本跡→SE 3，中世

6 U 50al N －200－W 楕円形 1．18　×　0．95 110 垂直 － 人為 陶器，羽口片，炉壁片，鉄淳 （SK 116）中世

7 V 49cO N －530－E 楕円形 2．10　×　2．05 （165） 外傾 － 人為 炉壁片，鉄津 （SK126）SI24・SD24→本跡→SK283，中世

8 V 49e8 N －500－W 〔楕円形〕 1．50 ×（1．30） （132） 外傾 － 人為 陶器，炉壁片，鉄浮，砥石 ・（SK 128）SI15→本跡，中世

9 U 47f3 N －580－W 楕円形 1．30　× 1．06 （134） 垂直 － 人為 羽口片，鋳型，鉄津 （SK 159）SD 14→本跡，中世

10 U 47a4 N －480－W 楕円形 1．86　× 1．50 （128） 垂直 － 人為 土師器，須恵器，青磁，五輪塔 （SK 167）SD 14→本跡，近世

11 T 45i3 N －250－W 円形 0．99　×　0．92 176 垂直 － 人為 土師器，炉壁片 （S．K301）本跡→SK 302，近世

12 S44h2 N －680－W 楕円形 1．43　× 1．23 200 垂直 － 人為 － （SK328）近世

13 S43d8 N －710－W ［楕円形］ 1．81 ×（0．58） （134） 外傾 － 人為 － （SK 329），SIlO6→本跡

14 U 45a‘3 N －610－W ［不整楕円形］ 2．13　× 1．82 141 垂直 － 人為 土師器，須恵器，羽口，炉壁 （SK 355）本跡→SK 359，中世

15 U 47f2 N －370－E 楕円形 2．05　× 1．71 148 外傾 － 人為 陶器，羽口片，炉壁片，鉄淳 （SK 381）

16　‾ T 49h3 N －490－E ．円形 1．10　× 1．00 （145） 垂直 － 人為 － （SK418）

17 T 44h8 N －0 0 円形 1．24　× 1．24 188 垂直 － 人為 須恵器，砥石 （SK430）UPl→本跡

表9　炉跡一覧表

番号 位　　 置 長径 方 向 平 面 形
規　　　　　 模

壁面 底面 覆土 出　　 土　 遺　 物
備　　 考

（旧遺構番号）・新旧関係（古→新）長径（軸）×短径（軸） 深　 さ

1 U 52g2 N －890－W 不整長方形 1．63　× 1．03 27 媛斜 皿状 人為 陶器，炉壁，鉄淳，鋳型 （SSl）本跡→F 7

2 U 52g2 N －290－W 不整円形 0．84　×　0．78 15 援斜 皿状 人為 炉壁，鉄淳，鋳型 （SS2）

3 U 52g2 N －880－W ．［方形・長方形］ 0．68　×　0．23 40 媛斜 皿状 人為 磁器，炉壁，鉄津，羽口 （SS3）CP 7 とは新旧不明

4 U 52g2 N －6 0－W ［不整楕円形］ 1．02　×　0．53 27 媛斜 皿状 人為 炉壁，鉄浮，鋳型 （SS6）CP3→本跡

5 U 52hl N －860－W ［不整円形］ 0．53　×　0．48 12 緩斜 皿状 人為 鉄製品，炉壁，鉄津，砥石 （SSlO）

6 U 52h3 N －860－E ［不整楕円形］ 0．65　×　0．32 17 緩斜 皿状 人為 炉壁，鉄津 （SSll）

7 U 52g2 N －360－E 不整楕円形 0．42　×　0．27 10 緩斜 平坦 人為 炉壁，鉄津，鋳型 （SS13）F l→本跡
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表10　鋳造関連土坑一覧表

番号 位　 置 長 径 方 向 平 面 形
規　　　　　 模

壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物
備　　 考

（旧遺構番号）・新旧関係（古→新）長径（軸）×短径（軸） 深　 さ

1 U 52g2 N －880－E 不定形 0．62　×　0．61 12 援斜 皿状 人為 癖壁片，鉄浮，鉄製品，鋳型 （SS4），CP2 →本跡

2 U 52g2 N －860－E 不整長方形 0．67　×　0．59 10 綬斜 皿状 人為 陶器，炉壁片，鉄淳，鉄製品 （SS5）CP18→本跡→CPl

3 U 52 g2 N －890－W 不整楕円形 1．49　×1．29 18 緩斜 血状 人為 石器，炉壁片，鉄津，羽口片，鋳型片 （SS7）本跡T◆F4

4 U 52h 2　°N －20－E 不整長方形 1．．79　×1．39 27 援斜 平坦 人為 炉壁片，鉄津 （SS8）CP15→本跡，CP12とは新旧不明

5 U 52h 2 N －890－E 楕円形 0．80　×　0．48 12 緩斜 平坦 人為 炉壁片，鉄津 （SS9）CP13→本跡

6 U 52h l N －9 0－E 不整方形r 0．98　×　0．80 9 媛斜 凹凸 人為 ‘炉壁片，鉄淳 （SS12）CP 8 とは新旧不明

7 U 52g 2 N －140－W 不整楕円形 0．42　×　0．39 9 緩斜 平坦 人為 鉄津，羽口片 （SS14）F 3とは新旧不明

8 U 52g l N －60－E 不整楕円形 1．65　× 1．39 74 外傾 平坦 人為 炉壁片，鉄津，羽口，鋳型 （SS15）CP 15・17→本跡，CP6とは新旧不明

9 U 52h 2 N －40－E 1〔不整楕円形〕 1．07　×　0．70 10 綬斜 皿状 人為 炉壁片，鉄淳 （SS17）本跡→CPll・12

10 U 52h 3 N －870－E 〔不整楕円形〕 1．05　×　0．80 15 横斜 皿状 人為 鉄津 （SS18）

11 U 52h 2 N －850－W 〔不整楕円形〕 0．93　×　0．34 18 緩斜 凹凸 人為 鉄津 （SS19）CP 9→本跡→CP12

12 U 52h 2 N －60－E 〔不整楕円形〕 0．72　×　0．63 6 緩斜 平坦 人為 － （SS20）CP 9 ・11→本跡

13 U 52h 2 N －890－W 〔不整楕円形〕 0．90　×　0．83 8 媛斜 平坦 人為 炉壁． （SS21）本跡→CP5 ，CP9 とは新旧不明

14 U 52g 3 N －40－E 〔不整楕円形〕 0．42　×　0．35 27 外傾 皿状 人為 － （SS22）

15 U 52g2 N －220－E 〔不整楕円形〕 1．20　×　0．97 42 緩斜 平坦 人為 炉壁，鉄津，鋳型 （SS23）CP 17→本跡→CP4 ・8

16 U 52 g2 N －880－E ［円形・楕円形］ 0．88　×　0．28 76 外傾 平坦 人為 － （SS24）

17 U 52g 2 N －890－E 〔不整楕円形〕 1．17　×　0．48 68 外傾 平坦 人為 炉壁片，羽口，鋳型 （SS25）本跡→CP8 ・15

18 U 52g 2 N －880－E 〔不整楕円形〕 0．64　×　0．40 25 外傾 皿状 人為 土師器片 （SS26）本跡→CP2

表11不明遺構一覧表

番号 位　　 置 長径 方 向 平 面 形
規　　　　　 模

壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物
備　　 考

長径（軸）×短径（軸） 深　 さ 新旧関係（古→新） 時代

1 U 50 j6 N －60－E 不定形 6．12°×（4．84） 7 ～16 外傾 平坦 自然 土師器 SB 3→本跡→SD l 不明

2 V 50C 7 N －250－W 不定形 5．84 ×（2．58） 10～18 外傾 平坦 自然 － 本跡→SD l 不明

3 U 47a 6 N －850－W 隅丸長方形 （7．07）×4．40 8～35 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器，土師質土器，陶器 9世紀中葉以前

4 T 4 6i9 N －870－E 不定形 4．24　×　2．48 7～20 外傾 平坦 自然 縄文土器，土師乳須恵器，土師質土器，陶器，炉壁 本跡→SD 16 不明

5 T 46 d3 N －230－E 不定形 （2．87）× 1．87 17～36 緩斜 平坦 人為 － 不明

表12　円形周溝状遺構一覧表

番号 位　　 置 長 径 方 向 平 面 形
規　　　　　　 模

壁面 底面 覆土 出 土 遺 物
虜　　 考

（旧遺構番号）・新旧関係（古→新）
時　 代

長径（軸）×短径（軸） 深　 さ

1 S 43eO N －470－E 円形 6．00　×　5．00 14～20 外傾 平坦 人為 土師器，須恵器 （SX6），本跡→SB6・SK291・297 8世紀後菓以前
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第4節　まとめ

当遺跡の調査は，平成14年4月から平成15年3月にかけて実施された，今回は，そのうちの平成14年4月か

ら10月の調査で確認された竪穴住居跡106軒，方形竪穴遺構18軒，掘立柱建物跡13棟，土坑368基，井戸跡17基，

墓場50基，溝跡22条，地下式墳1基，円形周溝状遺構1基，炉跡8基，鋳造関連土坑19基，排淳場2か所など

の報告である。

これまでの調査結果から，古墳時代前期，奈良・平安時代に断続的に集落が形成され，中世には鉄生産に関

ゎる鋳造が行われ，近酎こは墓城として使用されていた複合遺跡であることが判明している。ここでは，確認

された古墳時代，奈良・平安時代，中世の鋳造関連遺構を中心に概要を述べ，まとめとしたい。

1　縄文・弥生時代

縄文時代の遺構と遺物については，中期から後期にかけての縄文土器片や石鉄，磨石，敵石などの石器類

が中央2区中央部以東を中心に出土している○耕作による撹乱などで出土したものがほとんどであり，陥し

穴の可能性のある第419号土坑が1基だけ確認されていることから，狩り場であった可能性がある。また，

弥生時代の遺物は，土器片が東区及び中央2区東部を中心に出土しているが，遺構は確認できなかった。

2　古墳時代

当遺跡は古墳時代前期になって，集落が営まれはじめた。古墳時代前期（I期）の遺構としては，住居跡

13軒，土坑1基，中期（Ⅱ期）の遺構として住居跡1軒が確認されている。遺構の形態や土器の特徴から下

記の2期に区分することができる。

I期（4世紀前半）

当該期の竪穴住居は13軒で，調査区中央部から東部の台地の平坦部に分布している。長軸が7mを超える

大形の住居跡は，第53号住居跡だけである。長軸が4m～7mの中型の住居跡は9軒で，長軸が3m以下の

小形の住居跡は3軒である。集落構造について考えると，住居の配置から3つの単位集団があったと推定さ

れる。中央区埋没谷の東側には，中形の住居跡6軒，小形の住居跡1軒が検出され，住居の規模の差はあま

り見られない。それに対し西側では，大形の第53号住居跡の周辺に中形の住居跡3軒，小形の住居跡2軒が

位置し，住居の規模の差が比較的はっきりしている傾向がある。さらに埋没谷の中心から西へ約100m離れ

ると古墳時代の住居跡は見られなくなる。これについては古墳時代の住居跡が最寄りの湧水点から150mの

範囲内に位置しているというひたちなか市武田石高遺跡における集落の立地と共通する傾向が指摘できる1）。

さらに調査区の西寄りに1軒だけ離れて位置する第110号住居跡は，西側の別の集落に含まれる住居跡と推

定される。

内部施設については，主柱穴，炉，貯蔵穴を有するもの（第1・8・24・53・110号住居跡），主柱穴と貯

蔵穴を有するもの（第11号住居跡），主柱穴を有せず，炉，貯蔵穴などを有するもの（第5・23・60・62号

住居跡），主柱穴を有せず，ピットだけを有するもの（第54・95号住居跡），その他（第92号住居跡）に区別

することができる。炉はすべて床面を掘りくぼめた地床炉で，基本的に1か所である。炉の位置は中央部か

ら北寄りに偏っている。貯蔵穴の位置は，南東コーナー部に設けられている例が多い。貯蔵穴の平面形は円

形あるいは楕円形を基本とし，深さや覆土の様相には若干の差異が見られる。第24号住居跡の貯蔵穴だけ北

東コーナー部に設けられている。また，この住居跡の炉からは直方体状の粘土塊が検出されており，炉石の
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代用として使用されたと考えられる。また，第110号住居跡の炉の南側からは泥岩を利用した炉石が出土し

ている。古墳時代前期の13軒のうち，この2軒だけが炉石を付設している住居跡である。

出土遺物では土師器に，杯・高杯・器台・柑・壷・嚢・台付棄・甑・手控土器・ミニチュア土器と多くの

器種が認められる。破片を含めた出土点数では，壷・嚢が圧倒的に多く，高杯，器台がそれに次いでいる。

杯，甑はわずかである。器種により出土地点に目立った傾向は見られないが，壷・嚢は貯蔵穴やその周辺か

ら出土する例が比較的多い。高時は杯部が大きく開き，脚部に孔を有し，ラッパ状に開く特徴を持つ東海系

のものが出土している。器台には受け部が丸味を持つもの以外に，直線的なものや端部をつまみ上げたもの

などがあり，種類が豊富である。この高杯と器台は薄手で，丁寧な磨きや赤彩が施されているものが多い。

壷は口縁部の形態が単口縁のもの，折り返し口縁のもの，有段口縁のものなどが見られ，パケ目整形後にナ

デや磨き調整がされている。嚢はパケ目調整がほとんどであり，口緑部が単口緑で，頚部が「く」の字状を

呈するものが多い。手控土器は第8号住居跡で，貯蔵穴，炉，床面から1点ずつの計3点出土している。同

時期の住居跡からは計6点出土しているが，その内3点がこの住居跡から出土している○

この時期の出土土器の特徴としては，外来系土器の影響が多く見られることである。第1号住居跡からは

東海方面の高杯（元屋敷系）が，第5号住居跡からは口唇部に刻み目のある南武蔵方面の台付嚢が波状口緑

を持つ南関東方面の平底嚢と共に出土している。さらに，第8号住居跡からは，細片ではあるが口緑部外面

に輪積み痕を残す房総系平底嚢が出土している。これらの遺物からは東海方面や，南関東方面など南からの

影響をうかがうことができる2）。また，西関東や北陸方面からの影響がうかがえる土器も出土している〇第

1号住居跡では，赤彩された3点の底部が突出した平底の小形鉢形土器が出土しており，これらは赤井戸系

土器や吉ケ谷系土器の系譜を引いている，県内では，結城市善長寺遺跡第20号住居跡などにも類例があり4），

西関東方面の影響である。また，第9号掘立柱建物跡から出土した，混入したと考えられる装飾器台は受け

部に三角形の透かしを持っており，北陸系のものと考えられる5）。

Ⅱ期（5世紀前葉）

当該期の竪穴住居跡は第39号住居跡の1軒だけで，標高51mの台地の北部に立地している。これに対し，

前期の住居は標高50mの台地の平坦部に分布している傾向が見られる。このことから，中期の集落は調査区

城外の標高が若干高い地点に立地していると考えられる。当遺跡の北西の500mに位置する調査している当

向遺跡は，標高が若干高い地点に立地しており，中期の住居が多く検出されている点からもこの傾向をうか

がうことができる6）。

3　奈良・平安時代

一時期断絶した集落は，8世紀前葉に再び形成され，8世紀前半と9世紀中葉に最盛期を迎えたと考えら

れる。奈良・平安時代の遺構としては，竪穴住居跡89軒，掘立柱建物跡9棟，溝跡1条，土坑1基が確認さ

れている。遺構の形態や土器の特徴から下記の3期に区分できる。

Ⅲ期（8世紀前葉）

当該期の竪穴住居跡は15軒で，標高50．5m～51．0mで，比較的高い場所に立地している。地形と位置から，

東区の第4号住居跡の1軒，中央2区東部の第26・27・28・37号住居跡の4軒，中央1区東部の第96・97・

113号住居跡と中央2区中央部の第44・46・58・68・72・76号住居跡の9軒，中央1区西部の第108号住居跡
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の1軒で単位集団が形成されていたと考えられる，その村落内でも，中世に排淳場として利用されることに

なる東区東部と中央2区中央部は自然の谷部であり，遺構は谷部に挟まれた台地に集団が形成されていたと

考えられる。谷部からは当該期の土器片が出土しており，水場として使用された可能性がある。住居跡は，

規模が第4・72・76号住居跡を除いて，いずれも12．35Id以下であり，主軸方向が北方向（N－1～100－E・

W）となっている。竃も北壁の中央部東寄りに付設されており，壁外への掘り込みもわずかで，袖部がロー

ムを掘り残して，その上に粘土を貼り付けて構築されている。この竃の傾向はⅣ期まで継続されている。ま

た，主柱穴が4か所が確認できたものはわずか2軒であるのに対して，出入り口施設に伴うピットが付設さ

れている住居が8軒で半数を占めている。出土遣物では底部外面にヘラ記号（「キ」・「一」・「×」）で須恵器

杯の施されており，出土している住居跡は第31・68・72・76・97号住居跡である。

Ⅳ期（8世紀中葉）

当該期の竪穴住居跡が16軒，掘立柱建物跡が1棟で，標高が東区で50．5m，中央1・2区で51．0～51．5m

の平坦部に位置している。集落は東区の第3号住居跡と中央2区東部の第16・25・30・36号住居跡の5軒，

中央部の第42・43・52・69・71号住居跡と中央1区の第98号住居跡の6軒，中央1区の第112号住居跡の1

軒でそれぞれ単位集団が形成されていたと考えられる。また，このころから掘立柱建物跡が作られ始めら

れ，9世紀中葉まで続くが，住居跡との重複関係は少なく，掘立柱建物跡と住居跡の地区分けはされていた

と考えられる。住居跡は規模が第16・25・69・98・112号住居跡は23．33～34．22niで，その周辺に2．28～14．13

崩の小形の住居跡が位置しており，大形の住居跡が集団の有力者の住居であった可能性がある。主軸方向は

北方向（N－0～110－E・W）であり，竃がⅢ期では北壁中央部の東寄りの付設されていたのに対して，

当期はわずかに2軒だけで，他は北壁中央部に付設されている。主柱穴が4か所が確認できたものは5軒と

増え，出入り口施設に伴うピットを有するものは9軒と半数を占めている。

出土遣物ではヘラ記号のある土器は6軒（第16・25・45・52・98・112号住居跡）から「一」・「×」の2

種類で9点，箆書き文字のある土器は2軒（第25・42号住居跡）から「川」・「廿」の2種類で4点が確認さ

れている。墨書土器は第71号住居跡の1軒から4点出土しており，須恵器杯体部に「道」と墨書されたもの

以外は，判読不能である。また，第42号住居跡からは須恵器盤・杯の転用硯が2点と朱墨痕のある須恵器盤，

第45・98・112号住居跡からは円面硯が各1点出土している。こうした遺物などから，東区及び中央2区東

部に広がる集団と中央2区中央部及び中央1区に広がる集団とは性格が異なり，中央1区と中央2区中央部

に広がる集団は大形の掘立柱建物跡もあり，新治郡衛と関わりがあったのではないかと考えられる。

Ⅴ期（8世紀後菓）

当該期の竪穴住居跡が11軒，掘立柱建物跡が1棟で，標高が51．0mの平坦部に位置している。集落は東区

の第2・6・12・19号住居跡と中央2区東部の第33号住居跡の6軒，中央2区西部の第87号住居跡と中央1

区の第94・111・115号住居跡の4軒が第8号掘立柱建物跡の周辺に散在して，集団が形成されていたと考え

られる。前期までは中央2区中央部に集中していたのに対して，この時期になって，周辺への広がりが見ら

れるようになる。遺構の住居跡は9．05－29．33出と規模の差が大きく，主軸方向も北方向（N－100－W～N

－170－E）で，ばらつきがみられた。竃の位置は北壁中央部東寄りに付設されているのが第87号住居跡だ

けで，これ以降の時期では確認されていない。主柱穴が4か所ある住居跡はなく，出入り口施設に伴うピッ

トは第6・19・33号住居跡を除いて，他の住居では確認されている。
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出土土器ではヘラ記号のある土器は3軒（第7・12・87号住居跡）から「カ」「キ」・「×」・「一」・「＝」

の5種類，7点が確認されている。箆書き文字のある土器は1軒（第12号住居跡）から「上」の1種類1点

で，須恵器杯の底部内面で確認されている。墨書土器が出土しているのは第87号住居跡（「坂口」；土師器

棄体部）と，判読不能の墨書土器が出土している第7号住居跡の2軒だけである。そのほか，第7号住居跡

からは朱墨痕のある須恵器蓋や重ね焼きの際他の土器が付着した須恵器蓋が出土し，隣接する第12号住居跡

からは須恵器盤の転用硯が出土している。墨書土器・刻書・ヘラ記号が東区への広がりが見られる。

Ⅵ期（9世紀前葉）

当該期は竪穴住居跡が10軒と掘立柱建物跡が4棟である。標高は50．5～51．0mの範囲に位置している。掘

立柱建物跡は最も多く建てられた時期である。東区は10・20号住居跡の2軒，中央2区東部の第17号住居跡

の1軒，中央2区中央部の第41・49・74号住居跡と中央2区西部の第88号住居跡と中央1区の第102・104・

109号住居跡の7軒で，それぞれ集団を形成していたと考えられる。当該期以降東区・中央2区東部で確認

される住居跡は7軒となり，集落の範囲が縮小していく傾向にある。規模は第20・41号住居跡を除いて12・53

～28．35Idとなり，Ⅴ期よりも規模差は縮小の傾向にある。主軸方向は北方向であるがやや東向きの傾向（N

－70－W～N－140－E）が見られる。竃の位置は東壁に付設されている住居跡（第109号住居跡）が1軒，

北壁の中央部東寄りに付設されている住居が1軒（第49号住居跡）である。主柱穴が4か所が揃うのは2軒，

出入り口施設に伴うピットがあるのは3軒で，両方が揃っているのは2軒と非常に少ない。Ⅴ期で東側には

集落の広がりが見られなかったが，再び中央2区中央部と中央1・2区西部に広がる傾向にあり，当該期の

住居跡の5軒がそこに位置している。さらに，第104・109号住居跡にいたっては掘立柱建物跡群の内側に位

置している。

出土遺物では，今回の調査では火樽が認められる須恵器が4点のうち2点が当該期の住居跡から出土し，

ヘラ記号のある土器は第49号住居跡から「一」の1種類1点のみである。箆書き文字のある土器はヘラ記号

と同じ第49号住居跡から「廿」の1種類1点で出土しており，ヘラ記号・箆書きが認められるようになって

からでは最も数の少ない時期と考えられる。それに対して墨書土器の増加し，記される文字や土器の種類に

も変化が見られる。墨書土器は5軒の住居跡（第17・20・49・88・109号住居跡）から「大口」・「一」・「万

年□」・「生」「八俣」・「巨または臣」・「□南」などを含めて12点で，須恵器杯・皿・盤，土師器皿・高台付

杯に認められ，器種も多様化している。3軒の住居跡から転用硯3点（第74・88・102号住居跡），1軒の住

居跡から円面硯1点（第102号住居跡）が出土している。住居跡は多くないが，出土遺物などから見て，集

落が栄えた時期と考えられる。その他の遺物では，第88号住居跡からはほぼ完形で漆付着の須恵器杯（266）・

高台付杯（276）が出土している。高台付杯は大形で，底部中央部が外面から穿孔された痕跡がある。前述

のようにこの住居からは多くの墨書土器が出土し，円面硯や転用硯も出土しているので，漆掻き職人の住居

などではなく，漆の流通・消費に関わる人物の住居跡であった可能性がある。

Ⅶ期（9世紀中葉）

当該期は竪穴住居跡が18軒と掘立柱建物跡が2棟である。今回の調査では最も多い住居跡数で，標高51・O

mの台地に位置している。中央2区東部の第15号住居跡を除いて，7軒の住居跡は中央2区中央部から中央

1区西部にかけて平均的に散在している。前期に比べさらに西に移り，集落の範囲が縮小する一方で，住居

跡数の増加が見られ，集住化傾向が見られる。規模では第15・63・77・100号住居跡は14・98～23・81Idとそ
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の他は5．02～12．59崩と規模の二極化が見られる。主軸方向は真北からわずかに西に振れる住居跡（N－4・

50－W）が2軒で，北から東に振れる幅が大きく（N－30～930－E）なっている。東壁に竃が付設され

た住居跡は今回の調査で5軒が確認され　3軒が当該期である。主柱穴が4か所確認されている住居跡はな

く，出入り口施設に伴うピットが確認されているのも4軒（第15・63・77・86号住居跡）だけで，規模の縮

小化・施設の簡素化が進む傾向にある。出土遺物では朱墨痕のある須恵器高台付杯が第65号住居跡から出土

している。ヘラ記号のある土器は第65号住居跡から「×」の1種類1点，刻苦のある土器は第77号住居跡か

ら「廿一」の1種類1点出土している。墨書土器は第50・56・65号住居跡の3軒から3点出土，一般的には

墨書は杯や高台付杯に見られるのに対して，2点が土師器嚢に書かれていたのは珍しい。また，硯としては

転用硯がほとんとで，第91・103号住居跡から3点で，円面硯は第91号住居跡から1点だけである。住居跡

数の増加に反して墨書及びそれに関係する遺物が減少していることから，集落の質的変化があったと考えら

れる。それは，社会の変化つまり弘仁8年の新治郡街の火災で，郡衛の勢力低下に伴い，中央勢力の庇護を

受けていた集落や郡街関連からの流入により一時期は増加したものの，在地勢力に押される方で他へ移動し

たかあるいは在地勢力に組み込まれていったことが推測される。

Ⅷ期（9世紀後菓）

当該期は竪穴住居跡が，中央2区東部の第13号住居跡の1軒で，Ⅶ期では見られなくなった東区及び中央

2区東部で確認された。その一方でⅥ期からⅦ期に増加した住居跡数が，当該期になり急激な減少傾向を示

している。規模は11．04dで，主軸方向が北方向（N－70－W）であり，主柱穴及び出入り口施設に伴うピ

ットも確認できず，北壁中央部東寄りに付設された竃も簡易な作りである。当該期は，Ⅶ期までとは，あき

らかに集落が変質し，郡衛または中央との関係を持った集落から，在地勢力に組み込まれた，性格の異なっ

た集落になったといえる。

以上，Ⅲ期からⅧ期の奈良・平安時代は，集落規模の拡大と縮小を繰り返し，最盛期が東区まで広がった

Ⅳ期で，終焉期がⅦ期であったと考えられる。当遺跡では遺構は古墳時代後期の住居跡などは確認されてい

ないことから，奈良時代になって，計画的に集落が形成されたと思われる。さらに近くには新治郡衛が位置

していることから，それらの施設との関連も推測される。

4　中世

中世の遺構は，方形竪穴遺跡13軒，掘立柱建物跡1棟，井戸跡4基，土坑1基，溝跡12条，地下式墳1基，

鋳造関連遺構の炉跡9基，鋳造関連土坑17基，排淳場2か所が確認されている。以下，遺構について，項目

を立て記述する。

（1）溝跡

溝跡は深さの差はあるものの，すべて断面逆台形をしている。第7号溝跡は中央部2区東部に地山を掘

り残した土橋があり，東側は東区から調査区城外へ延びており，西は中央2区中央部の第2排淳場までは

確認されている。深さが1mを超え，形状が類似しているのは第11・12号溝跡は，方形状に巡る可能性が

ある。それらは防御的性格を有し，大きさから居館などの小区画のための溝の可能性が考えられる。北側

が施設の内側，南側が外側となり，土橋がその出入り口として使用されたと考えられる。しかし第1・3・

5・6・9・10・17・19・20号溝跡があり，それほど深くないことから区画溝と考えられる。これらの区

画溝の南側には工房跡と推定される方形竪穴遺構，掘立柱建物跡，井戸跡などが確認され，差ほど深くな
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く，内部に工房もあることから，火除け的な意味合いをもっていた可能性がある。中央2区中央部では，
で

第17・19・20号溝跡に南側だけから鉄棒や炉壁片が出土することが多いことから区画内に工房があったと

考えられる。中央2区東部では，深い溝と浅い溝との狭間に，第2・5・10～18号方形竪穴遺構が一直線

に並んでおり，その周辺に付設されていた溶解炉の炉壁の破壊されたものが，第7号溝跡に投棄されたと

推定していることは本文でもふれたとおりである。この周辺では鋳造関連遺構が多く確認されており，そ

れについては後述する。そのほかに地下式境は1基が中央2区西部で確認されているが，他遺跡の調査例

から単独で存在することは考えにくく，調査区域外に広がっていた可能性がある。

（2）鋳造関連遺構

東区の第1号鋳造関連遺構群は炉跡8基，鋳造関連土坑18基，中央2区東部の第2・3・10－18号方形

竪穴遺構で構成される。第2号方形竪穴遺構は斜面部にあり，方形の掘り込みに，東壁が大きく三角形に

掘り込まれている。中央部床面には炉と推測されるくぼみがあり，東壁を除く3方の壁面から鉄淳が出土

しているが，具体的に何を作っていたのかは不明である。中央部の炉は規模から梵鐘のような大きなもの

ではなく，小形のものも作られた可能性が考えられる。第3号方形竪穴遺構からは良好な鉄鍋の鋳型，S

字状の鉄鍋の把手，炉壁片などが出土していることから，鋳型から鍋を取り外し，把手などを取り付けた

場所ではないかと考えられる。第10－18号方形竪穴遺構は遺物の遺存が土壌の取り上げた結果，砂鉄や製

錬津が出土していることから，製鉄も行われていた可能性がある。しかし，遺構としては確認できなかっ

た。

当遺跡周辺では，西にある当向遺跡で鋳造の仏像の鋳型が出土し，また鉄棒などが出土していることか

ら，鉄生産に関わる遺構があったと考えられている。また，東にある辰海道遺跡では10世紀の鍛冶工房跡

が確認されている。この周辺には金山，金谷，金井前など，「金」のつく字が多く，古代から中世にかけ

て製鉄・鍛冶・鋳造などの鉄生産との関わりが非常に深い地域であると考えられる。

（3）鋳造関連遺物　′

ア　鋳型

出土している鋳型の種類は，鍋，磐と蓮弁文状のものが確認されている。第2号方形竪穴遺構か

ら出土したDP7は良好の鍋の鋳型（外型）で，中央部がトレンチヤーによる撹乱を受けているが，

その部分を除いて，鋳型（外型）はほぼ完形である。第7号溝跡及び第2排浮場からは外型の細片

が多く確認されているが，中型と確認できるものは少なく，外・中型とも粘土塊としたものの中に

も両面剥離した鋳型の細片が含まれている可能性がある。鋳型は内面が暗青灰色をした蝋状のもの

を塗り，その外側に薄く砂粒を混ぜた粘土で，さらに外面にはスサなどを含む粘土で作られている

点ではほぼ一致している。鋳型からみた鍋の形状は鍋Bあるいは鍋C8）と推定される。

イ　炉壁

出土している炉壁片は，外面の粘土にはスサを多く含みで，半溶解状の鉄が付着している。実測

可能なもので，推定される径は60cm～80cmである。遺構に伴って出土したものは少なく，実測可能

なものは第7号溝跡や排淳場から出土している。

ウ　羽口

粘土にはわずかに砂粒が含まれる程度で，内・外面ともヘラ状工具によるナデが施されている。

羽口と炉壁の接合する羽口受け部には半溶解状の鉄が付着し，内径は10cm～16cmの円形である。

エ　鉄淳
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白色淳の出土数は多く，破片であり，鉄の含有量が少ないため重く，着磁性はない。炉内溶解物

としたものは，炉壁に付着した半溶解鉄が破損したものや流動淳とは判断できなかったものなどを

総称し，大形のものが多く，重量も大きい。銅棒は確認できなかったが，コバルト色淳や銅発色淳

などがわずかではあるが出土している。炉壁片と同様，実測可能なものは遺構に伴ってなく，溝跡

と排淳場や井戸跡から投棄された状態で出土しているのが多い。

オ　鉄鍋片

明らかに鉄鍋片と認定できるものは2点である。1点は第2号方形竪穴遺構から出土したM23

で，内耳鍋の把手に類似したS字状のもので，その形状から鍋Cの把手と考えた。もう1点は第7

号溝跡から出土している。口縁部片である。口緑端部は平坦な面をもち，T字状になっている。鉾

田町の姻田遺跡7）出土している鍋Bとは形状的には異なるが，長野県松本市中山千石遺跡から出土

したものと類似している。近世の墓境から鍋Bが出土しているが，形状も異なり，さらに，自然科

学分析の結果，当遺跡で作られたものではなく，他の地域からもたらされたものであることが判明

している。

5　近世

確認された墓墳50基。そのうち中央1区東部に47基が集中しており，非常に狭い空間が墓城として利用さ

れていたことがわかる。また副葬銭が出土している墓境が23基とほぼ半数を占めている。その銭の種類は寛

永通賓（背文字に「文」のある新寛永銭，背文字の「文」のない新寛永銭，背文字に「足」のある寛永銭，

古寛永銭），政和通賓，治平元賓，元豊通賓，紹興元賓，開元通賓言輿寧元宮，天樽通賓，永楽通賓，元祐

通賓，淳化元賓など14種類である。このことから4期に区分することができる。I期は明銭や北宋銭などの

渡来銭のみの出土する時期，17世紀前葉以前。Ⅱ期は古寛永銭だけ，または渡来銭を含んでの出土する時期，17

世紀中葉。Ⅲ期は新寛永銭だけ，またはそれに渡来銭や古寛永銭を含んでの出土する時期，17世紀後葉。Ⅳ

期は新寛永で「足」「文」の背文字のあるものが出土する時期で，18世紀初頭となる。

また，埋葬方法も座葬と屈葬の2種類が確認でき，時期的な変化が見られる。I期は第11・25号墓境の2

基が該当し，屈葬である。出土した古銭だけをみれば第15・24号墓境も当該期に相当するが，重複関係から

除外した。Ⅱ期は第27・29・30・33・34・40号墓境の6基が該当し，屈葬4基，座葬2基である。主流は屈

葬であるが，座葬が行われるようになり，座葬の1基に棺が使用されていると思われる。Ⅲ期は第5・10・

13・18・20・23・24・28・31・32・36・41・44・45・48・50号墓境の16基が該当し，屈葬6基，座葬10基と，

屈葬と座葬の割合が逆転する。Ⅳ期は第7・14・21・43・46・47・49号墓境の7基が該当し，屈葬1基，座

葬6基で座葬が大部分を占めるようになる。

この周辺の土坑や井戸跡から五輪塔も出土しており，中世後半に石塔を有する墓域であった地域が近世に

なっても墓地が営まれたといえる。

註）

1）白石真理『武田石高遺跡　古墳時代編』㈲ひたちなか市文化・スポーツ振興公社文化財調査報告　第17集1999年

2）古墳時代研究班　「茨城の『S字状口縁台付賓』について（3）」『研究ノート』7号　㈲茨城県教育財団1998年6月

3）日本考古学協会新潟大会実行委員会『東日本における古墳出現過程の再検討』　日本考古学協会1993年10月
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8）五十川伸夫「古代・中世の鋳鉄鋳物」『国立歴史民俗博物館研究報告第46集』国立歴史民俗博物館1992年12月
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金谷遺跡出土赤色塗彩土器塗彩断面の自然科学的調査

岩手県立博物館　赤沼英男

1　はじめに

茨城県岩瀬町金谷遺跡の古墳時代前期（4世紀前半）の遺構からは，赤色に塗彩された祭祀用土器が検出さ

れている1）。塗彩部分から微小試料を摘出し，断面を光学顕微鏡，EPMA（エレクトロン・プローブ・マイク

ロアナライザー）を使って分析した結果，赤色系色材料は酸化鉄（酸化第二鉄と推定される）を主成分とする

パイプ状物質2）であることが確認された。樹脂による下地調整の跡はみられない。粘土状物質にパイプ状物質

を混和し赤色の塗彩を施したものと推定される。ただし，パイプ状物質の分布の方向は土器によって異なって

いて，パイプ状物質を塗彩する際の方法が複数あったものと推定された。以下に当該物質の自然科学的調査結

果を報告する。

2　調査資料

調査資料は表1に示す4資料である。資料はいずれも土器片で，古墳時代前期の遺構から見出されている。

表1　分析資料および分析結果

資料番号 資科名 検　 出　遺　構 推定時期 赤色材料

1 赤彩土器 第 5 号住居跡出土 古墳時代前期 PI

2 赤彩土器 第23号住居跡出土 古墳時代前期 PI

3 赤彩土器 第53号住居跡出土 古墳時代前期 PI

4 赤彩土器 第60号住居跡出土 古墳時代前期 PI

注1）資料名，検出遺構，推定時期は茨城県教育財団　大塚雅昭氏による。
注2）pIはパイプ状物質。

3　調査方法

あらかじめ提供された土器片から，ダイヤモンドカッターを装着したハンドドリルを使い，塗彩断面の観察

が可能となるよう小ブロックを摘出し，分析用試料とした。摘出した試料をエポキシ樹脂に埋め込みダイヤモ

ンドペーストを用いて研磨した後，光学顕微鏡で塗彩断面を観察し，エレクトロン・プローブ・マイクロアナ

ライザー（EPMA）で赤色系色材料に含有される物質とその化学組成を分析した。

4　調査結果

No．1（図1al）は内外面ともほぼ全域が赤色に塗彩されている。摘出した試料断面のマクロ組織（図1bl）

の周縁部には，赤色を呈する領域が局所的に残存する。図1bl領域Rl，領域R2内部のEPMAによる組成像

（COMP）には，内径1JLm未満のパイプを呈する物質（PI：以下ではパイプ状物質という）が観察される（図

1cl，C2）。領域Rl内部に含有される元素濃度のカラーマッピング（図1dl），ならびに複合カラーマッピ

ング（図1el）から明らかなように，パイプ状物質には鉄（Fe）と酸素（0）が高濃度に含有される。パイ

プ状物質の近傍に点在する直径10～20メ皿の灰色粒子は酸化ケイ素（Qtz：石英と推定される）である。No．1

土器に使用された赤色の発色材はパイプ状物質で，粘土状物質に混和し塗彩が施されたと推定される。
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No．2，N0．4も内外面のほぼ全域に赤色の塗彩が施されている。それぞれの試料（（図2al，図4al）から

摘出した試料のマクロ組織（図2bl，図4bl）の周縁部には，赤色を呈する領域が観察される。図2bl，図

4bl枠内部のEPMAによる組成像にもNo．1同様微細なパイプ状物質（PI）が認められる（図2cl，図4cl）。

EPMAによる元素濃度のカラーマッピング，Fe，Si，0の複合カラーマップによると，パイプ状物質にはFe，

0が高濃度に分布し，周辺には酸化ケイ素（Qtz：石英と推定される）が点在する（図2dl，図2d2，図2

el，図4dl＿3）。No．2，N0．4の発色剤もパイプ状物質で，No．1同様粘土状物質に混和し塗彩されたと推定

される。

N0．3もNo．1同様その両面が赤色に塗彩されている（図3al）。マクロ組織枠内部には直径1ノ皿未満のパイ

プ状物質（PI）が観察される。EPMAによる元素濃度のカラーマッピングは，パイプ状物質が酸化鉄を主成

分とすることを示している。ただし，No．1，No．2，およびN0．4ではパイプ状物質が横断面方向に分布する

のに対し，N0．3では長軸方向に分布する。パイプ状物質の分布状況に差異が認められる。

5　考察

金谷遺跡の古墳時代中期の遺構から検出された赤色塗彩土器の赤色系色材料は，酸化鉄（酸化第二鉄）を主

成分とするパイプ状物質である。この物質は鉄バクテリア起源とする見方が出されていて2），三内丸山遺跡出

土赤色塗彩遺物にみるように，既に縄文時代前期に赤色系色材料として使用されていたことが知られてい

る3卜5）。金谷遺跡出土赤色塗彩土器にパイプ状物質の使用が確認されたことによって，当該物質が赤色系色材

料として縄文時代前期から古墳時代前期の長期間にわたり，列島内の広い地域で使用され続けたことが判明し

た。

調査した4点の土器片の赤色塗彩断面には樹脂による下地調整の跡はみられない。パイプ状物質を土器胎土

に塗彩したと推定される。No．1，No．2，およびN0．4とN0．3では土器表面におけるパイプ状物質の分布の

方向が異なる。塗彩する土器の器形によって異なった塗彩方法がとられた可能性が考えられる。この点につい

ては，塗彩土器の器形と塗彩断面の調査結果を比較し確かめる必要がある。

金谷遺跡周辺には褐鉄鉱が賦存する1）。図5alは採取された褐鉄鉱，図5blはマクロ組織，図5cl，dlは

bl枠内部の組成像と含有される元素濃度の複合カラーマッピングである。Feと0に富む粒状物質（IO）が局

所的に点在する。No．1～N0．4の赤色塗彩土器にみられたパイプ状物質はなく，この鉱石が赤色系色材料とし

て使用されたとみることはできない。金谷遺跡内には湿地帯が存在するという1）。パイプ状物質がバクテリア

起源であるという見方に立てば，褐鉄鉱から湿地帯に鉄が溶出し，バクテリアの働きでパイプ状物質が形成さ

れた，と考えることができる。遺跡内では祭祀用として使用する小形土器に，遺跡内もしくはその周辺のパイ

プ状物質を調達し，なんらかの方法で色調整を行うなどして塗彩が施されたと思われる。パイプ状物質が残存

する土器，工房などが発見されれば，その点を明確にすることができるであろう。

註）

1）茨城県教育財団・大塚雅昭氏からのご教授による。

2）岡田文男「パイプ状ベンガラ粒子の復元」日本文化財科学会第14回発表要旨，1997。

3）『特別史跡三内丸山遺跡年報5』　青森県教育委員会，2002。

4）『特別史跡三内丸山遺跡年報6』　青森県教育委員会，2003。

5）赤沼英男・武田昭子・中村美杉・渋谷孝雄・上条朝宏・門倉武夫「土器残存塗膜の自然科学的研究」日本文化財科学会第19

回大会発表要旨。
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0　　　　　　2cm

図1N0．1の外観と摘出した試料の組織観察結果

al：外観，矢印は試料摘出位置。bl：マクロ組織。Cl，C2：bl領域Rl，R2内部のEPMAによる組成像

（COMP）。dl：cl枠内部に含有されるFe濃度のカラーマッピング。el：cl枠内部に含有されるFe，Si，

0濃度の複合カラーマッピング。
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1m′

0　　　　　　2cm

bl

図2　N0．2の外観と摘出した試料の組織観察結果

al：外観，矢印は試料摘出位置。bl：マクロ組織。Cl：bl枠内部のEPMAによる組成像（COMP）。

dl・d2：cl枠内部に含有されるFe，Si濃度のカラーマッピング。el：dlにおけるFe，Si，0濃度の複合

カラーマッピング。
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al

■
bl

図3　N0．3の外観と摘出した試料の組織観察結果

al：外観，矢印は試料摘出位置。bl：マクロ組織。C．：bl枠内部のEPMAによる組成像（COMP）。

d1－d3：含有されるFe，Si，0濃度のカラーマッピング。
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al

題齢
0　　　　　　　2cm

bl

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5mm

図4　N0．4の外観と摘出した試料の組織観察結果

al：外観，矢印は試料摘出位置。bl：マクロ組織。Cl：b．枠内部のEPMAによる組成像（COMP）。

dl－d。：cl枠内部に含有されるFe，Si，0濃度のカラーマッピング。
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al

0　　　　　　　　2cm

bl

図5　金谷遺跡検出褐鉄鉱の外観と摘出した試料の組織観察結果

a．：外観，矢印は試料摘出位置。bl：マクロ組織。Cl：bl枠内部のEPMAによる組成像（COMP）。

dl：clに含有されるFe，0，Si濃度の複合カラーマッピング。
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金谷遺跡出土鉄関連遺物からみた鉄関連遺物の組成とその意味

岩手県立博物館　赤沼英男

1　はじめに

梵鐘や鉄仏はもとより，鍋釜やそれを製作するための鋳型の出土が示すように，遅くとも8世紀後葉から9

世紀には煮炊き具として鋳造鉄器が使用されるようになる1）。「鋼」を過熱・鍛打して目的とする器形に造形し，

武器や武具，農具，工具，および漁具などを製作する鍛造に加え，「銑鉄」を溶融し鋳型に注ぎ込んで固め，

複雑な器形の鉄器を製作する，鋳造が盛んに行われるようになるのである1）2）。

平成14年度に行われた発掘調査によって，茨城県岩瀬町に所在する金谷遺跡の中世（14世紀後半以降）と推

定される遺構から，鉄関連炉壁片，鉄鍋の鋳造に使用されたと推定される鋳型片，鉄鍋片，鉄錆塊（銑鉄塊），

羽口片，および鉄棒が出土しだ）。遺跡内で鉄鍋をはじめとする鋳造鉄器が製作されていた可能性が高く，鋼

の製造と鋼製鉄器の製作までもがなされてい

たものと推定されだ）。当該遺跡周辺には掘　表1調査鉄関連遺物の概要

ノ内古窯跡群，新治郡衛・新治廃寺，上野原

瓦窯跡などが分布する。また，平成13年度に

行われた辰海道遺跡の発掘調査では，古墳時

代に比定される豪族居館に関わる環濠遺構が

確認され，そこから鉄に関する生産活動が実

施されていたことを示す資料が検出された4）。

金谷遺跡およびその周辺では古代から，鉄や

鉄製品，瓦の生産が活発に行われていたこと

をみてとれる3）。

鋳造鉄器の製作にはその素材となる原料銑

鉄が不可欠である。原料銑鉄中の炭素を低減

する，すなわち脱炭処理を施すことによって，

鋼の製造も可能となる。鋳造に使用された原

料銑鉄の組成を明らかにし，その獲得方法を

推定すること，鋳造の具体的操業方法を解明

すること，および遺跡内における鋼製造およ

び鋼製鉄器製作の可能性を推定することを目

的として，鋳型片，炉壁片をはじめとする出

土鉄関連遺物の金属考古学的調査を実施し

た。以下に，金谷遺跡出土鉄関連遺物の金属

考古学的調査結果を述べる。

2　調査資料

金属考古学的調査を行った資料は，銑鉄塊

N o． 検出遺構 資料番号 資料名 推定年代

1 第 3 号方形堅穴遺構 1 鋳型片 中世

2

第 7 号溝跡

2 炉壁片 中世

3 4 炉壁片 中世

4 5 羽口先端部 中世

5 9 鉄淳 （流状淳） 中世

6 11 炉内溶解物 中世

7 第 6 号溝跡 13 炉壁片 中世

8

第 1 号鋳造遺構群

16 炉壁片 中世

9 17 鉄淳 中世

10 18 鉄淳 中世

11 19 鉄淳 中世

12

第 2 号鋳造遺構群

21 炉壁片 中世

13 23 銑鉄塊 中世

14 25 炉内溶解物 中世

15 26 炉内溶解物 中世

16 第 2 排淳場 34 鉄棒 （銑鉄混在） 中世

17
第 1 排淳場

39 鉄淳 （流状淳） 中世

18 40 鉄棒 （銑鉄混在） 中世

19

第 7 号溝跡南側

N o．1 A 鉄棒 中世

20 N o．1 B 銑鉄塊 中世

21 N o．1 C 銑鉄塊 中世

22
第 2 号方形堅穴遺構

N o．2 B 銑鉄塊 中世

23 N o．2 C 鉄淳 中世

24 第 7 号溝跡 － 鉄鍋片 中世 ．

25 SK 37号墓墳 － 鉄鍋片 近世

26 第 2 号鋳造遺構群 28 砂鉄 中世

注1）分析番号（No．）は筆者，検出遺構，資料番号，資科名，推定年
代は茨城県教育財団　大塚雅昭氏による。

注2）No．12は肉眼観察によって鉄棒に判定されたが，金属考古学的解
析の結果銑鉄であることが判明したので，銑鉄塊とした。
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5点，鉄鍋片2点，鋳型片1点，炉壁片5点，羽口先端部1点，および鉄淳11点の合計25資料である。なお，

遺跡内およびその周辺における銑鉄生産および鉄鍋製作の可能性を検討するため，第2号鋳造遺構群から採取

された砂鉄も併せて調査した。調査資料の概要は表1に示すとおりである。

3　調査試料片の摘出

ダイヤモンドカッターを装着したハンドドリル（以下，ハンドドリルという）を使って，図1～図9に示す

位置に1－3cmの深さでⅤ字形の切込みを入れ，1～2gの試料を摘出した。摘出した試料をさらに2分し大

きい方を組織観察に，小さい方を化学成分分析に供した。鋳型片（No．1），炉壁片（No．2，3，7，8，12），

および羽口片（No．4：残存状況から炉内に挿入された先端部と推定される）の7試料の内面（反応面）は溶

融または部分溶融している。そこで内面，および反応に直接関与しなかったと判断される外面から別々に試料

を摘出し，それぞれにSal，Sa2の記号を付し分析試料とした。

4　調査方法

組織観察用試料はエポキシ樹脂に埋め込み，エメリー紙，ダイヤモンドペーストを使って研磨した。研磨面

を金属顕微鏡で観察し，資料の成因，製作技法等を解明するうえで重要と判断された錆中の元素濃度分布，鋳

型片，炉壁片，羽口先端部，鉄淳中の鉱物相をエレクトロン・プローブ・マイクロアナライザー（EPMA）

で分析した。

化学分析用試料は表面に付着する土砂，錆をハンドドリルで丹念に削り落とし，エチルアルコール，アセト

ンで超音波洗浄した。試料を130℃で2時間以上乾燥し，メノー乳鉢で粉砕した後テフロン分解容器に秤量し，

塩酸，硝酸，およびフツ化水素酸を使って溶解した。溶液を蒸留水で定溶とし，T．Fe（全鉄），Cu（鋼），ニ

ッヶル（Ni），コバルト（Co），マンガン（Mn），リン（P），チタン（Ti），ケイ素（Si），カルシウム（Ca），

ァルミニウム（Al），マグネシウム（Mg），バナジウム（Ⅴ），批素（As），アンチモン（Sb）の14元素を高周

波誘導結合プラズマ発光分光分析法（ICP－AES法）で分析した。

5　金属考古学的解析結果

5－1銑鉄塊・鉄鍋片の化学組成

表2，表3はそれぞれ銑鉄塊，鉄鍋片の化学成分分析結果である。No．20，No．21，およびNo・25のT・Feは

95．48％，93．11％，96．47％でほぼメタルからなる試料が，No．26のT．Feは85・74％でメタルと錆が混在した

試料が，No．13，No．16，およびNo．23は47．41～54．28％で相当に錆化が進んだ試料が分析されている。

分析した全ての銑鉄塊および鉄鍋片からは0．01％を上回るCo，0・19％以上のPが検出され，No・20，No・21，

N。．23，およびNo．26には0．01％を上回るCu，Niが含有されている。後述するように，遺跡内および周辺の粘

土状物質を使って製作された炉壁片のNi，Co，およびCu含有量は0・01％未満であり，Ni，Co，およびCu

の三成分が埋蔵環境下から富化される可能性は乏しい。

Pについては埋蔵環境下から富化される場合がある5）。No．20，No．21，およびNo．25はほぼメタルからなる

試料が分析されているため，検出されたPは地金に含有されていた，とみることができる。No・26はメタルに

錆が混在した試料，No．13，No．16，およびNo．23は相当に錆化が進んだ試料からの分析値である。このような

場合，ほぼ同じ埋蔵環境下にあったとみることができる他の鉄器の化学成分分析値と比較し，埋蔵環境下から

の富化の可能性を吟味する必要がある。しかし，No．13をはじめとする上記4試料とほぼ同じ埋蔵環境下にあ
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表2　銑鉄塊の分析結果

No ．

化学組成 （m ass％）
ミクロ組織

T ．Fe　　　 C u　　　　 N i　　　 C o　　　 M n　　　　 P　　　　 T i　　　 S i　　　 C a　　　 A I　　　 M g　　　　 V　　　　 A s　　　 S b

13 47 ．41　　 0 ．007　　 0．009　　 0 ．010　　 0．005　　　 0．30　　 ・0 ．100　 1．25　　　 0 ．195　　 0 ．263　　 0 ．029　　 0．106　　 ＜0．01　 ＜0 ．01 G

16 50 ．92　　 0 ．005　　 0 ．007　　 0 ．013　　 0．065　　　 0 ．19　　　 1．21　　 2 ．90　　　 0 ．429　　 0 ．744　　 0 ．218　　 0．088　　 ＜0 ．01　 ＜0 ．01 G

20 95 ．48　　 0 ．011　　 0 ．022　　 0 ．035　　 0．036　　　 0 ．25　　 ＜0 ．001　　 0 ．52　　 ＜0 ．001　 ＜0．001　　 0 ．066　 ＜0．001　 ＜0 ．01　 ＜0 ．01 L

21 93 ．11　　 0 ．013　　 0 ．016　　 0 ．032　　 0．011　　 0 ．38　　 ＜0 ．001　　 0 ．39　　 ＜0 ．001　 ＜0．001　 ＜0 ．001　　 0．038　　 ＜0 ．01　 ＜0 ．01 L

23 54 ．28　　 0 ．010　　 0 ．016　　 0 ．032　　 0 ．011　　 0 ．38　　 ＜0 ．001　 1．00　　　 0 ．047　　 0．865　　 0 ．041　　 0．024　　 ＜0 ．01　 ＜0．01 L

注1）No．は表1に対応。化学成分分析はICPrAES法による。

注2）Gは片状黒鉛，Lはレーデブライト組織。

表3　鉄鍋片の分析結果

N o．

化学組成 （m ass％）
ミクロ組織

T ．Fe　　　 C u　　　　 N i　　　 C o　　　 M n　　　　 P　　　　 T i　　　 S i　　　 C a　　　 A J　　　 M g　　　　 V　　　　 A s　　　 S b

25 96 ．47　　 0．005　　 0 ．008　　 0 ．02 1　　 0 ．026　　 0 ．34　　　 0 ．004　　 0 ．35　　 ＜0 ．001　 ＜0 ．001　 ＜0 ．001　　 0 ．064　 ＜ 0．0 1　　 ＜0．01 L

26 85 ．74　　 0．092　　 0 ．010　　 0．0 14　　 ＜0 ．001　　 0 ．22　　 ＜0 ．001 ・　 0 ．26　　 ＜0 ．001　 ＜0 ．001　 ＜0．00 1　 ＜0 ．001　　 0．040　　 ＜0．01 L

注1）No．は表1に対応。Lはレーデブライト組織。

った，とみることができる鉄器の化学成分分析値はなく，その実施は難しい。ここでは，No．13，No．16，およ

びNo．23に相当量のPが含有されていた可能性を指摘するにとどめる。

5－2　銑鉄塊および鉄鍋片の組織観察結果

No．13領域Rl，領域R2内部には片状黒鉛（G）が析出した組織が観察される（図1al，bl，Cl，C2，dl）。

含有される元素濃度のカラーマッピング（図1C2）には局所的にFe，Pが高濃度に分布する領域もみられ，

図1dl枠内部には微細なFe－S系化合物が残存する（図1d2）。No．13は銑鉄塊で，化学成分分析において検

出されたPの相当量は，地金中に残存するPに起因すると推定される。No．16から摘出した試料にはいたると

ころに空隙がみられ，そのほとんどが錆によって構成されている。マクロ組織領域Rlおよび領域R2内部には

片状黒鉛（G）が析出している（図2）。No．20，No．21，およびNo．25から摘出した試料はそのほとんどがメ

タル，No．23はその全域が錆，No．26はメタルと錆によって構成され，マクロ組織枠内部はいずれもレーデブラ

イト組織（L）6）からなる（図3）。

5－3　鋳型片・炉壁片・羽口装着孔の化学組成

鋳型片，炉壁片，および羽口先端外面（Sa2）から摘出した試料のT．Feは，2．52～14．85％，Si，Alはそれ

ぞれ9．98～31．8％，2．01－10．2％である。N0．8では内面から摘出した試料（Sal）のT．Feが外面から摘出し

た試料（Sa2）のT．Feよりも高レベルにある。これは金属鉄や鉄淳の混入によるものと思われる。一方，N0．

7ではその逆の現象が認められる。これは築炉にあたって使用された粘土状物質中に混在する酸化鉄の影響と

思われる。No．4Salからは47．96％のT．Feが検出された。後述するように，高レベルのT．Feは一様に分布す

る酸化鉄粒子に起因すると推定される。

5－4　鋳型片・炉壁片・羽口装着孔の組織観察結果

N0．1の内面は茶褐色，外面は赤褐色を呈する。内面から摘出した試料の中心部分には，微細粒子によって

構成される約150メ皿厚の層があり，その上層および下層には，灰色を呈する粒子（Opl：斜長石と推定される）
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表4　鋳型・炉壁・羽口装着孔の分析結果

N o ． 資 料 名
試 料摘

出位 置

化 学組 成 （m ass％ ）
鉱物 組 成

T ．Fe　　 C u　　　 N i　　 C o　　　 M n　　　 P　　　 T i　　 S i　　 C a　　　 A I　　 M g　　　 V　　　 A s　　　 S b

1 鋳 型 片
S al 3．89　　 0 ．001　 0 ．004　 0 ．001　 0．056　　 0 ．07　　 0 ．356　　 28 ．0　 1 ．22　　 7 ．55　 0 ．605　 ＜0 ・001　 ＜ 0・01　 ＜0・01 Q tz，O pl，M a

S a2 4．36　　 0 ．003　　 0 ．004　　 0 ．001　 0．035　　 0 ．05　　 0 ．499　　 31 ．8　　 0 ．541　 9 ．12　　 0 ．351 ＜0 ・001　 ＜ 0・01　 ＜ 0・01 －

2 炉 壁 片
S al 3．69　　 0 ．001　 0 ．002　 ＜0 ．001　 0．157　　 0 ．08　　 0 ．355　　 25 ．2　　 2 ．75　　　 6 ．51　 0 ・730　　 0 ・018　 ＜ 0・01　 ＜ 0・01 Q tz，M a

S a2 4．50　　 0 ．002　　 0 ．003　　 0 ．001　 0．077　　 0 ．05　　 0 ．500　　 29 ．7　　 0 ．548　 10 ．2　　 0 ．373　 ＜0 ・001　 ＜ 0・01　 ＜ 0・01 Q tz，M a

3 炉 壁 片
S al 4．24　　 0 ．003　　 0 ．004　　 0 ．001　 0．070　　 0 ．06　　 0 ．512　　 28 ．1　 0 ．773　　 7 ．06　　 0 ．578　 ＜ 0 ・001　 ＜ 0・01　 ＜ 0・01 Q tz，G l

S a2 4．20　　 0 ．001　 0 ．003　 0 ．001　 0．050　　 0 ．04　　 0 ．440　　 23 ．6　　 0 ．405　　 9 ．91　 0 ．359　 ＜0 ・00 1　 ＜0 ・01　 ＜ 0・01 －

4
羽　 口

先 端部

S al 47．96　　 0 ．003　　 0 ．008　　 0 ．012　　 0．018　　 0 ．07　　 0 ．107　　 9 ．98　 0 ．423　　 2 ．01　 0 ．131　 0 ・005　 ＜0 ・01　 ＜ 0・01 lO ，G l

S a2 3．79　　 0 ．001　 0 ．003　 0 ．001　 0．044　　 0 ．04　　 0 ．340　　 24 ．4　　 0 ．720　　 6 ．87　 0 ．406　 ＜ 0 ・00 1　 ＜0 ・01　 ＜ 0・01 Q tz，M a

7 炉 壁 片
S al 5．80　　 0 ．002　 0 ．002　 0 ．001　 0．165　　 0 ．08　　 0 ．681　 21 ．9　　 3 ．18　　　 8．．27　 0 ・800　 ＜ 0 ・00 1　 ＜0 ・01　 ＜ 0・01 Q tz，M a

S a2 1 2．36　　 0 ．002　　 0 ．003　　 0 ．001　 0．058　　 0 ．03　　 0 ．334　 16 ．5　　 0 ．677　　 6 ．59　　 0 ．431 ＜0 ・00 1　 ＜0 ・01　 ＜ 0・01 －

8 炉 壁 片
S al 14．85　　 0 ．002　 0 ．002　 0 ．001　 0．094　　 0 ．05　　 0 ．681　 20 ．2　　 3 ．60　　 4 ．85　 0 ．841 ＜ 0 ・00 1　 ＜0 ・01　 ＜ 0・01 Q tz，M a

S a2 2．52　　 0 ．002　　 0 ．003　　 0 ．001　 0．023　　 0 ．02　　 0 ．383　 18 ．3　　 0 ．218　　 6 ．42　　 0 ．326　 ＜0 ・00 1　 ＜0 ・01　 ＜ 0・01 －

12 炉 壁片
S al 4．14　　 0 ．002　 0 ．002　 0 ．009　　 0．392　　 0 ．05　 ＜0 ．001　 13 ．8　　 4 ．89　　　 6 ．44　 1．56　　 0 ・104　 ＜0 ・01　 ＜ 0・01 XT ，G l

S a2 3．06　　 0 ．002　　 0 ．003　　 0 ．001　 0．035　　 0 ．04　　 0 ．486　　 25 ．7　　 0 ．497　　 7 ．72　　 0 ．460　 ＜0 ・00 1　 ＜0 ・01　 ＜ 0・01 －

注1）No．は表1に対応。化学成分分析はICPJIES法による。

注2）Qtzは酸化ケイ素（石英と推定される），Oplは斜長石，IOは酸化鉄，ⅩTは鉄チタン酸化物，Glはガラス化した領域，Maはマトリッ
クス。

とやや暗灰色を呈する粒子（Qtz：石英と推定される）がいたるところに点在した組織によって構成される（図

4）。別途行われた岩石・鉱物学的調査によって，No．1鋳型は火山灰起源の粘土に花崗岩質の砂を混ぜて製作

されたものと推定されだ）。

N0．3は炉壁片で，内面は溶融または部分溶融し黒褐色を呈する。内面から摘出した試料は，石英と推定さ

れる粒子（Qtz）がガラス化した領城中に点在する組織からなる（図4）。金属鉄および酸化鉄の固着はみら

れず，反応サイトから離れた位置にあった炉壁と推定される。図6から明らかなように，N0．2の内面（Sal），

および外面（Sa2），No．7およびN0．8の内面から摘出した試料もN0．3とほぼ同様の鉱物組成をとる。No．12

の内面は著しく部分溶融している。マクロ組織枠内部のEPMAによる組成像（COMP）は灰色の柱状化合物

（ⅩT）とガラス化した領域（Gl）によって構成され，前者はFe－Ti－Aト0系鉄チタン酸化物，後者はFeO－

CaO－A1203－K20－SiO2－MgO－TiO2系ガラス質ケイ酸塩である。

N0．4は羽口先端部分である（図5al）。内面は赤褐色，外面は茶褐色を呈し，先端の一部には炉壁が固着

している。摘出した試料は灰色を呈する粒子（IO）とガラス化した領域（Gl）からなる部分（図5blA部），

暗灰色を呈する粒子（Qtz）とガラス化した領域（Gl）からなる部分（図5blB部）によって構成され（図5

bl），EPMAによってIOは酸化鉄，Qtzは酸化ケイ素（石英と推定される）であることが確かめられている

（図5cl，C2，dl，d2）。

5－5　鉄淳の化学組成

表5はガラス化した鉄淳（No．5，No．6，No．9，No．10，No．14，No．15，No．17，およびNo．18），表6は塊

状淳（No．11，No．19，No．24）の化学成分分析結果をまとめたものである。表5の8点，および表6の3点の

T．Feは1．66－51．28％，Siは19．1～29．8％，Alは0．286～7．10％で，No．5，No．6，およびNo．10からは14・8

－19．1％のCa，No．6，No．10およびNo．18からはそれぞれ12．06％，4・37％，7・27％のTiが検出されている。

11試料はいずれも粘土状物質を主成分とする。N0．5をはじめとする4試料に含有される11％を上回るCa，お

よびNo．6，No．10に含有される7．27％，12．06％のTiの相当量は操作中に人為的に添加された物質，または

炉内反応に直接関与する部分の耐火度を高めるために使用された炉構築材料に，No．18に含有される4・37％の
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表5　ガラス化した鉄淳の分析結果

No ．

化学組成 （m ass ％）
ミクロ組織

T ．Fe　　　 C u　　　 N i　　 C o　　　 M n　　　 P　　　　 T i　　　 S i　　 C a　　　 A I　　 M g　　　 V　　　 A s　　　 S b

5 2 ．39　 ＜0 ．001　 0 ．002　 ＜ 0．001　 0 ．246　　 0 ．05　　 0 ．363　　 23 ．9　 19．1　　 5．11　 1．74　　 0 ．062　　 ＜0 ・01　 ＜ 0・01 G I，L

6 5 ．34　　 0 ．001　 0 ．001　　 0．0 11　 0 ．332　　 0 ．03　　 7 ．27　　 20 ．3　 14．8　　　 4．66　　 2．44　　 0 ・039　　 ＜0 ・01　 ＜ 0・01 Q tz，G l

9 5 ．17　　 0 ．001　 0 ．002　　 0．005　 0 ．262　　 0 ．04　　 3 ．91　　 26 ．9　　　 7．35　　 5．07　 1．21　　 0 ・086　　 ＜0 ・01　 ＜ 0・01 Q tz，G l

10 1 ．66　　 0 ．002　 0 ．001　　 0．0 16　 0 ．481　　 0 ．02　 12 ．06　　 20 ．9　 15．8　　　 4．84　　 2．80　　 0 ．074　　 ＜0 ・01　 ＜ 0・01 M a

14 11．79　　 0 ．002　 0 ．003　　 0．003　 0 ．077　　 0 ．06　　 0 ．408　　 29．8　　 1．39　　 7．10　　 0．565　　 0 ・001　 ＜0 ・01　 ＜ 0・01 Q tz ，G l

15 8．26　　 0 ．001　 0 ．003　　 0．001　 0 ．168　　 0 ．05　　 0 ．508　 19．1　　 3．96　　 6．90　　 0．86　　 0 ．0 13　　 ＜0 ・01　 ＜ 0・01 Q tz，G I

17 17．48　　 0 ．001　 0 ．004　　 0．002　 0 ．057　　 0 ．11　　 0 ．375　　 25．9　　　 0．75　　 5．56　　 0．45　　 0 ・023　　 ＜0 ・01　 ＜ 0・01 G L G

18 2．80　　 0 ．007　 0 ．001　　 0．007　 0 ．327　　 0 ．01　　 4 ．37　　 28．4　　　 5．60　　 4．34　 1．36　　 0 ．129　　 ＜0 ・01　 ＜ 0・01 （G ），【（T i（C ，N ），G I】

27 55．7 1　　 0 ．005　 0 ．008　　 0 ．021　 0 ．327　　 0 ．08　　 6 ．20　　　 7．2 1　　 0．283　 1．69　 1．49　　 0・266　　 ＜0 ・01　 ＜0 ・01 －

注1）N0．4は表1に対応。化学成分分析はICP一一AES法による。

注2）Qtz：酸化ケイ素（石英と推定される），G：片状黒鉛，L：レーデブライト組織，Gl：ガラス質けい酸塩，Ma：マトリックス。

Tiの相当量は5－6で述べる試料中に残存するTi（C，N）に起因すると考えられる。

5－6　鉄淳の組織観察結果

No．18，N0．5は黒褐色を呈するガラス化した鉄淳である。前者から摘出した試料には局所的に片状黒鉛（G）

が析出した錆が，後者から摘出した試料にはレーデブライト組織によって構成される錆が残存する。これらの

組織観察結果は，炉内に銑鉄が形成されていたことを示している。なお，No．18の片状黒鉛が析出した領域の

周縁には，金色を呈する微細粒子［Ti（C，N）］が灰色を呈するガラス化した領域（Gl）によって取り囲ま

れた組織が観察される（図2）。N0．5のガラス化した領域はCaO－A1203－SiO2系ガラス質ケイ酸塩（Gl）で

ある（図7）。

No．10は灰褐色を呈する流状淳で，摘出した試料には針状を呈するFe，Ca，Ti，0を主成分とする微細な

結晶が残存する（図7）。No．6，No．9，No．14，No．15，およびNo．17はいずれも黒褐色を呈する流状淳である。

摘出した試料のマクロ組織にはいたるところに空隙がみられる。それぞれの試料のマクロ組織枠内部は，暗灰

色を呈した粒子（Qtz：石英と推定される）がガラス化した領域に取り囲まれた組織によって構成される（図

8）。

No．11は黒褐色を呈する塊状淳，No．19，No．24は黒褐色を呈する流状淳で，3試料には局所的に赤錆が残存

する。摘出した試料のマクロ組織にはいずれにも多数の空隙がみられ，No．11マクロ組織枠内部のEPMAによ

る組成像には，灰色の柱状をしたFe－A卜0系化合物とガラス化した領域からなる鉄淳と錆とが混在した組織

が観察される。No．19マクロ組織枠内部は灰色のFe－A1－0系領域，暗灰色のFeO－CaO－MgO－SiO2系領域［01：

（Fe，Ca，Mg）－かんらん石と推定される］，およびガラス化した領域（Ma）によって構成される。No．24は

N0．6とほぼ同じ組織からなる（図9）。

6　考察

金属考古学的調査を行ったNo．13およびNo．16は片状黒鉛が析出した銑鉄塊，No．20，No．21，およびNo．23は

レーデブライト組織からなる銑鉄塊であることが明らかとなった。炉内で生成したと推定されるNo．5および

No．18にも，ガラス化した領域に局所的に銑鉄の残存が確認された。N0．5は黒褐色を呈する流状淳，No．18は

塊状淳で，前者は酸化ケイ素，酸化アルミニウム，および酸化アルミニウムを，後者は酸化ケイ素，酸化アル

ミニウム，酸化カルシウム，およびチタンを主成分とする。T．Feはそれぞれ2．39％，2・80％含有されるにす
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表6　塊状淳の分析結果

N o．

化学組成 （m ass％）
ミクロ組織

T ．Fe　　　 C u　　　 N i　　 C o　　　 M n　　　 P　　　 T i　　　 S i　　 C a　　　 A I　　 M g　　　 V　　　 A s　　　 S b

11 51 ．28　　 0．005　　 0 ．010　　 0 ．012　　 0 ．012　　 0．2 1　　 0．044　　 2 ．12　　 0 ．105　　 0 ．286　　 0 ．062　 0 ．057　　 ＜0．01　 ＜0・01 F e一丁ト一〇 系化合物，G l

19 49 ．65　　 0．009　　 0 ．012　　 0 ．019　　 0．022　　 0．14　　 0．077　　 8 ．43　 ＜0 ．001　 ＜0 ．001　 ＜0 ．001　 0．040　　 ＜0．01　 ＜0．01 Fe－A 卜0 系，0 ［，G Z

24 4 ．06　　 0．001　 0 ．002　　 0 ．001　 0．257　　 0．05　　 0．905　　 22 ．7　　 11．1　　 6 ．59　　 1 ．50　　 0 ．014　　 ＜0．01　　 0・021 Q tz，G l

注1）No．は表1に対応。化学成分分析はICP－AES法による。

注2）ⅩTは鉄チタン酸化物，01は（Fe，Ca，Mg）－かんらん石，Qtzは酸化ケイ素，Glはガラス質ケイ酸塩。

ぎない。炉内に溶融銑鉄が形成され，Si，Al，およびCaを主成分とする融液と接触していたものと推定され

る。鋳型や鋳造組織を有する鉄鍋片の検出を加味すると，金谷遺跡において鋳造鉄器の製作が行われていたこ

とは確実といえる。

No．2，No．3，No．7，No．8，およびNo．12は溶解炉の一部と推定される。N0．8の内面からは14％を超える

T．Feが検出されている。酸化鉄が形成された周辺に配置された炉壁の可能性がある。酸化鉄，酸化ケイ素，

および酸化アルミニウムを主成分とするNo．14，No．15，No．17，およびNo．24は，溶解炉の一部が溶融または

部分溶融し固化した資料と考えられる。No．5，No．6，およびN0．9は粘土状物質とカルシウムを含む物質が

反応し生成した資料，No．10は上記にチタン化合物を含む物質が反応し生成した資料と推定され，炉壁材と鋳

造操作の過程で使用された造淳材の反応生成物，または炉内の耐火度を高めるために使用された炉壁材の溶融

物質，または両者の反応生成物とみることができる。この点については，溶銑またはスラグ融液と接していた

炉壁を調査し，確かめる必要がある。

No．1（鋳型）は岩石・鉱物学的調査によって，火山灰起源の粘土に花崗岩質の砂を混ぜて製作された可能

性があることが指摘されだ）。組織観察の結果，溶銑が注ぎ込まれる面の近傍には他の部位よりも微細な粒子

を含む粘土が赦密に張られたとみることができる。鋳造鉄器の鋳型からのはく離を容易にするため施された措

置の可能性がある。この点についても調査例の蓄積を図り確認する必要がある。

後述するように，鋳造に使用される銑鉄の化学組成は，始発原料はもとより，生産方法によっても大きく変

わる。従って，化学成分分析によって得られた結果を単純に比較するという解析方法では，実態を反映した資

料の分類結果を得ることは難しい。表2，表3の中で，Ni，Co，Cuの三成分は鉄よりも錆にくい金属のため，

一度メタル中に取り込まれた後はそのほとんどが鉄中にとどまる。従って，合金添加処理が行われていなかっ

たとすると，その組成比は鋼製造法の如何に係わらず製鉄原料の組成比に近似すると推定される。

図10は表2に示すNo．13をはじめとする5点の銑鉄塊，表3に示す2点の鉄鍋片，および遺跡内から採取さ

れた砂鉄（表5No．27）の（mass％Co）／（mass％Ni），（mass％Cu）／（mass％Co）および（mass％Ni）／（mass

％Co），（mass％Cu）／（mass％Co）を求め，その値をプロットしたものである8）。No．26を除き5点の銑鉄塊，

No．25鉄鍋片，およびNo．27は図10aでは中央下に，図10bでは左方下に分布する。図10a・bから以下の2

点を指摘できる。

①No．13，No．16，No．20，No．21，およびNo．23銑鉄塊は遺跡内またはその周辺に賦存する砂鉄を用いて生産

され，No．25はそれを素材として鋳造された可能性が高い。他の微量元素もほぼ同レベルにあるという分

析結果もそれを支持している。

②No．26は①に示す6資料とは組成の異なる銑鉄を素材として鋳造された可能性が高い。

No．26は近世の墓坑から出土した資料である。近世には鋳造鉄器，あるいは鋳造鉄器製作の素材として使用

された銑鉄が他地域からもたらされた，または鋳造時溶銑中に銅または銅合金が添加された可能性を考えるこ
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とができる。この点についても鋳造遺構から検出される資料を基に吟味する必要がある。

No．11およびNo．19は小塊状淳で，前者はFe－Aト0系化合物とガラス化した領域，後者はFe－Aト0系領域，

（Fe，Ca，Mg）－かんらん石，およびガラス化した領域からなる。No．19とNo．20，No．21が共伴関係にあるこ

とを加味すると，No．19は銑鉄を脱炭して鋼を製造する過程で生成した鉄浮の可能性がある。No．11についても

同様に考えることができる。ただし，検出遺構を考慮すると，No．11については溶解炉内で局所的に溶銑が酸

化され，炉壁材と反応して生成した資料の可能性もあり，その成因を特定することは難しい。

銑鉄の脱炭には反応を進行させるための熱源を確保する必要がある。この点については，空気酸化による脱

炭を想定することによって一応解決することができる。溶銑中の炭素および鉄は空気中の酸素と反応し，それ

ぞれ炭酸ガス，酸化鉄となる。これらはいずれも発熱反応であり，この反応熱によって脱炭反応が進んだ，と

考えることができる。この場合，No．19に残存するFe－Aト0系化合物，Fe－A1－0系領域，（Fe，Ca，Mg）－

かんらん石は空気酸化によって生成した酸化鉄と，溶融または部分溶融した粘土状物質の反応生成物と解釈す

ることができる。なお，溶銑を空気酸化するにあたっては，溶銑内に十分空気が行き渡るよう，風圧の確保が

容易な軌道内径の細い羽口が使用されたと思われる。これまでの発掘調査では，そのような形状の羽口は未確

認であるという1）。今後の調査によって該当する資料が見出されれば，銑鉄の脱炭による鋼の製造を明確にす

ることができる。

遺跡内からは表面が褐色を里し，固体鉄を加熱・鍛打する際の台石として使用されたとみなすことができる

資料が検出されている1）。鋼塊を加熱・鍛打して炭素量を調製し，目的とする形状に造形する操作，すなわち

鍛冶が行われていた可能性を考えることができる。鋼製造と並行し，鋼製鉄器製作の有無についても吟味する

必要がある。

金谷遺跡では14世紀以降，鉄鍋をはじめとする鋳造鉄器の製作が行われていたことが判明した。遺跡内また

はその周辺では鋳造鉄器製作の出発物質となる銑鉄の生産と，それは脱炭して鋼を製造し，鋼製鉄器までもが

製作されていた可能性を考えることができた。生産された製品は遺跡周辺で使用に加え，他地域へ供給された

可能性もある。金谷遺跡において検出された銑鉄塊および鋳造鉄器と，列島内から検出される鋳造鉄器の微量

元素組成比を丹念に比較することによって，金谷遺跡における鉄・鉄器生産と供給の実態が一層みえてくるも

のと思われる。

註

1）五十川伸矢「古代・中世の鋳鉄鋳物」国立歴史民俗博物館研究報告第46集，1992，pp．1－79。

2）五十川伸矢「古代から中世前半における鋳鉄鋳物生産」季刊考古学，57，1996，pp．57－60。

3）茨城県教育財団・大塚雅昭氏からのご教授による。

4）『辰海道1遺跡』茨城県教育財団，2003。

5）佐々木稔，伊藤薫「川合遺跡出土の鉄斧，鉄鎌ならびに鋤先の金属学的調査」『静岡県埋蔵文化財調査研究所　研究紀要Ⅱ』

静岡県埋蔵文化財調査研究所，1987，pp．63－73。

6）『鉄鋼便覧』日本鉄鋼協会，1981．

7）岩手大学教育学部・土谷信高助教授からのご教授による。

8）No．13およびNo．16に含有されるNiは0．01～0．005％である。資料を包み込む土壌にも同レベルのNiが含有されることがある

ため，Niが0．01％未満の場合プロットを見合わせることとしている。ただし，今回の調査では炉壁に含有されるNiが0・005％

未満であることが確認されたため，プロットを行った。
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図1No．13の外観と摘出した試料の組織観察結果

al：外観，矢印は試料摘出位置。bl：マクロ組織。Cl：bl領域Rl内部のEPMAによる組成像（COMP）。

C2：cl含有される元素濃度の複合カラーマッピング。dl：bl領域R2枠内部のEPMAによる組成像。

d2：dl枠内部のEPMAによる組成像，Gは片状黒鉛。
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図4　No．1・N0．3の外観と摘出した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。マクロ組織枠内部をEPMAで分析。Qtz：酸化ケイ素（石英と推定される），

Opl：斜長石と推定される，Gl：ガラス質ケイ酸塩。
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図5　N0．4の外観と摘出した試料の組織観察結果

al：外観，矢印は試料摘出位置。bl：マクロ組織。Cl，C2，dl，dZ：bl枠内部のEPMAによる組成像（COMP）

と定性分析結果。IO：酸化鉄，Qtz：酸化ケイ素，Gl：ガラス質ケイ酸塩。
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図7　No．5・No．10の外観と摘出した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。マクロ組織枠内部をEPMAで分析。L：レーデブライト組織，Gl：ガラス質ケイ酸塩。
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図8　No．6・No．9・No．14・No．15・NoJ7の外観と摘出した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。マクロ組織枠内部をEPMAで分析。Qtz：酸化ケイ素，Gl：ガラス質ケイ酸塩，

Me：鉄粒。
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図9　NoJ1・No．19・No．24の外観と摘出した試料の組織観察結果

外観の矢印は試料摘出位置。マクロ組織枠内部をEPMAで分析。01：（Fe，Ca，Mg）－かんらん石，

Gl：ガラス質ケイ素塩，Ma：マトリックス。
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図10　銑鉄塊および鉄鍋片に含有されるCu・Ni・Co三成分比

C。＊：（mass％Co）／（mass％Ni），Cu＊：（mass％Cu）／（mass％Ni）。

Ni＊＊：（mass％Ni）／（mass％Co），Cu＊＊：（mass％Cu）／（mass％Co）。

No．は表1に対応。
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第1号住居跡

完　掘　状　況

第1号住居跡

遺物出土状況

第1号住居跡

遺物出土状況



第1号住居跡

遺物出土状況

第8号住居跡

完　掘　状　況

第11号住居跡

完　掘　状　況



第24号住居跡

遺物出土状況

第24号住居跡

遺物出土状況

第39号住居跡

貯蔵穴遺物出土状況



第53号住居跡

遺物出土状況

第53号住居跡

貯蔵穴遺物出土状況

第110号住居跡

完　掘　状　況



第110号住居跡

遺物出土状況

第110号住居跡

遺物出土状況

第417号土坑

遺物出土状況



第2号住居跡

完　掘　状　況

第4号住居跡

完　掘　状　況

第6号住居跡

完　掘　状　況



第7号住居・跡

完　掘　状　況

第7号住居跡

遺物出土状況

第7号住居跡

竃遺物出土状況



第9号住居跡

完　掘「状　況

第12号住居跡

完　掘　状　況

第13号住居跡

完　掘　状　況



第16号住居跡

遺物出土状況

第17号住居跡

完　掘　状　況



第17号住居跡

遺物出土状況

第17号住居跡

遺物出土状況

第17号住居跡

竃遺物出土状況



第19号住居跡

完　掘　状　況

第19・20号住居跡

完　掘　状　況



第25号住居跡

完　掘　状　況

第25号住居跡

遺物出土状況

第26号住居跡

完　掘　状　況



第27号住居跡

完　掘　状　況

第28号住居・跡

完　掘　状　況

第28号住居跡

竃遺物出土状況



第30号住居跡

完　掘　状　況

第31号住居跡

完　掘　状　況

第32号住居跡・第6号溝跡

遺　物　出　土　状　況



第33号住居跡

完　掘　状　況

第36号住居跡

完　掘　状　況

第37号住居跡

完　掘　状　況



第41号住居跡

遺物出土状況

第42号住居跡

遺物出土状況

第42号住居跡

遺物出土状況



第44号住居跡

完　掘　状　況

第45号住居跡

完　掘　状　況

第48号住居跡

完　掘　状　況



第49・50号住居跡

完　掘　状　況

第49・50号住居跡

遺物出土状況

第49号住居跡

遺物出土状況



第51号住居跡

完　掘　状　況

第52号住居跡

完　掘　状　況

第58号住居・跡

完　掘　状　況



第63号住居跡

完　掘　状　況

第63号住居跡

遺物出土状況

第65号住居跡

完　掘　状　況



第65号住居跡

遺物出土状況

第66号住居跡

遺物出土状況

第66号住居跡

竃遺物出土状況



第68号住居跡

完　掘　状　況

第73号住居跡

完　掘　状　況

第77号住居跡

遺物出土状況



第87号住居跡

遺物出土状況

第88号住居・跡

完　掘　状　況



第88号住居跡

遺物出土状況

第88号住居跡

遺物出土状況

第88号住居跡

遺物出土状況



第91号住居跡

遺物出土状況

第91号住居跡

遺物出土状況

第91号住居跡

竃遺物出土状況



第91号住居跡

竃遺物出土状況

第94号住居跡

遺物出土状況

第94号住居跡

竃遺物出土状況



第96号住居跡

完　掘　状　況

第96号住居跡

遺物出土状況

第97号住居跡

完　掘　状　況



第98号住居跡

完　掘「状　況

第99号住居跡

竃遺物出土状況

第102号住居跡

完掘・竃遺物出土状況




